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鹿児島から熱い風

男
女
共
同
参
画
基
本
法
(
仮
称
)
の
成
立
に
向
け
て
の
熱
い
思
い
の
中
、
こ
の
た
び
〈
あ
ご
ら
鹿
児
島
〉
を
立
ち
上
げ
、

〈
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
T
e
k
u
T
e
k
u
〉
と
の
共
同
作
業
で
『
女
性
と
女
性
セ
ン
タ
ー
田
』
を
編
集
し
ま
し
た
。

私
が
『
あ
ご
ら
』
に
出
会
っ
た
八
0
年
代
は
、
女
性
の
年
金
権
聾
品
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
成
立
、
女
子
差
別
撤

廃
条
約
の
批
准
と
、
女
性
を
と
り
ま
く
社
会
環
境
の
変
革
別
で
し
た
。
そ
の
頃
の
鹿
児
島
で
女
性
問
題
と
い
え
ば
、
大
学

や
当
時
の
〈
母
と
女
教
師
の
会
〉
な
ど
労
働
組
合
の
婦
人
部
、
そ
し
て
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
研
究
す
る
自
主
グ
ル
ー
プ
な
ど

で
、
女
性
史
、
女
性
解
放
、
女
子
教
育
な
ど
を
学
び
語
り
あ
う
学
問
や
思
想
と
し
て
深
め
て
い
く
時
期
だ
っ
た
と
思
い
ま

す。
そ
し
て
本
来
、
女
性
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
が
、
日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
抱
え
て
い
る
女
性
問
題
が
、
や
っ
と
、
い
え
、
つ

い
に
九
0
年
代
後
半
に
は
、
育
児
休
業
法
や
介
護
休
業
法
な
ど
の
法
整
備
、
開
通
の
第
四
回
世
界
女
性
会
議
、
総
理
府
の

男
女
共
同
室
幽
二

O
O
O年
プ
ラ
ン
な
ど
国
内
外
の
潮
流
に
助
け
ら
れ
、
ま
る
で
地
殻
変
動
で
も
起
き
た
か
の
よ
う
に
都

市
か
ら
良
漁
村
へ
広
が
り
、
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
回
尋
女
卑
の
鹿
児
島
は
、
政
策
決
定
の
場
へ
の
女
性
参
加
は
残
念
な

が
ら
全
国
最
下
位
で
す
が
、
女
性
民
業
委
員
の
数
が
、
昨
年
か
ら
全
国
第
二
位
と
い
う
画
期
的
な
実
績
を
つ
く
り
ま
し
た
。

先
輩
諸
姉
の
辛
苦
の
成
果
で
あ
る
法
や
政
策
が
形
骸
化
し
な
い
た
め
に
も
、
私
た
ち
女
性
が
あ
ら
ゆ
る
差
別
に
無
自
覚

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
さ
ら
に
力
を
つ
け
て
い
く
た
め
に
、
女
性
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
し
た
堂
宮
、

調
査
、
研
究
、
相
談
、
支
援
事
業
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
女
性
(
た
ち
)
が
自
分
(
た
ち
)
の
こ
と
を
知
り
、
学
び
、
考
え
、
話
し
あ
っ
て
自
分
(
た
ち
)
の
こ
と
を
自
分
(
た
ち
)

で
決
め
る
習
慣
を
身
に
つ
け
、
民
主
主
義
を
実
感
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
女
た
ち
が
、
経
験
や
立
場
を
越
え
認
め
あ
い
、

手
を
つ
な
い
で
い
く
。
女
性
た
ち
が
、
ま
す
ま
す
元
気
に
自
分
を
生
さ
る
こ
と
て
い
い
風
が
吹
き
、
塞
挺
も
職
場
も
学

校
や
地
域
社
会
も
豊
か
で
元
気
に
な
り
ま
す
。
大
地
に
根
を
は
り
、
地
球
に
い
い
風
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

小JIIみさ子
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|

グ
ル
ー
プ
結
成

〈
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
T
e
k
u
T
e
k
.
u
〉
は
、
平
成
八
年
度
に
鹿
児
山
市
が
公
募
し
た
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
国
門
派

遣
事
業
」
に
歩
茄
し
た
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
翌
年
二
月
に
結
成
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
タ
リ
!
な
グ
ル
ー
プ
で
す
。
全
国
各
地

の
元
気
な
女
性
た
ち
と
の
出
会
い
で
、
目
か
ら
鱗
が
落
ち
た
メ
ン
バ
ー
の
、
そ
の
思
い
を
地
元
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
と

い
う
願
い
が
、
グ
ル
ー
プ
発
足
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

発
足
当
時
、
一
帯
の
閃
心
取
は
「
女
性
セ
ン
タ
ー
が
鹿
児
島
に
も
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
(
平
成
九
年
度
に
基

本
計
両
密
告
。
公
共
施
設
が
で
き
る
た
び
に
思
っ
て
き
た
の
は
夜
う
側
の
視
点
が
い
か
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
い
つ
も
山
米
上
が
っ
て
気
が
つ
く
の
が
私
た
ち
一
般
市
民
の
つ
ね
で
し
た
。
し
か
し
、
使
う
立
場
の
自
分

た
ち
が
何
の
働
き
か
け
も
せ
ず
に
き
た
の
も
引
災
で
す
。
そ
れ
で
い
て
行
政
を
立
め
る
の
は
お
門
述
い
で
は
な
い
か
、
と

私
た
ち
は
反
行
し
、
公
共
引
業
へ
の
刷
版
的
な
市
民
参
加
を
拭
み
始
め
た
の
で
す
。
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女性センター(仮称)とは…
男女共同参画社会の形成を目絡す『かごしま市女性プラン』を繍極的にf並進していくためには.
教育、労働、領祉など幅広い分野にかかわる女制問凶について.市民と行政が一体となって取り組
む活動拠点が必要です.
そこで、男女共同参画社会の形成に向けてk性問題解決の倶点から総合的・体系的な取り組みを
雌進していくための処点~l~となる「女性センター(仮f事) Jを俗間高校跡地(荒田}丁目}に生
涯学包プラザ(仮祢)との線合飽設として整備します.
平成9年度に.生涯学留プラザ・女性センター(仮祢}基本計画を策定しましたので.その一部
をご紹介いたします.

: 基本的役割 1 
!真の男女平等に向けて.見性・女性のllz:ll改革'
iを進め‘女性の社会側と地位向上の叫を図り"
I 9-1主共同書画11会の形成をめざす拠点 E 

一二二二二軍::::::::ぺ一一一 ・
; 基本的位置づけ 展開の方向性 i 
:7.かごしま耐性プランを位進するための偲点 i ‘:ァ.主体的な生者方の支'"
iイ.男女共同書商社会の実現を目指す市民活動の拠点圃・・・・ィ.女性の社会書副の支'"
gゥ.女性問題に閲する情報の拠点 ゥ.臼立の支111
;ェ.女性にl則する相続に総合的に対応で宮る路島 ェ，m民伺互の交流{ネットワーキング}の促進i
-------------司..-------_.オ.成長する女性セン51-

・'・----・・______1___-・・・・・"・・・・----一二百二一二二了--
・ 拠点施段としてのあり方 rかごしま市立性プラン』の惟jJt健点 ・

市民活動のネットワーク偲点 : 

。 。 。
男女平等についての斑解と1:illを深め、 女性問題に閃ねる多情な情報を収集・ 男女共同書画社会の実現を目指した
男女の真の自立した生吉方の姥見と. 監理し.市民に効率的に促供してい 市民活動に対する支11を行うとともに.
それを日常生活の中で具体化してい くための偲能を狩たせます. 市民の情紹交換や交流及び主性の

くための学自慢能を持たせます. 社会書画を支11していくための惚能。 @ 
1;(性が抱える広範な問題について解 社会周境や地成の主性問問の爽悠に

決の糸口を見いだせるように.関係 則した事業の展開を図るため.女性

際関等とも迎f揮を図りなが古.総合的. に関するさまざまな問題について調

専門的に対応できる相Z翼線能を持た 査・研究する慨飽を跨たせます.

せます.

3 

を持たせます.

(鹿児島市作製の資料より)
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〈
こ
こ
一
年
余
り
の
活
動
状
況
〉

・
月
一
回
の
窓
例
会
(
興
業
純
一
戸
流
的
な
集
ま
り
、
近
況
判
抜
本
抑
制
市
交
換
の
叩
か
ら
活
動
方
針
や
計
画
が
決
ま
る
)

.
さ
ま
ざ
ま
な
研
笠
以
へ
の
参
加

・
女
性
セ
ン
タ
ー
へ
の
要
望
を
陳
情
(
捉
出
か
ら
約
一
年
を
経
て
、
や
っ
と
こ
の
八
月
六
日
に
採
択
さ
れ
た
)

・
市
議
会
の
傍
腿
(
メ
ン
バ
ー
に
市
議
会
議
此
が
い
る
た
め
、
議
会
が
ぐ
ん
と
身
近
に
)

-
全
国
の
女
性
関
辿
施
設
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
(
現
状
と
問
題
点
を
知
る
た
め
)

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
(
情
報
の
共
有
と
地
域
の
戸
を
集
め
る
た
め
)

-
程
一
日
一
員
づ
く
り
(
一
週
の
活
動
で
収
集
し
た
全
国
情
報
や
地
域
の
戸
を
ま
と
め
る
)

・『
T
e
k
u
T
e
k
u
ニ
ュ
ー
ス
』
の
発
行

・
総
理
府
「
男
女
共
同
参
両
社
会
2
0
0
0年
プ
ラ
ン
」
の
学
習

.
男
女
平
等
禁
法
へ
の
提
言

初
め
て
の
陳
情

〈

T
e
k
u
T
e
k
u
〉
で
は
、
そ
の
発
足
当
時
の
目
標
ど
お
り
「
女
性
セ
ン
タ
ー
を
考
え
る
」
を
主
眼
に
お
い
た
勉

懇
耳
、
立
見
交
換
が
活
発
に
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
窓
見
を
ま
と
め
て
盟
百
を
と
ら
え
て
は
行
政
サ
イ
ド
に
伝
え
、
女
性

セ
ン
タ
ー
建
設
計
画
の
逃
抄
状
況
に
つ
い
て
も
的
報
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
公
開
さ
れ
る
情
報
と
流
れ
て
く
る
情
報
に

隔
た
り
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
女
性
セ
ン
タ
ー
建
設
の
計
岡
は
思
っ
て
い
る
よ
り
進
ん
で
い
る
?
」
と
い
う
不
安
か
ら
、
私
た
ち
は
公
の
場
で

4 

市
民
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の
求
め
る
女
性
セ
ン
タ
ー
像
」
を
議
論
す
る
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
話
し
合
い
の
結
果
、
市
議
会
に
陳
情
す
る

こ
と
に
し
た
の
で
す
。
陳
情
告
を
書
く
作
業
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
な
か
な
か
大
変
で
し
た
が
、
自
分
た
ち
の

求
め
る
女
性
セ
ン
タ
ー
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
ず
い
ぶ
ん
整
理
さ
れ
、
明
確
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

陳
情
は
市
民
の
社
会
委
画
の
一
手
段
だ
と
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
際
に
も
行
政
に
対
立
す
る
立
場
で
は

な
い
こ
と
を
伝
え
、
女
性
セ
ン
タ
ー
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し
た
い
と
い
う
目
的
が
共
通
の
も
の
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
し

つ
つ
、
陳
情
告
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

昨
年
九
月
二
十
四
日
、
陳
情
を
提
出
。
そ
の
後
、
総
務
・
消
防
委
員
会
で
数
回
審
議
さ
れ
、
傍
聴
に
も
通
っ
た
の
で
す

が
、
な
か
な
か
採
択
さ
れ
る
よ
う
す
は
な
い
ま
ま
一
年
近
く
が
経
過
し
ま
し
た
。
あ
き
ら
め
か
け
た
今
年
八
月
六
日
、
総

務
・
消
防
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
入
れ
代
わ
っ
て
ま
も
な
く
「
こ
の
陳
情
を
提
出
し
た
グ
ル
ー
プ
は
よ
く
勉
強
し
て
い
る
」

と
い
う
お
営
め
の
言
葉
と
と
も
に
、
全
員
一
致
で
採
択
さ
れ
、
市
当
局
の
意
見
を
付
し
た
審
査
結
果
が
送
ら
れ
て
き
た
の

で
す
。
あ
と
は
採
択
さ
れ
た
陳
情
の
内
容
が
実
際
に
実
行
さ
れ
る
か
を
見
守
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

鹿
児
島
市
へ
の
陳
情

.
件
名
建
設
予
定
の
生
涯
学
習
ノ
ラ
ザ
・
女
性
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
へ
の
要
望

か
b
ご
H
し

.
提
出
者

T
e
k
u
T
e
k
u
(女
性
セ
ン
タ
ー
研
究
部
会
)
代
表
皮
簡
石
久
美
子
僧
士
一
名

.
陳
情
の
要
旨

総
理
府
が
推
進
す
る
男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
の
拠
点
と
な
る
女
性
セ
ン
タ
ー
が
鹿
児
島
市
に
も
建
設
さ
れ
る
こ
と
を

歓
迎
し
、
そ
の
施
設
が
よ
り
多
く
の
市
民
に
愛
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
切
望
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
T
e
k
u
T
e
k
u
(女
性
セ
ン
タ
ー
研
究
部
会
)
で
は
、
女
性
施
設
に
関
す
る
学
習
を
か
さ
ね
て
参
り
ま
し

5 



た
。
そ
こ
で
利
川
者
の
究
助
と
し
て
、
平
成
九
年
三
日
間
山
川
市
生
出
学
寄
ノ
ラ
ザ
・
女
性
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
基
本
構

怨
[
概
民
版
]
を
附
ま
え
た
上
で
、
以
下
の
こ
と
を
間
的
い
た
し
ま
す
。

ぬ
怒
号

・
誰
で
も
い
つ
で
も
使
え
る
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
。

※
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
:
・
・
:
資
料
、
案
内
状
、
会
怒
吋
の
作
成
に
必
裂
な
設
備
を
備
え
た
ス
ペ
ー
ス

.
問
題
を
抱
え
る
親
子
へ
の
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
設
け
る
。

-
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
窓
口
の
設
問
。

・
女
性
の
か
ら
だ
の
問
旭
を
合
め
、
女
性
が
自
分
ら
し
い
表
現
1

自
己
主
張
の
方
法
を
見
つ
け
る
た
め
の
表
現
、
制
活
活

動
の
機
能
の
設
位
。

-
女
性
問
題
に
対
応
で
き
る
人
材
、
指
導
者
の
育
成
。

〈人ぢ

・
館
長
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
l
フ
リ
l
の
視
点
を
も
っ
た
人
材
を
配
出
す
る
。

(
公
募
制
と
市
民
に
よ
る
選
出
を
経
た
適
切
な
人
事
を
望
む
〉

・
女
性
セ
ン
タ
ー
が
円
滑
に
機
能
す
る
た
め
の
人
材
の
育
成
と
、
そ
れ
に
伴
う
予
算
化
を
H
玄
凪
に
望
む
。

〈
謹
号

・
運
営
に
つ
い
て
は
迎
装
員
会
を
設
問
し
、
市
民
公
募
の
委
民
も
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
0

・
夜
間
、
休
日
も
迎
営
し
て
ほ
し
い
。

〈
そ
の
他
〉

・
生
波
学
習
ノ
ラ
ザ
・
女
性
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
に
関
す
る
名
杭
要
民
会
に
、
市
民
公
募
の
委
員
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

.:.・2惨令.:.・〉・豊川・・》令・判長やや .:.φ ・z・〈・.:..:..，・〈・ 4争・3・.:..:.・~..，・・z・φ・~.~争やや・2・.:..~・・〉
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-
生
涯
学
習
ノ
ラ
ザ
・
女
性
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
}
に
関
す
る
各
種
委
員
会
の
傍
聴
を
望
む
。

男
女
共
同
参
画
社
ム
一
諺
成
の
た
め
に
は
、
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
す
。
女
性
セ
ン
タ
ー
建
設
を

進
め
る
課
程
は
、
ま
さ
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
実
践
し
て
い
く
場
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
女
性
セ
ン
タ
ー
の

運
営
に
つ
い
て
は
、
一
貫
し
て
「
市
民
参
泊
・
参
画
」
を
基
本
原
則
に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現

段
階
の
市
民
の
声
と
し
て
、
こ
の
陳
情
を
執
謡
4

さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鹿
児
島
市
の
審
査
結
果
こ
九
九
八
年
十
月
二
日
)

陳
情
第
叩
号
建
誌

Z
Aの
女
性
セ
ン
タ
ー
(
仮
想
へ
の
要
望
に
つ
い
て
結
果

l
l採
択
す
べ
き
も
の

本
件
は
、
女
性
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
の
建
設
に
当
た
り
、
機
能
面
、
人
材
面
、
運
営
面
な
ど
十
一
項
目
に
つ
い
て
要
請
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
件
に
対
す
る
当
局
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

一
項
①
H
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
印
刷
・
コ
ピ

l
・
製
本
等
が
で
き
る
印
刷
作
業
室
の
設

置
を
考
え
て
い
る
。

一
項
②
H
問
題
を
抱
え
る
親
子
へ
の
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
女
性
問
題
解
決
の
視
点
だ
け
で
な
く
、
福
祉

や
教
育
な
ど
多
方
面
に
わ
た
る
対
応
を
必
要
と
し
、
国
や
県
等
と
の
述
携
も
必
一
史
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
が
、
女

性
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
女
性
問
題
を
中
心
と
し
た
相
談
に
対
応
す
る
た
め
の
相
談
室
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

一
項
③
H
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
塚
越
窓
口
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
全
庁
的
な
連
携
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

が
、
女
性
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
女
性
問
題
に
開
通
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
た
各
種
グ
ル
ー
プ
等
の
情
報
を
収
集
・

提
供
し
、
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

一
項
④
日
女
性
が
自
分
ら
し
い
表
現
、
自
己
主
張
の
方
法
を
見
つ
け
る
た
め
の
表
現
、
創
造
活
動
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
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こ
の
よ
う
な
機
能
は
女
性
セ
ン
タ
ー
の
設
問
回
的
そ
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
女
性
問
題
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い
る
の
で
、
具
体
的
な
取
扱
民
間
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
各
国
か
ら
強
制
し
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

一
項
⑤
H
女
性
問
題
に
対
応
で
き
る
人
材
、
指
導
者
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
職
員
を
は
じ
め
事
業
に
関
わ
っ

て
い
く
専
門
臓
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
持
品
目
が
非
常
に
車
製
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
そ
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

二
項
①
N
ジ
ェ
ン
ダ
l
フ
リ

1
の
視
点
を
も
っ
た
人
材
の
配
世
に
つ
い
て
は
、
館
長
を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
が
ジ
ェ
ン

ダ
l
フ
リ
!
の
視
点
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
当
然
か
つ
買
裂
と
考
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
人
材
の
配
世
を
考
え
て

.!..!~・ 4、 d、.・、.~.~句、 ..!..!..!..!.41、，・6・~..!..!.4l、.!..!..!.4l、 .!.41、.!..!..!.4l、.!:.oe1、・.. !:..旬、.!..!..~~・・~.~・
-~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~-・・・・・・・.--.--.--.--.--.--.--.' 
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い
き
た
い
。

二
項
②
H
女
性
セ
ン
タ
ー
が
円
滑
に
機
能
す
る
た
め
の
人
材
育
成
と
、
そ
れ
に
伴
う
予
算
化
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
女

性
問
題
に
関
す
る
会
議
等
へ
公
募
に
よ
る
市
民
を
派
遣
す
る
な
ど
の
事
業
を
行
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
参
加
さ

れ
た
方
々
も
女
性
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
何
ら
か
の
形
で
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

市
職
員
に
対
し
て
も
、
女
性
問
題
に
関
す
る
会
議
等
へ
の
派
遣
や
女
性
問
題
を
テ
l
マ
に
し
た
職
員
研
修
を
実
施
し
て
お

り
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

三
項
①
日
運
営
委
員
会
の
設
悦
及
び
委
員
の
市
民
公
募
に
つ
い
て
は
、
女
性
セ
ン
タ
ー
の
円
滑
な
述
営
を
図
る
た
め
に

は
述
芸
員
会
の
設
悦
が
必
裂
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
際
に
は
、
利
用
者
の
代
表
に
も
参
画
原
つ
な
ど
、
市
民
の

意
見
反
映
に
努
め
て
い
き
た
い
。
な
お
、
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
市
民
公
募
も
一
つ
の
方
法
で
は
あ
る
が
、
他
都
市

の
状
況
も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

三
項
@
N夜
間
、
休
日
の
述
営
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
多
様
な
日
作
出
動
の
実
態
及
び
-
丁
ズ
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
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今
後
、
開
館
日
・
開
館
時
間
の
設
定
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

四
項
①
日
生
涯
学
習
ノ
ラ
ザ
・
女
性
セ
ン
タ
ー
(
仮
想
に
関
す
る
各
種
委
員
会
に
市
民
公
募
の
委
員
を
入
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
女
性
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
運
営
委
員
会
の
み
の
設
置
を
考
え
て
お
り
、
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
は
、
他
都
市
の
状
況
も
参
考
に
し
な
が
ら
箆
出
し
て
い
き
た
い
。

四
項
②
日
生
涯
学
茸
ノ
ラ
ザ
・
女
性
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
に
関
す
る
各
種
委
員
会
の
傍
聴
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
の
テ
lマ

等
に
も
よ
る
が
、
基
本
的
に
は
委
員
会
の
判
断
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

委
員
会
に
お
い
て
は
、
本
件
の
取
扱
い
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
運
営
委
員
の
市
民
公
募
に
よ
る
選
任
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
他
都
市
の
状
、
現
守
も
参
考
に
し
な
が
ら
箆
刑
し
て
い
く
部
分
も
あ
る
が
、
令
砕
と
し
て
は
、
陳
情
趣
旨
に
沿
っ
た

考
え
方
等
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
陳
情
の
趣
旨
及
び
当
局
の
対
応
を
了
と
し
て
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

全
国
女
性
関
連
施
設
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

|
|
全
国
の
現
状
を
知
り
た
い
!
ー
ー

鹿
児
島
の
女
性
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画
を
聞
き
、
本
当
に
女
性
市
民
の
要
求
に
合
っ
た
も
の
、
十
分
活
用
で
き
る
も
の
に

し
た
い
ね
と
何
人
か
が
声
を
か
け
合
い
、
集
ま
っ
た
私
た
ち
。
「
ス
タ
ッ
フ
に
は
ぜ
ひ
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
視
点
の
あ
る
人
を
」

「
創
出
荷
な
場
に
し
た
い
」
「
シ
ェ
ル
タ
l
が
必
要
だ
」
「
障
害
者
や
子
述
れ
の
人
が
使
い
や
す
い
施
設
を
」
等
々
、
語
り
合

い
ま
し
た
。
女
性
セ
ン
タ
ー
へ
の
私
た
ち
の
熱
い
期
待
を
そ
の
ま
ま
行
政
に
伝
え
た
か
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
伝
え
よ
う
と
す
る
過
程
で
、
私
た
ち
の
思
い
が
ど
ん
な
に
深
い
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
生
き
生
き
と
し
た
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
よ
う
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
関
係
な
く
て
、
行
政
が
受
け
入
れ
て
く
れ
る
よ
う
な
形
式
を
踏
ま
え
た
方
法
、

9 
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表
現
で
民
間
し
な
い
と
い
け
な
い
ら
し
い
と
、
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
む
ず
か
し
さ
も
経
験
し
ま
し
た
。
そ
れ

も
そ
の
は
ず
で
す
。
私
た
予
M
身
、
今
ま
で
行
政
に
市
民
の
仰
を
川
け
よ
う
と
す
る
市
政
的
な
働
き
か
け
を
あ
ま
り
し
て

こ
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
実
践
学
引
を
考
え
、
人
品
作
的
、
具
体
的
拠
一
討
を
都
足
し
て
、
個
々
の
イ
メ
ー
ジ
の
言
葉
化
、
強

理
等
を
試
み
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
現
在
活
動
中
の
各
地
の
女
性
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
情
報
が
も
っ
と
ほ
し
い
と
の
声
が
強

ま
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
知
り
た
い
こ
と
が
多
く
、
長
っ
た
ら
し
い
ア
ン
ケ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。
で
も
相
手
は
女
性
セ
ン
タ
ー
。
き
っ
と
答
え
て
も
ら
え
る
に
迎
い
な
い
と
い
う
甘
い
期
待
に
応
え
て
く
れ
た
女
性

セ
ン
タ
ー
が
結
県
的
に
は
多
か
っ
た
の
で
し
た
。

そ
の
集
計
の
過
程
は
、
自
分
た
ち
の
女
性
セ
ン
タ
ー
へ
の
熱
い
思
い
が
、
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
具
体
的
に
練

り
直
す
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
各
地
の
女
性
セ
ン
タ
ー
、
そ
こ
に
集
う
女
性
た
ち
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
、

ひ
い
て
は
近
く
に
い
な
が
ら
ま
だ
出
会
え
ぬ
、
将
来
鹿
器
市
の
女
性
セ
ン
タ
ー
に
容
つ
で
あ
ろ
う
い
ろ
い
ろ
な
女
性
た

ち
へ
と
思
い
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
思
い
を
ず
っ
と
つ
む
い
で
杭
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

10 

フ
ォ
ー
ラ
ム
決
行
!

ンに
タア女
lン性
つケセ
て 1 ン
何トタ
?を l

=主高
よ現主。、cる
もで
あ自
室分

髭2
・つ 革、
か学
んび
だ

た2
ち l己
で防

たP
がい

出品
話芸
人雪}
た T
苧届
五け

Z自
ーの

三在
二県
性施
セ設

私
た
ち
は
真
剣
に
こ
つ
こ
つ
活
肋
を
し
て
き
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
足
元
を
見
落
と
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
気
づ

か
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
女
性
セ
ン
タ
ー
を
一
緒
に
使
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
、
よ
り
多
く
の
人
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た
ち
と
情
報
を
共
有
す
る
場
を
設
定
し
た
い
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

定
例
会
で
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
主
催
し
な
い
?
」
と
い
う
提
案
を
し
た
と
こ
ろ
、
「
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
「
時
期
尚
早
」
の

一
一
つ
に
分
か
れ
て
、
大
論
争
に
な
り
ま
し
た
。
結
局
は
実
行
委
員
会
形
式
を
と
っ
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
準
備
を
始
め
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
実
行
委
員
会
に
入
ら
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
符
科
の
と
り
ま
と
め
等
、
忙
し
く
活
動
す
る
こ
と

に
。
経
験
な
し
、
時
間
な
し
、
予
算
な

Li---た
だ
情
熱
だ
け
で
走
り
始
め
た
の
で
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
い
ち
ば
ん
顕
を
悩
ま
せ
た
の
は
、
「
ど
う
す
れ
ば
人
が
集
ま
る
か
」
と
い
う
こ
と
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
l
マ
が
な
か
な
か
決
め
ら
れ
な
い
。
私
た
ち
が
伝
え
た
い
の
は
「
女
性
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
」
そ
し
て
「
女
性
セ
ン
タ
ー
を
作
り
上
げ
て
い
く
の
は
使
う
側
で
あ
る
私
た
ち
市
民
で
あ
る
と
い
う
こ
と
」
な
の
で
す

が
、
テ
ー
マ
に
、
ま
だ
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
女
性
セ
ン
タ
ー
を
掲
げ
た
の
で
は
、
多
く
の
人
に
聞
い
て
も
ら
え
な
い
の

で
は
・
:
:
・
。
困
り
に
困
っ
て
た
ど
り
着
い
た
の
が
「
か
ご
し
ま
の
女
っ
て
何
だ
W
H
」
で
し
た
。
鹿
児
島
の
女
性
の
お
か
れ

る
現
状
を
つ
か
ん
だ
上
で
、
じ
ゃ
あ
鹿
児
島
に
必
要
な
女
性
セ
ン
タ
ー
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
と
い
う
展
開
に
し
て

い
こ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

テ
ー
マ
が
決
ま
り
、
パ
ネ
ラ
ー
を
お
願
い
し
て
い
く
な
か
で
新
し
い
人
と
の
出
会
い
に
感
動
し
、
協
賛
金
を
集
め
る
作

業
で
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
飛
躍
的
に
広
が
っ
て
い
く
と
い
う
体
験
で
、
忙
し
い
な
が
ら
も
充
実
し
た
日
々
に
な
り
ま
し
た
。

不
安
を
抱
え
な
が
ら
む
か
え
た
当
日
、
二
百
人
収
容
の
会
出
場
は
八
割
を
超
え
る
参
加
者
で
ほ
ぼ
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。
元
気
で
率
直
な
パ
ネ
ラ

1
の
方
々
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
発
言
す
る
た
め
に
緊
急
に
話
し
合
い
を
聞
い
て
意
見
を
ま
と
め

て
き
て
下
さ
っ
た
育
児
サ
ー
ク
ル
の
方
等
、
参
加
し
た
す
べ
て
の
人
た
ち
の
熱
気
は
、
主
催
し
た
私
た
ち
の
予
想
を
は
る

か
に
上
回
る
も
の
で
し
た
。
初
め
て
の
主
催
と
い
う
こ
と
で
段
取
り
の
悪
い
私
た
ち
を
、
支
え
て
下
さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
た
ち
、
今
思
い
起
こ
し
て
も
た
だ
た
だ
感
謝
と
感
動
で
し
た
。
至
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
ら
け
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ

11 
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ら
け
、
そ
ん
な
私
た
ち
で
も
「
で
き
た
」
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
っ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
や
ら
な
い
で
後
悔
す
る
よ
り
、
や
っ
て
山
山
地
」
。
こ
れ
か
ら
も
、
学
ん
だ
ら
必
ず
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

12 

鹿
児
島
市
女
性
問
題
情
報
誌

『
す
て
つ
ぶ
」

の
コ
ン
ペ
に
参
加
し
て

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
を
終
え
て
、
一
段
落
し
た
私
た
ち
は
、
鹿
児
島
市
の
女
性
間
関
宿
翼
民
す
て
つ
ぶ
』

の
コ
ン
ペ
に
参
泊
す
る
機
会
を
併
ま
し
た
。
印
刷
会
社
の
編
集
ス
タ
ッ
フ
と
い
う
関
わ
り
方
で
の
挑
戦
で
す
。
与
え
ら
れ

た
テ
1
マ
は
「
妥
た
ち
の
女
性
問
題
」
。
テ
l
マ
へ
の
切
り
口
を
み
る
た
め
の
課
題
と
い
う
説
明
で
し
た
。

女
性
問
題
と
い
っ
て
も
幅
は
広
く
、
ア
ン
ペ
イ
ド
ワ

1
ク
(
無
報
酬
労
働
)
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
(
家
庭

内
暴
力
)
・
:
:
・
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
突
き
詰
め
て
い
く
と
「
自
分
育
て
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

す
な
わ
ち
一
人
の
人
間
と
し
て
自
分
自
身
と
向
き
合
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
漠
然
と
し
た
テ
l
マ
の
中
で
、
よ
り
多
く
の
人
に
共
感
を
も
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る
内
容
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。

グ
ル
ー
プ
の
中
か
ら
四
人
の
希
望
者
を
界
り
、
実
感
の
こ
も
る
記
引
を
卦
こ
う
と
前
闘
し
ま
し
た
が
、
結
果
は
残
念
な

が
ら
不
採
問
に
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
初
め
て
の
試
み
は
私
た
ち
に
「
や
れ
る
」
と
い
う
実
感
を
残
し
て
く
れ
ま
し

た
。
女
性
問
題
附
辿
の
山
の
よ
う
な
特
科
を
説
み
あ
さ
り
、
文
章
に
ま
と
め
、
日
頃
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
集
申
カ
を
持

て
た
日
々
で
し
た
。
ま
さ
し
く
自
分
育
て
の
時
間
だ
っ
た
と
今
は
実
感
し
て
い
ま
す
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
ま
た
挑
戦
し

た
い
し
、
次
は
結
川
端
も
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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こ
ん
苛
安
性
た
ち
が
ふ
え
て
き
て
い
&
す
・

あ
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ゆ
た
の
ま
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で
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ど
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す
か
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が
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る
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に
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会
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だ
よ
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u
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・
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温
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条
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で
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よ
と
M
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・
英
と
し
て
・
そ
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根
康

に
『
食
住
は
紬
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し
た
ら
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a
e
q句
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a
s
a
u買
い
思
と

e
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と
い
令
低
金
品
念

が
め
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と
ほ
高
X
姥
で

-es
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自
分
の
g
い
白
い
こ
k

し
た
い
£
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す
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z
e
avの
て
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い
ゐ
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の
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の
申
に

R
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寝
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伺
@
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m
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a
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-
A
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H
h
h
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が
ま

g
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の
で
し
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活
動
を
通
じ
て
自
分
か
変
わ
っ
た
!

14 

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
見
え
な
か

っ
た
も
の
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
聞
こ
え
な
か
っ
た
声

が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な

っ
た
気
が
し
ま
す
(
と
い
う
よ
り
見
ょ
う
と
し
な
か

っ
た
も
の
、
聞
こ
う
と
し
な
か
っ
た
声
と
言
っ

た
方
が
適
切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
)
。
ま
だ
見
ぬ
女
性
セ
ン
タ
ー
へ
の
働
き
か
け
を
通
し
て
、

た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、

い
ろ
ん
な
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
、
多
く
の
事
を
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
、

何
が

一
番
変
わ

っ
た
か

と
い
え
ば
、
そ
れ
は
自
分
自
身
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

〈
T
e
k
u
T
e
k
u
〉
は、

あ
ら
ゆ
る
共
生
を
め
ざ

し
、
自
己
実
現
を
し
な
が
ら
、
出
会
い、

ま
す
。
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d崎し 制 障 に

つ
な
が
り
、
深
め
合
っ
て
い
け
る
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
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〈と
l
く
8
と
l
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉

か
ご
し
ま
の
女
っ
て
何
だ
?

i
今
、
な
ぜ
女
性
セ
ン
タ
ー
か
?

一
九
九
八
年
三
月
二
十
八
日
(
土
)
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
懇
明
館
講
堂

主
催
〈
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

T
e
k
u
T
e
k
u〉

かごしまの女って伺だ?

岡
国
郎
容
久
美
子

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
春
う
ら
ら
三
月
の
土
曜
日
。
数
多
い
本
日
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
、
〈
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
T
e
k
u

T
e
k
u
〉
の
か
と
l
く
&
と

1
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
に
お
越
し
く
だ
さ
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

愛
称
T
e
k
u
は
、
鹿
児
島
市
女
性
リ
ー
ダ
ー
国
内
派
遣
事
業
の
参
泊
者
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。
昨

年
末
、
毎
月
の
定
例
会
等
を
重
ね
る
う
ち
に
、
自
分
た
ち
の
思
い
を
何
ら
か
の
形
に
し
て
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
伝
え
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
に
し
ろ
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
初
め
て
。
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
は
男
女
共
同
参
画
社
会
な
ん
て

聞
い
た
こ
と
も
な
い
。
女
性
セ
ン
タ
ー
っ
て
何
?
そ
ん
な
仲
間
が
、
今
日
こ
の
日
を
迎
え
た
の
で
す
か
ら
さ
あ
大
変
。

も
う
す
で
に
あ
ち
こ
ち
お
見
苦
し
い
点
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
。
今
日
は
少
し
で
も
女
性
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
を
知
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
、
そ
し
て
考
え
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。
会
場
に
お
越
し
の
皆
様
方
は
、
私
ど
も
の
調
査
に
よ
り
ま

15 
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す
と
、
一
歩
も
二
歩
も
男
女
共
同
参
画
の
意
識
の
高
い
方
々
ば
か
り
。
今
日
こ
の
会
場
か
ら
社
会
に
向
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
オ
1
ラ
を
発
進
で
き
ま
す
よ
う
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々
と
お
隣
同
士
で
抑
制
乎
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

き
あ
握
手
を
ど
う
ぞ
(
皆
握
手
し
あ
う
)
。
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
何
人
の
方
と
で
き
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

で
は
最
後
ま
で
ご
ゆ
っ
く
り
と
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
(
パ
チ
パ
チ
J
拍
手
)

16 

画
r
A

寸
い
な
ぜ
女
性
セ
シ
ー
タ
ー
1
1
か
?
狩
俣
信
子

会
ノ
ロ
フ
ィ

le一
九
四
一
年
那
湖
市
に
て
出
生
(
器
恕
ま
れ
、
那
悶
育
ち
)
。

琉
球
大
堂
夫
学
院
(
法
学
研
究
科
)
修
士
課
程
卒
。
県
立
高
校
社
会
科
教
師
(
二
十

八
年
間
)
。
沖
縄
川
市
教
臓
員
組
合
弛
汀
委
設
(
二
年
同
)
。
現
在
は
財
団
法
人
お
き
な

わ
女
性
財
団
常
務
理
事
、
沖
縄
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
館
長
。

こ
ん
に
ち
は
!
隣
の
沖
縄
県
那
刺
市
か
ら
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
沖
縄
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
〈
て
い
る
る
〉
の
館
長

を
務
め
て
い
る
狩
侶
信
子
と
巾
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

〈
て
い
る
る
〉
と
い
う
の
は
愛
称
で
す
。
琉
球
の
古
諦
の
こ
と
で
、
照
り
師
く
よ
う
な
美
し
い
こ
と
ば
と
も
解
さ
れ
、

ジ
ェ
ン
ダ
l
フ
リ
ー
を
四
組
と
し
て
め
ざ
す
女
性
セ
ン
タ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
こ
と
で
選
ば
れ
ま
し
た
。
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ジ
ェ
ン
ダ

i
に
つ
い
て
の
根
強
い

「
思
い
込
み
」

かごしまの女って何だ?

さ
っ
そ
く
ジ
ェ
ン
ダ
1
に
つ
い
て
こ
う
い
う
発
想
を
、
私
た
ち
が
変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
例
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
私
の
友
人
で
今
女
社
長
を
し
て
い
る
彼
女
が
、
こ
・
主
曲
し
た
ん
で
す
。
結
婚
し
て
十
何
年
、
夫
が
出
勤
す
る
と

い
っ
た
ら
、
監
h

ー
を
は
か
せ
、

Y
シ
ャ
ツ
、
ネ
ク
タ
イ
締
め
を
全
部
や
っ
て
、
帰
つ
で
き
た
ら
「
お
疲
れ
さ
ま
」
と
三
つ

指
つ
い
て
、
靴
下
を
脱
が
せ
、

Y
シ
ャ
ツ
も
脱
が
せ
て
や
っ
た
そ
う
で
す
。
私
か
ら
は
、
考
え
ら
れ
な
い
生
活
で
す
。
「
ね
え

ど
う
し
て
そ
う
だ
つ
た
の
」
と
話
を
聞
い
た
ら
、
実
は
自
分
の
お
母
さ
ん
が
そ
う
や
っ
て
い
た
の
で
、
自
分
は
そ
う
い
う

の
を
見
て
育
っ
て
い
る
か
ら
、
結
婚
し
た
ら
夫
に
靴
下
を
は
か
せ
、

Y
シ
ャ
ツ
を
着
せ
、
背
広
を
着
せ
、
ネ
ク
タ
イ
ま
で

締
め
て
行
か
す
の
が
女
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
皆
さ
ん
、
家
で
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
よ
。
子

ど
も
た
ち
が
見
て
育
つ
ん
で
す
。
や
っ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
?
夫
の
ネ
ク
タ
イ
締
め
て
ね
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

「
あ
な
た
、
こ
の
色
と
こ
の
色
合
わ
な
い
わ
よ
」
と
、
そ
り
や
も
う
い
ち
い
ち
ゃ
つ
て
た
ら
、
子
ど
も
た
ち
も
そ
う
な
っ

ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
私
た
ち
が
気
が
つ
い
た
部
分
を
改
革
し
て
い
く
た
め
に
は
、
や
っ
ぱ
り
大
変
な
努
力
が
必
要

で
す
ね
。
長
年
つ
ち
か
つ
て
き
た
そ
の
封
建
社
会
は
、
一
朝
一
夕
に
無
く
な
る
わ
け
で
な
い
ん
で
す
。

死
ん
だ
ら
夫
の
家
の
墓
に
入
り
ま
す
か
?

そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
無
く
し
て
い
く
か
と
い
え
ば
女
性
の
自
立
で
す
ね
。
自
由
平
盟
荘
会
、
そ
れ
を
つ
く
る
た
め
に
女

性
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
で
や
る
企
画
は
、
女
性
学
講
座
で
あ
る
に
し
ろ
、
男
性
学
講

17 



座
で
あ
る
に
し
ろ
、
そ
れ
か
ら
ヤ
ン
グ
マ
マ

・
ヤ
ン
グ
パ
パ
の
た
め
の
生
活
講
座
な
ど
、
い
ろ
ん
な
講
座
が
組
ま
れ
ま
す

が
、
そ
の
中
に
は
、
必
ず
ジ
ェ
ン
ダ
l
の
視
点
を
入
れ
ま
す
。

ジ
ェ

ン
ダ
!
と
い
う
の
は
、
社
会
的
・文
化
的
に
作
ら
れ
た
性
差
の
こ
と
で
す
よ
ね
。
た
と
え
ば
、
慣
習
で
、
結
婚
し
た

ら
そ
の
ま
ま
夫
の
姓
を
各
衆
り
、
死
ん
だ
ら
夫
の
墓
に
入
る
ん
で
す
よ
。
夫
の
家
の
墓
に
入
り
ま
す
か
?
妻
と

一
緒
に

入
り
ま
す
か
?

一
人
ひ
と
り
、
ご
自
分
の
胸
に
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
私
は
今
は
っ
き
り
宣
言
し
て
い
ま
す
。「
死
ん

で
か
ら
貴
方
の
ほ
う
の
墓
に
は
入
ら
ん
」
と
。「
じ
ゃ
ど
こ
に
入
る
の
?
」
と
聞
か
れ
る
と

「私
は
親
の
墓
に
入
る
ね
」
。

私
が
こ
の
こ
と
を
言
っ
た
ら
「
狩
俣
さ
ん
は
離
婚
を
勧
め
て
い
る
の
か
?
」
と
言
う
男
性
が
い
る
ん
で
す
。
そ
う
じ
ゃ

な
い
ん
で
す
。
夫
と
は
う
ま
く
い

っ
て
ま
す
。
な
ぜ
私
が
こ
ん
な
話
を
す
る
か
と
い
う
と
、
夫
だ
っ
て
自
分
の
親
の
墓
に

一
緒
に
入
り
た
い
わ
け
で
す
。
死
ん
だ
ら
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
私
も
自
分
の
親
の
墓
に
一
緒
に
入
り
た
い
の
で
す
よ
。

だ
か
ら
「
死
ん
だ
ら
私
、

貴
方
の
墓
に
入
ら
な
い
わ
よ
。
え
え
、
父
と
母
の
墓
に
入
る
」
っ
て
私
は
言
う
わ
け
で
す
ね
。

そ
う
な
る
と
「
じ
ゃ
あ
僕
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
」
っ
て
彼
が
言
っ
た
ん
で
す
よ
。
で
、
娘
が
言
い
ま
し
た
。
「
パ
パ
心

配
し
な
い
で
。
死
ん
だ
ら
、
半
分
は
パ
パ
の
お
墓
に
、
半
分
は
マ
マ
の
と
こ
ろ
に

一
緒
に
入
れ
て
、
分
骨
す
る
よ
」
と
ね
。

来栄来来来栄来来栄来栄来栄楽来栄来栄柴来栄来栄来栄米来栄来栄来栄来来来栄

狩
俣
信
子
さ
ん
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人
権
を
保
障
す
る
セ
ン
タ
ー
に
し
た
い

男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
こ
う
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
話
は
、
私
た
ち
が

改
め
て
い
か
な
い
と
、
ず
っ
と
続
い
て
い
く
の
で
す
。
男
性
も
女
性
も
平
等
、
高

齢
者
も
ち
っ
ち
ゃ
な
お
子
さ
ん
も
平
等
と
、
人
権
を
保
障
す
る
よ
う
な
セ
ン
タ
ー
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に
し
た
い
と
、
私
は
い
つ
も
考
え
て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
三
六

O
度
、
県
民
の
皆
様
の
た
め
に
聞
か
れ
た
女
性
セ
ン
タ
ー

な
ん
で
す
よ
。
こ
こ
で
官
僚
胤
を
吹
か
せ
て
、
上
位
下
述
の
よ
う
な
や
り
方
を
す
る
と
全
然
だ
め
で
す
。
私
は
外
部
か
ら

来
た
わ
け
で
す
が
、
行
政
は
、
そ
の
中
で
上
か
ら
下
へ
来
る
と
い
う
の
が
シ
ス
テ
ム
と
し
て
あ
る
ん
で
す
よ
。
急
に
発
想

を
変
え
よ
う
と
い
っ
て
も
難
し
い
も
の
が
あ
る
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
外
部
か
ら
来
て
本
当
に
新
し
い
凪
を
吹
き
込
ん
で
、

市
民
と
共
に
何
が
で
き
る
か
。
そ
う
い
う
女
性
セ
ン
タ
ー
で
な
い
と
、
出
来
た
意
味
が
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
私
は
思
う

ん
で
す
よ
。

そ
れ
か
ら
あ
と
、
女
性
に
期
待
す
る
も
の
で
す
が
、
女
性
自
ら
が
あ
ら
ゆ
る
差
別
に
敏
感
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
と

て
も
大
事
で
す
。
男
女
平
等
、
で
も
、
い
た
わ
り
は
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
は
男
の
仕
事
、
こ
れ
は
女
の
仕
事
と
か
ね
、

男
女
の
役
割
分
担
、
そ
う
い
う
発
想
で
は
な
い
わ
け
で
す
ね
。
た
と
え
ば
結
婚
式
の
披
露
宴
へ
行
き
ま
し
で
も
、
媒
酌
人

は
、
な
ぜ
か
男
だ
け
が
喋
る
の
よ
ね
。
こ
れ
も
私
に
は
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
私
が
煤
的
人
を

引
き
受
け
た
時
は
、
私
も
喋
り
、
夫
も
喋
り
ま
す
。
こ
の
前
、
媒
的
人
を
や
っ
た
時
、
私
は
三
回
出
番
が
あ
っ
た
の
。
夫

は
一
回
だ
げ
。
新
郎
の
紹
介
だ
け
は
彼
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
と
は
全
部
私
が
や
っ
た
ん
で
す
ね
。
妻
は
あ
の
留
袖

着
て
、
き
ゅ
う
く
つ
な
思
い
し
て
、
じ
ー
っ
と
立
っ
て
い
る
だ
け
。
あ
れ
は
、
も
う
や
め
ま
し
ょ
う
。
媒
的
人
っ
て
、
何

で
男
だ
け
が
喋
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
ど
う
差
別
が
あ
る
か
敏
感
に
な
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

かごしまの女って何だ?

行
動
を
起
こ
す
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

〈
て
い
る
る
〉
の
館
長
に
な
っ
て
、
最
初
、
出
勤
す
る
と
お
茶
を
毎
日
入
れ
て
く
れ
る
ん
で
す
ね
。
や
め
て
く
だ
さ
い

と
言
い
ま
し
た
。
で
も
私
が
冗
談
で
言
っ
て
る
と
思
っ
て
、
一
週
間
ぐ
ら
い
は
持
っ
て
来
る
わ
け
で
す
よ
。
「
い
や
本
当
に

19 
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も
う
い
い
の
よ
」
と
討
っ
た
ん
で
す
。
「
お
茶
は
自
分
で
入
れ
て
飲
み
ま
す
。
今
日
は
こ
の
く
ら
い
飲
み
た
い
。
今
日
は
こ

の
ぐ
ら
い
で
良
い
。
今
日
は
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
み
た
い
。
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
よ
」
と
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
も
の
は
、
セ
ル

フ
サ
ー
ビ
ス
で
や
り
ま
す
。
う
ち
の
ス
タ
ッ
フ
は
二
十
名
お
り
ま
す
が
、
私
自
ら
や
る
も
ん
で
す
か
ら
、
男
性
も
全
部
セ

ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で
や
る
ん
で
す
ね
。
「
お
茶
く
み
は
、
女
が
や
る
」
と
い
う
こ
の
発
却
も
私
の
中
に
は
無
く
て
、
「
自
分
で
入

れ
て
飲
み
た
い
時
に
飲
み
た
い
分
だ
け
飲
め
ば
い
い
よ
」
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。

行
動
す
る
こ
と
に
つ
い
て
女
性
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
悩
み
ま
す
ね
、
「
あ
あ
し
た
ら
何
か
言
わ
れ
な
い
か
し
ら
、
こ
う
し
た

ら
、
ま
た
非
難
受
け
な
い
か
し
ら
」
と
悩
む
で
し
ょ
。
そ
れ
は
も
う
後
に
し
て
、
ま
ず
思
い
立
っ
た
ら
行
動
し
て
く
だ
さ

い
!
今
回
の
〈
T
e
k
u
T
e
k
u
〉
み
た
い
に
、
思
い
つ
い
た
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
。
そ
れ
で
や
っ
て
み
た
ら
、
そ

の
中
か
ら
反
省
も
あ
る
し
、
得
る
も
の
も
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
失
敗
失
敗
で
こ
こ
を
乗
り
越
え
て
行
こ
う
よ
と
言
う
こ
と

も
で
き
る
。
や
ら
ず
に
悩
ん
で
い
る
よ
り
ま
ず
や
っ
て
み
る
。
だ
か
ら
、
行
動
を
ま
ず
起
こ
す
と
い
う
こ
と
が
、
と
て
も

大
事
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
次
に
勇
気
を
持
っ
て
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と
ね
。
私
は
、
失
敗
を
た
く
さ
ん
し
て
き
ま
し
た
。

も
う
、
数
え
あ
げ
た
ら
き
り
が
な
い
ん
で
す
。
で
も
、
失
敗
に
め
げ
な
い
の
で
す
ね
。
失
敗
の
な
い
人
間
は
一
人
も
い
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
そ
う
考
え
て
「
何
だ
、
誰
だ
っ
て
失
敗
は
あ
る
の
よ
」
と
、
考
え
た
ら
気
が
楽
に
な
り
ま
し
た
ね
。

失
敗
が
あ
っ
て
も
前
に
進
ん
で
行
く
ば
か
り
で
ね
。
「
後
ろ
を
振
り
向
か
な
い
女
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
(
笑
)
。
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
力
の
モ
ト

そ
れ
か
ら
、
迎
戸
川
ず
る
こ
と
の
大
切
さ
を
特
に
女
性
の
皆
さ
ん
に
申
し
上
げ
た
い
で
す
ね
。
と
っ
て
も
民
い
考
え
を
持
っ

て
い
て
も
、
こ
こ
だ
け
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
、
周
聞
が
「
あ
の
人
た
ち
、
何
よ
」
で
「
出
る
杭
は
打
た
れ
る
」
み
た
い
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な
感
じ
で
足
を
引
っ
ぱ
る
。
こ
れ
は
だ
め
よ
。
女
性
は
、
本
当
に
良
い
事
を
や
る
に
は
、
少
々
の
事
な
ら
意
見
の
追
い
は

乗
り
越
え
て
で
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
行
か
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
こ
と
が
出
て
く
る
ん
で
す
よ
ね
。
私
が
高
教
組

の
委
員
長
の
頃
、
大
田
革
新
県
政
の
選
挙
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
革
新
県
政
な
も
の
で
す
か
ら
ね
、
地
元
の
社
会
大
衆

党
、
そ
れ
か
ら
社
民
党
-
共
産
党
、
公
明
党
、
こ
の
革
新
の
各
党
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
て
、
じ
ゃ
や
り
ま
し
ょ
う
と
な
る

わ
け
で
す
よ
。
政
党
が
追
う
か
ら
だ
め
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
女
性
た
ち
が
や
る
時
は
こ
れ
な
ん
で
す
。

た
と
え
ば
、
県
民
投
票
、
海
上
基
地
を
問
う
住
民
投
票
な
ど
の
時
も
、
さ
あ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
や
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
、
い
ろ
ん
な
女
性
が
集
ま
っ
て
来
て
や
る
ん
で
す
。
こ
れ
が
で
き
な
い
と
、
女
性
は
一
つ
一
つ
が
、
バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
ち
ゃ
っ
て
力
が
弱
い
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
こ
そ
少
々
の
こ
と
は
乗
り
越
え
て
で
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
連
帯

し
て
行
く
こ
と
が
と
っ
て
も
大
事
で
す
。

私
は
、
鹿
児
島
女
性
の
皆
さ
ん
に
は
こ
の
こ
と
を
、
エ
ー
ル
と
し
て
送
り
た
い
で
す
ね
。
で
す
か
ら
皆
さ
ん
が
い
ろ
ん

な
行
動
を
作
っ
て
行
く
と
き
に
、
沖
縄
ま
で
含
め
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
鹿
児
島
と
沖
縄
は
、
本
当
に
海
を

越
え
て
来
る
と
す
ぐ
で
す
。
お
隣
同
士
、
さ
ら
に
県
外
を
越
え
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
、
い
ろ
ん
な
意
見
を
交
流
し

な
が
ら
、
女
性
の
自
立
、
そ
し
て
男
女
平
等
社
会
を
つ
く
る
こ
と
に
焦
点
を
あ
わ
せ
た
い
ろ
ん
な
取
り
組
み
が
で
き
て
く

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

かごしまの女って何だ?

使
い
や
す
い
女
性
セ
ン
タ
ー
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

あ
と
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
補
足
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。

い
ろ
ん
な
沖
縄
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
質
問

21 
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そ
れ
か
ら
、
女
性
セ
ン
タ
ー
を
作
る
時
に
大
変
注
意
し
て
い
た
だ
き
た

い
の
は
、

「使
用
料
金
を
ウ
l
ン
と
安
く
す
る
こ
と
」
で
す
。
安
く
し
な
い

と
女
性
た
ち
が
使
え
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
こ
う
い
う
参

考
資
料
を
お
渡
し
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
う
い
う
も
の
も
見
な
が
ら
、

良
い
女
性
セ
ン
タ
ー
を
お
作
り
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
建
設
を
や
る
建
設
検
討
委
員
会
と
い
う
の
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
が
、
建
設
検
討
委
員
会
の
中
に
女
性
が
最
初
か
ら
入
る
こ
と
で
す
。

絶
対
こ
こ
は
女
性
が
入
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
ち
が
う
の
で
す
よ
。
た

と
え
ば
、

「て
い
る
る
」
の
ト
イ
レ
に
は
、

三
セ
ン
チ
の
段
差
が
あ
る
ん
で

す
。
こ
れ
に
は
私
、
困
っ
て
い
る
ん
で
す
。
こ
れ
に
テ
l
プ
を
貼
っ
て
つ

ま
ず
か
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
が
転
び
ま
し
た
の
で
ね
(
笑
)
。

「
誰
が
こ
の
三
セ
ン
チ
作
っ
た
の
よ
」
と
私
は
い
つ
も
言
っ
て
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
こ
う
い
う
細
か
い
と
こ
ろ
の
配
慮
に
対
し
て
女
性
が
入
っ
て
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
出
て
き
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
検
討
委
員

会
の
中
に
必
ず
女
性
が
入
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
市
の
方
に
要
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

そ
れ
で
は
、
ま
た
後
ほ
ど
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
と
っ
て
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
「
ニ
へ
イ
デ
l
ビ
ル
」
沖
縄
の
言
葉
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
(
拍
手
)
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

-
;
か
ど
止
ま
の
女
i
?で
備
だ
?

かごしまの女って何だ?

ヘ
ハ
ネ
リ
ス
ト
〉

(
I
・
H
と
も
)

。
申
菌
澄
子

一
九
六
一
年
南
日
本
新
聞
社
編
集
局
入
社
。
社
会
部
、
文
化
部
、
整
理
部
な
ど
を
経
て
九
O
年
編
集
局
庶
務
課
長
、
九
六

年
文
化
部
長
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
後
、
九
八
年
三
月
退
社
0

.
山
本
慎
一

山
口
県
生
ま
れ
、
広
島
県
育
ち
。
八
七
年
国
学
院
大
学
文
学
部
卒
、

K
T
Sテ
レ
ビ
入
社
-
ア
ナ
ウ
ン
ス
業
の
ほ
か
、
強
迫

記
者
と
し
て
、
骨
髄
パ
ン
ク
、
生
命
倫
理
、
医
療
、
干
潟
問
題
な
ど
取
材
レ
ポ
ー
ト
。
九
六
年
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
「
キ

リ
ン
も
の
が
た
り
、
出
て
お
い
で
ア
ヤ
メ
ち
ゃ
ん
」
を
制
作
。

。
丸
山
号
淳
子

一
九
四
六
年
埼
玉
県
浦
和
市
生
ま
れ
。
県
女
性
政
策
室
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
受
講
を
契
機
に
、
九
四
年
十
一
月
~
指
宿

の
女
性
七
名
で
、
自
分
づ
く
り
と
街
づ
く
り
の
グ
ル
ー
プ
〈
す
て
つ
ぶ
あ
っ
ぷ
〉
を
結
成
。
九
六
年
か
ら
市
考
古
博
物
館

C
0
C
C
Oは
し
む
れ
で
「
カ
フ
ェ
す
て
つ
ぶ
あ
っ
ぷ
」
を
委
託
経
営
。
九
八
年
八
月
、
指
宿
初
の
女
性
市
議
に
。

〈
司
会
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
v

-
赤
星
且
字
、
金
嘉
子
(
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
T
e
k
u
T
e
k
u
)

23 



米来栄来栄楽楽来栄来栄来来栄来来栄米米米来来栄来栄米来栄来栄来栄米米来栄

司
会

(赤
星
)
鹿
児
島
の
女
性
に
つ
い
て
、
お
手
元
の
資
料
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
「
子
育
て
に
追
わ
れ
て
い
る
」

「
夫
婦
水

入
ら
ず
」
、
最
後
は

「夫
が
先
だ

っ
て
十
二
、
三
年
女
性
が
一
人
で
」
と
い
っ
た
生
活
パ
タ
ー
ン
は
ほ
ぼ
全
国
平
均
。
し
か

し
意
識
は
か
な
り
遅
れ
て
い
る
。
そ
こ
ら
を
考
え
な
が
ら
今
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
進
め
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
入
社
当
時
は
男
性
社
会
だ
っ
た
と
い
う
中
薗
さ
ん
に
は
、
女
性
管
理
職
に
な
ら
れ
た
ご
苦
労
な
ど
を
交
え
て
お

話
し
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

24 

た
だ

一
人
の
女
性
管
理
職
と
し
て

申
薗
管
理
職
に
な
る
た
め
の
苦
労
と
い
う
の
は
特
に
な
い
の
で
す
が
、
私
は
南
日
本
新
聞
社
の
編
集
局
に
昭
和
三
十
六

年
に
入
社
し
て
、
現
在
三
十
七
年
に
な
り
ま
す
。
私
の
入
社
し
た
三
十
六
年
と
い
う
の
は
、
今
の
若
い
人
は
ま
だ
、
生
ま

-

lれ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
部
員
の
入
社

一
年
目
、
二
年
目
の
人
た
ち
が
生
ま
れ

.

.
 

て
い
な
か
っ
た
ん
だ
と
感
無
量
の
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
入
り
ま
し
た
時
に

.

は

、

新

聞

社

は

特

に

深

夜

勤

務

と

い

う

の

が

あ

り

ま

し
た
。
十
二
時、

一
時、

三

.

ー

ー

一

時
、
そ
し
て
そ
の
頃
は
社
会
部
の
事
件
記
者
の
全
盛
の
時
代
で
し
た
か
ら
、
男
の

き
本
新
制
L

据
え
必
ず
九

人
た
ち
は
夜
う
ち
、
朝
が
け
、
女
の
入
り
込
む
余
地
は
な
い
ん
だ
と
い
う
男
の
人

中

首

澄

?

た
ち
の
意
識
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
が
入
っ
た
時
は
新
聞
社
も
、
男
女
の
賃
金
格
差
が
ひ
ど
う
ご
ざ
い
ま
し
て、

私
が
入
っ
て
二
年
目
か
三
年
目
あ
た
り
に
組
合
の
婦
人
部
長
を
致
し
ま
し
て
、
撤

廃
に
向
け
て
み
ん
な

一
緒
に
ス
ト
を
し
た
思
い
出
も
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
は
五
年

中
薗
澄
子
さ
ん
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来争将来来栄来栄来栄来来来来栄来栄来争将来来争軒来楽楽楽楽楽楽楽争軒争終来栄来栄来

く
ら
い
か
け
て
無
く
な
り
ま
し
た
が
、
も
ち
ろ
ん
女
性
だ
け
の
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
男
の
方
た
ち
も
一
生
懸
叩

応
援
し
て
く
れ
て
、
勝
ち
取
っ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
私
た
ち
の
職
場
は
大
変
恵
ま
れ
て
お
り
ま
し
て
、
男
女
同
一
労
働
、
同
一
賃
金
で
す
。
私
が
入
っ
た
時
に

編
集
局
は
女
性
が
九
人
で
し
た
。
新
聞
の
紙
而
の
レ
イ
ア
ウ
ト
も
し
た
い
と
い
う
と
、
男
性
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
「
女

性
に
で
き
る
も
の
か
」
と
い
う
空
気
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
先
輩
刀
は
そ
う
い
う
き
び
し
い
状
況
を
は
ね
の
け
て
、
一
人

前
に
仕
事
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
女
性
の
符
瑚
職
と
い
い
ま
す
と
女
性
の
庶
務
課
長
が
一
人
で
し

た
。
私
の
あ
と
に
入
っ
て
き
た
人
た
ち
も
二
、
三
年
目
で
結
婚
退
社
と
か
で
辞
め
て
し
ま
っ
て
、
女
性
は
編
集
局
で
は
私

一
人
で
し
た
。
銅
製
品
同
の
今
の
人
民
は
、
百
九
十
人
お
り
ま
す
が
、
私
が
入
っ
た
三
十
七
年
前
は
九
人
だ
っ
た
の
が
今
や

増
え
て
き
ま
し
て
三
十
二
名
お
り
ま
す
。
私
ど
も
の
郎
幹
も
毎
年
女
性
が
一
土
ニ
人
入
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
だ
ん
だ
ん
増

え
続
け
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

記
者
も
、
私
が
入
っ
た
時
に
、
女
性
は
文
化
部
だ
け
で
し
た
。
生
活
面
、
家
庭
欄
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
、

社
会
部
、
運
動
部
、
カ
メ
ラ
マ
ン
、
政
治
経
済
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
進
出
し
て
頼
も
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
う
追
い
風
の
中
で
、
私
も
八
年
前
に
編
集
局
の
庶
務
部
長
に
な
り
、
二
年
前
に
文
化
部
長
に
な
り
ま
し
た
。
私

も
故
初
は
非
常
に
不
安
で
し
た
け
ど
、
部
長
の
仕
事
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
!
と
思
っ
て
割
り
切
っ
て
お
り
ま
す
。

私
が
一
賀
川
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
、
み
ん
な
が
仕
事
を
し
や
す
い
よ
う
に
と
い
う
の
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
の
符
理
職
と
い
う
の
は
別
部
長
、
課
長
以
上
で
す
。
そ
の
四
十
人
の
中
で
、
女
性
は
、
私
一
人
で
す
。
会
議
に
出

る
と
き
も
女
性
だ
か
ら
と
か
い
う
こ
と
は
い
っ
さ
い
あ
り
ま
せ
ん
。
取
材
力
が
足
り
な
い
と
か
、
会
議
の
中
で
み
ん
な
の
前

で
怒
ら
れ
ま
す
。
私
も
一
緒
に
謝
り
に
い
っ
て
、
始
末
討
も
何
枚
も
拠
出
し
て
お
り
ま
す
が
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
男
女

同
一
労
働
賃
金
、
そ
し
て
、
女
性
と
い
っ
て
特
別
視
さ
れ
ま
せ
ん
。
私
が
働
い
て
い
る
状
況
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
す
。
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来栄来栄来栄来栄米米米来栄来栄来栄来栄来栄来来栄

消
極
的
す
ぎ
る
鹿
児
島
の
女
性

労
働
組
合
の
婦
人
部
の
活
動
に
か
か
わ
ら
れ
た
、

司
会

続
き
ま
し
て
、

お
願
い
し
ま
す
。

山
本

今
日
は
パ
ネ
リ
ス
ト
に
も
う

一
人
く
ら
い
男
性
が
い
る
か
な
と
思
っ
て
き
た
ん
で
す
が
、

的
な
意
見
が
出
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
。

私
は
、
県
外
の
出
身
で
す
が
、
就
職
で
鹿
児
島
に
来
た
時
に
鹿
児
島
の
女
性
を
み
て
、
少
し
違
和
感
が
あ
り
ま
し
た
。

一
口
で
言
う
と
、
全
体
的
に
非
常
に
自
分
を
殺
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
な
と
感
じ
た
ん
で
す
。
来
る
前
か
ら
男
尊
女
卑
の

土
壌
が
あ
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、
男
性
を
立
て
る
と
い
う
こ
と
と
は
少
し
違
う
よ
う
な
感
じ
が
し
て
。
そ
れ
が
な

ん
だ

っ
た
の
か
な
と
い
う
の
は
、
鹿
児
島
の
学
校
教
育
の
問
題
と
か
塞
庭
教
育
の

問
題
が
根
底
に
あ
る
と
い
う
の
が
、
あ
と
か
ら
わ
か
っ
た
ん
で
す
。
今
日
は
そ
の

鹿
児
島
の
女
性
に
対
し
て
感
じ
て
い
る
も
ど
か
し
さ
の
例
と
し
て
、
組
合
で
の
活

動
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
と
も
と
青
年
婦
人
部
と
し
で
あ
っ
た
組
織
を
、
社
内
の
女
性
た
ち
の
い
ろ
い

ろ
な
気
運
の
高
ま
り
の
中
で
「
女
性
問
題
は
女
性
が
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
」

と
い
う
こ
と
で
、
い
っ
た
ん
分
離
し
て
、
婦
人
部
が
独
立
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
熱
心
に
活
動
し
て
い
ら
し
た
よ
う
で
す
が
、
途
中
で
急
に
「
女
性
だ
け
の
組

織
運
営
が
う
ま
く
い
か
な
い
」
と
い
う
理
由
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
青
年
婦

かご‘しまの女って何だ?

山
本
慎

一
さ
ん

K
T
Sテ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
山
本
さ
ん
に

一
人
で
、

男
性
の
代
表
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人
部
に
ま
た
反
り
ま
し
て
、
そ
こ
に
呼
ば
れ
ま
し
た
。
「
ま
た
一
緒
に
な
る
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ど
う
し
て
女
性
の
問
問
を
間
し
合
う
た
め
に
分
附
し
た
の
を
ま
た
一
紺
に
す
る
の
か
、
と
い
う
説
明
も
九
七
訴
な
か
っ
た
も

の
で
す
か
ら
、
そ
こ
か
ら
も
う
迎
和
感
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
一
年
ょ
う
す
を
み
て
、
そ
の
あ
と
で
刷
部
長
を
や
っ
て
、

青
年
婦
人
部
が
ど
う
い
う
活
動
を
し
て
い
る
か
じ
っ
と
だ
ま
っ
て
み
て
い
た
の
で
す
が
、
ど
う
も
納
得
い
か
な
い
部
分
が

多
か
っ
た
の
で
す
。

あ
る
女
性
主
任
が
出
産
を
別
に
退
職
勧
奨
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
辞
め
ざ
る
を
え
な
い
状
況
へ
だ
ん
だ
ん
追
い
込

ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
女
性
の
問
で
は
そ
う
い
う
情
報
が
静
か
に
伝
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
男
性
は
な
ぜ
そ

の
女
性
が
辞
め
て
い
く
の
か
理
由
も
全
然
知
ら
な
い
ま
ま
話
が
進
ん
で
し
ま
い
、
私
は
副
腎
択
で
し
た
が
何
も
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ぎ
り
ぎ
り
に
な
っ
て
こ
う
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
、
じ
ゃ
あ
何
か
し
な
く
て
は
い
け
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
話
を
し
た
時
に
、
女
性
が
「
そ
う
で
す
よ
ね
」
と
は
言
う
も
の
の
、
誰
も
何
も
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の

で
、
ち
ょ
っ
と
脱
が
立
っ
て
、
青
年
婦
人
部
と
い
う
組
織
は
何
だ
ろ
う
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
役
員
の
改
選
時

期
だ
っ
た
の
で
、
自
ら
部
長
に
立
候
補
し
ま
し
た
。
背
年
姉
人
部
の
部
長
に
立
候
補
し
た
と
い
う
よ
り
も
婦
人
部
に
喝
を

入
れ
な
い
と
だ
め
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
て
。

女
性
が
辞
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
の
一
つ
に
「
育
児
休
業
制
度
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
育
児
休

業
制
度
が
入
る
一
年
半
前
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
活
動
し
て
い
け
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
出
産
を
し
て
も
、
静
め
な
く
て
も
い
い
制
度
を
会
社
に
入
れ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と

を
自
分
が
や
っ
て
み
せ
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
育
児
築
制
度
を
会
社
に
入
れ
さ
せ
る
た
め
に
は
当
然
勉
強
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
現
状
が
ど
う
で
、
育
児
休
業
制
が
ど
う
い
う
も
の
で
、
法
律
と
し
て
入
ろ
う
と
し
て
い
る
も
の
は
ど
う

い
う
も
の
な
の
か
勉
強
し
な
く
て
は
い
け
な
い
わ
け
で
、
勉
強
を
し
た
そ
の
過
程
を
情
報
と
し
て
令
砕
に
流
し
て
い
く
こ

28 
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と
を
や
り
ま
し
た
。
青
年
婦
人
部
の
梢
宜
紙
が
ほ
と
ん
ど
出
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
ど
ん
ど
ん
出
し
て
、
世

の
中
の
動
き
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
制
度
が
ど
う
い
う
も
の
か
、
会
社
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
を
ず
っ
と
載
せ
ま
し

た
。
福
岡
で
九
州
地
区
の
い
ろ
ん
な
集
ま
り
が
あ
り
、
そ
こ
に
婦
人
部
長
と
し
て
歩
泊
し
て

l
l女
性
の
中
に
男
が
一
人

に
な
る
ん
で
す
が

|
lこ
ち
ら
の
情
報
を
持
っ
て
い
っ
て
、
ま
た
、
他
の
会
社
の
情
報
を
い
た
だ
い
て
、
帰
っ
て
み
ん
な

に
知
ら
せ
る
方
法
を
と
り
ま
し
た
。
制
度
を
入
れ
て
も
ら
う
た
め
に
、
制
度
の
案
を
ち
ゃ
ん
と
自
分
で
勉
強
し
て
作
っ
て
、

会
社
に
提
示
し
て
更
に
交
渉
を
す
す
め
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
職
場
の
人
間
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
た
め
に
、
職
場

ご
と
に
説
明
を
し
て
い
っ
て
、
意
見
を
も
ら
っ
て
、
と
い
う
段
取
り
を
や
っ
て
会
社
と
交
渉
し
ま
し
た
0

・
ま
だ
、
納
得
の

い
く
制
度
は
入
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
一
応
、
了
承
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
育
児
休
業
取
得
者
の
第
一
号
が
出
ま
し
た
が
、
ふ
つ
う
そ
う
い
う
情
報
は
、
男
性
の
中
に
全
然
広
が
っ
て
い

か
な
い
の
で
す
。
「
出
産
を
む
か
え
て
い
る
」
「
休
も
う
と
思
っ
て
い
る
」
「
仕
一
事
を
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
が
同
じ
会
社
の
中
で
男
性
に
伝
わ
っ
て
い
か
な
い
の
で
す
。
情
報
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
っ
て
、
「
休
ん
だ
あ
と
休
ん
だ

人
は
ど
う
い
う
風
に
し
て
い
る
の
か
」
「
今
ど
う
し
て
い
る
の
か
」
「
順
調
で
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
」
:
・
・
:
を
情
報
と
し
て

出
し
て
い
く
方
法
で
や
っ
て
、
こ
れ
ぞ
と
見
込
ん
だ
後
継
者
に
二
年
間
や
っ
て
き
た
こ
と
を
パ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
か
っ
た

の
で
す
。
こ
れ
を
女
性
に
引
き
つ
な
ご
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
引
き
継
が
れ
ず
に
、
そ
こ
で
と
ぎ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
女
性
が
よ
く
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
な
く
て
、
た
ぶ
ん
誰
が
引
き
継
い
で
も
つ
な
が
ら

な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
で
非
常
に
不
満
が
あ
り
ま
す
。

与
え
ら
れ
た
課
題
に
つ
い
て
は
非
常
に
熱
心
に
着
実
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
県
の
女
性
よ
り
も
す
ぐ
れ
て

い
る
と
思
う
の
で
す
け
ど
、
自
分
で
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
に
つ
い
て
は
非
常
に
消
極
的
で
は
な
い
か
な
ぁ
と
思
い

ま
す
。
聞
い
て
み
る
と
「
あ
っ
、
そ
う
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
」
と
か
「
そ
う
す
れ
ば
い
い
か
な
あ
」
と
い
う
と
こ
ろ
な

29 

かごしまの女って伺だ?



来栄来栄来栄米来栄来栄来栄来栄来来米米来栄来栄来栄来栄来栄来栄来栄米来栄

ん
で
す
け
ど
、

一
口
で
言
う
と
、
「
こ
う
な
る
と
い
い
な
あ
」
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
で
、
「
こ
う
し
よ
う
と
思
っ

て
い
た
」
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
い
か
な
い
と
い
う
の
が
(
今
日
の
皆
さ
ん
は
ち
ょ

っ
と
意
識
が
高
い
だ
ろ
う
と
思
う
の
で

す
が
)
、
全
体
と
し
て
は
い
つ
も
感
じ
て
、
も
ど
か
し
く
思
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

30 

家
中
心
の
発
想
に
し
ば
ら
れ
る
女
性

司
会

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
今
回
T
e
k
u
T
e
k
u
で
私
た
ち
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
す
す
め
る
に
あ
た
っ
て
も
、
、
周
り
を

気
に
し
な
い
で
発
言
さ
れ
る
方
は
、
県
外
の
方
が
多
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。

次
に
グ
ル
ー
プ
〈
す
て
っ
ぷ
あ
っ
ぷ
〉

を
作
っ
て
感
じ
た
こ
と
を
丸
山
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

丸

山

私

は
、
赤
木
で
生
ま
れ
て
、
浦
和
で
育
っ
て
、

二
十
年
前
に
指
宿
へ
移
り
住
ん
で
、
鹿
児
島
県
人
に
な

っ
た
者
で

-
I
l
l
i
-
-
J
す
。
平
成
六
年
に
県
の
女
性
政
策
室
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
た
の
を

.
J一き
っ
か
け
に
、
指
宿
で
女
性
の
自
分
づ
く
り
と
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
グ
ル
ー
プ

.

ー!

関
一

〈す
て
つ
ぶ
あ
っ
さ

と
い
う
の
を
作
っ
て
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
活
動
の
一

・

一
つ
と
し
て
博
物
館
の
中
で
の
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
を
委
託
経
営
と
い
う
形
で
経
営
し

.iー一てい
て
、
古
代
懐
石
丑
百
円
な
ど
を
考
案
し
て
、
営
業
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
0

.
1一
鹿
児
島
へ
移
り
住
ん
で
き
て
感
じ
た
こ
と
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

什
け
汁
汁
川
社
刈
L
思
い
ま
す
。
最
初
に
指
宿
の
町
に
出
て
行
っ
た
の
は
子
ど
も
の

P
T
A活
動
だ
っ

丸
山
勢
津
『
?
た
ん
で
す
が
、
そ
の
頃
に
私
は
非
常
に
引
っ
込
み
じ
あ
ん
で
し
た
。
人
前
で
も
の

を
言
う
の
が
恥
ず
か
し
い
の
で
す
が
、
何
か
意
見
を
聞
か
れ
た
時
に
は
話
す
の
が

丸
山
勢
津
子
さ
ん
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当
た
り
前
だ
な
あ
と
思
っ
て
意
見
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
(
今
グ
ル
ー
プ
の
中
で
一
緒
に
活
動
し
て
い
る
仲
の
い
い
友
達
な

ん
で
す
け
ど
)
多
く
の
、
普
段
威
勢
が
よ
く
て
、
活
力
あ
ふ
れ
る
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
い
ざ
、
公
的
な
と
こ
ろ
で
発
言
に

な
る
と
沈
黙
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ど
う
し
て
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
い
よ
J

中
で
友
達
に
な
っ
た
父
母
と
い

ろ
い
ろ
話
を
し
て
い
て
、
あ
る
時
に
、
「
あ
っ
そ
う
だ
つ
た
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
昭
和
二
十
一
年
生
ま
れ
。
終
戦
後
の
日
本
が
民
主
士
表
に
な
っ
て
、
先
生
た
ち
も
理
想
的
な
自
由
教
育
に
燃
え
て

い
る
頃
で
し
た
。
浦
和
と
い
う
と
こ
ろ
は
そ
の
中
で
も
都
会
の
衛
星
都
市
だ
っ
た
の
で
、
先
駆
的
な
教
育
を
す
る
先
生
た

ち
が
多
か
っ
た
。
私
の
担
任
も
そ
う
い
う
先
生
で
し
た
。
学
校
自
体
が
理
科
や
社
会
の
時
間
中
は
、
グ
ル
ー
プ
学
習
が
多

く
、
五
、
六
人
の
グ
ル
ー
プ
で
学
習
し
て
、
そ
れ
を
各
グ
ル
ー
プ
で
前
に
出
て
発
表
す
る
と
い
う
の
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
時
は
当
た
り
前
に
男
の
子
と
女
の
子
が
一
緒
。
そ
う
い
う
教
育
を
受
け
ま
し
た
の
で
、

何
か
を
す
る
時
に
、
常
に
男
と
女
の
差
と
い
う
も
の
を
意
識
し
て
育
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
す
。

指
宿
に
来
て
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
同
じ
世
代
の
彼
女
た
ち
が
学
校
で
そ
う
い
う
教
育
を
受
け
て
こ
な
か
っ
た
と
聞
い

た
時
で
す
。
県
に
よ
っ
て
そ
れ
だ
け
差
が
あ
っ
た
の
で
す
。
授
業
中
に
発
言
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
、
育
つ
段
階
に
あ
っ
た
人
間
と
な
い
人
間
の
社
会
性
が
退
っ
た
原
因
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
の
が
、
最
初
に
で
き
た
時

の
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の
中
で
お
互
い
に
気
づ
き
合
っ
て
、
実
感
し
た
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
、
〈
す
て
つ
ぶ
あ
っ
ぷ
〉
が
自
分
づ
く
り
を
過
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
と
い
う
テ
l
マ
に
至
っ
た
の
も
、
自

分
の
中
で
本
当
の
自
分
、
自
分
の
本
質
に
気
づ
く
と
い
う
か
、
「
人
間
と
い
う
の
は
本
来
こ
う
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
」

と
い
う
と
こ
ろ
を
も
う
一
度
さ
ぐ
り
だ
し
て
、
同
じ
土
俵
に
立
っ
て
、
あ
る
い
は
指
宿
の
地
域
の
人
た
ち
が
「
私
た
ち
の

よ
う
な
教
育
を
受
け
た
人
間
も
い
る
ん
だ
な
あ
」
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
だ
い
て
、
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
、

そ
こ
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
た
時
に
、
ま
ち
が
変
わ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
「
自
分
づ
く
り
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
」

31 
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に
な
っ
た
の
で
す
。

今
で
も
喫
茶
を
統
計
す
る
の
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
決
と
い
う
の
を
山
し
て
前
助
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
の
時
に
ぶ
つ

か
っ
て
し
ま
う
の
が
家
の
問
題
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
や
は
り
ま
だ
指
宿
あ
た
り
は
家
中
心
的
な
発
想
が
抜
け
き
れ
な
く
て
、

非
常
に
意
識
の
向
い
や
る
気
満
々
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
な
ん
だ
け
ど
、
何
か
あ
る
と
、
お
貝
さ
ん
、
お
始
さ
ん
、
親
戚
、
夫

な
ど
の
背
景
に
活
動
を
阻
止
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
女
性
の
自
立
を
考
え
る
時
に
、
女
性
を
含
め
て
、
男
性

も
、
お
年
寄
り
も
、
こ
れ
か
ら
の
若
い
人
も
共
に
、
「
人
間
っ
て
何
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
な

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
発
想
が
、
ま
だ
短
信
の
た
り
や
鹿
児
島
の
中
で
は
少
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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ま
だ
ま
だ
保
守
的
な
男
た
ち
の
意
識

司
会
狩
俣
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
。

狩
俣

m在
の
窓
識
、
女
性
の
怠
識
は
、
鹿
児
尚
も
沖
純
も
だ
い
た
い
似
た
よ
う
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
い
た
い
の

男
は
(
山
本
さ
ん
は
だ
い
ぶ
窓
識
の
あ
る
方
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
)
家
に
帰
っ
た
ら
、
ご
飯
、
炊
事
、
洗
濯
は
女
の

仕
事
だ
と
い
う
考
え
で
す
。
共
働
き
の
家
で
も
:
・
:
・
。
私
が
日
校
生
を
教
え
て
い
た
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
と
っ
て
も
、

う
ち
は
共
働
き
な
の
だ
け
れ
ど
、
お
父
さ
ん
は
家
に
帰
っ
て
何
を
し
て
い
る
か
と
聞
い
た
ら
、
「
お
風
自
に
入
っ
て
、
テ
レ

ビ
を
み
て
、
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
プ
ロ
野
球
を
見
て
い
る
」
。
お
母
さ
ん
は
、
と
聞
い
た
ら
「
会
社
か
ら
帰
っ
て
き
て
、

洋
服
ゑ
幻
替
え
な
い
う
ち
に
、
怠
附
に
立
っ
て
夕
食
を
一
生
懸
命
作
っ
て
い
る
」
と
子
ど
も
た
ち
は
言
う
ん
で
す
ね
。
家

の
中
で
は
男
女
差
別
が
あ
る
よ
っ
て
・
:
:
・
。
こ
れ
が
沖
制
の
実
態
、
鹿
児
島
で
も
そ
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
?
き
っ
と
。

「
女
は
、
仕
引
を
す
る
ん
だ
っ
た
ら
家
事
も
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
か
ら
仕
事
を
せ
よ
」
こ
ん
な
パ
カ
な
話
は
な
い
ん
で
す
よ
。
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仕
事
で
疲
れ
て
い
る
の
は
男
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
女
も
疲
れ
る
。
だ
か
ら
そ
の
辺
は
、
鹿
児
島
も
沖
縄
も
意
識
年
齢
は
だ
い

た
い
、
似
た
り
よ
っ
た
り
の
部
分
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
た
だ
、
そ
こ
で
止
ま
っ
て
い
て
は
、
女
性
の
自
立
と
い
う
の

は
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
こ
を
な
ん
と
か
し
た
い
わ
け
で
す
。

パ
ネ
ラ

l
の
方
の
話
を
お
伺
い
し
て
、
中
薗
さ
ん
の
話
で
は
、
課
長
以
上
の
管
理
職
四
十
人
中
に
女
性
が
一
人
く
ら
い

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
私
は
、
四
十
人
に
一
人
で
は
い
け
な
い
、
も
っ
と
増
や
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
感
じ
で
す
。

沖
縄
県
の
径
百
上
の
特
理
職
は
女
性
が
二
六
・
九
%
で
、
け
つ
こ
う
多
い
ん
で
す
。
今
度
も
、
女
性
部
長
、
女
性
次

長
、
課
長
を
、
た
く
さ
ん
登
用
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
プ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
や
り
方
を
、
き
ち

ん
と
と
っ
て
い
る
か
ら
な
ん
で
す
。
帯
議
会
と
か
委
員
会
へ
進
出
す
る
女
性
は
二
五
・
九
%
で
す
。
西
暦
二
O
O
O
年
ま

で
に
三
O
%
を
目
指
し
て
い
ま
ず
か
ら
。
女
性
が
な
ぜ
審
議
会
と
か
委
員
会
に
増
え
て
き
た
か
と
い
う
と
、
女
性
政
策
室

は
そ
の
委
員
会
の
中
に
女
性
が
入
っ
て
い
な
い
と
、
そ
こ
で
、
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
戻
す
ん
で
す
。
「
女
性
を
入
れ
て
き
て
」

と
。
こ
れ
は
、
知
事
も
そ
の
志
向
で
す
か
ら
、
女
性
が
入
っ
て
い
な
い
と
そ
の
容
認
忠
耳
と
か
委
員
会
も
O
Kし
ま
せ
ん
。

そ
の
く
ら
い
や
ら
な
い
と
、
女
性
は
い
ろ
ん
な
面
で
難
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
政
策
の
中
に
そ
れ
を
入
れ
て
い
く
、
こ

れ
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
二
五
・
九
%
で
す
か
ら
、
い
ろ
ん
な
形
で
女
性
た
ち
が
い
ろ
ん
な
委
員
会
の
中
に
入
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
。
そ
こ
が
と
て
も
大
事
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
山
本
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
の
に
消
極
的
な
感
じ
が
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
実

際
に
鹿
児
島
に
お
住
み
に
な
っ
て
そ
う
い
う
風
に
お
感
じ
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
の
辺
は
、
や
は
り
も
う
少
し
積

極
的
な
何
か
が
ほ
し
い
で
す
よ
ね
。
と
い
う
の
は
、
私
の
息
子
が
中
堂
生
の
頃
に
墓
尽
へ
英
語
自
立
珊
式
会
で
た
ま
た
ま
行

き
ま
し
た
時
に
、
同
じ
部
屋
で
鹿
児
島
か
ら
来
た
男
子
生
徒
と
一
緒
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
五
、
六
名
部
屋
の
中
で
話
を
し

て
、
と
て
も
び
っ
く
り
し
た
と
言
っ
て
帰
っ
て
き
た
ん
で
す
。
な
ん
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
「
鹿
児
島
は
男
尊
女
卑
の
激
し
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い
と
こ
ろ
だ
ね
」
と
日
う
ん
で
す
。
「
ど
う
し
て
?
」
と
聞
い
た
ら
、
「
似
は
ご
阪
を
食
べ
る
時
に
男
が
先
で
女
が
後
だ
と
。

だ
か
ら
、
お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
は
一
紺
の
対
符
で
平
等
な
聞
係
で
な
い
み
た
い
だ
っ
た
」
と
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
す

る
と
、
本
当
に
家
庭
の
中
で
、
あ
る
い
は
社
会
の
中
で
、
も
っ
と
制
械
的
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
か
な
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
丸
山
さ
ん
の
話
で
家
の
話
が
山
て
き
ま
し
た
。
家
中
心
の
生
き
方
か
ら
抜
け
き
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
、
も
う
家
制
度
が
な
く
な
っ
て
久
し
い
ん
で
す
が
、
こ
の
家
制
度
を
ま
だ
、
引
き
ず
っ
て
い
る
部
分
も
多

い
の
で
、
こ
の
旧
民
法
か
ら
の
脱
却
を
私
た
ち
自
ら
も
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

男
女
差
別
の
社
会
は
な
か
な
か
終
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
結
姉
式
の
媒
的
人
を
し
ま
し
た
と
言
い
ま
し
た

け
れ
ど
、
「
O
O家
」
と
「
×
×
家
」
の
結
納
式
で
は
な
い
ん
で
す
。
「
O
Oさ
ん
」
と
「
×
×
さ
ん
」
の
結
婚
式
な
ん
で
す
。

「
家
」
と
い
う
、
こ
の
発
想
を
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
私
た
ち
が
な
く
し
て
い
か
な
い
と
。

「
私
の
主
人
」
と
い
う
言
い
方
も
そ
う
で
歩
。
私
は
夫
に
は
っ
き
り
言
う
ん
で
す
。
「
あ
な
た
は
主
人
じ
ゃ
な
い
。
あ
な

た
は
夫
。
私
は
妥
。
私
は
あ
な
た
の
家
来
じ
ゃ
な
い
」
と
。
そ
う
い
う
ギ
夜
間
係
、
家
制
度
。
こ
こ
ら
あ
た
り
を
私
た
ち

も
振
り
返
っ
て
、
足
元
か
ら
考
え
て
い
く
必
盟
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

司
会
私
は
、
初
め
て
六
三
年
に
校
区
の
婦
人
会
H
H
に
な
り
ま
し
た
時
に
、
な
に
も
わ
か
ら
な
い
の
で
国
内
研
修
に
行
か

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
、
こ
の
よ
う
な
フ
ロ
ア
ー
か
ら
「
私
は
児
の
子
二
人
を
幼
推
闘
の
頃
か
ら
『
お
母
さ

ん
は
あ
な
た
た
ち
の
召
使
じ
ゃ
な
い
の
よ
』
と
百
い
、
自
立
す
る
よ
う
に
育
て
ま
し
た
」
と
発
言
し
ま
し
た
ら
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
l
の
方
が
「
あ
の
鹿
児
品
か
ら
の
男
気
あ
る
お
母
さ
ん
の
発
言
で
し
た
」
と
い
う
の
が
つ
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、

気
に
な
り
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
「
あ
の
」
に
こ
だ
わ
っ
て
、
こ
う
い
う
'
女
性
問
題
に
か
か
わ
り
、
今
日
の
よ
う
な
こ
の
日

を
迎
え
て
い
る
ん
で
す
。
突
は
先
ほ
ど
か
ら
い
ろ
い
ろ
現
方
を
さ
せ
て
い
る
の
は
息
子
な
ん
で
す
が
、
し
っ
か
り
自
分
の

34 
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身
の
ま
わ
り
の
こ
と
も
や
り
ま
す
。
先
ほ
ど
二
十
歳
過
ぎ
た
子
に
ご
飯
の
用
意
は
?
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
私

も
子
ど
も
が
中
学
校
に
な
り
ま
し
た
ら
、
休
み
の
日
な
ど
お
号
こ
飯
は
自
分
で
作
っ
て
食
べ
る
よ
う
に
し
む
け
て
き
ま
し

た
。
た
ま
た
ま
私
が
い
た
ら
、
「
一
緒
に
食
べ
て
い
い
よ
」
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
朝
昼
、
い
つ
起
き
て
く
る
か
、
わ
か
ら

な
い
子
の
世
話
を
し
て
い
た
ら
、
お
母
さ
ん
は
い
つ
ま
で
も
台
所
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
は
し
な
い
、
と
育

て
て
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
息
子
は
生
活
の
自
立
が
早
く
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

会
場
の
皆
さ
ん
も
、
い
ろ
ん
な
話
を
伺
い
な
が
ら
、
ご
意
見
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
質
問
し
て
下
さ
い
。

マ
イ
ク
係
が
参
り
ま
す
の
で

結
納
を
し
て
失
敗
だ
っ
た

かごしまの女って何だ?

吉
田
昌
窪
子
さ
ん
(
士
官
担
結
婚
を
し
て
、
女
性
と
男
性
の
役
割
の
差
別
み
た
い
な
も
の
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。

考
え
て
い
く
と
、
結
納
制
度
が
日
本
に
あ
り
ま
す
ね
。
私
は
結
納
し
て
非
常
に
失
敗
だ
っ
た
っ
て
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
ど
う
考
え
て
も
人
身
売
日
に
し
か
思
え
な
い
ん
で
す
。
い
く
ら
百
万
、
二
百
万
も
ら
っ
て
も
、
そ
れ
は

金
額
の
問
題
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
嫁
に
な
る
こ
と
を
お
金
を
も
ら
っ
た
こ
と
で
契
約
を
す
る
っ
て
こ
と
じ
ゃ
な

い
ん
で
し
ょ
う
か
?

私
は
こ
の
前
、
実
家
の
母
に
結
納
は
失
敗
だ
っ
た
と
言
っ
た
ら
母
が
非
常
に
怒
り
ま
し
て
、
「
こ
れ
だ
け
は
必
ず
し
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
困
る
」
っ
て
言
っ
た
ん
で
す
。
「
で
も
お
母
さ
ん
は
お
嫁
に
き
た
こ
ろ
、
姑
と
の
い
ろ
ん
な
問
題
が
で
て
き
て

幸
せ
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
」
っ
て
言
っ
た
ら
「
若
い
時
は
い
ろ
い
ろ
考
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
や
っ
ぱ
り
嫁
に

な
っ
た
ん
だ
か
ら
そ
の
家
の
カ
ラ
l
に
染
ま
り
な
さ
い
」
っ
て
明
言
す
る
ん
で
す
。
ど
う
し
て
私
み
た
い
な
娘
が
、
こ
の
親
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か
ら
育
っ
た
ん
だ
ろ
っ
て
思
う
く
ら
い
な
こ
の
違
い
に
驚
い
て
し
ま
っ
て
、
非
常
に
絶
望
を
党
え
ま
し
た
。
ど
う
な
ん
で

し
ょ
う
か
?
娘
さ
ん
を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん
方
、
結
納
っ
て
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
お
聞
き
し
た
い
ん
で
す
け
ど
。

丸
山
私
た
ち
の
世
代
で
も
、
私
な
ん
か
は
個
人
的
に
は
結
納
を
も
ら
わ
な
い
で
、
二
人
で
結
婚
し
た
と
い
う
パ
タ
ー
ン

で
す
。
こ
だ
わ
る
よ
う
だ
け
ど
も
そ
う
い
う
風
土
が
ま
だ
鹿
児
島
に
は
足
り
な
い
の
か
な
っ
て
。
で
も
そ
こ
を
く
ず
し
て

い
く
の
は
私
た
ち
自
身
だ
な
っ
て
気
が
し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
年
代
は
嫁
を
出
す
立
場
に
あ
る
メ
ン
バ
ー
が
多
い
で

す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
話
し
て
い
く
と
当
然
の
よ
う
に
そ
う
い
う
台
前
が
出
て
く
る
ん
で
す
ね
。
今
で
も
そ
こ
を
変
え
て
い

か
な
き
ゃ
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
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鹿
児
島
の
女
性
が
消
極
的
と
は
限
ら
な
い
が
:
:

浦
島
t
H
4
J
さ
ん
(
-
一
昼
間
療
法
士
)
怠
識
捌
査
に
鹿
児
島
と
全
国
の
女
性
の
比
較
が
で
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
男
は
仕
事
、

女
は
家
庭
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
、
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
と
い
う
の
が
鹿
児
・
品
は
圧
倒
的
に
多
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、

女
性
自
身
が
消
械
的
で
あ
る
と
女
性
自
身
が
言
っ
て
る
確
率
が
鹿
児
島
は
非
常
に
高
い
で
す
。
そ
れ
か
ら
考
え
る
と
、
や

は
り
、
鹿
児
向
の
女
性
っ
て
非
常
に
消
極
的
か
な
っ
て
感
じ
な
ん
で
す
。
け
れ
ど
、
あ
ま
り
職
場
と
か
生
活
の
中
で
鹿
児

島
の
女
性
は
特
に
消
械
的
だ
と
い
う
感
じ
は
し
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
統
計
で
は
消
極
的
と
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
っ

ぱ
り
何
が
決
定
的
に
迎
う
の
か
な
?
そ
こ
ら
を
煮
つ
め
て
い
く
と
、
私
た
ち
が
次
に
行
動
を
起
こ
し
た
い
こ
と
が
出
て

く
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

申
由
二
年
前
か
ら
わ
が
社
も
女
性
が
支
局
に
出
て
お
り
ま
す
。
一
つ
の
例
と
し
て
、
今
、
伊
集
院
支
局
に
行
っ
て
い
る

女
性
は
十
話
官
民
で
す
が
、
社
会
部
の
時
に
出
産
を
控
え
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
企
画
を
か
か
え
、
「
安
心
し
て
食
べ
た
い
」
と
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い
う
企
画
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
伺
慌
た
ち
も
、
そ
こ
ま
で
し
な
く
て
も
い
い
と
い
た
わ
り
を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

本
人
は
「
い
や
こ
れ
だ
け
は
頑
張
る
」
と
い
っ
て
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。
も
う
一
人
の
加
治
木
支
局
長
の
女
性
も
、
火

事
と
か
特
娘
、
そ
う
い
う
も
の
に
は
夜
中
も
出
か
け
て
い
き
ま
す
。
五
年
前
の
八
・
六
水
害
の
時
も
、
会
社
は
女
子
は
危
な

い
か
ら
先
に
帰
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
「
私
た
ち
は
残
っ
て
仕
事
が
し
た
い
の
に
、
会
社
が
な
ぜ
そ
う
い
う
こ

と
を
言
う
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。

入
社
試
験
の
時
、
と
も
か
く
女
性
は
威
勢
が
い
い
で
す
ね
。
「
宿
直
す
る
か
?
」
と
聞
く
と
「
は
い
」
と
答
え
る
の
は
女

性
な
ん
だ
そ
う
で
す
。
で
す
か
ら
私
ど
も
の
社
に
限
っ
て
言
い
ま
す
と
、
女
性
は
消
極
的
だ
と
思
い
ま
せ
ん
ね
。
な
ん
か

一
個
人
、
育
ち
で
す
か
?
意
識
の
問
題
じ
ゃ
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。

司
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
山
本
さ
ん
何
か
あ
り
ま
す
か
?

山
本
鹿
児
島
の
女
性
が
消
極
的
云
々
と
い
う
こ
と
の
一
つ
に
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
欲
し
が
ら
な
い
と
い
う
の
が
あ
る
と
思

う
ん
で
す
よ
ね
。
う
ち
の
会
社
も
、
待
遇
は
同
じ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
何
か
の
代
表
に
な
っ
た
り
、
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ

た
り
と
か
い
う
機
会
が
当
然
年
齢
と
共
に
出
て
く
る
わ
け
で
す
。
そ
の
時
に
必
ず
女
性
は
固
辞
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
ね
。
た
と
え
ば
あ
る
会
合
の
議
長
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
か
、
進
行
役
を
お
願
い
し
ま
す
と
言
う
と
、
「
ェ

l
、
ち

ょ
っ
と
考
え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
で
は
な
く
て
、
「
で
き
ま
せ
ん
」
「
い
え
、
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」
「
い
え
、
も
う
と
て

も
私
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
」
と
一

O
O
%拒
絶
で
す
。
そ
れ
が
普
通
で
す
ね
、
鹿
児
島
の
女
性
は
。
そ
う
で
な
い
方
が
非

常
に
珍
し
い
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
で
、
男
性
側
も
同
じ
家
庭
教
育
を
受
け
て
る
か
ら
、
自
分
の
母
親
が
し
て
き
た
こ
と

を
当
然
だ
と
思
う
わ
け
で
す
。
私
は
広
島
出
身
で
、
北
街
き
で
父
親
が
家
事
を
や
る
の
を
み
て
、
共
働
き
の
家
は
男
も
家

事
を
や
る
の
が
普
通
だ
と
思
っ
て
育
ち
ま
し
た
。
食
事
を
す
る
時
み
ん
な
で
準
備
し
て
、
家
族
全
員
が
揃
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
、
と
い
う
の
が
普
通
だ
と
考
え
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
鹿
児
島
で
は
、
自
分
の
母
親
は
、
そ
う
し
て
こ
な
か
っ
た
と
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:
・
:
合
引
の
時
も
、
貯
が
食
べ
始
め
て
も
、
お
母
さ
ん
は
、
あ
と
か
ら
山
す
も
の
を
全
部
準
備
し
な
が
ら
、
ず
っ
と
立
っ

て
る
と
い
う
の
が
、
指
耶
だ
と
思
う
わ
け
だ
か
ら
:
:
:
そ
こ
を
、
一
川
代
か
か
ら
ず
に
変
え
て
い
く
た
め
に
は
、
や
っ
ぱ

り
夫
婦
の
問
で
、
ル
ー
ル
を
ひ
と
つ
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
自
分
の
子
ど
も
に
対
し
て
も
税
に
対
し
て

も
、
我
々
の
こ
の
叶
代
の
夫
婦
は
、
こ
う
い
う
ル

l
ル
に
し
ま
し
た
と
、
宣
言
し
な
い
と
変
え
ら
れ
な
い
。
男
性
側
が
そ

れ
を
納
得
す
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
・
・
・
:
・
。
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育
っ
た
背
景
に
強
い
影
響
を
受
け
る

武
井
揖
窃
阜
d

さ
ん
(
医
師
先
ほ
ど
の
結
納
の
話
に
つ
い
て
、
ニ
ナ
年
前
の
私
の
経
験
を
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
夫

と
私
は
家
引
な
ど
は
平
等
に
分
担
し
て
、
私
が
仕
引
も
続
け
て
い
く
こ
と
で
合
芯
で
き
て
は
い
た
の
で
す
が
、
結
納
や
結

姉
式
、
名
字
変
良
に
つ
い
て
は
悩
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
た
と
え
ば
結
納
金
は
結
姉
準
備
費
用
を
夫
と
折
半
す
る
た
め

の
夫
側
の
負
担
釜
と
い
う
よ
う
に
自
分
な
り
の
解
釈
を
加
え
た
う
え
で
、
今
は
過
渡
期
だ
か
ら
と
可
能
な
純
四
で
妥
協
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
次
世
代
に
は
も
っ
と
変
え
て
い
き
た
い
け
れ
ど
、
あ
ま
り
に
形
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て

お
互
い
の
両
親
と
う
ま
く
や
れ
な
い
よ
う
で
は
仕
引
を
続
け
て
い
く
の
に
も
支
障
を
き
た
す
の
で
、
経
済
的
自
立
の
ほ
う

を
市
訓
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、
私
の
父
も
「
嫁
ぐ
の
で
は
な
く
、
あ
な
た
と
彼
が
二
人
で
新
し
い
家
庭
を
作
る

ん
だ
。
そ
し
て
、
親
が
二
組
に
増
え
る
だ
け
で
親
子
の
関
係
は
何
も
変
わ
ら
な
い
の
だ
」
と
自
分
に
も
言
い
き
か
せ
る
よ

う
に
私
に
言
い
ま
し
た
の
で
、
私
も
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
親
子
と
も
楽
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
鹿
児
ぬ
の
方
た
ち
は
相
手
の
家
に
嫁
が
せ
る
と
い
う
旧
来

の
な
識
が
強
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
も
、
嫁
が
せ
る
が
、
自
分
の
近
く
に
住
ま
せ
て
お
い
て
ひ
ん
ぱ
ん
に
行
き
来
し
、
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老
後
の
面
倒
も
み
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
人
が
大
半
で
、
他
削
除
に
比
べ
自
分
の
娘
を
県
外
に
出
し
た
が
ら
な
い
人

が
圧
倒
的
に
多
い
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
鹿
児
島
の
方
た
ち
の
考
え
方
は
他
県
と
異
な
る
特
徴
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

司
会
育
っ
た
背
封
に
影
響
さ
れ
て
い
る
の
が
強
い
と
思
い
ま
す
。

つ
る
ま
る
古
里
な
お
み
さ
ん
(
こ
つ
と
ん
は
、
ヱ
9
針
仕
事
&
ギ
ャ
ラ
リ
ー
モ
モ
主
宰
)
意
識
の
問
題
だ
と
思
う
ん
で
す
。

私
は
結
納
も
結
婚
式
も
し
ま
し
た
が
、
親
の
た
め
に
し
て
や
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
結
婚
す
る
時
の
一
つ
の
親

孝
行
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
結
納
し
た
か
っ
た
ら
し
て
あ
げ
る
。
結
婚
式
を
し
た
か
っ
た
ら
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

あ
と
私
た
ち
の
生
活
は
私
た
ち
が
作
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
や
は
り
夫
と
の
関
係
が
大
事
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
う
ち
の
夫
は
洗
濯
で
も
料
理
で
も
何
で
も
で
き
る
。
で
き
な
い
こ
と
は
子
ど
も
を
産
む
こ
と
、
お
っ
ぱ
い
を

や
る
こ
と
だ
け
で
、
私
よ
り
す
べ
て
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
に
で
き
る
の
で
、
子
ど
も
は
ど
ち
ら
が
台
所
に
立
つ
か
と
は
忠
つ
て

な
い
は
ず
。
一
番
最
初
に
意
見
さ
れ
た
方
の
嫁
と
姑
の
関
係
も
、
自
分
と
夫
と
の
関
係
が
ど
う
い
う
関
係
か
に
よ
っ
て
姑

と
の
関
係
も
変
わ
る
の
で
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
家
庭
的
な
裂
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
夫
に
は
と

て
も
よ
い
主
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
よ
(
笑
)
。
私
は
手
を
か
け
な
い
こ
と
が
い
い
妥
だ
と
思
っ
て
い
ま
ず
か
ら
。
家
庭
か
ら

変
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
か
ら
、
夫
と
の
閑
孫
か
ら
ま
ず
見
直
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

血
霊
知
霊
J

さ
ん
(
フ
ォ
レ
ス
ト
ホ
l
ム
(
株
)
代
官
衣
取
締
役
)
私
は
熊
本
の
荒
尾
出
身
で
、
す
ご
い
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
鹿
児
島
に
き
て
十
二
年
、
エ
ゴ
ハ
ウ
ス
と
い
う
、
女
性
を
中
心
に
わ
が
ま
ま
な
家
を
作

り
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
会
社
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
思
う
の
は
家
を
作
る
時
の
男
性
の
意
見
が
極
端
な
ん
で
す
。

一
つ
の
家
作
り
で
も
い
ろ
ん
な
考
え
方
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
の
と
こ
ろ
は
、
私
が
営
業

で
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
を
つ
め
て
い
く
の
で
私
の
影
響
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
い
つ
の
ま
に
か
奥
さ
ん
の
意
見
が
通

る
家
が
で
き
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
結
論
と
し
て
考
え
た
こ
と
は
、
鹿
児
島
の
女
性
は
、
妻
は
控
え
目
で
あ
な
た
を
立
て
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る
わ
よ
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
い
な
が
ら
、
い
つ
の
間
に
か
自
分
の
思
い
ど
お
り
に
し
て
い
る
賢
い
女
性
が
多
い
と

私
は
感
じ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
ど
う
で
し
ょ
う
か
?
こ
れ
か
ら
も
一
歩
下
が
り
な
が
ら
前
を
走
る
女
性
が
出
て
く
る

こ
と
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
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学
校
教
育
か
ら
変
え
て
い
こ
う

司
会
は
い
ど
う
ぞ
男
性
の
方
。

安
原
基
弘
さ
ん
(
公
子
校
整
担
先
ほ
ど
「
家
庭
か
ら
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
。
こ
の
窓
見
に
反
対
す
る
方
は
だ
れ

も
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
学
校
現
場
か
ら
取
り
組
む
児
女
平
等
と
い
う
こ
と
を
皆
さ
ん
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
ん
で
す
。

こ
の
時
期
、
卒
業
式
そ
れ
か
ら
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
男
子
が
入
場
し
終
わ
っ
て
か
ら
女
子
が
事
業
証
書

を
も
ら
い
に
い
く
パ
タ
ー
ン
で
す
。
保
護
及
表
で
も
、
教
育
委
員
会
か
ら
回
っ
て
く
る
通
知
書
に
は
、
ど
ち
ら
で
も
よ

い
と
文
部
省
の
基
準
に
は
あ
る
そ
う
で
す
が
、
ど
ち
ら
で
も
よ
け
れ
ば
無
作
為
に
選
ん
だ
時
に
お
父
さ
ん
五
人
、
お
母
さ

ん
五
人
が
保
諮
者
名
で
選
ば
れ
て
い
る
の
が
普
通
の
関
係
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
で
も
実
際
に
は
お
父
さ
ん
の
金
山

の
み
が
で
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
保
諮
者
代
表
は
お
父
さ
ん
と
い
う
の
が
無
意
識
の
う
ち
に
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
入
学
す
る
段
階
で
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
学
校
現
場
に
い
る
者
が
気
づ
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
の
で
す
。

確
か
に
男
に
で
き
な
い
の
は
「
赤
ち
ゃ
ん
を
践
む
こ
と
」
「
お
っ
ぱ
い
を
あ
げ
る
こ
と
」
で
す
が
、
私
も
平
成
八
年
に
四

か
月
育
児
休
業
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の
山
本
さ
ん
の
よ
う
に
会
社
で
も
尽
力
を
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

な
ど
か
ら
育
児
休
業
制
度
も
控
い
つ
つ
あ
る
の
で
は
:
:
:
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
微
力
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
会
に
参
加



さ
せ
て
い
た
だ
き
、
学
校
に
も
ち
か
え
り
ま
し
て
こ
う
い
う
話
が
あ
っ
た
よ
と
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

今
日
こ
こ
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
よ
う
に
、
ま
ず
集
ま
る
こ
と
が
と
り
あ
え
ず
第

一
歩
で
は
な
い
か
と
思
う
わ

け
で
す
。
最
後
に
、
新
聞
、

T
V等
マ
ス
コ
ミ
に
も
っ
と
男
女
平
等
問
題
を
と
り
あ
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
し
ま

す
。
司
会

「
ジ
ェ
ン
ダ
l
フ
リ
ー
な
教
育
」
と
い
う
テ
1
マ
で
、
四
月
十

一
日
に
市
立
図
書
館
で
江
崎
紀
久
子
先
生
の
お
話

が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
に
も
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

玉
利
ト
ウ
ト
ウ
ニ
ィ
エ
ヴ
ィ
ッ
チ
泉
さ
ん

私
は
国
際
結
婚
を
し
ま
し
た
が
、
外
国
人
と
一
緒
に
な
る
時
「
エ
イ
ズ
に
な

る
よ
」
と
言
わ
れ
て
シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
、
次
に
「
親
を
ど
う
す
る
の
?
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
あ
と
あ
と
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
親
戚
や
近
所

の
口
出
し
が
多
く
な
り
、
両
方
に
国
を
持
つ
立
場
に
な
る
と
介
護
は
大
き

な
問
題
に
な
り
ま
す
。
特
に
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
女
性
だ
け
が
介
護
を

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
気
が
し
ま
す
の
で
、
職
場
で
も
出
産
休
業
だ
け

で
な
く
介
護
の
面
で
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
女

性
と
し
て
、
世
間
の
目
に
縛
ら
れ
ず
に
自
分
と
い
う
も
の
に
主
体
性
を

も
っ
て
い
く
べ
き
目
立
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?

女
性
セ
ン
タ
ー
に
も
、
介
誰
す
る
側
さ
れ
る
側
の
女
性
の
担
談
窓
口
が

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

司
会

で
は
パ

l
ト
H
で
、
女
性
セ
ン
タ
ー
の

T
身
、
ソ
フ
ト
面
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

米米米来栄米米来栄来栄米米米米来栄米米米米来栄来かご、しまの女って何だ?

左
司
会
の
赤
星
さ
ん
、
右
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
の
金
井
さ
ん

41 
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A
ー
な
ぜ
女
性
セ
会
F

タ
ー
か
?

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
(金
井
)
国
の
男
女
共
同
参
画
二
O
O
O年
プ
ラ
ン
の
拠
点
と
な
る
女
性
セ
ン
タ
ー
が
鹿
児
島
に
も

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
女
性
セ
ン
タ
ー
に
命
を
吹
き
込
ん
で
い
く
の
は
私
た
ち
市
民
の
役
割
に
な
り
ま
す
。

先
ほ
ど
鹿
児
島
の
女
像
に
つ
い
て
は
確
認
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
ん
な
女
性
セ
ン
タ
ー
を
こ
の

鹿
児
島
に
作
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ラ
!
の
方
々
、
会
場
の
皆
様
と

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

夫
婦
で
参
加
で
き
る
育
児
セ
ミ
ナ
ー
が
ほ
し
い

さ
て
最
初
に
山
本
さ
ん
に
伺
い
ま
す
。
山
本
さ
ん
は
共
働
き
と
い
う
こ
と
で
、
育
児
に
ど
の
よ
う

に
係
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
か
、
ま
た
女
性
問
題
に
は
労
働
問
題
、
福
祉
の
問
題
が
、
連
動
し
て
あ
る
ん
で
す
ね
、
そ
こ
は
切

り
放
せ
な
い
。
そ
こ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
ク
リ
ア
ー
し
て
お
ら
れ
る
の
か
を
伺
い
な
が
ら
、
男
性
の
目
か
ら
見
て
女
性
セ

ン
タ
ー
に
望
む
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
話
さ
れ
た
鹿
児
島
の
女
性
像
、
自
分
を
殺
し
な
が

ら
生
き
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
生
き
方
を
克
服
す
る
提
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

山
本

共
働
き
、
子
育
て
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
鹿
児
島
は
施
設
が
少
な
い
の
で
、
そ
こ
を
解
決
し
て
く
れ
と
い
う
意

見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
共
働
き
で
子
育
て
を
す
る
場
合
、

基
本
的
に
は
夫
婦
で
解
決
し
、
後
は
地
域
で
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
地
域
リ
ー
ダ
ー
が
男
女
を
問
わ
ず
育
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
|
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私
た
ち
夫
婦
が
子
ど
も
を
育
て
る
上
で
は
、
両
親
が
そ
れ
ぞ
れ
雌
れ
て
い
ま
す
の
で
、
基
本
的
に
は
夫
婦
で
仕
事
を
融

通
し
合
い
な
が
ら
育
て
る
と
い
う
ふ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。

男
性
が
子
育
て
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、
ほ
と
ん
ど
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
と
い
う
男
性
が
多
い

と
思
う
ん
で
す
。
で
す
か
ら
女
性
セ
ン
タ
ー
と
い
い
な
が
ら
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
あ
る
よ
う
に
、
「
育
児
学
入
門
」
み
た

い
に
夫
婦
で
参
茄
で
き
る
も
の
が
あ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
内
面
を
考
え
る
起
業
家
セ
ミ
ナ
ー
を

かごしまの女って何だ?

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l

女
性
施
設
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
県
で
は
、
育
児
学
入
門
の
よ
う
な
諮
座
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

の
講
座
が
開
催
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
「
起
業
家
セ
ミ
ナ
ー
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
〈
す
て
つ
ぶ
あ
っ
ぷ
〉
代
表

の
丸
山
さ
ん
は
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
こ
で
そ
の
活
動
に
つ
い
て
伺
い
、
女
性

セ
ン
タ
ー
が
担
っ
て
い
け
る
よ
う
な
機
能
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

丸
山
〈
す
て
つ
ぶ
あ
っ
ぷ
〉
が
巡
営
し
て
い
る
カ
フ
ェ
は
、
市
の
委
託
を
受
け
て
運
営
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
利
益
を
追

求
し
な
い
活
動
で
運
営
し
て
い
る
カ
フ
ェ
な
ん
で
す
。
最
初
よ
く
市
民
の
方
か
ら
誤
解
を
受
け
ま
し
た
。
市
の
、
行
政
の

場
を
借
り
て
私
た
ち
が
カ
フ
ェ
を
す
る
と
い
う
時
に
、
「
女
性
が
起
業
家
に
な
る
ん
だ
ろ
う
、
そ
こ
で
誰
か
が
収
益
を
目
的

と
す
る
こ
と
を
し
よ
う
と
す
る
ん
だ
ろ
う
」
と
思
わ
れ
た
の
で
す
が
、
〈
す
て
つ
ぶ
あ
っ
ぷ
〉
は
あ
く
ま
で
も
そ
こ
で
自
分

を
作
る
こ
と
、
そ
し
て
市
民
と
し
て
訪
れ
て
下
さ
っ
た
方
々
へ
の
情
報
と
か
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
係
、
そ
し
て
町
の
人
び
と

の
出
会
え
る
場
所
と
し
て
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
と
い
三
二
本
柱
で
、
自
分
た
ち
が
自
己
啓
発
で
き
る
場
所
と
し
て
、

各
来
り
を
挙
げ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
機
能
自
体
は
非
常
に
小
さ
い
な
が
ら
も
、
女
性
セ
ン
タ
ー
機
能
と
類
似
し
て
い
る

43 
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な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
カ
フ
ェ
の
迎
悦
を
過
し
て
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
担
栄
家
に
な
り
た
い
人
も
、
そ
う
で
な
い
人
も
、
自
分

自
身
の
内
而
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
、
築
い
て
い
く
時
に
付
加
価
値
的
な
社
会
的
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
、
そ
う
す
る
な
か
で
起
業
に
目
覚
め
た
人
は
、
そ
こ
で
の
体
験
を
ス
テ
ッ
プ
に
、
自
力
で
起
業
家
に
な
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
女
性
セ
ン
タ
ー
に
起
晴
蒙
セ
ミ
ナ
ー
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
と
し
た
ら
、
私
た

ち
が
望
む
の
は
そ
う
い
う
あ
り
方
は
ど
う
で
す
か
、
と
い
う
こ
と
と
、
セ
ン
タ
ー
の
中
に
喫
茶
庖
コ
ー
ナ
ー
と
か
そ
う
い

う
も
の
が
作
ら
れ
る
よ
う
な
の
で
、
そ
こ
を
経
営
す
る
母
体
が
あ
る
ん
で
し
た
ら
、
ぜ
ひ
と
も
、
女
性
の
学
校
の
よ
う
な

勉
強
す
る
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
く
こ
と
も
一
案
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
等
し
く
平
等
の
機
会
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
し
、
先
ほ
ど
私
が
言
っ
た
よ
う
に
、
鹿
児
島
の
、
特

に
指
宿
の
よ
う
な

"μ村
の
女
性
の
な
識
づ
く
り
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、
ど
う
し
て
も
勉
強
の
場
が
必
.
虫
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
を
見
つ
け
る
と
い
う
の
は
や
は
り
学
校
教
育
の
中
で
培
わ
れ
て
得
た
も
の
な
ど
と
差
が
あ
り
ま
す
し
、
公
的
な
機
関

か
ら
提
供
さ
れ
る
べ
き
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
そ
う
い
う
自
分
作
り
の
場
所
と
し
て
、
ま
た
能
刀
を
開
発
し
た
人
間
が
出

て
い
く
場
所
と
し
て
、
女
性
セ
ン
タ
ー
と
い
う
の
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
う
し
、
そ
う
い
う
時
に
起
業
家
セ
ミ
ナ
ー
と
か

自
分
限
き
前
座
と
か
、
総
合
的
に
勉
強
し
た
こ
と
が
実
践
活
動
で
き
る
よ
う
な
場
が
、
女
性
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
と
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l

起
業
家
セ
ミ
ナ
ー
と
い
う
と
、
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
働
き

た
い
け
れ
ど
、
年
齢
制
限
が
あ
っ
て
働
く
場
所
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
よ
く
聞
か
れ
ま
す
し
、
自
分
が
「
こ
れ
を
や
り
た

い
」
と
思
っ
た
と
き
に
、
そ
れ
を
実
践
で
き
る
場
所
が
あ
れ
ば
本
当
に
幸
せ
な
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
社
会
こ
そ
盟
か
な

社
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
手
元
の
押
科
に
女
性
セ
ン
タ
ー
の
計
画
の
概
些
が
あ
り
ま
す
が
、
生
涯
学
習
ノ
ラ
ザ
と
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共
用
部
分
に
喫
茶
の
コ
ー
ナ
ー
が
註
幽
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
を
巡
営
し
て
い
く
と
い
う
の
も
起
業
の

第
一
歩
と
し
て
は
有
効
か
と
思
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
・
巡
営
面
で
必
要
な
こ
と
は

かごしまの女って何だ?

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l

中
薗
さ
ん
に
伺
い
た
い
の
で
す
が
、

何
か
要
望
は
あ
り
ま
す
か
?

申
菌
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
の
は
、
館
長
に
民
間
の
方
を
起
用
し
て
、
柔
軟
な
述
営
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
開
館
時
間
も
閉
館
時
間
も
、
今
あ
る
施
設
の
よ
う
な
時
間
で
は
な
く
、
夜
は
少
な
く
と
も
九
時
ま

で
開
け
て
い
た
だ
い
て
、
問
在
も
女
性
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
述
営
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
女
性
セ
ン
タ
ー
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
も
う
こ
れ
か
ら
は
男
も
女
も
お
年
寄
り
も
全
部
行
け
る
よ
う
に
、
市
民
セ
ン

タ
ー
と
い
う
構
想
の
ほ
・
つ
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
さ
さ
や
か
な
こ
と
と
忠
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
喫
茶
部
等
も
お
い
し
く
て
魅
力
的
な
ス
ペ
ー
ス
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
よ
く
耳
に
す
る
こ
と
で
す

が
、
団
体
利
用
の
際
、
実
績
の
あ
る
団
体
、
歴
史
の
長
い
団
体
は
無
条
件
に
使
え
て
、
で
き
た
ば
か
り
の
経
済
的
に
も
苦

し
い
団
体
は
、
使
用
す
る
際
に
い
ろ
い
ろ
難
し
い
条
件
が
つ
い
て
く
る
よ
う
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
の
な
い
、
市
民
会
葎

に
聞
か
れ
た
、
誰
で
も
使
い
や
す
い
施
設
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
で
は
狩
俣
さ
ん
に
設
備
の
面
で
「
こ
う
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
よ
か
っ

た
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

狩
俣
建
設
検
討
委
員
の
中
に
必
ず
女
性
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。
〈
て
い
る
る
〉
を
作
っ
て
み
て
困
っ

ハ
ー
ド
面
、
運
営
の
面
に
つ
い
て
女
性
管
理
職
の
立
場
か
ら

45 
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た
こ
と
は
、
同
体
が
入
る
郎
Mm
が
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
女
性
セ
ン
タ
ー
と
い
う
も
の
は
い
ろ
い
ろ
な
同
体
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
く
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
そ
う
い
う
た
く
さ
ん
の
同
体
の
皆
さ
ん
が
入
る
部
凶
が
必
裂

で
す
。
〈
て
い
る
る
〉
に
は
無
料
で
使
え
る
ス
ペ
ー
ス
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
団
体
が
入
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
か

ら
荷
坊
を
お
く
ス
ペ
ー
ス
、
郵
便
受
け
み
た
い
な
小
さ
な
も
の
で
は
だ
め
で
す
。
沖
縄
の
〈
て
い
る
る
〉
で
気
が
つ
い
た

の
は
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l

現
場
の
実
感
の
こ
も
っ
た
ご
立
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
会
現
の
出
様
か
ら
何
か
ご
意

見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

46 

子
ど
も
述
れ
に
や
さ
し
い
施
設
に

琶
冗
小
百
合
さ
ん
(
官
見
サ
ー
ク
ル
〈
マ
マ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
〉
代
官
忍
子
育
て
中
の
専
業
主
婦
中
心
の
育
児
サ
ー
ク
ル
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
女
性
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
昨
日
集
ま
っ
て
皆
で
話
し
合
っ
て

き
た
こ
と
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
託
児
付
き
の
前
刊
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

・
先
ほ
ど
レ
ス
ト
ラ
ン
の
こ
と
が
あ
が
っ
た
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
子
ど
も
川
の
メ
ニ
ュ
ー
が
無
料
に
な
る
と
、
こ
の

材
料
は
ど
こ
の
も
の
を
使
っ
て
い
る
の
か
な
、
と
い
う
よ
う
な
:
:
:
。
無
料
だ
か
ら
文
句
を
言
う
な
、
と
い
う
こ
と
は

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

・
託
児
宝
を
絵
本
が
あ
っ
て
ビ
デ
オ
が
あ
っ
て
、
と
い
う
だ
け
の
場
所
で
は
な
く
、
開
放
さ
れ
た
気
軽
に
遊
び
に
行
け
る

場
所
に
し
て
ほ
し
い
。
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-
会
報
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
コ
ピ
ー
や
製
本
す
る
場
所
が
な
い
の
で
、
製
杢
怠
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

・
育
児
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
、
一
番
困
る
の
は
気
軽
に
使
え
る
部
屋
が
な
い
こ
と
な
の
で
、
そ
う
い
う
和
室
を
作
っ
て
ほ
し

い
と
思
う
。
も
う
少
し
賀
沢
を
言
わ
せ
て
も
ら
え
ば
、
そ
の
和
室
に
ち
ょ
っ
と
子
ど
も
が
遊
べ
る
よ
う
な
小
さ
な
庭
が

つ
い
て
い
た
ら
、
会
を
し
て
い
る
と
き
で
も
目
の
届
く
場
所
で
、
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
無
料
で
お
茶
や
水
が
飲
め
る
よ
う
な
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
と
、
ち
ょ
っ
と
子
ど
も
が
喉
が
渇
い
た
と
い
う
と
き
に
助
か
る
0

.
ト
イ
レ
に
は
ベ
ピ
ー
キ
ー
パ
ー
を
つ
け
て
ほ
し
い
。

・
小
さ
い
子
ど
も
辿
れ
で
、
公
共
の
交
通
機
関
を
使
う
の
は
大
変
な
の
で
、
無
料
の
広
い
駐
車
場
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
0

・
専
業
主
婦
で
悩
み
を
抱
え
込
み
ゃ
す
い
状
況
な
の
で
、
子
ど
も
の
栄
養
相
談
か
ら
一
般
の
こ
と
ま
で
幅
広
く
相
談
に

の
っ
て
も
ら
え
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
砂
崩
で
お
い
て
ほ
し
い
。

・
聖
書
ー
か
ら
再
就
職
し
よ
う
と
思
っ
た
と
き
の
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
就
職
・
パ
ー
ト
の
斡
旋
情
報
を
提
供
し
て

ほ
し
い
。

以
上
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l

具
体
的
な
ご
立
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ほ
か
に
こ
の
よ
う
な
ご
意
見
を
お
持
ち
の
方
-

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

宮
城
部
代
さ
ん
(
子
ど
も
劇
場
事
脅
周
)
子
ど
も
劇
場
は
そ
の
活
動
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
感
性
を
育
て
よ
う
と
い
う

こ
と
で
、
年
四
・
五
回
の
舞
台
鑑
賞
や
、
地
域
で
の
異
年
齢
集
団
作
り
を
進
め
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
た
め
の
週
一
、

二
回
の
会
議
、
あ
る
い
は
講
師
の
先
生
を
お
呼
び
し
て
の
学
習
会
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
、
自
分
た
ち
の
力
で
や
っ
て
自
分
た

ち
母
親
の
力
を
つ
け
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
子
育
て
の
会
を
い
ろ
い
ろ
外
と
交
流
し
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
び

に
会
場
探
し
に
苦
労
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
で
き
る
女
性
セ
ン
タ
ー
に
は
期
待
し
て
い
ま
す
。
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子
ど
も
劇
場
の
九
州
令
床
の
会
議
が
熊
本
の
女
性
セ
ン
タ
ー
で
一
昨
年
あ
っ
て
、
そ
の
時
に
女
性
セ
ン
タ
ー
と
い
う
も

の
を
初
め
て
見
た
の
で
す
が
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
熊
本
に
は
こ
ん
な
も
の
が
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
鹿
児
品
に

は
で
き
な
い
の
か
と
。
も
の
す
ご
く
び
っ
く
り
し
て
仰
っ
て
き
ま
し
た
。
で
す
か
ら
今
度
ど
う
い
う
も
の
が
で
き
る
の
か

と
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
自
分
た
ち
の
力
で
何
か
活
動
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
一
帯
困
る
の
は
保
育
の
問
題
で
す
。
子
ど
も
が
い
る
か

ら
役
を
引
き
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
子
ど
も
が
い
て
も
元
気
に
な
り
た
い
と
い
つ
も
考
え
て

い
る
ん
で
す
。
託
児
は
い
つ
も
必
裂
な
の
に
、
自
分
た
ち
の
力
で
託
児
を
確
保
す
る
と
い
う
の
が
難
し
い
ん
で
す
。
今
回

の
施
設
を
見
る
と
、
託
児
室
は
あ
る
ん
で
す
が
、
熊
本
の
女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
専
任
の
保
母
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
利
用
す

る
側
が
事
前
に
巾
し
込
み
を
す
る
と
、
セ
ン
タ
ー
の
ほ
う
で
保
母
さ
ん
を
確
保
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。
私
た
ち
が
今
ど
う

し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
李
ゴ
は
前
座
を
聞
き
た
い
の
に
、
メ
ン
バ
ー
の
誰
か
が
我
慢
し
て
託
児
を
し
た
り
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
と
て
も
向
い
ア
ル
バ
イ
ト
料
を
払
っ
て
託
児
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。
あ
と
は
大
堂
&
+
を
ア
ル
バ
イ
ト

で
居
っ
た
り
と
、
保
育
者
を
探
す
の
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
セ
ン
タ
ー
で
担
っ
て
も
ら
え
る
と
た
い

へ
ん
助
か
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
交
流
会
の
時
に
は
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
ー
と
か
を
す
る
ん
で
す
が
、
先
日
で
き
た
ば

か
り
の
近
代
文
学
館
に
行
っ
て
、
そ
こ
で
お
弁
当
を
食
べ
る
交
渉
を
す
る
の
に
も
の
す
ご
く
苦
労
し
ま
し
た
。
鹿
児
話
の

い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
使
う
ん
で
す
が
、
お
昼
を
食
べ
る
こ
と
に
は
、
い
つ
も
す
ご
く
苦
労
し
ま
す
。
食
事
が
で
き
な
い
場

所
が
多
い
の
で
す
。
食
事
も
共
に
し
な
が
ら
、
交
流
で
き
る
場
が
あ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
、
勤
労
婦

人
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
女
性
し
か
使
え
な
い
(
そ
れ
で
い
て
職
員
は
全
部
児
性
)
な
ん
て
い
う
変
な
施
設
に
は
し
な
い
で

い
た
だ
き
た
い
で
す
。
私
た
ち
が
元
気
に
な
れ
る
、
そ
う
い
う
セ
ン
タ
ー
に
な
る
よ
う
に
、
祈
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l

他
の
施
設
も
調
査
さ
れ
て
の
わ
か
り
や
す
い
ご
意
見
で
し
た
。
あ
と
先
ほ
ど
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
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く
れ
た
ス
ト
ロ
ッ
ピ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
あ
る
よ
う
で
す
。

ス
ト
ロ
ッ
ピ
ィ
ダ
ン
ス
を
し
て
い
る
立
場
か
ら
も
、
日
ご
ろ
の
O
L
の
立
場
か
ら
も
、
ス
タ
ジ
オ
や
軽
い
運
動
の
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
民
の
戸
を
反
映
さ
せ
よ
う

かごしまの女って何だ?

狩
侯
企
劇
場
か
ら
の
意
見
に
こ
た
え
て
ち
ょ
っ
と
つ
け
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
先
ほ
ど
の
お
母
さ
ん
の

「
食
事
を
と
れ
る
施
設
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
見
、
こ
れ
は
た
い
へ
ん
大
切
な
こ
と
で
、
私
た
ち
の
施
設
で
も
問
題

が
あ
っ
た
の
で
す
。
私
た
ち
の
セ
ン
タ
ー
で
は
職
員
が
二
十
名
お
り
ま
し
て
、
県
か
ら
五
名
、
一
人
は
沖
縄
銀
行
か
ら
出

向
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
給
料
は
銀
行
が
持
ち
ま
す
。
そ
れ
か
ら
市
町
村
か
ら
出
向
で
来
ま
す
。
こ
れ
は
そ
の
宵
治
体
が
お

給
料
を
も
つ
ん
で
す
。
そ
う
い
う
形
で
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
思
交
を
施
設
内
で
と
る
際
も
、
一
般
の

人
に
は
許
可
し
な
い
の
に
、
県
の
会
合
の
時
は
ま
あ
い
い
こ
と
に
し
よ
う
、
み
た
い
な
こ
と
を
言
っ
た
の
で
、
子
ど
も
は

と
も
か
く
高
校
生
以
上
が
水
や
食
べ
物
を
こ
ぼ
す
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
い
の
だ
か
ら
(
ホ
l
ル
は
自
動
で

い
す
が
移
動
す
る
た
め
、
故
障
を
ま
ね
く
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
理
由
で
飲
食
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
)
、
利
用
す
る
人
み
ん

な
が
食
事
が
と
れ
る
よ
う
に
し
な
さ
い
、
と
言
っ
た
ん
で
す
。
県
か
ら
の
出
向
の
一
番
の
問
題
点
は
、
管
理
的
要
素
ば
か

り
強
く
す
る
か
ら
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
ぜ
ひ
皆
さ
ん
は
民
間
か
ら
ス
タ
ッ
フ
を
起
用
し
て
、
柔
軟
な
発
想

の
で
き
る
人
を
入
れ
な
け
れ
ば
だ
め
で
す
よ
。

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、
〈
て
い
る
る
〉
で
は
そ
の
養
成
を
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
何
か
あ
る
と
き
に
は
す
ぐ
に
全

員
に
連
絡
を
い
れ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
も
う
四
十
名
以
上
い
ま
す
の
で
、
順
番
で
来
て
下
さ
る
。
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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の
皆
さ
ん
が
指
先
し
て
〈
て
い
る
る
〉
の
ニ
ュ
ー
ス
も
作
る
ん
で
す
。
折
聞
の
切
り
抜
き
ゃ
ら
何
や
ら
。
で
す
か
ら
女
性

セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
ら
、
そ
こ
に
入
る
皆
さ
ん
の
怒
川
州
、
ど
う
い
う
胤
な
セ
ン
タ
ー
に
し
た
い
か
、
市
民
の
戸
が
反
映
で

き
る
よ
う
な
や
り
方
を
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。

そ
れ
か
ら
検
討
委
員
の
中
に
女
性
が
入
る
こ
と
。
必
ず
こ
の
中
か
ら
も
二
、
三
人
入
っ
て
い
た
だ
い
て
、
あ
ち
こ
ち
に

セ
ン
タ
ー
が
で
き
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
自
分
の
日
で
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
作
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
と
て
も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
最
後
に
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
か
ら
女
性
セ
ン
タ
ー
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
本
さ
っ
き
鹿
児
向
の
女
性
が
「
男
を
立
て
て
い
つ
の
間
に
か
:
:
:
」
と
い
、
主
舶
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
が
ち
ょ
っ
と

そ
の
考
え
方
は
危
険
か
な
と
思
つ
の
は
、
立
主
!
の
方
が
生
活
の
中
で
仕
方
な
く
身
に
つ
け
た
知
恵
か
な
、
と
い
え

も
す
る
ん
で
す
ね
。
や
は
り
伐
は
女
性
に
仕
事
を
し
て
も
ら
い
た
い
し
、
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
い
ろ
ん
な
幅
広

い
交
渉
の
手
段
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
と
岡
山
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
丸
山
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
な
起
業
家
セ
ミ

ナ
ー
の
よ
う
な
も
の
を
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
て
い
っ
て
も
ら
う
と
い
い
な
と
い
・

2
引
が
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
仕
引
を
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
か
と
い
う
と
、
伐
が
女
性
だ
っ
た
ら
や
は
り
仕
事
は
続
け
た
い
だ
ろ
う
と
思
う
ん

で
す
ね
。
お
互
い
が
お
互
い
の
考
え
て
い
る
こ
と
を
相
互
に
わ
か
り
合
え
る
よ
う
な
施
設
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

申
菌
市
の
セ
ン
タ
ー
の
柿
却
を
見
て
い
ま
す
と
、
こ
れ
か
ら
の
高
附
化
社
会
に
向
け
て
、
老
人
向
け
の
も
の
も
も
う
一

府
充
実
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
心
の
問
題
と
か
い
ろ
い
ろ
出
て
ま
い
り
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
か
ら
鹿
児
島
の

女
性
に
エ

1
ル
を
送
り
た
い
の
は
、
政
策
決
定
の
場
に
も
っ
と
女
性
が
進
出
し
て
ほ
し
い
。
鹿
児
島
県
の
擦
を
か
市
町

村
、
ま
た
会
社
で
も
女
性
が
ど
ん
ど
ん
特
別
職
に
な
っ
て
い
き
ま
す
と
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
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継
続
は
力
な
り
と
申
し
ま
す
。
私
の
職
場
で
も
マ
マ
さ
ん
記
者
が
五
人
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
や
は
り
保
育
所
の
問

題
と
か
そ
う
い
う
こ
と
で
悩
み
ま
す
。
私
は
そ
う
い
う
時
に
必
ず
「
辞
め
な
い
で
ち
ょ
う
だ
い
」
と
申
し
ま
す
。
女
性
が

子
ど
も
を
産
む
こ
と
で
、
独
身
時
代
と
追
っ
た
社
会
と
の
関
わ
り
方
を
し
た
ら
、
そ
れ
が
話
回
に
活
か
せ
る
じ
ゃ
な
い
の

と
。
読
者
の
半
分
は
女
性
で
す
。
ど
ん
な
時
で
も
子
ど
も
が
い
る
か
ら
、
家
庭
が
あ
る
か
ら
と
い
う
こ
と
は
言
い
訳
に
は

な
ら
な
い
か
ら
、
プ
ロ
窓
識
を
持
っ
て
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
頑
張
っ
て
ね
、
と
言
っ
て
い
ま
す
。
他
の
女
性
の
方
に
も

エ
l
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

丸
山
〈
す
て
つ
ぶ
あ
っ
ぷ
〉
が
喫
茶
庖
を
す
る
時
に
、
行
政
か
ら
依
頼
を
受
け
た
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
は
こ
う
い

う
も
の
が
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ち
ら
か
ら
積
極
的
に
お
願
い
し
て
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。
最
初
は
行
政
の
方
は
そ

の
絵
が
見
え
な
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
自
分
た
ち
が
理
想
的
に
こ
う
あ
り
た
い
と
い
う
絵
を
し
っ
か
り
と
描

い
て
そ
れ
を
行
動
を
通
し
て
わ
か
っ
て
い
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
ら
、
最
初
に
何
も
し
な
か
っ
た
時
よ
り
、
よ
り

よ
い
関
係
が
行
政
と
民
間
の
聞
に
成
立
し
ま
し
た
。
鹿
児
島
で
も
皆
さ
ん
が
索
敵
な
絵
を
描
い
て
、
行
政
と
市
民
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
実
現
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

山
本
す
み
ま
せ
ん
、
一
箇
附
訂
正
し
ま
す
。
先
ほ
ど
「
で
き
た
ら
い
い
な
」
と
申
し
ま
し
た
け
れ
ど
、
私
も
仕
事
を
通

じ
て
「
で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け
た
い
」
と
思
い
ま
す
(
拍
手
)
。

かごしまの女って何だ?

司
会
「
か
ご
し
ま
の
女
っ
て
何
だ
?
」
を
テ
l
マ
に
、
私
た
ち
に
必
要
な
女
性
セ
ン
タ
ー
像
を
探
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
女
性
セ
ン
タ
ー
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
感
じ
が
し
ま
す
。
こ
の
場
で
共
有
し
た
情
報
や
思
い
を
、
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
に
家
庭
に
職
場
に
持
ち
帰
ら
れ
て
、
ま
た
違
う
場
で
語
り
合
い
共
有
し
て
い
た
だ
付
た
ら

と
思
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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【
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
支
え
て
下
さ
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
方
々
】
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V
M
O
A美
術
文
化
財
団
鹿
児
島
支
部

会
場
に
花
を
添
え
て
く
だ
さ
っ
た
M
O
A美
術
文
化
財
団
は
、
「
英
」
を
新
し
い
文
明
の
最
高
の
価
値
基
準
と
し
て
、
芸

術
を
通
し
て
大
自
然
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
自
分
自
身
を
知
る
と
同
時
に
、
そ
こ
か
ら
人
と
し
て
果
た
す
べ
き
使
命

を
自
覚
し
、
生
き
る
な
味
や
生
き
が
い
を
見
い
だ
し
、
人
の
た
め
社
会
の
た
め
に
尽
く
し
、
「
芙
」
の
拡
大
を
も
っ
て
文
化

の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
願
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
県
内
で
は
、
生
け
花
の
い
け
こ
み
活
動
、
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
「
英
」
に
よ
る
癒
し
を
刷
い
、
展
開
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

V
か
い
こ
、
司
手
'

山
下
保
健
所
で
介
設
の
前
座
を
受
げ
ら
れ
た
方
々
が
、
習
っ
た
取
を
役
立
て
た
い
と
の
気
持
ち
か
ら
結
成
さ
れ
た
グ

ル
ー
プ
で
す
。
山
下
・
中
央
保
健
所
の
機
能
回
復
訓
練
の
手
伝
い
及
び
消
渓
闘
デ
イ
ケ
ア
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
主
と

し
て
こ
ら
れ
、
今
回
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
託
児
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
当
日
に
な
っ
て
予
想
外
に
増
え
た
託
児

を
無
事
に
つ
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

V
ス
ト
ロ
ッ
ピ
ィ

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
を
披
川
附
し
て
く
だ
さ
っ
た
ス
ト
ロ
ッ
ピ
ィ
は
、
鹿
児
島
で
唯
一
の
女
性
二
人
組

ダ
ン
サ
ー
で
す
。
日
頃
は
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る
彼
女
た
ち
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
男
性
を

加
え
た
三
人
で
、
軽
快
な
ノ
リ
の
い
い
ダ
ン
ス
を
披
践
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
他
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
し
た
。



gAω
怠
蕊
也
包
診
必
ず

1
裁
飯
b
m
ω
2
剛
山

フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
(
年
代
別
)

4・‘ '園町、
主10
シ代
サ)

ii 
酋5

2i 
事て

む号

制Z
午立

22 
聖母

歳

〔
叩
代
〕

.
主
婦
や
働
く
女
性
の
セ
ン
タ
ー
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ

と
思
う
が
、
学
生
の
と
き
か
ら
も
っ
と
参
加
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

や
講
演
会
な
ど
も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
同
様
に
女
性
セ
ン
タ
ー
と
名

前
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
男
性
が
遠
の
く
よ
う
な
セ
ン
タ
ー
に
は
し

て
ほ
し
く
な
い
。
女
性
だ
け
が
変
わ
っ
て
も
、

m荏
の
怠
識
が
そ
の
ま

ま
で
あ
れ
ば
、
関
係
は
変
わ
り
に
く
い
と
思
う
。
(
泣
歳
)

.
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
も
っ
母
親
支
援
の
た
め
に
も
、
施
設
の
設
備

は
配
慮
し
て
ほ
し
い
。
強
請
料
は
他
の
女
性
セ
ン
タ
ー
で
支
出
し
て
い

る
倍
く
ら
い
の
費
用
を
か
け
て
ほ
し
い
。
鹿
児
島
で
の
人
材
育
成
は
必

要
。
館
長
に
は
民
間
人
の
登
用
を
願
い
た
い
。
で
き
る
な
ら
女
性
が
い

い
が
、
女
性
に
理
解
の
あ
る
男
性
で
も
い
い
。

(
M歳
)

。
女
性
セ
ン
タ
ー
と
は
、
ヌ
マ
現
在
、
女
性
の
立
場
が
男
性
の
立
場
よ
り

も
、
不
利
で
あ
り
、
抱
え
て
い
る
問
題
が
多
い
」
と
い
う
こ
と
を
踏
ま

え
た
上
で
、
性
差
の
も
た
ら
す
不
窓
口
を
解
消
す
る
た
め
の
道
具
、
あ

る
い
は
手
段
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
と
い
う
わ
け
で
、
女
性
セ

ン
タ
ー
に
望
み
た
い
こ
と
は
、
相
談
窓
口
や
各
種
堂
書
講
座
以
上
に
何

よ
り
も
「
ジ
ェ
ン
ダ
l
や
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
視
点
を
き
ち
ん
と

持
っ
た
人
材
で
職
員
を
構
成
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

相
談
窓
口
、
営
脅
諮
座
を
設
置
す
る
の
は
大
切
な
こ
と
と
い
う
よ
り

も
、
基
本
で
す
。
た
だ
の
ハ
コ
に
終
わ
る
か
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

に
成
り
下
が
る
か
、
そ
れ
と
も
見
事
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を

恩
佃
す
拠
点
」
と
な
り
得
る
か
は
、
相
談
・
旧
議
機
能
に
お
い
て
き
め

細
や
か
な
対
応
が
望
め
る
か
、
そ
し
て
学
習
・
支
援
機
能
に
お
い
て
、

臨
機
応
変
な
判
断
が
下
せ
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

を
実
現
す
る
に
は
上
位
下
達
の
公
務
員
体
質
で
は
難
し
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
?
館
長
は
な
る
べ
く
な
ら
民
聞
か
ら
、
そ
し
て
職
員
に
は
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あ
ら
か
じ
め
充
分
な
研
修
と
学
習
を
し
て
も
ら
い
、
専
門
恒
の
高
い
職

員
を
配
悶
す
る
。
こ
れ
ら
人
材
而
で
の
充
実
を
、
女
性
セ
ン
タ
ー
へ
の

要
望
と
し
て
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
m
m
成
)

.
男
性
ト
イ
レ
の
ベ
ビ
l
ベ
ッ
ド
。
子
供
述
れ
で
も
入
れ
る
、
き
れ
い
な

お
ま
告
ス
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
)
。
前
座
、
就
職
な
ど
の
情
報
。
(
幻
歳
)

.
年
齢
・
性
別
・
出
身
地
・
職
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
使
い
よ
い
セ

ン

タ

ー

(

施

設

、

設

備

な

ど

)

。

(

却

歳

)

A
V
法
律
な
ど
の
こ
と
で
相
談
で
き
る
窓
口
が
ほ
し
い
。
雨
の
日
に
赤

ち
ゃ
ん
を
遊
ば
せ
る
こ
と
の
で
き
る
広
い
部
屋
が
ほ
し
い
。
(
却
成
)

(
叩
代
)

A
V沖
縄
に
あ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
の
に
ど
う
し
て
鹿

児
島
に
は
な
い
の
?
と
悔
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
逆
に
こ
れ
か
ら
建
つ

の
だ
か
ら
前
例
を
参
考
に
し
て
よ
り
良
い
女
性
セ
ン
タ
ー
を
作
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
売
庖
も
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
か
な
と
も
思
っ
た
の
で
す

が
、
あ
ま
り
た
く
さ
ん
の
お
菓
子
や
お
も
ち
ゃ
等
が
克
つ
で
あ
る
と
、

逆
に
子
ど
も
た
ち
に
買
っ
て
ほ
し
い
と
ぐ
ず
ぐ
ず
言
わ
れ
て
は
困
る
の

で

、

あ

え

て

書

き

ま

せ

ん

で

し

た

。

(

加

成

)

・
障
害
を
も
っ
(
知
的
、
身
体
)
女
性
の
社
会
事
品
川
に
対
す
る
施
設
、
ト

イ
レ
の
配
慮
な
ど
。
図
持
館
の
本
は
市
立
凶
内
館
と
共
通
で
、
ど
こ
で

も
借
り
て
返
せ
る
と
う
れ
し
い
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門
家
を
入
れ

て
ほ
し
い
(
何
と
な
く
相
談
を
受
け
る
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
と
思
う
)
。

託
児
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
な
く
保
母
(
ト
専
門
家
)
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

ま
た
宮
内
だ
け
で
な
く
室
外
(
す
べ
り
台
、
ブ
ラ
ン
コ
、
砂
場

e
t
C
)

利
用
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
食
堂
は
鉦
総
加
、
無
良
策
の
自

然
食
で
、
販
売
も
あ
る
と
う
れ
し
い
(
柿
浜
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
自
然

食
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
お
い
し
か
っ
た
で
す
)
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
的

な
役
削
も
ほ
し
い
(
行
政
、
保
育
図
、
児
童
相
談
所
-
保
健
所
と
つ
な

が
れ
る
よ
う
に
)
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
事
業
は
あ
る
が
、
あ

い
ま
い
な
答
え
し
か
か
え
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
も
っ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
広
げ
て
、
き
ち
ん
と
つ
な
げ
て
ほ
し
い
(
私
の
場
合
障
害
児
が
い
る

が
、
そ
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
つ
な
げ
て
も
ら
え
な
い
。
苦
し
い
思
い
を

し
て
い
る
人
が
多
く
、
女
性
の
社
会
参
加
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
こ
れ
も

大
き
な
女
性
問
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
)
。
(
泊
歳
)

.
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
建
物
。
環
境
を
考
え
た
先
進
的
な
も
の
に
(
市
民

の
お
草
ネ
と
な
る
よ
う
な
)
。

和
室
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
テ
ィ
l
タ
イ
ム
と
か
を
考
え
て
各
部
屋

に
キ
ッ
チ
ン
(
イ
リ
ス
み
た
い
に
)
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
各
部
屋
、
区

切
り
方
に
よ
っ
て
、
大
き
く
も
小
さ
く
も
使
え
る
も
の
に
。
緊
急
の
場

A
円
相
泊
も
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
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館
長
、
館
員
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
1
フ
リ
l
の
視
点
を
持
っ
た
、
人
格
的

に
も
市
民
の
尊
敬
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
人
を
、
た
く
さ
ん
採
用
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
負
担
を
強
い
る
シ
ス
テ
ム
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
!
(
担
歳
)

A
V
で
き
る
こ
と
自
体
は
す
ば
ら
し
い
と
思
う
が
、
な
ぜ
か
自
分
は
利
用

し
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
:
・
。
な
ん
で
だ
ろ
う
。
(
泊

8

.

駐

車

場

の

充

実

を

日

(

認

歳

)

.
子
ど
も
辿
れ
ま
た
は
託
児
あ
り
の
企
画
を
数
多
く
作
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
も
利
用
し
や
す
い
作
り
に
し
て
ほ
し
い
で

す
。
一
台
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
と
っ
て
ほ
し
い
。
鹿
児
島
の
駐
車

場
は
軽
中
心
に
作
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
(
認
歳
)

合
畑
広
い
年
齢
回
で
使
用
し
や
す
く
作
っ
て
ほ
し
い
。
使
用
す
る
に
あ

た
っ
て
は
あ
ま
り
規
制
規
制
と
言
っ
て
ほ
し
く
な
い
で
す
。
身
体
障
害

者
の
方
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
建
物
作
り
を
心
が
け
て
も
ら
い
た
い
。

建
設
計
画
の
時
か
ら
年
代
別
、
性
別
、
障
害
者
の
い
ろ
い
ろ
な
方
々
も

入
っ
て
も
ら
っ
て
誰
に
で
も
使
い
や
す
い
女
性
セ
ン
タ
ー
を
希
望
し
ま

す。

(
M歳
)

.
ど
う
し
て
市
と
県
が
一
緒
に
で
き
な
い
の
か
。
何
よ
り
も
女
の
駆
け

込
み
寺
の
役
割
を
し
て
ほ
し
い
。
レ
イ
プ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
い
ろ
ん
な
意

味

で

期

待

し

た

い

。

(

お

歳

)

。
女
性
セ
ン
タ
ー
開
館
ま
で
の
準
備
が
特
に
必
要
。
市
内
の
関
述
施
設

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
。
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
必
.
袈
で
あ

り
、
今
か
ら
行
政
で
養
成
し
な
い
と
開
館
に
間
に
合
わ
な
い
こ
般
の

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
は
無
理
)
。
先
進
的
な
セ
ン
タ
ー
に
二
年
間
く
ら
い

職
員
を
派
遣
し
て
、
諮
座
の
や
り
方
等
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
学
ん
で

も
ら
い
た
い
。
セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
安
易
に
市
か
ら
出
向
さ
せ
る
の
で

な
く
、
意
識
の
あ
る
専
従
職
員
を
採
用
・
育
成
・
登
用
し
て
も
ら
い
た

い

。

(

部

歳

)

A
V沖
縄
の
女
性
セ
ン
タ
ー
の
六
つ
の
大
き
な
役
割
を
知
り
、
ま
た
そ
れ

が
十
分
に
活
か
せ
て
い
る
の
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
鹿
児
島
の
女
性

セ
ン
タ
ー
に
も
、
そ
れ
に
負
け
な
い
も
の
を
求
め
た
い
も
の
で
す
。
設

置
す
る
だ
け
で
活
用
で
き
に
く
い
も
の
に
終
わ
ら
せ
た
く
あ
り
ま
せ

ん
。
女
性
の
戸
を
十
分
に
聞
き
、
女
性
に
や
さ
し
い
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た

ら
、
き
っ
と
、
高
齢
者
の
方
、
身
障
者
の
方
に
も
や
さ
し
い
も
の
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
;
:
。
時
間
、
料
金
、
託
児
室
、

e
t
c
、

細
か
い
こ
と
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。
他
の
女
性
セ
ン
タ
ー
を
視
察

し
、
良
い
所
を
取
り
入
れ
、
鹿
児
島
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
セ

ン

タ

ー

を

希

望

し

ま

す

。

(

お

歳

)

。
活
動
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
も
ら
え
れ
ば
そ
れ
で
O
K
で
す
。

私
た
ち
は
、
そ
れ
を
使
い
た
い
と
思
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
よ
う
と

日

々

、

努

力

し

て

い

き

ま

す

。

(

お

歳

)
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-
者
約
別
女
、
身
附
の
人
々
に
も
や
さ
し
い
述
鈍
物
に
し
て
ほ
し
い
の

で
す
。
市
に
し
て
も
叫
に
し
て
も
。
今
か
ら
必
ず
、
少
子
日
附
化
は
米

ま
す
。
建
築
し
て
し
ま
っ
て
か
ら
で
は
迎
い
の
で
す
。
女
性
の
容
茄
と

企
画
も
必
要
で
す
が
、
ぜ
ひ
と
も
建
築
の
設
計
の
際
に
提
言
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
て
ほ
し
い
の
で
す
。
「
三

mの
段
差
」
。

「
女
性
セ
ン
タ
ー
」
の
名
称
を
変
え
て
い
け
れ
ば
迎
想
的
。
(
お
成
)

。
女
性
と
い
っ
て
も
、
未
婚
の
女
性
、
子
育
て
其
っ
最
中
の
方
、
子
ど

も
の
い
な
い
方
、
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
、
老
後
の
こ
と
を
考
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
、
み
ん
な
迅
う
意
見
、
問
題
を

抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
方
が
利
用
し

や
す
い
位
置
づ
け
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
(
幻
歳
)

A

マ
建
物
は
、
障
害
を
も
っ
た
方
、
老
人
、
子
ど
も
述
れ
が
使
い
や
す
い

も
の
に
す
る
と
、
み
ん
な
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
も
の
に
な
る
と
思
う
。

ソ
フ
ト
回
で
は
、
そ
こ
で
働
く
人
た
ち
、
特
に
館
長
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
l

の
視
点
を
持
っ
た
方
を
起
用
し
て
も
ら
う
と
、
自
然
に
内
容
の
充
実
も

で
き
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
・
:
:
・
。
ま
た
、
大
人
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
た
ち
に
も
ジ
ェ
ン
ダ
l
の
視
点
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
要
素
が
あ
る
と
、
将
来
性
の
あ
る
セ
ン
タ
ー
に
な
る
と
思
う
の
で
、

子
ど
も
た
ち
が
休
日
な
ど
に
、
話
し
合
い
や
料
理
、
ソ
1
イ
ン
グ
な
ど

が
で
き
る
よ
う
に
、
利
用
者
の
枠
を
広
げ
て
ほ
し
い
。
こ
れ
か
ら
先
、

セ
ン
タ
ー
の
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
際
に
は
、
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
て

か
ら
利
川
し
て
い
く
市
民
の
叩
で
ジ
ェ
ン
ダ
!
の
制
点
を
持
っ
て
い
る

方
を
挽
製
品
の
中
に
入
れ
て
い
た
だ
い
て
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
も

の

が

出

来

る

の

を

期

待

す

る

。

(

訂

歳

)

.

育

児

セ

ン

タ

ー

。

(

幻

歳

)

@
市
民
が
活
問
で
き
る
よ
う
に
、
市
民
の
窓
見
を
た
く
さ
ん
聞
き
入
れ

て
い
た
だ
き
た
い
。
鹿
児
島
市
民
が
女
性
セ
ン
タ
ー
を
知
っ
て
い
る
と

い
う
知
名
度
の
高
い
、
活
用
さ
れ
や
す
い
も
の
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た

い

。

(

犯

歳

)

.
ぜ
ひ
、
食
事
の
で
き
る
会
議
室
を
望
み
ま
す
。
(
却
歳
)

A

マ
外
観
か
ら
夢
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
も
必
型
で
は
な
い
か
と
思
う
。
中
身

も
も
ち
ろ
ん
女
性
の
意
見
が
充
分
発
抑
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

建
築
の
企
画
に
必
ず
女
性
委
員
を
初
%
加
え
た
い
。
(
却
歳
)

A

マ
建
物
も
ソ
フ
ト
な
も
の
を
。
子
ど
も
述
れ
に
優
し
く
(
高
齢
者
、
障

害
者
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
)
人
椛
教
育
の
拠
点
と
し
て
の
学
習
の
場
を

提
供
し
て
ほ
し
い
で
す
。
女
性
が
女
性
を
育
て
て
い
け
る
文
化
の
削
遣

を

!

(

却

歳

)

@
大
学
四
年
間
、
県
外
(
楠
岡
)
で
過
ご
し
、
鹿
児
島
に
戻
っ
て
き
て
、

就
職
、
結
婚
し
た
。
そ
の
中
で
感
じ
た
こ
と
は
、
や
た
ら
と
か
女
の
く

せ
に
u

と
い
う
言
葉
が
多
い
こ
と
。
こ
れ
が
ま
た
、
女
性
か
ら
が
多
い
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の
に
び
っ
く
り
。
部
会
の
女
性
の
ほ
う
が
の
び
の
び
と
自
分
な
り
に
自

分
の
人
生
を
歩
い
て
い
る
。
女
性
が
女
性
の
足
を
ひ
っ
ぱ
る
の
が
現
状

の
よ
う
だ
。
足
を
ひ
っ
ぱ
る
女
性
の
意
識
を
変
え
て
く
れ
る
セ
ン
タ
ー

を
作
っ
て
ほ
し
い
(
難
し
い
!
)
。

女
性
セ
ン
タ
ー
で
働
き
た
い
と
思
う
。
求
人
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
?
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
募
集
す
る
の
?
(
却
歳
)

〔
初
代
)

A
V
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
業
務
を
充
実
し
て
ほ
し
い
。
特
に
性
暴
力
、
夫
婦

問

暴

刀

に

関

し

て

。

(

羽

成

)

・
名
称
は
「
女
性
問
題
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
よ
う
に
、
ハ
ッ
キ
リ

と
女
性
問
題
と
い
う
こ
と
を
う
ち
だ
し
た
ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
し
、

社
会
の
中
に
こ
れ
ほ
ど
の
大
問
題
を
集
中
的
に
研
究
、
推
進
す
る
拠
点

と
な
る
機
関
が
な
い
ほ
う
が
私
に
と
っ
て
は
不
思
議
で
あ
る
。
も
っ
と

お
お
ら
か
に
女
性
問
題
を
前
面
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
あ
い

ま
い
な
名
称
は
や
め
た
ほ
う
が
い
い
。
セ
ン
タ
ー
内
の
も
の
は
す
べ
て

徹
底
し
た
女
性
問
題
の
視
点
・
男
女
共
同
参
習
ノ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
も

の
に
す
る
こ
と
が
必
要
。
そ
の
た
め
に
複
合
す
る
生
涯
学
習
ノ
ラ
ザ
で

の
内
容
も
、
女
性
学
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
す
拠
点
の
敷
地
内
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
l
を
作

り
出
す
よ
う
な
諮
座
な
ど
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

持
つ
こ
と
が
必
要
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
砕
を
通
し
て
、
強
い
し
が
ら
み
、

文
化
的
背
景
の
も
と
に
、
お
り
あ
い
を
つ
け
て
生
き
て
い
く
姿
が
、
印

象
に
残
っ
た
。
特
に
環
境
の
一
つ
と
し
て
の
、

m荏
(
父
親
、
パ
ー
ト

ナ
ー
)
の
意
識
の
低
さ
を
抱
指
し
て
い
る
戸
も
多
く
、
男
性
問
題
解
決

も
目
玉
の
一
つ
に
な
る
と
い
い
と
思
っ
た
。
(
判
歳
)

.
館
長
は
民
間
か
ら
が
よ
い
。
ま
た
、
職
員
は
、
女
性
問
題
に
関
し
て

意
識
の
高
い
知
識
の
あ
る
人
を
採
用
し
て
ほ
し
い
。
託
児
は
必
要
な
い

が
遊
ば
せ
て
お
く
場
所
が
ほ
し
い
と
い
う
年
齢
層
の
子
ど
も
の
た
め

に
、
小
公
園
み
た
い
な
遊
具
施
設
の
あ
る
場
所
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

教
育
の
た
め
に
充
分
な
配
慮
を
し
て
ほ
し
い
(
特
に
小
、
申
告
生
、
高

校
生
に
見
学
ツ
ア
ー
を
さ
せ
る
よ
う
な
コ
ー
ナ
ー
も
ほ
し
い
)
。
託
児

室
に
専
任
の
保
母
を
。
で
き
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
場
も
。
(
必
歳
)

.
女
性
セ
ン
タ
ー
の
ソ
フ
ト
面
を
具
体
化
し
て
い
く
段
階
か
ら
、
運
営

委
員
会
を
組
織
し
、
そ
の
中
に
二
人
以
上
(
一
人
で
は
言
い
に
く
い
場

面
も
あ
り
そ
う
な
の
で
)
女
性
問
題
を
中
心
に
考
え
て
い
る
市
民
グ

ル
ー
プ
の
代
表
を
入
れ
る
。
運
営
委
員
会
は
市
民
に
聞
か
れ
た
も
の
と

し
、
市
民
グ
ル
ー
プ
と
意
見
交
換
の
場
を
持
つ
。
ま
た
、
開
設
前
か
ら

女
性
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
の
人
材
の
強
制
、
質
の
確
保
(
研
修
に
派

遣
等
)
の
役
目
も
担
う
。
開
設
後
の
内
容
の
向
上
の
た
め
に
、
市
民
モ
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ニ
タ
l
の
育
成
も
行
う
。
開
連
施
設
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
関
係
し
そ

う
な
機
関
に
必
ず
、
女
性
問
題
に
つ
い
て
知
識
と
な
欲
の
あ
る
人
材
の

い
る
窓
口
を
作
る
よ
う
に
、
早
め
に
働
き
か
け
る
。

館
長
は
女
性
問
題
に
つ
い
て
の
意
識
、
実
践
怠
欲
の
あ
る
女
性
と
す

る
。
そ
の
他
の
職
員
も
、
基
本
的
に
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
視
点
が
あ
る
人

を
常
勤
原
用
し
、
研
修
体
制
も
保
証
す
る
。
特
に
相
談
窓
口
に
は
、
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
セ
ラ
ピ

1
の
専
門
的
知
識
の
あ
る
人
材
を
確
保
す
る
。
保
育

室
に
は
専
従
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
)
の
保
母
を
お
く
。

建
物
に
つ
い
て
は
バ
リ
ア
フ
リ
l
の
視
点
が
徹
底
し
て
い
る
こ
と
。

幼
児
が
遊
べ
る
空
間
が
あ
る
こ
と
。
女
性
が
、
体
、
リ
ラ
ク
ゼ

1
シ
ヨ

ン
、
表
現
活
動
が
で
き
る
よ
う
な
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
場

所
が
あ
る
こ
と
。

諮
座
に
つ
い
て
述
営
委
員
会
の
中
に
で
も
、
別
科
で
も
い
い
が
、
連

携
し
た
講
座
企
画
班
み
た
い
な
も
の
を
作
り
、
開
設
前
か
ら
開
設
時
の

企
画
も
合
め
、
各
様
な
講
座
企
画
の
た
め
の
情
報
を
持
つ
こ
と
。
そ
こ

で
作
る
企
画
、
市
民
の
自
主
企
問
、
専
門
家
か
ら
の
企
阿
茶
:
・
・
:
、
い

ろ
い
ろ
な
試
み
が
で
き
る
柔
軟
性
を
も
つ
こ
と
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
セ
ラ

ピ
l
入
門
-
自
己
表
現
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
社
会
調
査
法
入
門
、
み
た
い

な
も
の
(
セ
ン
タ
ー
活
動
の
廿
消
極
と
な
る
、
鹿
児
品
女
位
叩
民
の
ニ
ー

ズ
調
査
に
つ
な
げ
て
い
け
る
も
の
)
等
を
提
案
し
た
い
。
(
羽
成
)

。
女
性
と
し
て
、
労
働
者
と
し
て
の
、
代
表
と
し
て
の
迎
営
者
を
作
り
、

や
は
り
建
て
前
で
の
旭
設
で
は
い
け
な
い
(
令
凶
で
作
っ
て
い
る
か
ら

作
ら
な
く
て
は
と
い
う
先
制
が
み
ら
れ
る
の
で
は
)
。
沖
制
に
学
ぶ
べ

き
所
は
多
い
。
外
部
か
ら
の
所
長
起
用
な
ど
、
大
変
す
ば
ら
し
い
(
民

間

人

の

起

用

を

ぜ

ひ

)

。

(

必

歳

)

@
女
性
は
点
。
で
い
う
と
凶
“
で
す
。
陽
は
除
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
女
性
が
強
い
の
は
そ
の
深
さ
と
温
か
さ
ゆ
え
で
す
。
自
分
の
す

ば
ら
し
さ
に
気
づ
い
て
ゆ
く
セ
ン
タ
ー
に
し
て
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
学

ん
だ
り
、
交
流
し
た
り
:
:
:
い
い
で
す
ね
。
(
必
歳
)

A

マ
初
め
て
聞
く
言
葉
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
を
見
つ
め
て
行

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

(

必

歳

)

A

マ
気
が
ね
な
く
使
え
る
。
主
伽
者
で
差
別
す
る
こ
と
な
く
使
用
で
き
る
。

夜
間
使
用
で
き
る
。
女
性
た
ち
が
自
分
た
ち
を
育
て
あ
う
場
に
(
年
齢

を

広

げ

て

)

。

(

訂

歳

)

.
県
内
令
域
の
女
性
た
ち
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
職
員
や
仲
間
た
ち
と

話

が

で

き

た

ら

と

川

ゅ

う

。

(

幻

歳

)

・
内
容
の
あ
る
す
て
き
な
セ
ン
タ
ー
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
緑

が
多
く
、
お
花
も
あ
っ
て
自
然
を
取
り
入
れ
て
も
良
い
の
で
は
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
何
か
お
手
伝
い
で
も
し
た
い
気
持
ち
に
な
り

ま

し

た

。

が

ん

ば

っ

て

く

だ

さ

い

。

(

羽

成

)
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-V「市
民
セ
ン
タ
ー
」
と
幅
広
い
年
齢
回
を
対
象
に
し
て
ほ
し
い
。
そ

れ
を
ふ
ま
え
て
、
今
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
キ
レ
る
子
ど
も
た
ち
」

に
ホ
ツ
と
母
親
に
包
ま
れ
る
よ
う
な
温
か
い
「
想
い
」
の
は
き
だ
さ
れ

る
場
所
を
一
部
屋
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
悩
み
の
あ
る
少
年
た
ち
が
相

談
に
こ
ら
れ
る
「
話
し
相
手
」
「
お
母
さ
ん
が
わ
り
」
に
な
れ
る
人
材
も

お

い

て

ほ

し

い

。

(

訂

歳

)

.
館
長
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
l
の
視
点
を
持
っ
た
(
で
き
れ
ば
)
女
性
を
公
募

で
選
出
し
た
い
。
浬
宮
の
た
め
の
職
員
、
ス
タ
ッ
フ
、
専
門
的
人
材
の

育
成
、
研
修
は
、
今
す
で
に
始
め
て
い
な
い
と
オ
ー
プ
ン
に
間
に
合
わ

な
い
の
で
は
?
各
相
談
窓
口
の
充
実
を
望
む
。
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

組
ん
で
、
必
要
な
分
野
は
剖
時
間
体
制
が
と
れ
る
と
よ
い
。
青
少
年
を

対
象
と
し
た
家
庭
教
育
の
学
習
の
建
言
。
父
親
の
家
庭
教
育
の
参
加

の
侭
護
産
、
親
子
の
共
同
体
験
の
諮
座
。
専
業
主
婦
か
ら
経
済
的
自

立
、
独
立
者
へ
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
べ
る
講
座
(
離
婚
者
対
象
の
も
の
も

ほ
し
い
)
。
悩
み
を
か
か
え
た
人
々
が
、
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ
て
、
い
ろ

ん
な
人
に
出
会
い
、
学
べ
る
場
、
空
間
が
あ
れ
ば
よ
い
。
例
え
ば
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
カ
フ
ェ
、
店
舗
な
ど
必
要
(
情
報
交
換
の
場

と
な
る
)
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
。
女
性
セ
ン
タ
ー
建
設
の
検

討
委
員
は
有
識
者
、
団
体
長
で
は
な
く
、
一
市
民
と
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
l

の
視
点
を
持
っ
て
い
る
方
を
多
数
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。
(
訂
歳
)

-
鹿
児
島
は
車
イ
ス
で
出
か
け
ら
れ
る
街
づ
く
り
が
さ
れ
て
い
な
い
と

思
い
ま
す
。
障
害
者
が
利
用
で
き
る
施
設
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
専
門

性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
職
員
の
配
置
は
き
ち
ん
と
し
て
も
ら
い

た
い
。
情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
女
性
セ
ン
タ
ー
と
す
る
た
め
に
予
算

も

充

分

つ

け

て

ほ

し

い

。

(

必

歳

)

.m刀女平
等
の
視
点
で
、
い
ろ
い
ろ
な
情
宣
紙
を
た
く
さ
ん
出
し
て
ほ

し

い

。

(

州

四

歳

)

。
何
と
い
っ
て
も
バ
リ
ア
フ
リ
l
の
建
築
物
に
し
て
ほ
し
い
。
電
源
を

太
陽
光
発
電
に
し
て
ほ
し
い
。
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
ワ
l
カ
l
ズ

で
運
営
さ
せ
て
ほ
し
い
。
女
性
の
自
立
の
場
に
。
セ
ン
タ
ー
長
は
女
性

で
公
募
に
し
て
ほ
し
い
。
「
O
O
Oだ
っ
た
ら
、
市
の
方
に
ば
っ
ち
り
そ

ろ
っ
て
い
る
」
と
い
う
感
じ
に
な
る
よ
う
に
願
い
た
い
。
(
却
代
)

〔
田
代
〕

.
建
物
の
外
観
を
グ
リ
ー
ン
と
土
を
主
役
に
:
・
・
:
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

前
面
に
出
て
い
る
砂
漠
の
よ
う
な
建
物
-
敷
地
で
は
な
く
、
木
々
の
緑

の
聞
か
ら
建
物
が
見
え
、
来
館
者
は
木
立
を
ぬ
け
、
季
節
の
花
々
を
楽

し
み
な
が
ら
軽
い
森
林
浴
も
で
き
る
場
。
ベ
ン
チ
で
ひ
と
休
み
し
な
が

ら
、
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
も
楽
し
い
の
で
は
。
ホ
ッ
と
す
る
憩
い
の
場
に

な
る
よ
う
な
環
境
が
で
き
た
ら
い
い
。
会
館
の
外
に
も
電
話
ボ
ッ
ク
ス

59 



と
ト
イ
レ
が
ほ
し
い
。
肥
持
川
川
中
に
市
民
の
中
か
ら
、
代
決
と
し
て

何
人
か
参
加
し
て
拠
げ
で
き
た
ら
い
い
と
川
ゅ
う
。

建
a鈴
註
削
の
中
で
一
都
考
え
て
ほ
し
い
こ
と
は
、
弱
い
立
場
の
人
た

ち
が
使
用
し
や
す
い
会
館
で
あ
る
こ
と
。
育
児
に
悩
む
若
い
マ
マ
~
ハ
パ
、

小
・
中
・
高
の
子
ど
も
が
い
る
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
そ
の
他
附
広
い

グ
ル
ー
プ
の
情
報
発
信
の
場
所
と
し
て
。
ま
た
女
性
の
駆
け
込
み
寺
に
。

中
、
高
校
生
が
気
楽
に
来
館
で
き
、
自
由
な
時
間
が
持
て
る
部
屋
(
悩

み
や
相
談
し
た
い
こ
と
を
気
安
く
聞
い
て
く
れ
る
、
お
姉
さ
ん
や
お
兄

さ
ん
、
お
母
さ
ん
的
な
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
)
に
も
。

食
材
に
気
を
つ
け
、
無
添
加
、
減
内
同
挺
等
、
生
産
者
が
見
え
る
食
材

で
作
る
、
自
然
食
、
お
菓
子
、
お
茶
、
で
き
た
ら
お
弁
当
ま
で
で
き
る

よ

う

に

な

っ

た

ら

:

:

:

。

(

日

成

)

.
趣
味

1
自
立
と
簡
単
に
使
わ
れ
す
ぎ
、
考
え
方
の
自
立
を
め
ざ
せ
る

地
味
な
、
し
か
も
何
よ
り
も
大
切
な
生
き
方
勉
強
会
を
絶
対
作
っ
て
ほ

し

い

。

(

日

成

)

。
女
性
の
意
識
を
列
性
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
特

に
ほ
し
い
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
ほ
か
何
で
も
い
い
で
す
け
ど
。
(
日
成
)

-v早く建
設
し
て
ほ
し
い
。
民
間
の
館
長
。
楽
し
い
と
こ
ろ
。
活
動
の

場
。
学
習
の
場
0

4

(

位
成
)

.
女
性
は
よ
く
お
し
ゃ
べ
り
し
て
、
話
し
合
え
る
友
述
が
い
る
。
そ
れ

に
比
べ
て
別
性
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
、
と
考
え
る
時
、
共
に
使
川
で
き

る
市
民
サ
ロ
ン
に
。

自
己
主
税
の
削
っ
た
考
え
で
な
い
人
を
制
対
さ
ん
に
!
人
の
窓
見

も
大
き
く
聞
け
る
人
:
・
・
:
。
シ
ェ
ル
タ
l
機
能
も
(
現
在
の
母
子
寮
は

持

及

さ

れ

て

い

な

い

)

。

(

日

成

)

.
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
(
印
刷
張
市
が
で
き
る
よ
う
な
、
誰
で
も
使

え
る
も
の
)
の
設
備
。
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
(
子
育
て
支
援
策
の
充
実
、

託
児
、
専
任
が
希
望
)
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
窓
口
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

守
れ
る
場
所
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
l
ム
を
(
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
リ
ー
ダ
ー
設
成
講
座
、
障
害
者
の
自
立
支
援
)
。
性
的
虐
待
、
犯
罪

被
害
宍
女
性
H
I
V感
染
者
な
ど
、
女
性
問
題
に
対
応
で
き
る
人
材
、

抱
部
者
の
育
成
(
女
性
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
を
守

る
た
め
に
)
。
運
営
は
財
別
法
人
?
直
営
型
?
セ
ン
タ
ー
職
員
の
勤
務

条
件
は
?
(
館
長
は
民
間
か
ら
の
起
則
が
望
ま
し
い
)
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
に
だ
け
ロ
ッ
カ
ー
が
あ
る
の
は
な
ぜ
?
専
用
ス
ペ
ー
ス
に
も
ほ
し

い
。
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
(
シ
ャ
ワ
ー
室
、
ト
イ
レ
、
ベ
ピ
ー
キ
ー

パ
l
)、
会
議
中
の
食
事
、
債
市
笠
も
確
保
し
て
ほ
し
い
。
(
訂
歳
)

φ
老

人

問

題

も

対

応

で

き

る

セ

ン

タ

ー

。

(

開

成

)

φ
山
在
も
女
性
も
共
に
し
あ
わ
せ
に
な
る
た
め
の
セ
ン
タ
ー
と
い
う
認

識
を
列
性
に
高
め
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
(
印
歳
)
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(
叩
代
)

av閲
か

れ

た

セ

ン

タ

ー

。

(

印

歳

)

.
ま
だ
、
鹿
児
島
に
な
か
っ
た
の
?
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。
で
も
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
全
国
で
も
、
一
番
丙
容
の
充
実
し
た
も
の
が
出
来

る
の
で
は
な
い
か
と
、
ほ
く
そ
え
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

鉦
科
の
駐
車
場
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
若
い
お
母
さ
ん
た

ち
に
は
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に
子
ど
も
は
宝
の
時
代
に
な

り
ま
し
た
。
日
本
を
背
負
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
ほ
し
い
。

若
い
お
母
さ
ん
た
ち
の
意
見
を
聞
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
(
臼
歳
)

金
行
政
に
対
し
て
勇
気
を
も
っ
て
あ
た
っ
て
く
だ
さ
い
。
(
臼
成
)

.
要
望
は
数
限
り
な
く
あ
る
が
、
使
い
や
す
い
入
り
や
す
い
セ
ン
タ
ー

で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
審
議
会
に
民
間
人
を
ぜ
ひ
歩
泊
さ
せ
て
!
政
策

決
定
の
場
に
は
必
ず
四
分
の
一
と
か
、
し
っ
か
り
女
性
を
入
れ
る
制
度

を

作

っ

て

ほ

し

い

。

(

臼

歳

)

.
共
生
社
会
を
作
る
の
は
、
ま
ず
女
性
の
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
な
の
で
、
女
性
の
自
立
(
経
済
・
精
神
)
が
培
わ
れ
る
学
習
を
す

る
場
を
。
行
政
の
方
の
セ
ン
タ
ー
所
長
で
は
な
く
、
女
性
の
自
立
(
生

活
・
経
済
・
精
神
)
を
し
っ
か
り
学
習
す
る
た
め
の
抱
患
者
を
お
願
い

し

た

い

。

(

臼

歳

)

.
子
ど
も
を
育
て
、
働
く
女
性
の
自
立
へ
向
か
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
障

害
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
意
識
を
高
め
て
ほ
ん
と
う
の
自
立
が
平
く
で

き
る
よ
う
、
充
実
し
た
内
容
の
活
動
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
(
臼
歳
)

。
女
性
問
題
を
中
核
に
す
え
た
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
単
な
る

女
性
の
趣
味
の
会
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
(
侃
歳
)

〔
河
代
)

.
女
性
セ
ン
タ
ー
は
な
ぜ
必
.
裂
か
、
よ
く
考
え
る
こ
と
。
「
市
民
セ
ン

タ

ー

」

に

は

反

対

。

(

叩

歳

)

.
使
い
や
す
い
皆
の
行
き
や
す
い
前
進
的
な
も
の
。
(
叩
歳
)

.
鹿
児
島
市
ら
し
く
温
泉
も
あ
る
と
う
れ
し
い
(
女
性
の
体
の
こ
と
や
、

お
年
寄
り
に
も
利
用
し
や
す
い
の
で
は
?
)
。

和
室
も
あ
り
、
茶
室
と
し
て
利
用
で
き
た
り
、
宿
泊
設
備
と
し
て
も

臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。
(
冗
歳
)

〔
年
代
不
明
の
女
性
)

av日
頃
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
た
ま
っ
て
い
て
、
体
を
動
か
し
た
く
て
も
動

か
せ
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
の
で
、
ス
タ
ジ
オ
な
ど
が
あ
っ

た
ら
い
い
と
思
う
。
体
を
動
か
し
て
い
る
私
た
ち
の
目
か
ら
言
え
る
こ

と
は
、
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
や
な
こ
と
と
か
忘
れ
ら
れ
ま

す
。
悩
ん
だ
り
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
発
散
す
る
場
が
あ
っ
た
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ら
い
い
と
思
う
。

-
小
さ
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
助
版
先
機
コ
ー
ナ
ー
に
は
侃

ジ
ュ
ー
ス
を
世
か
な
い
で
ほ
し
い
。
環
境
・
他
民
間
か
ら
考
え
て
。

-n世紀
は
佃
の
確
立

(m在
女
性
と
関
係
な
く
)
の
時
代
と
言
わ
れ

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
々
が
「
ど
う
生
き
た
い
」
「
ど
う
人
の
役
に
立
ち

た
い
」
と
い
う
場
の
提
供
が
で
き
る
と
こ
ろ
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

別
世
紀
は
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
み
、
家
族
あ
る
い
は
介
諮
保
険
制

度
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
で
て
く
る
可
能
性
が
大

き
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
お
に
は
、
地
域
の
協
力
が
必
盟
に
な
っ
て
き

ま
す
。
日
本
人
の
最
も
よ
い
と
こ
ろ
「
近
附
の
助
け
合
い
」
が
で
き
る

よ
う
、
介
唱
為
者
五
ど
、
一
度
は
市
民
令
日
が
受
前
で
き
る
シ
ス
テ
ム

等
が
あ
れ
ば
う
れ
し
く
感
じ
ま
す
。

φ
チ
ど
も
が
小
さ
い
時
か
ら
勉
強
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
資
格
な
ど

の
講
習
。
自
分
を
高
め
る
た
め
の
自
分
学
。
女
性
社
長
な
ど
の
締
出
会
、

セ
ミ
ナ
ー
。

。
自
由
に
使
え
る
、
安
く
使
え
る
、
女
が
盟
か
に
な
れ
る
場
に
。
子
ど

も
が
い
る
こ
と
で
活
動
や
常
也
に
制
限
が
加
わ
る
よ
う
な
社
会
で
あ
る

こ
と
を
嘆
く
者
で
す
。
悶
習
、
慣
習
を
払
拭
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
。

-
名
称
は
ぜ
ひ
な
味
の
わ
か
る
日
本
請
に
し
て
く
だ
さ
い
。
開
児
向
の

方
言
で
も
民
い
の
で
は
。
意
味
の
わ
か
ら
な
い
カ
タ
カ
ナ
語
(
ド
l
ン、

ア
ミ
カ
ス
、
ア
パ
ン
セ
等
)
に
は
し
な
い
で
。
例
え
ば
「
女
性
セ
ン
タ
ー

花
手
ま
り
」
(
一
輸
の
花
は
小
さ
い
け
ど
、
群
が
っ
て
咲
く
姿
は
風
に
も

揺
ら
い
で
存
在
感
も
大
き
い
)
な
ど
、
い
か
が
0

・
巾
高
年
女
性
も
使
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
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〔
男
性
)

.
セ
ン
タ
ー
の
名
称
か
ら
か
女
性
y

の
ニ
文
字
を
消
す
(
議
員
数
比
率
、

給
与
治
定
以
内
正
時
点
で
)
。
開
館
は
9
時
か
ら

n時
ま
で
に
し
て
ほ
し
い
。

駆
け
込
み
寺
的
機
能
は
、
当
初
導
入
が
難
し
く
て
も
、
三
年
か
ら
五

年
後
の
実
施
へ
向
け
て
、
セ
ン
タ
ー
内
で
述
営
研
究
を
行
う
。
外
観
、

内
装
と
も
に
、
セ
ン
ス
な
き
デ
ザ
イ
ン
で
恕
趣
味
を
見
せ
る
よ
り
、
す
っ

き
り
し
た
ハ
コ
に
し
て
ほ
し
い
。
ス
タ
ッ
フ
構
成
は
6
対
4
で
女
性
が

多
い
ほ
う
が
い
い
。
運
営
資
任
者
に
は
、
若
い
声
に
も
耳
を
傾
け
る
余

裕
の
あ
る
、
固
ま
っ
て
い
な
い
視
野
、
思
考
の
深
い
人
を
。
は
め
殺
し

の

窓

は

極

力

少

な

く

。

(

お

歳

)

A
V
も
ち
ろ
ん
週
末
も
開
館
。
他
県
情
報
の
収
集
の
場
に

t
a
g

-
時
代
を
先
取
り
し
た
、
環
境
に
配
慮
し
た
セ
ン
タ
ー
を
。
(
日
歳
)

。
女
性
セ
ン
タ
ー
は
も
う
時
代
遅
れ
。
追
う
金
川
に
す
べ
き
。
例
え
ば

フ

ァ

ミ

リ

ー

セ

ン

タ

ー

。

(

年

代

不

明

)



gAω
怠
蕊
也
包
診
a
v
j裁
飯
b
m
ω
2
国

鹿
児
島
の
女
・
各
界
伽
人
の
声
(
五
喜
順
・
敏
柿
略
)

-
「
稽
古
ご
と
セ
ン
タ
ー
」
に
し
て
し
ま
わ
な
い
で
、
み
ん
な
が
対
等

に
生
き
て
い
く
た
め
の
研
鍛
の
場
と
し
て
用
い
た
い
も
の
で
す
。
ジ
エ

ン
ダ
!
の
問
題
や
、
文
化
人
類
学
、
歴
史
学
や
社
会
病
理
な
ど
の
講
座

が
聞
か
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。
(
作
家
/
相
星
雅
子
)

園
女
性
の
抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
癒
し
た
り
、
解
決
し
な
が

ら
精
神
的
な
充
実
を
は
か
れ
る
場
所
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

(
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
鹿
児
島
県
支
部
長
/
有
馬
万
里
代
)

・
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
は
女
性
セ
ン
タ
ー
の
建
物
自
体
が
完
成

す
る
だ
け
で
達
成
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
運
営
す
る
人
と
利
用

す
る
人
が
一
緒
の
目
的
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
で
男
女
共
同
墾
画
社
会

の
実
現
に
近
づ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

(
鹿
児
阜
県
女
性
政
策
寧
王
事
/
有
森
盟
J
)

圃
ジ
ェ
ン
ダ
1
に
関
心
を
持
つ
教
師
が
増
え
、
男
女
混
合
名
簿
を
取
り

入
れ
る
学
校
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
学
校
も
少
し
ず
つ
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
女
性
セ
ン
タ
ー
に
は
、
社
会
の
意
識
改
革
の
場
に
な
っ
て

ほ

し

い

。

審

員

/

押

建

時

国

)

・
平
成
四
年
度
、
私
に
と
っ
て
待
ち
遠
し
く
、
ワ
ク
ワ
ク
心
躍
る
年
で

あ
る
。
つ
い
に
「
女
性
セ
ン
タ
ー
」
が
鹿
児
島
市
に
毘
鼠
す
る
と
い
う
。

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
開
館
叩
周
年
の
記
念
誌
に
「
『
横
浜
女
性
フ
ォ
ー
ラ

ム
』
の
よ
う
な
男
女
が
自
由
に
利
用
で
き
、
活
動
の
核
に
な
る
よ
う
な

空
間
が
ぜ
ひ
欲
し
い
」
と
書
い
て
叩
年
目
に
夢
実
現
で
す
。
関
係
者
の

皆
様
の
ご
尽
力
に
感
謝
し
ま
す
。

(
(
慰
幻
世
紀
盤
一
隅
財
団
鹿
児
島
事
惑
附
/
池
口
千
賀
子
)

・
セ
ン
タ
ー
の
構
想
に
つ
い
て
先
発
施
設
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

運
営
に
つ
い
て
も
担
当
者
に
直
接
意
見
を
伺
い
な
が
ら
の
検
討
が
重
ね

ら
れ
ま
し
た
が
、
施
設
建
設
の
意
窃
が
真
に
高
揚
さ
れ
る
手
立
て
は
こ

れ
か
ら
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
県
市
の
数
々
の
先
駆
者
の
そ
の
時
々
の
情

熱
を
偲
ば
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

(
元
鹿
児
阜
商
m
教
育
審
皇
民
・
看
護
子
校
官
民
/
今
想
望
J
)

-
誰
も
が
気
軽
に
、
身
体
の
不
自
由
な
人
も
安
心
し
て
利
用
で
き
、
自
白



山
に
部
り
、
芦
流
し
合
え
る
山
刊
し
川
が
有
す
る
施
設
。
さ
ら
に
、
女
性
の

「
自
立
」
議
に
加
え
、
列
性
の
「
日
常
化
的
り
H
立
」
に
対
す
る
文

扱
機
能
を
も
有
す
る
施
設
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

(
鹿
児
島
経
済
大
学
n

益
事
肝
世
話
(
社
会
人
入
学
)

・
雲
嬉
/
虫
歯
号
す
)

圃
す
べ
て
の
人
が
、
安
心
し
て
気
軽
に
話
し
合
え
る
刷
物
と
な
り
、
ま
た
、

語
り
、
ふ
れ
あ
う
こ
と
に
よ
り
、
み
ん
な
で
支
え
あ
っ
て
い
る
こ
と
を

学
び
、
元
気
を
も
ら
っ
た
と
実
感
で
き
る
場
と
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

(
鹿
児
島
県
婦
人
相
訟
型
投
/
品
特
ヒ
ロ
子
)

・
い
よ
い
よ
、
鹿
児
同
に
女
性
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
し
ま
す
。
ア
ク
テ
ィ

ブ
な
女
性
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
す
る
一
人
と
し
て
関
心
は
あ
る
の
で

す
が
、
積
極
的
な
市
民
団
体
の
問
で
も
い
っ
た
い
何
が
で
き
る
施
設
な

の
か
、
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
市
在
日
で
す
。
明
広
く
情
報
を
提
供
し
、

完
成
す
る
前
か
ら
注
目
を
集
め
る
施
設
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま

す

。

記

聞

記

者

/

岩

冗

留

美

子

)

園
長
引
く
不
況
、
少
子
高
附
化
、
環
境
問
題
:
・

e
t
c
。
男
性
だ
け
で

な
く
女
性
も
、
倒
き
方
や
生
き
方
を
考
え
直
す
時
が
き
て
い
ま
す
。
地

域
文
化
の
継
承
・
削
遣
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
女
性
の
参
加
を
則
待

し
ま
す
。
(
南
日
本
雄
培
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
/
上
野
知
子
)

圃
最
初
に
聞
い
た
と
き
、
女
性
セ
ン
タ
ー
っ
て
な
に
?
と
思
い
ま

し
た
。
紡
も
火
別
で
す
が
、
そ
れ
に
伴
う
中
身
が
一
帯
大
耶
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
す
べ
て
の
女
性
が
自
由
に
使
え
る
仕
組
み
、
時
間
帯

な
ど
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
(
カ
メ
ラ
マ
ン
/
上
野
宏
昌
5

E
人
間
と
し
て
男
女
間
わ
ず
、
潤
い
あ
る
生
活
(
社
会
)
に
す
る
た
め

多
く
の
方
が
参
加
で
き
、
建
設
的
な
考
え
に
よ
る
企
画
・
運
営
で
、
皆

様
の
輸
を
広
げ
ら
れ
、
私
も
仲
間
に
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

い

ま

す

。

害

賠

/

上

野

玲

子

)

・
「
他
入
事
」
「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
「
ど
う
な
る
も
の
で
も
な
い
」
。

こ
う
い
う
あ
き
ら
め
の
風
潮
が
ど
の
年
代
層
に
も
あ
り
、
と
て
も
残
念
。

で
も
少
し
で
も
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
、
と
考
え
、
行
動
し
よ
う
と
す

る
女
性
た
ち
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
体
制
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

(
食
生
活
豊
田
グ
ル
ー
プ
推
進
襲
会
Y
内
田
里
子
)

・
鹿
児
島
は
ま
だ
ま
だ
強
い
男
尊
女
卑
社
会
。
男
性
の
顔
色
を
う
か
が

う
女
た
ち
が
多
す
ぎ
る
の
で
、
い
つ
ま
で
も
多
く
の
女
た
ち
は
、
第
二

市
民
的
存
在
。
も
っ
と
女
性
自
身
の
内
実
を
育
て
る
た
め
に
女
性
に
よ

る
女
性
の
た
め
の
営
由
の
場
と
し
て
の
セ
ン
タ
ー
に
し
た
い
。

(
ガ
ラ
ス
の
天
井
を
破
る
会
代
表
/
内
田
ム
ツ
子
)

・
女
性
は
た
と
え
仕
事
を
し
な
が
ら
で
も
家
事
、
育
児
、
介
護
に
追
わ

れ
て
、
あ
た
り
ま
え
と
い
う
男
社
A
E
。
み
ん
な
で
手
を
つ
な
い
で
変
え

て
い
く
た
め
に
、
女
が
元
気
に
な
る
よ
う
な
女
性
セ
ン
タ
ー
が
で
き
れ
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ば

い

い

と

思

う

。

(

美

容

師

/

内

村

洋

子

)

圃
『
ア
パ
ン
セ
・
あ
す
ば
る
・
ア
ミ
カ
ス
・
て
い
る
る
・
ム

l
プ・:』

先
輩
女
性
セ
ン
タ
ー
の
名
で
す
。
宮
山
地
・
明
日
に
輝
く
:
・
』
等
明
る
い

未
来
像
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
鹿
児
島
の
男
女
共
用
参
画
社
会
を

目
指
す
女
性
セ
ン
タ
ー
に
も
熱
い
思
い
を
込
め
、
明
る
い
未
来
を
託
し

ホ

4rしょ、っ。

富
士
町
立
日
新
公
子
桂
長
・
元
県
女
性
政
密
書
長
/
江
崎
紀
久
子
)

・
女
性
セ
ン
タ
ー
に
望
む
の
は
、
誰
で
も
気
軽
に
入
っ
て
使
え
、
何
で

も
相
談
で
き
る
場
所
で
あ
っ
て
精
神
的
な
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
も
ら
う

所
。
行
政
項
視
で
、
あ
れ
も
こ
れ
も
ダ
メ
で
は
な
く
、
柔
軟
性
を
も
っ

て
企
画
を
立
て
、
運
営
を
し
て
ほ
し
い
。

(
卜
ラ
ン
タ
ン
新
聞
九
州
版
ス
タ
ッ
フ
/
大
山
み
ど
り
)

・
ぜ
ひ
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
の
拠
点
に
と
願
い
ま
す
。
い
ま

だ
に
根
強
い
m在
依
存
や
、
性
別
役
割
分
業
し
訟
識
の
克
服
を
は
じ
め
、

ジ
ェ
ン
ダ
1
問
題
の
学
習
を
進
め
、
真
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
期
待
し
た
い
。
(
元
旦
詰
女
性
部
長
・
霊
刊
『
女
子
教
育
も
ん
だ
い
」

編
集
警
貝
代
表
/
奥
山
え
み
子
)

圃
市
民
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
学
習
・
研
修
・
男
性
の
参
加
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
と
趣
向
を
こ
ら
し
た
女
性
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
向
け
て
取
り
組

ま
れ
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
行
政
主
導
の
施
設
か
ら
の
住
民
主
体

の
運
営
へ
と
当
市
か
ら
実
現
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

(
鹿
児
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
差
思
罰
舎
訳
/
鬼
丸
奈
津
子
)

圃
ま
ず
「
女
性
セ
ン
タ
ー
」
に
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
つ
け
て
あ
げ
る
こ
と

か
ら
は
じ
め
て
い
け
る
よ
う
な
親
し
み
ゃ
す
さ
を
求
め
ま
す
。
女
性
た

ち
が
自
分
た
ち
で
規
制
を
解
い
て
い
け
る
よ
う
な
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
&
パ

ワ
フ
ル
な
場
所
に
な
り
ま
す
よ
う
に
:
・
:
・
。(
広
嵩
見
装
用
/
片
平
草
諜
)

・
女
性
問
題
っ
て
難
し
い
と
忠
わ
れ
が
ち
だ
、
で
も
日
常
生
活
で
思
う

事
は
、
皆
も
っ
て
る
は
ず
。
女
性
問
題
系
統
の
本
な
ど
は
少
し
難
し
い

が
、
も
っ
と
気
軽
に
遊
び
に
行
っ
て
は
、
楽
し
く
女
性
問
題
す
る
場
が
あ

れ
ば
イ
イ
な
あ

i
と
思
う
、
ガ
ン
バ
レ
!
(
人
形
作
家
/
唐
四
鍾
穂
)

・
働
く
女
性
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
働
く
女
性
も
平
等
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
夜
間
・
日
曜
祝
日
も
オ
ー
プ
ン
し
て
い
て
、
か
っ
利
用
し

や
す
い
料
金
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
(
栄
養
士
/
川
井
田
三
枝
子
)

・
女
性
セ
ン
タ
ー
に
、
ど
う
い
う
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
ど
ん
な
こ
と

を
す
る
の
か
・
:
・
:
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
が
本
立
日
で
す
。

活
動
の
輸
を
ど
ん
ど
ん
広
げ
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
あ
ま
り
興
味
を

持
っ
て
い
な
い
人
で
も
目
に
つ
く
く
ら
い
の
告
知
・
ア
ピ
ー
ル
を
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
令
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
/
川
崎
亙
き

・
疲
れ
て
い
る
女
性
に
元
気
を
あ
げ
た
い
。
ホ
ッ
と
で
き
る
空
間
を
あ
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げ
た
い
。
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
川
分
探
し
の
場
で
あ
り
、
自
分

と
い
う
も
の
を
取
り
民
す
癒
し
の
均
と
し
て
、
こ
の
施
設
が
活
か
さ
れ

る
こ
と
を
則
待
し
ま
す
。
(
す
く
す
く
サ
ー
ク
ル
代
表
/
木
原
英
和
)

圃
形
ば
か
り
で
な
く
、
見
え
な
い
も
の
に
価
値
を
認
め
る
心
盟
か
な
社

会
を
望
ん
で
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
は
、
日
常
的
に
文
化
活
動
を
行
い
、

男
女
の
区
別
な
く
、
人
間
と
し
て
一
人
ひ
と
り
が
姉
き
、
つ
な
が
っ
て

い
く
場
に
な
る
引
を
別
待
し
ま
す
。

(
豆
己
的
芯

ω
〉

E
1
9主
宰
・
女
性
デ
ュ
オ
き
ょ
ら

葉

三

重
J

・
藤
盟
き

・
女
だ
か
ら
男
だ
か
ら
と
い
・
ユ
川
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
人
の
人
間
と
し

て
支
え
あ
え
る
関
係
、
認
め
あ
え
る
社
会
に
な
っ
た
ら
、
だ
れ
も
が
楽

し
い
人
生
を
送
れ
る
と
思
い
ま
す
。
人
と
し
て
成
長
す
る
た
め
の
場
と

し
て
、
大
い
に
「
女
性
セ
ン
タ
ー
」
を
利
用
し
た
い
。

(
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
/
久
徳
な
お
み
)

・
地
球
上
は
見
性
と
女
性
の
社
会
で
す
。
女
性
の
持
ち
味
を
生
か
し
た
、

マ
ナ

1
、
一
般
教
設
、
常
識
、
助
け
合
う
心
、
言
葉
、
が
育
ま
れ
る
、

多
く
の
山
山
逢
い
、
人
を
知
る
場
に
し
た
い
も
の
で
す
。
〈

ま

ん

だ

(
鹿
児
島
苧
響
楽
団
員
/
久
万
田
信
玄

固
有
児
サ
ー
ク
ル
な
ど
自
主
グ
ル
ー
プ
の
集
い
と
し
て
利
川
で
き
、
郡

山
刷
会
会
場
の
設
備
を
備
え
、
託
児
所
が
あ
り
、
撃
此
や
他
山
教
育
活
動

の
場
と
し
て
土
・
日
附
日
も
利
川
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
に
よ
る
州
説
窓
口
が
あ
る
と
日
ば
れ
る
と
川
ゅ
う
。

(
鹿
児
島
市
中
央
保
健
哲
氏
/
河
野
泰
子
)

圃
職
場
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
、
賃
金
差
別
、
家
庭
に
お
け
る
夫
の
暴
力
、

主
婦
の
ア
ン
ペ
イ
ド
ワ
l
ク
、
不
平
等
で
あ
る
こ
と
や

No--を
訴
え

る
女
性
を
、
「
女
は
訴
を
言
う
な
」
と
桂
月
し
、
が
ま
ん
す
る
女
を
良
い

姿
、
買
い
母
と
し
て
た
た
え
て
き
た
m在
会
に
ピ
リ
オ
ド
を
う
て
る
セ

ン

タ

ー

を

望

む

。

(

フ

リ

l
ラ
イ
タ
ー
/
児
玉
仁
美
)

・
由
児
向
の
女
性
セ
ン
タ
ー
の
設
立
は
、
女
性
が
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト

す
る
拠
点
と
し
て
盟
ま
れ
ま
す
。
特
に
あ
ら
ゆ
る
女
性
の
起
業
活
動
を

支
援
す
る
た
め
の
研
修
の
企
画
や
実
務
上
の
業
制
に
つ
い
て
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
的
機
能
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
望
み
ま
す
。

(
鹿
児
島
県
経
営
技
術
課
・
専
門
語
締
員
一
/
後
藤
真
亘
呈
J
)

・
女
性
が
精
神
的
・
経
済
的
自
立
を
す
る
こ
と
が
、
女
性
の
可
能
性
を

ひ
き
だ
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
北
白
聞
き
を
し
て
い
て
も
、
家
事
、
育
児
、

介
護
が
女
性
の
阿
に
の
み
乗
っ
か
か
る
こ
と
の
な
い
男
女
共
同
委
四
社

会
を
つ
く
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
、
女
性
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
期
待
す
る
。

(
起
業
家
・
天
然
酵
母
パ
ン
工
房
「
ガ
イ
ア
」
代
表
/
坂
口
フ
サ
エ
)

-
女
性
セ
ン
タ
ー
開
設
に
大
き
な
則
待
を
寄
せ
る
者
と
し
て
、
女
性
に

よ
る
自
由
な
発
想
の
下
で
企
同
一
辿
営
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
い
つ
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で
も
、
だ
れ
に
で
も
聞
か
れ
た
施
設
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

(
鹿
児
島
宿
m敢
闘
官
貝
組
合
女
性
部
長
/
迫
睦
子
)

・
現
在
女
性
を
め
ぐ
る
社
会
問
題
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
が
突
は
逆
の

視
点
か
ら
す
れ
ば
男
性
自
身
の
問
題
で
あ
り
、
ま
た
、
大
き
な
視
点
か

ら
す
れ
ば
社
会
会
保
の
問
題
で
あ
っ
て
、
社
会
令
孫
で
改
善
に
向
け
て

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
、
セ
ン
タ
ー
の

企
画
・
運
営
に
は
積
極
的
に
男
性
に
も
関
与
し
て
欲
し
い
。

(
牟
議
士
/
笹
川
理
子
)

・
せ
っ
か
く
造
る
の
で
す
か
ら
、
自
由
で
伸
び
や
か
な
発
想
で
、
新
た

な
鹿
児
島
の
拠
点
に
。
ま
ず
閉
館
時
間
を
日
時
ぐ
ら
い
ま
で
延
長
し
て

ほ
し
い
し
、
他
地
区
の
女
性
た
ち
の
恒
泊
施
設
も
ぜ
ひ
。

(
歪
宍
大
島
・
『
さ
ね
ん
ば
な
』
編
集
部
代
表
/
佐
竹
京
子
)

・
少
子
化
の
進
む
今
、
利
用
し
や
す
い
保
育
所
、
名
J

様
な
保
育
ニ

l
ズ

に
対
応
す
る
保
育
所
を
息
佃
し
、
保
育
者
の
資
質
の
向
上
の
場
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
私
た
ち
も
成
長
し
た
い
と
思
い

ま

す

。

(

湯

田

保

育

園

副

園

長

/

佐

藤

千

穂

子

)

・
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
女
性
が
気
軽
に
集
え
る
場
所
と
し
て
機
能
で
き

た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
コ

l
プ
で
は
四
つ
の
共
生
の
中
に

「
女
と
男
」
の
共
生
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
事
も
含
め
て
「
い
の

ち
を
生
み
出
す
女
性
の
活
発
な
活
動
の
拠
点
」
に
な
る
事
を
希
望
し
ま

す

。

ヂ

リ

l
ン
コ
l
プ
か
ご
し
ま
理
事
長
/
員
田
豊
J

)

園
女
性
セ
ン
タ
ー
が
市
に
も
以
に
も
で
き
る
の
は
二
重
行
政
の
恐
れ
が

あ
る
。
県
と
市
が
よ
く
話
し
合
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
出
さ
な
い

限
り
、
館
も
の
行
政
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き

た

い

。

(

元

鹿

児

島

市

議

/

執

印

テ

ル

)

園
女
性
の
適
応
と
自
立
の
良
い
状
態
に
向
け
て
、
い
つ
で
も
・
誰
で
も
・

ど
こ
か
ら
で
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
・
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
た
い
。(
鹿
児
島
大
掌
底
療
短
大
教
授
/
嶋
田
紀
唐
土

・
超
高
齢
化
社
会
を
旦
別
に
し
た
こ
の
時
期
に
オ
ー
プ
ン
す
る
女
性
セ

ン
タ
ー
に
は
、
私
世
代
(
介
説
・
育
児
経
験
者
)
活
用
の
シ
ス
テ
ム
の

核
づ
く
り
を
期
待
し
ま
す
。
共
生
の
時
代
へ
の
大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
害
賠
/
誇
福
信
子
)

圃
公
共
の
会
議
室
や
ホ
1
ル
で
食
事
す
る
こ
と
は
と
て
も
規
制
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。
試
食
会
な
ど
も
で
き
る
多
目
的
ホ
l
ル
や
会
議
室
が
あ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
(
や
さ
い
村
/
一
角
犀
叡
ま
り
子
)

・
物
は
、
魂
を
入
れ
な
い
と
活
き
ま
せ
ん
。
そ
の
魂
を
入
れ
る
の
は
、

人
で
す
。
女
性
セ
ン
タ
ー
の
管
理
・
運
営
に
携
わ
る
人
々
は
、
専
門
的

知
識
や
幅
広
い
視
野
、
心
の
広
い
人
間
性
の
あ
る
人
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
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人
と
人
が
活
か
さ
れ
る
女
性
セ
ン
タ
ー
を
望
み
ま
す
。

(
鹿
児
阜
商
市
女
性
政
蟹
曇
長
/
新
田
弘
子
)

・
沖
縄
女
性
館
長
の
「
私
も
両
親
の
基
で
眠
り
た
い
」
、
い
い
な
あ
。
そ

ん
な
こ
と
を
言
え
る
家
族
、
い
い
な
あ
。
そ
ん
な
こ
と
を
言
え
る
社
会
、

い
い
な
あ
。
女
性
と
か
m在
と
か
で
な
く
、
人
間
と
し
て
ど
う
生
き
て

い
く
か
を
学
ぶ
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
(
民
生
香
民
/
題
協
江
)

・
弱
い
立
場
に
あ
る
者
が
抑
圧
さ
れ
ず
、
差
別
か
ら
解
放
さ
れ
る
時
、

真
の
平
和
が
訪
れ
る
。
女
性
た
ち
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
に
立
ち
、
ま

ず
は
宗
派
、
党
派
、
立
場
を
ど
れ
だ
け
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
、

男
女
共
生
へ
の
鍵
で
あ
る
。
そ
れ
が
実
現
で
き
る
女
性
セ
ン
タ
ー
で

そ
え

あ

っ

て

ほ

し

い

。

(

僧

侶

/

副

直

子

)

圃
未
婚
の
人
、
子
育
て
中
の
人
、
子
ど
も
が
な
く
、
趣
味
に
生
き
る
人
、

老
人
と
暮
ら
す
人
、
他
県
よ
り
来
て
な
じ
め
な
い
で
い
る
人
:
:
:
。
さ

ま
ざ
ま
な
人
が
、
自
分
の
価
制
問
に
自
信
を
も
っ
て
生
き
ら
れ
る
た
め

の
施
設
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
(
士
鶏
/
大
徳
か
す
み
)

圃
現
在
の
お
箆
附
仕
事
の
ネ
ッ
ク
で
あ
る
」
川
も
っ
て
決
め
ら
れ
た
こ

と
し
か
で
き
な
い
シ
ス
テ
ム
。
を
は
ず
し
、
い
つ
で
も
今
必
盟
な
も
の

を
し
っ
か
り
と
ら
え
、
即
対
応
で
き
る
柔
軟
性
の
あ
る
機
関
に
し
な
け

れ
ば
、
ま
た
時
代
に
追
い
越
さ
れ
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
う
の

で

す

。

(

趣

味

の

底

・

ど

き

ど

き

/

高

橋

ま

り

)

-
刊
抑
制
を
聴
く
こ
と
は
多
い
で
す
が
、
そ
れ
を
実
践
す
る
場
(
勇
気
が

な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
)
を
設
け
て
く
だ
さ
る
と
あ
り
が
た
い
と

思

い

ま

す

。

(

事

務

/

田

中

小

百

合

)

圃
貧
困
に
附
い
で
い
る
者
、
苦
悶
の
渦
中
で
混
迷
し
て
い
る
者
、
無
知

な
る
者
と
、
さ
ま
ざ
ま
に
虐
げ
ら
れ
て
い
る
人
こ
そ
が
臆
面
な
く
訪
れ
、

自
立
へ
の
灯
を
見
い
出
せ
る
場
と
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
そ
の
対
応
者

た
る
や
、
真
髄
か
ら
人
権
の
時
さ
を
体
感
し
て
い
る
人
物
で
あ
っ
て
ほ

し

い

。

(

特

来

調

翠

民

/

谷

山

み

ど

り

)

園
女
性
も
、
男
性
も
、
よ
り
良
く
自
分
ら
し
く
生
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
各
様
な
自
分
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
女
性
セ
ン

タ
ー
。
こ
こ
か
ら
、
真
の
市
民
戸
治
の
活
力
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

(
女
性
政
策
研
究
会
・
オ
フ
ィ
ス
ピ
ュ
ア
代
表
/
た
も
つ
ゆ
か
り
)

・
小
差
み
桜
生
も
楽
し
め
る
学
習
室
を
設
け
、
そ
こ
で
、
校
外
学

習
の
場
と
し
て
、
専
門
家
が
男
女
共
同
参
両
社
会
に
つ
い
て
の
授
業
を

行
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
理
由
は
、
男
女
の
役
割
に
つ
い
て
の
既

成
概
念
が
同
定
化
す
る
前
に
教
育
す
る
の
が
、
次
代
の
変
革
に
一
番
効

果
的
と
思
い
ま
す
の
で
。
(
肉
剥
握
/
武
華
宍
智
子
)

園
女
性
セ
ン
タ
ー
は
男
女
共
同
参
画
推
進
の
拠
点
施
設
。
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
列
女
が
共
に
生
き
生
き
と
心
盟
か
に
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
に
女
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性
の
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
の
場
、
人
と
情
報
の
交
流
の
場
と
し
て
、
み

ん
な
が
集
い
、
成
長
し
て
い
く
女
性
セ
ン
タ
ー
に
。

(
鹿
児
島
市
女
性
政
策
審
長
/
中
馬
節
子
)

・
女
性
の
天
職
は
「
家
事
・
育
児
」
と
言
わ
れ
た
時
代
か
ら
「
男
女
共

同
参
画
社
会
」
へ
と
シ
ス
テ
ム
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
女
性
セ
ン

タ
ー
は
発
信
基
地
と
し
て
の
機
能
を
充
実
さ
せ
、
そ
こ
で
働
く
人
の
労

働
条
件
も
控
備
し
て
専
門
性
を
高
め
て
ほ
し
い
。

(
日
本
婦
人
合
議
/
道
免
盟
き

・
元
気
な
女
性
が
増
え
た
。
だ
か
ら
こ
そ
女
性
セ
ン
タ
ー
は
苦
し
ん
で

い
る
、
悩
ん
で
い
る
、
弱
い
立
場
に
あ
る
女
性
が
足
を
巡
べ
る
場
所
に

し
な
け
れ
ば
。
担
説
機
能
の
充
実
が
カ
ギ
と
な
る
。

記
簡
記
者
/
徳
重
里
香
)

・
地
域
の
環
境
問
題
や
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
生
活
者
の
視
点
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
次
の
世
代
に
ど
の
よ
う
な
社
会
を
渡
す
の
か
、
男
性
と
女
性

が
と
も
に
考
え
、
実
践
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
資
質
を
高
め
、

活
動
を
支
援
し
て
い
く
場
で
も
あ
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

(
鹿
児
邑
田
窓
瞳
島
縮
謀
・
専
門
技
術
山
貝
/
徳
永
仁
き

・
女
性
セ
ン
タ
ー
閉
誌
が
待
ち
ど
お
し
い
で
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会

が
実
現
し
な
い
と
、
真
の
意
味
の
平
和
も
あ
り
ま
せ
ん
。
被
害
者
で
あ

り
、
加
害
者
で
あ
る
こ
と
を
平
和
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
学
び
ま
し
た
。
多
く

の
方
々
と
学
び
あ
え
る
場
に
!

(
近
畿
大
学
為
組
大
・
生
活
義
運
信
生
/
仲
弘
子
)

-n世紀
を
展
望
し
て
の
女
性
の
館
!
そ
れ
は
人
権
即
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
あ
ふ
れ
る
館
で
あ
り
た
い
。
女
性
で
あ
る
前
に
、
一
人
の
人
間
と

し
て
自
立
し
て
ゆ
く
こ
と
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
作
り
が

大
切
で
は
な
い
か
。

(
れ
ん
ぎ
よ
う
グ
ル
ー
プ
機
関
紙
編
集
雲
貝
/
中
島
公
子
)

・
作
っ
て
ほ
し
い
の
は
女
た
ち
の
抱
え
る
諸
問
題
の
相
談
窓
口
。
仕
事

の
情
報
コ
ー
ナ
ー
。
百
人
規
模
の
ホ
l
ル
。
特
に
要
望
し
た
い
こ
と
は
、

セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
い
ろ
ん
な
制
限
(
政
治
に
関
す
る

こ
と
は
だ
め
と
か
)
を
つ
け
な
い
で
ほ
し
い
こ
と
。

(
塾
講
師
/
中
村
ア
イ
子
)

圃
仕
事
が
終
わ
る
の
が
遅
く
て
、
な
か
な
か
諮
座
に
参
加
で
き
な
い
の

で
、
諮
座
の
開
始
時
間
が
少
し
遅
い
も
の
も
開
い
て
ほ
し
い
(
一
九
時

半

1
と
か
、
二

O
時
1
の
も
の
)
。
土
・
日
の
講
座
も
聞
い
て
ほ
し
い
。

(
検
査
技
師
/
西
真
理
子
)

・
こ
れ
か
ら
の
女
性
セ
ン
タ
ー
に
関
わ
っ
て
ゆ
く
す
べ
て
の
生
命
(
い

の
ち
)
(
動
植
物
も
合
)
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
輝
き
に
、
ま
す
ま
す
の
磨
き

を
か
け
ら
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
セ
ン
タ
ー
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
(
育
児
サ
ー
ク
ル
、
マ
マ
キ
ツ
ズ
/
西
村
佐
和
子
)

69 



-
官
製
だ
け
で
な
く
側
々
人
の
的
械
が
行
き
交
う
閃
か
れ
た
「
場
」
が

必
到
。
良
江
の
ゴ
ミ
が
吹
卜
日
出
に
漂
流
し
た
り
、
以
削
が
迎
ぷ
辿
脱
し

た
文
化
を
共
有
し
て
い
る
開
山
山
の
地
則
的
状
況
を
活
か
し
て
、
沖
側
、

ア
ジ
ア
に
も
目
を
向
け
た
企
画
で
独
自
性
を
発
卸
し
て
ほ
し
い
。
ス

タ
ッ
フ
の
索
敵
な
思
考
と
専
門
性
に
期
待
す
る
。

(
先
住
民
の
手
仕
事
文
化
を
守
護
ロ
ω
コ
E
ロ
2
5
/西
村
宏
子
)

・
女
性
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名
の
ハ
コ
も
の
が
な
い
と
、
女
性
問
題
の
学

習
は
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
埋
想
と
現
実
、
そ
し
て
行
政
と
市
民
が

も
っ
と
も
っ
と
、
使
附
す
る
人
た
ち
の
レ
ベ
ル
で
考
え
て
ほ
し
い
。
せ
っ

か
く
数
十
億
円
か
け
る
の
だ
か
ら
、

d
州市
μuが
鳴
か
な
い
努
力
を
!

(
会
延
貝
/
部
篠
宮
手
)

・
女
性
は
子
育
て
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
学
茄
し
な
が
ら
仲
間
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
見
事
な
自
衛
策
を
前
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
仲
間
作

り
の
上
手
な
女
性
の
パ
ワ
ー
を
し
っ
か
り
生
か
す
引
が
で
き
れ
ば
老
人

ク
ラ
ブ
は
活
性
化
す
る
し
、
一
人
暮
ら
し
の
女
性
の
大
事
な
生
き
が
い

の
場
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

(
鹿
児
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
A
罰
ム
蓑
女
性
部
長
/
野
上
節
子
)

・
多
く
の
価
値
観
が
存
在
す
る
現
代
、
人
は
自
分
を
生
か
す
の
も
閤
難

で
す
。
別
世
紀
は
誰
も
が
日
喜
ん
で
倒
を
生
き
る
日
時
代
に
、
そ
の
心

の
基
地
こ
そ
女
性
セ
ン
タ
ー
に
、
と
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

(
親
業
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
/
橋
口
市
子
)

圃
セ
ク
ハ
ラ
は
何
も
企
業
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
女
性
を
性
の
対
象

と
し
て
の
み
見
る
の
も
発
民
途
L
l凶
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
性
教
育

の
抱
お
や
、
法
律
の
わ
か
る
相
談
員
を
お
い
て
労
使
交
渉
に
あ
た
る
な

ど
、
女
性
の
人
間
と
し
て
の
椛
利
を
守
る
女
性
セ
ン
タ
ー
を
希
望
し
ま

す

。

(

農

業

/

橋

口

惨

Z

圃
「
ジ
ェ
ン
ダ
l
」
、
こ
の
言
梨
を
理
解
し
て
い
る
人
は
、
ま
だ
少
な
い
。

ま
ず
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
l
」
と
い
う
言
葉
を
一
般
化
す
る
基
地
と
な
っ
て
ほ

し

い

。

(

専

口

子

校

講

師

/

花

田

盟

き

圃
政
誠
改
革
の
中
で
い
く
ら
女
が
が
ん
ば
っ
て
も
、
最
低
レ
ベ
ル
の
男

性
と
的
向
レ
ベ
ル
の
女
性
が
や
っ
と
同
一
線
上
に
あ
る
と
思
っ
て
疑
わ

な
い
閉
経
ど
も
に
女
の
パ
ワ
ー
を
知
ら
せ
る
場
に
し
た
い
で
す
。

(
な
の
は
な
工
房
・
染
色
家
/
浜
田
啓
三
J
)

・
女
性
が
よ
り
師
く
た
め
の
環
境
作
り
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

に
は
、
女
性
を
対
象
と
す
る
セ
ミ
ナ
ー
ば
か
り
で
な
く
、
共
に
活
動
す

る
別
性
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
も
必
嬰
だ
と
思
い
ま
す
。

(生活

gzpル
l
プ
n
o
w代
表
/
浜
田
圭
子
)

園
女
性
問
題
は
男
性
問
題
で
あ
る
。
す
で
に
女
た
ち
は
ど
う
在
る
べ
き

か
気
づ
い
た
。
男
た
ち
は
、
生
き
方
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
女
性
を
考

え
、
自
ら
が
ど
う
生
き
る
か
に
気
づ
き
、
男
た
ち
の
中
か
ら
こ
そ
改
革
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の
声
を
上
げ
る
機
会
を
!
(
翠
朱
眉
オ
ー
ナ
ー
/
浜
固
ま
さ
え
)

園
児
女
雇
用
態
民
均
等
法
・
労
働
型
準
法
等
の
改
正
は
、
男
女
双
方
の

働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
あ
り
方
な
ど
を
私
た
ち
へ
問
い
か
け
て

い
ま
す
。
男
女
が
お
互
い
の
能
力
を
認
め
、
支
え
合
う
関
係
づ
く
り
に

は
、
具
体
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
市
民
が
窓
藤
章
、
行
動
に

踏
み
出
せ
る
よ
う
な
機
会
や
情
報
提
供
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
き
た

い

。

(

鹿

児

島

女

性

少

年

宮

音

訳

J
/
林
ユ
リ
子
)

圃
活
動
の
拠
点
と
な
る
女
性
セ
ン
タ
ー
、
気
楽
に
誰
で
も
来
ら
れ
る
所
。

(
老
若
男
女
問
わ
ず
)
心
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
場
に
し
た
い
で
す
ね
。

駐
車
場
、
図
書
館
、
育
児
室
の
完
備
も
。
ま
ず
は
、
入
っ
て
い
き
や
す

い
場
が
一
番
か
な
?
(
菱
刈
女
性
塾
/
皐
益
号
す
)

・
労
女
が
、
と
も
に
自
立
し
あ
い
な
が
ら
、
そ
の
能
刀
を
充
分
発
如
し
、

「
女
性
問
題
」
や
「
男
性
問
題
」
解
決
の
た
め
に
、
士
底
的
に
取
り
組

め
る
よ
う
な
、
総
合
的
な
支
援
機
能
を
備
え
た
拠
点
施
設
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
(
鹿
児
島
市
女
性
問
題
懇
話
会
香
月
/
原
固
ま
ゆ
み
)

国
子
連
れ
も
障
害
者
も
高
齢
者
も
気
楽
に
集
え
る
場
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
発
想
で
人
に
優
し
い
建
築
が
い
い
で
す
ね
。
さ
ら
に
、
環
境
に
優
し

い
と
ベ
リ
l
グ

ッ

ド

。

(

主

婦

/

原

田

義

墨

田
相
談
窓
口
を
剖
時
間
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
女
性
の
自
立
に
は
、
積

極
的
な
意
志
と
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
悲
劇
の
発
端
は
し
ば

し
ば
夜
に
起
こ
り
が
ち
。
そ
ん
な
時
、
法
律
の
専
門
家
と
精
神
民
な
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
常
駐
し
、
冷
静
な
判
断
を
下
す
手
助
け
を
し
て
も
ら
え

れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ
り
よ
い
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
(
自
然
館
あ
い
り
/
東
山
百
々
代
)

・
見
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
市
民
活
動
の
拠
点
と
し
て
、

女
性
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
が
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
主
体
的
な
生
き
方

等
の
支
援
施
設
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

(
鹿
児
島
県
箆
語
長
・
前
女
性
政
策
事
長
/
日
高
霊
J
)

・
世
の
中
の
し
く
み
や
動
き
が
m在
中
心
、
男
性
の
視
点
で
動
い
て
い

る
と
い
う
日
常
を
実
感
し
て
い
る
私
た
ち
が
少
し
で
も
元
気
に
な
り
、

男
性
も
委
画
し
た
女
性
(
差
別
)
問
題
を
考
え
る
場
に
な
り
、
教
育
過

程
で
の
啓
蒙
に
役
立
つ
よ
う
な
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

(
へ
ル
パ
l
/平
悲
方
子
)

園
女
性
セ
ン
タ
ー
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
流
れ
で
あ
る
女
性
政
策

と
、
文
部
省
の
流
れ
で
あ
る
婦
人
団
体
連
絡
擾
誠
会
と
が
う
ま
く
述
携

を
と
り
、
全
国
で
も
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
鹿
児
島
の
女
性
政
策
を
す
す

め
る
役
割
を
担
っ
て
ほ
し
い
。
(
加
世
田
市
考
年
袖
紬
笠

岡
私
の
在
籍
す
る
通
信
大
学
は
約
六
割
が
女
性
で
す
。
紅
世
紀
は
環
境

問
題
を
は
じ
め
と
す
る
問
題
に
地
球
規
模
で
の
取
り
組
み
が
必
要
で

す
。
女
性
の
視
点
が
生
か
さ
れ
、
原
動
力
と
な
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
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多
く
の
女
性
の
利
用
し
や
す
い
女
性
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思

い

ま

す

。

(

朴

套

人

単

&

フ

福

盟

実

由

記

・
女
・
男
と
枠
を
は
め
る
こ
と
な
く
、
楽
し
い
時
、
つ
ら
い
時
、
学
び

た
い
時
も
自
然
と
足
の
向
く
セ
ン
タ
ー
を
望
み
ま
す
。
人
が
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
基
本
的
な
ハ

l
ド
・
ソ
フ
ト
両
聞
が
備
わ
っ
て
い
た
ら
集

う
人
々
が
実
生
活
に
あ
っ
た
、
い
い
セ
ン
タ
ー
を
作
り
上
げ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
(
小
さ
な
小
さ
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
我
風
/
帯
水
正
子
)

・
子
ど
も
を
述
れ
て
い
る
と
、
「
あ
と
ひ
と
り
」
「
ま
だ
ま
だ
産
ま
ん
と
」

と
あ
い
さ
つ
が
わ
り
の
よ
う
に
勝
手
な
こ
と
を
言
う
周
り
の
無
訂
任
な

言
葉
!
出
産
・
育
児
を
体
験
し
て
な
い
お
役
人
の
お
じ
様
方
!
産
み

育
て
や
す
い
条
件
を
整
え
て
か
ら
言
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
。
(
怒
日
)

(
君
掃
賭
仰
/
拘
甲
水
雑
草
J
)

圃
日
本
は
学
歴
も
倍
万
も
あ
る
女
性
の
パ
ワ
ー
を
家
庭
や
職
場
で
眠
ら

せ
て
い
る
と
、
何
か
で
読
ん
だ
。
全
く
そ
の
通
り
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派

遣
窓
口
な
ど
を
活
問
し
て
、
女
性
の
「
や
り
た
い
」
に
応
え
る
セ
ン
タ
ー

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

(
ク
イ
ー
ン
ズ
m畢
サ
ー
ビ
ス
代
表
/
梧
苦
手
)

・
車
に
乗
ら
な
い
小
さ
な
子
ど
も
辿
れ
の
人
で
も
来
館
で
き
る
公
共
交

通
機
関
の
充
実
。
附
告
を
持
つ
人
が
介
助
者
な
し
で
も
来
館
で
き
る
旭

物
の
様
起
で
あ
る
耶
等
、
誰
も
が
、
気
楽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
で
あ
っ

て

ほ

し

い

。

宰

璃

/

笥

冗

小

百

念

圃
今
度
で
き
る
女
性
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
は
、
市
民
や
女
性
問
姐
に
つ

い
て
其
剣
に
考
え
て
い
る
人
を
選
ん
で
ほ
し
い
。
意
欲
の
な
い
お
役
人

で
は
な
く
。
そ
し
て
、
性
別
で
な
く
人
間
性
で
理
解
し
て
も
ら
え
る
世

の
中
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
い
つ
の
日
か
女
性
セ
ン
タ
ー
が
必
要
で
な
く

な

る

よ

う

に

願

う

。

(

女

子

穴

生

/

T
・
F
)

・
鹿
児
向
県
の
民
業
従
耶
者
の
日
%
が
女
性
。
民
業
も
男
女
の
固
定
的

役
担
識
か
ら
脱
却
す
る
た
め
、
男
性
の
意
識
変
革
と
共
に
ま
ず
ひ
と

に
ぎ
り
の
勇
気
を
持
ち
、
自
助
努
力
と
、
地
域
社
会
に
自
信
を
持
っ
て

提
言
で
き
る
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
す
る
場
と
し
て
期
待
し
ま

す
。
(
鹿
児
島
県
女
性
農
業
-
奮
民
の
会
吾
氏
/
+
用
玲
子
)

園
女
性
セ
ン
タ
ー
を
核
に
し
て
、
女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
力
が
育
ち
、
そ

し
て
実
践
に
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

(
ウ
ィ
メ
ン
ズ
隼
人
/
前
サ
チ
子
)

・
脱
出
品
に
も
女
性
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
が
で
き
る
!
す
ば
ら
し
い

こ
と
で
す
。
建
物
は
気
軽
に
入
れ
る
温
か
い
雰
囲
気
に
し
て
ほ
し
い
。

中
身
は
さ
ま
ざ
ま
な
女
件
同
組
を
解
決
で
き
る
有
能
な
ス
タ
ッ
フ
を
備

え
て
ほ
し
い
。
館
長
は
品
初
は
専
門
家
に
!
(
花
農
家
/
文
木
智
子
)

・
「
女
の
子
な
の
に
乱
棋
だ
」
「
男
の
子
の
く
せ
に
、
お
と
な
し
く
て
l
」

と
今
も
背
来
品
わ
っ
て
い
な
い
。
つ
ν
ェ
ン
ダ
l
・
フ
リ
1
の
意
識
の
確
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立
」
を
女
性
セ
ン
タ
ー
運
営
の
基
幹
に
す
え
て
、
閉
経
た
ち
を
も
巻
き

こ
ん
だ
新
し
い
波
(
ウ
ェ
ー
ブ
)
を
起
こ
し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

(
小
学
枠
組
棋
師
/
同
陸
自
主
J
)

圃
誰
に
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
て
、
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
セ
ン
タ
ー

が
欲
し
い
。
館
長
や
ス
タ
ッ
フ
は
、
広
く
公
募
し
て
、
一
般
住
民
の
戸

が
反
映
で
き
る
仕
組
み
で
あ
り
た
い
。

(
大
隅
町
や
ご
ろ
つ
娘
カ
レ
ッ
ジ
代
表
/
三
護
方
子
)

園
子
育
て
中
の
主
婦
に
と
っ
て
、
エ
プ
ロ
ン
姿
で
子
述
れ
で
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
よ
う
な
や
わ
ら
か
い
施
設
で
あ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
そ
の

た
め
の
条
件
と
し
て
、
座
敷
の
あ
る
広
い
部
屋
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

ま
た
、
い
つ
で
も
保
育
し
て
も
ら
え
る
ス
タ
ッ
フ
が
常
備
し
て
い
る
と

い

い

で

す

ね

。

(

士

鶏

/

溝

脇

し

の

ぶ

)

・
女
性
問
題
で
い
ま
大
切
な
こ
と
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
す
。
女
性

が
自
ら
の
生
き
方
を
み
つ
め
、
発
言
を
は
じ
め
た
今
、
こ
こ
ろ
の
傷
を

癒
す
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
活
力
が
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。
性
暴
力
、

夫
婦
問
暴
力
な
ど
の
問
題
の
相
談
窓
口
を
つ
く
る
こ
と
が
、
女
性
セ
ン

タ
ー
に
と
っ
て
の
第
一
の
業
務
で
す
。

(
か
ご
し
ま
文
化
研
窓
回
附
長
/
三
崩
穴
主
J
)

・
夫
と
妻
の
役
割
の
大
差
に
つ
い
て
不
満
を
感
じ
る
。
女
性
は
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
・
仕
事
・
介
護
・
:
:
・
と
仕
事
量
が
増
え
る
一
方
、
男
性

の
生
活
ス
タ
イ
ル
は
変
わ
ら
な
い
。
少
子
・
超
高
齢
化
社
会
は
、
男
と

女
の
役
割
が
回
定
し
て
い
て
は
、
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
。

(
軍
事
鰭

4
宕
由
8

・
「
市
民
の
税
金
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
女
性
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
事

を
行
政
が
否
ゴ
に
認
識
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
若
い
世
代

に
は
何
の
魅
力
も
、
関
心
も
持
た
せ
な
い
女
性
セ
ン
タ
ー
。
行
政
は
税

金
の
活
か
し
方
を
本
気
で
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

引
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
/
三
原
蟹
5

・
「
男
と
女
で
半
分
こ
」
と
い
宣
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
と
て

も
響
き
が
良
か
っ
た
が
、
女
も
甘
え
は
許
さ
れ
な
い
。
女
性
た
ち
が
し
っ

か
り
意
識
の
改
革
を
し
、
質
の
向
上
を
は
か
り
、
自
立
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
で
女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
や
さ
し
い

町
づ
く
り
の
た
め
の
集
い
、
女
性
た
ち
の
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
ほ
し

い

。

(

川

内

市

在

問

題

懇

話

会

/

諜

永

事

)

園
女
が
イ
キ
イ
キ
と
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
時
、
足
を

ひ
っ
ぱ
る
の
が
悲
し
い
か
な
児
か
と
思
え
ば
、
女
性
。
自
分
が
解
放
さ

れ
て
い
な
い
、
充
た
さ
れ
て
い
な
い
と
、
や
っ
か
み
の
世
界
に
埋
没
し

ち
ゃ
っ
て
、
人
権
侵
害
ま
で
平
気
で
し
ち
ゃ
う
。
女
も
男
も
お
お
ら
か

に
自
分
を
生
き
て
い
け
る
、
そ
ん
な
社
会
を
め
ざ
す
セ
ン
タ
ー
に
。

や
す

(
公
若
男
/
保
正
き
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園
女
で
あ
ろ
う
が
列
で
あ
ろ
う
が
、
お
互
い
が
文
え
あ
う
た
め
、
山
原
・

介
波
・
家
取
の
ス
タ
ン
ス
が
少
し
変
え
よ
う
と
す
る
時
の
多
く
の
制
約
を

具
体
的
に
と
っ
ぱ
ら
つ
て
越
え
て
い
け
る
、
そ
ん
f
i
M開
d
な
助
と
し
て

女
性
セ
ン
タ
ー
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
(
雪
昼
罷
窪
士
/
山
下
真
理
)

・
子
ど
も
や
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
や
、
パ
パ
の
育
児
入
門
教
室
な

ど
男
女
共
同
社
会
実
現
の
た
め
の
具
体
的
な
企
阿
を
望
む
。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
は
女
性
起
業
支
扱
制
度
が
あ
る
が
、
女
性
の
再
就
職
、
経
済
自

立
支
援
も
急
務
。
災
害
時
対
策
と
し
て
自
鈴
凌
に
も
や
さ
し
い
太
陽

光
発
泡
を
女
性
セ
ン
タ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
し
て
ほ
し
い
。

(
薬
剤
師
/
山
中
窓

圃
多
様
化
す
る
女
性
問
題
を
総
合
的
に
解
決
す
る
場
と
し
て
、
し
っ
か

り
と
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
持
っ
て
巡
営
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
機
能

を
ど
れ
だ
け
活
か
し
て
い
く
か
は
利
用
す
る
側
に
も
立
任
が
あ
り
、
利

用
さ
れ
る
側
と
で
話
し
合
っ
て
良
い
も
の
を
削
り
あ
げ
て
い
く
努
力
も

必
盟
か
と
思
う
。
(
鹿
児
島
切
子
倶
楽
部
/
山
野
真
理
)

圃
ま
だ
ま
だ
女
性
に
は
厳
し
い
時
代
。
で
も
、
「
女
同
士
助
け
合
お
う
」

で
は
な
く
、
「
女
も
見
も
一
緒
に
未
来
を
削
ろ
う
」
と
い
う
セ
ン
タ
ー
で

あ
り
た
い
。
批
判
よ
り
も
提
案
実
行
、
努
力
す
る
人
は
必
ず
前
進
。
楽

し
く
て
手
応
え
十
分
、
そ
ん
な
場
に
し
ま
し
ょ
う
よ
!

(
鹿
児
島
女
子
短
期
大
嘩
敢
授
/
吉
井
想
芝

-
別
女
、
年
間
府
住
地
を
問
わ
ず
、
家
胞
の
こ
と
、
社
会
の
こ
と
な

ど
考
え
ら
れ
る
助
に
。
開
削
附
間
や
出
し
物
な
ど
、
興
味
あ
る
人
が
気

胞
に
足
を
辿
べ
る
よ
う
に
し
て
、
利
川
者
の
析
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

広
が
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
記
簡
記
者
/
吉
田
文
)

・
中
核
市
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
組
織
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
支
援
や
男
女
共
同
参
同
社
会
実
現
へ
向
け
て
の
活
動
の
活
力
に
期
待

す
る
と
と
も
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
1
等
、
社
会
的
弱
者
に
配
慮
し
、
子
育

て
支
扱
、
日
M
取引
H

へ
の
伯
報
な
ど
、
心
や
す
ら
ぐ
複
合
的
エ
リ
ア
と
し

て
の
充
実
を
望
む
。(
鹿
児
島
市
女
歯
往
還
去
苔
訳
/
吉
田
ミ
ツ
江
)

圃
や
が
て
く
る
少
子
趨
向
齢
社
ム
弓
誰
も
が
、
住
み
な
れ
た
地
域
の
中

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
た
め
の
市
民
参
加
型
福
祉
抗
菜
、
男
女

参
画
社
会
が
地
域
に
根
付
く
た
め
の
啓
発
・
学
習
.
情
報
交
換
等
に
使

用
し
た
い
勺
。
(
套
隼
隻
叩
清
府
偲
応
援
ワ
|
カ
l
ズ
代
岱
申
衣
ヲ
/
和
田
和
材
g0 

.
女
性
政
筑
に
携
わ
つ
て
宝
疋
余
り
「
女
性
セ
ン
夕
l
が
あ
つ
た
ら
」

と
何
皮
川
思
ゆ
つ
た
こ
と
か
。

女
性
政
策
推
進
の
カ
ギ
は
、

N
P
0
・N
G
Oと
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
活
動
拠
点
と
な
る
女
性
セ
ン
タ
ー
は
、
男

女
共
同
参
岡
社
会
宍
現
の
た
め
の
必
部
品
で
す
。

(
鹿
児
島
県
女
性
政
策
{
皐
王
査
/
渡
遁
由
美
子
)
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全
国
女
性
セ
ン
タ
ー
(
女
性
関
連
施
設
)
の
現
状

鹿
児
島
に
女
性
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
に
あ
た
り
、
私
た
ち
は
一
九
九
七
F平
主
一
月
、
全
国
の
女
性
セ
ン
タ
ー
・
女

性
会
館
な
ど
女
性
別
辿
施
設
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
。
超
名
仕
な
時
別
だ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
思
い

が
け
ず
六
十
三
施
設
か
ら
懇
切
な
回
答
を
頂
い
た
。
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
す
る
。

館
長
は

株
別
女
性
明
従
仙
そ
の
他
(
不
在
な
ど
)

2 

設
置
機
能

①
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

⑦
調
査

①
研
修

④
企
画

@
労
働
問
題

@
就
職

9 50 

選
出
方
法
公
募

0

行
政
に
よ
る
任
命
臼

そ

の

他

叩

4 

7 13 31 33 24 42 

⑦
起
業

⑧
福
祉
問
題

⑨
家
庭
問
題

⑩
表
現
・
創
造
活
動

⑪
梧
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

⑫
そ
の
他

5 32 14 17 11 12 

3 

シ
ェ
ル
タ
l
は
備
わ
っ
て
い
ま
す
か
?

は
い

2

い
い
え
回

A
V
そ
れ
に
代
わ
る
機
能
は
あ
り
ま
す
か

*
週
3
日
の
電
話
担
談
と
月
2
回
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
(
那
覇
市
)

*
「
女
性
の
た
め
の
総
合
相
談
室
」
あ
り
(
熊
杢
巾
・
伯
台
市
・
京
都

市
・
盟
島
区
)

*
相
談
担
当
職
員
1
名
と
、
臨
床
心
理
士
1
名
(
週
2
回、

2
時
間
)

に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
相
談
」
を
実
施
し
て
い
る
(
高
松
市
)

*
女
性
の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
l
ム
・
法
律
相
談
(
静
岡
市
)

*
「
働
く
女
性
の
家
」
と
し
て
の
担
談
(
秋
田
市
)

*
女
性
相
談
・
法
律
相
談
合
品
槻
市
)

*
一
般
相
談
・
結
婚
相
談
を
各
週
1
回
(
長
野
市
)

無
回
答

3 
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*
法
律
相
談
・
悩
み
の
相
談
室
・
電
話
相
談
(
吹
田
市
)

*
女
性
の
生
き
方
相
山
談
・
女
性
の
た
め
の
法
律
相
談
(
船
柿
市
)

*
一
般
・
自
立
・
悩
み
・
か
ら
だ
・
ワ
1
ク
サ
ポ
ー
ト
相
談
あ
り
。
北

部
館
の
み
法
律
相
談
あ
り
(
大
阪
市
)

*
実
例
が
な
い
が
、
あ
れ
ば
都
へ
連
絡
国
分
寺
市
)

*
女
性
相
談
を
毎
日
(
府
虫
巾
)
*
週
3
回
相
談
窓
口
設
世
(
文
京
区
)

*
女
性
問
題
総
ム
品
山
談
・
専
門
相
談
(
弁
護
士
・
医
師
)
(
愛
媛
県
)

*
女
性
一
般
相
談
(
火
・
木
)
・
女
性
法
体
相
談
(
金
)
(
札
悦
市
)

*
女
性
相
談
(
愛
知
県
・
兵
庫
県
・
佐
賀
県
)

*
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
担
談
室
(
一
般
・
法
律
)
(
市
川
市
)

*
「
こ
こ
ろ
の
抑
談
」
に
お
い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
(
訟
戸
市
)

*
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
相
談
(
江
東
区
・
立
川
市
・
新
潟
市
)

*
専
任
の
担
誠
一
員
1
名
が
電
話
・
面
接
に
よ
る
相
談
(
務
討
肘
)

*
電
話
相
談
(
月
1
金
)
・
予
約
制
の
間
接
相
談
(
静
岡
県
)

*
一
般
相
誕
咋
剥
1
月
専
門
的
な
相
談
は
各
相
当
部
相
談
窓
口
(
一
部
山
民
)

*
姉
妹
館
の
横
浜
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
紹
介
(
柿
浜
市
)

*
県
姉
人
明
雄
附
及
び
県
一
作
相
談
窓
口
を
紹
介
(
三
由
民
)

*
広
報
部
や
女
性
会
館
の
「
女
性
の
生
き
方
何
で
も
相
談
」
で
、
開
述

す
る
と
こ
ろ
へ
つ
な
ぐ
(
中
野
区
)

*
翠
緑
川
や
港
区
設
附
の
担
当
相
談
窓
口
を
紹
介
(
港
区
)

4 

設
置
施
設
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⑦
YA.h前
室

②
凶
詐
・
情
報
室

@
保
育
室

@
印
刷
室

⑤
調
理
室

俗
説
舛
ム
思
議
山

⑦
視
附
覧
室

@
工
芸
室

⑨
体
育
室

⑮
パ
ソ
コ
ン
室

⑪
話
相
ド
泊
出
怠

⑫
そ
の
他

6 20 22 25 

31 38 43 56 57 60 

9 4 

A
V
そ
の
他
の
聾
鼠

*
和
室
*
交
流
室
*
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
(
サ
ロ
ン
)
*
幼
児
室

*
担
談
室
*
応
建
主
*
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
*
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

*
多
目
的
ホ
1
ル

*

楽

屋

主

的

控

室

*
ホ
l
ル

(
1
6
0名
の
収
容
可
能
)
*
イ
ベ
ン
ト
ホ
1
ル

*
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室
*
レ
ク
ホ
1
ル
*
シ
ャ
ワ
ー
室

*
多
目
的
ス
タ
ジ
オ
*
音
楽
ス
タ
ジ
オ
*
放
送
ス
タ
ジ
オ

*
音
楽
室
*
ビ
デ
オ
プ
1
ス

*
研
修
室
*
前
山
内
室
*
L
L
研
館
主
*
レ
ッ
ス
ン
室

*
茶
室
*
洋
裁
・
和
裁
室
*
生
活
例
議
習
室

*
介
講
習
室
*
申
脊
工
作
宣
*
写
其
暗
室



*
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
l
ム
*
資
料
制
作
室

*
ワ
ー
プ
ロ
コ
ー
ナ
ー
*
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー

*
消
費
者
コ
ー
ナ
ー
*
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

*
軽
巡
動
場
*
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
*
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ル
l
ム

5 

力
を
入
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
か
?

*
女
性
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
(
市
公
民
都
・
大
田
区
・
葛
飾
区
・
江
東
区
・

清
瀬
市
・
川
西
市
・
那
担
巾
)

*
区
民
向
け
啓
発
事
業
と
し
て
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
(
自
耐
区
)

*
し
な
が
わ
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
品
川
区
)

*
ジ
ェ
ン
ダ
l
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
仙
台
市
)

*
女
と
男
の
ラ
イ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
東
京
都
)

*
い
き
い
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
男
女
の
実
行
委
員
会
)
(
浜
松
市
)

*
女
性
プ
ラ
ン
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
静
岡
県
・
高
崎

市
・
立
川
市
・
国
分
寺
市
・
新
潟
市
)

*
女
性
の
つ
ど
い
(
訟
戸
市
)

*
女
性
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
荒
川
区
・
三
重
県
・
練
馬
区
・

福
岡
県
・
北
九
州
市
・
長
崎
市
)

*
女
性
映
画
祭
(
愛
知
県
・
京
都
市
)

*
器
量
員
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
(
江
東
区
・
口
問
区
・
港
区
・
沖
制
県
)

*
区
民
と
の
企
画
述
営
に
よ
る
講
座
(
足
立
区
)

*
女
性
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動
発
表
等
(
港
区
・
箆
員
)

*
企
画
募
集
「
テ
1
マ
・
イ
ベ
ン
ト
」
。
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を

推
進
す
る
に
ふ
さ
わ
し
く
、
か
つ
広
く
県
民
に
呼
び
か
け
ら
れ
る
内

容
の
も
の
(
愛
媛
県
)

*
究
流
研
修
護
士
き
ら
め
き
」
(
戸
民
県
)

*
女
性
リ
ー
ダ
ー
養
成
(
宇
都
宮
市
)

*
女
性
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
に
関
す
る
も
の
・
資
格
取
得
・
話
し
方
・
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
(
秋
田
市
)

*
人
材
養
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
広
島
県
)

*
女
性
の
人
材
養
成
護
士
一
長
野
市
)

*
朴
忠
百
室
山
セ
ミ
ナ
ー
(
錆
誠
会
守
へ
の
委
山
女
性
I

八
材
の
設
感
(
神
奈
川
県
)

*
国
際
協
力
交
流
・
働
く
女
性
の
支
援
(
横
浜
市
)

*
女
色
ノ
ラ
ン
学
習
講
座
・
出
前
講
座
(
山
梨
県
)

*
秋
の
連
続
産
(
新
宿
区
)

*
女
性
問
題
啓
発
諮
座
・
セ
ン
タ
ー
の
つ
ど
い
(
渋
谷
区
)

*
女
性
大
学
(
ウ
ィ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
)
(
市
川
市
)

*
女
性
参
画
を
テ
l
マ
に
、
時
代
に
即
し
た
内
容
の
政
治
・
法
律
・
女

性
問
題
(
文
京
区
)

*
女
性
の
社
会
的
自
立
・
男
性
の
生
活
的
自
立
に
よ
る
相
互
理
解
を
目
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指
す
全
て
の
市
栄
(
札
帆
市
)

*
別
性
参
加
盟
セ
ミ
ナ
ー
(
熊
本
市
)

*
女
と
引
の
参
両
セ
ミ
ナ
ー
罰
則
巾
)

*
m
在
の
怠
識
啓
発
(
m
在
セ
ミ
ナ
ー
・
男
性
の
た
め
の
ク
ッ
ク
&
ト
ー

ク
)
(
高
槻
市
)

*
閉
経
の
生
き
方
を
考
え
る
・
女
性
の
心
と
か
ら
だ
の
:
;
保
育
サ
ー

ビ
ス
(
清
単
叩
)

*
生
き
方
発
見
セ
ミ
ナ
ー
・
出
前
部
座
・

λ
材
育
成
前
出
(
高
松
市
)

*
各
界
で
活
附
巾
の
女
性
の
抑
制
・
前
奏
会
「
き
ら
め
き
ス
テ
ー
ジ
」
(
大
阪
山

*
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
(
金
沢
市
)

*
団
体
会
員
の
パ
ザ
1
・
前
一
例
会
・
展
示
会
(
高
崎
市
)

*
ワ
ー
プ
ロ
講
座
(
渋
谷
区
)
*
女
性
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
(
府
中
市
)

.
住
民
の
反
応
は

a

と
て
も
良
い
お

ま
あ
ま
亭
比
い
お

思
い

0

b C 6 

企
画
者
サ
イ
ド
の
感
想

〈
良
か
っ
た
点
V

*
市
民
の
活
動
の
支
援
事
業
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

*
ム
!
プ
聞
川
日
を
記
念
と
し
て
閉
山
し
て
い
る
。
市
民
事
〆
加
も
胤
ん

で
今
後
も
似
枕
し
た
い
。

*
少
子
化
が
逃
む
中
、
子
行
て
の
税
子
の
ふ
れ
あ
い
、
親
同
士
の
仲
間

作
り
が
成
功
し
て
い
る
。

*
人
材
義
成
前
肢

(
H
9
1
m年
の
2
年
計
画
)
長
期
講
座
の
た
め
、

出
版
率
は
低
く
な
っ
て
い
る
が
、
新
し
い
知
識
・
情
報
を
得
ら
れ
て

参
加
者
は
女
性
問
題
の
芯
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。

*
生
き
方
発
見
セ
ミ
ナ
ー
(
起
業
家
セ
ミ
ナ
ー
・
さ
ぬ
き
男
塾
)
は
受

持
恕
{
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
が
発
足
、
今
後
の
活
動
を
期
待
し
て
い
る
。

主
律
的
か
ら
の
ジ
ェ
ン
ダ
l
意
識
の
寒
川
と
発
達
に
役
立
つ
。

*
市
内
か
ら
倒
別
に
巾
し
込
ん
だ
前
座
参
加
者
が
仲
間
と
な
り
、
交
流

を
深
め
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
熔
し
い
。

*
徐
々
に
男
性
の
点
。
〆
加
が
増
加
し
て
い
る
。

*
男
女
共
同
参
両
社
会
に
合
わ
せ
て
名
称
を
変
克
し
、
男
女
の
実
行
委

只
会
を
梢
成
し
女
性
問
題
を
削
在
に
よ
り
理
解
し
て
も
ら
い
、
お
互

い
の
人
権
と
佃
性
を
時
頂
し
合
い
共
に
担
い
築
く
社
会
を
目
差
し
実

施
し
た
が
、
前
年
ま
で
と
迎
い
男
性
の
な
識
改
革
の
足
掛
か
り
が
で

き
た
と
思
う
。

*
男
性
向
け
前
座
を
開
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
職
場
以
外
の
場
で
本
音

を
紺
り
合
う
場
が
で
き
、
男
性
も
今
の
自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
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え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

〈
市
民
と
の
関
わ
り
〉

*
自
主
的
な
女
性
グ
ル
ー
プ
、
団
体
が
一
年
の
活
動
成
果
を
発
表
す
る

も
の
で
、
年
々
問
題
意
識
は
高
ま
っ
て
い
る
。

*
区
民
と
の
企
画
運
営
の
講
座
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
、
そ
し
て
時
代
に

合
っ
た
諦
庄
が
で
き
る
。

*
実
行
委
員
会
形
式
。
半
年
前
よ
り
準
備
、
実
行
委
員
と
一
緒
に
苦
労

し
て
、
イ
ベ
ン
ト
後
ホ
ツ
と
す
司
令
述
成
感
。

*
利
用
団
体
の
要
望
で
実
施
を
決
め
て
い
る
。
企
画
・
準
備
段
階
か
ら

実
施
ま
で
自
主
的
活
動
と
し
て
か
か
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

*
市
民
の
方
に
実
行
委
員
に
な
っ
て
も
ら
い
、
企
画
、
迎
枠
内
市
施
す

る
。
広
く
啓
発
で
き
る
よ
う
楽
し
く
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

〈
企
画
内
容
に
つ
い
て
〉

*
技
術
の
面
の
ワ
ー
プ
ロ
講
座
は
申
し
込
み
多
数
で
抽
選

(
1日
コ
ー

ス
・
無
料
)
。

*
女
性
問
題
を
学
ぶ
場
と
し
て
基
礎
的
な
も
の
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

〈
問
題
事

*
凶
年
以
上
継
続
し
、
マ
ン
ネ
リ
化
)

*
前
日
副
会
・
時
間
選
考
が
困
難
・
:
・
:
動
員
数
を
左
有
内
容
決
定
困
難

:
・
・
:
女
性
団
控
寸
と
の
意
見
調
整
が
苦
労
。

*
実
行
委
員
を
市
民
か
ら
公
募
し
て
委
託
方
式
で
や
っ
て
い
る
が
、
い

ま
い
ち
市
民
に
広
が
ら
な
い
。

*
企
画
決
定
が
大
変
、
広
報
活
動
に
苦
労
。

*
主
催
講
座
よ
り
も
手
間
が
か
か
る
の
で
大
変
。

*
週
刊
崩
議
会
と
の
何
回
も
の
打
ち
合
わ
せ
、
会
場
準
備
は
職
員
が
行

う
等
問
題
点
が
あ
る
。

*
カ
ル
チ
ャ
ー
的
講
座
に
人
気
、
女
健
子
と
考
え
る
要
素
の
多
い
も
の

は
不
人
気
。

〈
こ
れ
か
ら
の
課
題
〉

*
若
い
人
の
参
加
が
少
な
い
の
で
若
い
人
に
も
参
泊
し
て
も
ら
え
る
企
画
を
。

*
講
座
に
参
加
す
る
人
た
ち
は
か
な
り
意
識
の
高
い
人
た
ち
が
多
い
の

で
、
ま
だ
女
性
学
な
ど
を
全
く
知
ら
な
い
人
た
ち
に
、
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
-
参
加
し
て
も
ら
え
る
か
が
難
し
い
。

*
市
民
の
要
望
と
時
代
の
課
題
を
先
取
り
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
す

る
必
要
が
あ
る
。
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*
常
に
現
状
よ
り
一
芝
聞
を
み
つ
め
る
に
は
企
画
者
の
勉
強
が
必
要
。

*
女
色
ノ
ラ
ン
に
あ
る
各
分
野
の
女
性
団
体
グ
ル
ー
プ
の
参
加
が
得
ら

れ
た
こ
と
は
良
か
っ
た
。
も
う
少
し
プ
ラ
ン
の
趣
旨
を
浸
透
さ
せ
る

た
め
の
工
夫
が
必
理

*
今
後
は
イ
ベ
ン
ト
よ
り
研
修
の
場
に
し
た
い
。

*
い
ろ
い
ろ
な
人
に
い
か
に
閃
心
を
持
っ
て
も
ら
う
か
、
参
加
し
て
も

ら
う
か
、
一
般
的
に
女
性
政
策
が
み
え
に
く
い
と
い
わ
れ
る
中
で
職

員
の
力
舟
が
問
わ
れ
る
。

*
啓
発
効
果
を
高
め
る
工
夫
を
し
た
い
。

7 

開
設
講
座

①
女
性
学

⑦
雨
況
は
学

②
女
性
の
労
働
問
…

④
女
性
の
体

④
女
性
の
表
現
・
州
諸
出
動

ぬ
育
児

⑦
起
業

⑨
そ
の
他

33 30 36 38 38 41 41 56 

A
V
そ
の
他
の
講
座

*
パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ
(
品
川
区
・
浜
松
市
・
京
部
叩
)

*
女
門
主
の
就
胸
中
箆
前
出
・
男
女
共
生
前
陛
・
大
工
入
口
産
・
パ

ソ
コ
ン
(
府
中
市
)

*
人
材
投
成
諮
座
(
高
槻
市
)

*
社
会
参
画
す
る
女
性
人
材
育
成
講
座
・
m
在
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
応
援

セ
ミ
ナ
ー
(
神
奈
川
県
)

*
ジ
ェ
ン
ダ
l
の
視
点
に
よ
る
女
性
問
題
講
座
(
大
阪
府
)

*
女
性
問
題
セ
ミ
ナ
ー
・
女
性
問
題
基
礎
謎
挫
・
心
と
か
ら
だ
の
グ
ル
ー

プ
相
談
と
グ
ル
ー
プ
ワ
l
ク
(
中
野
区
)

*
W
I
D
・
人
柄
・
暴
力
(
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
)
(
東
京
都
)

*
就
職
扱
助
講
座
・
セ
ル
フ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
情
報
活
用
諮
座
・
エ
ッ

セ
イ
矧
産
・
時
一
事
問
題
解
説
吋
躍
・
整
凪
介
護
・
他
(
秋
田
市
)

*
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
(
男
女
)
・
女
性
の
自
立
・
点
還
を
考
え
る
・
男
の

手
料
理
他
(
浜
松
市
)

*
健
成
講
座
(
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
気
功
)
パ
ソ
コ
ン
通
信
(
京
蛮
巴

*
男
女
共
同
参
両
社
会
支
援
セ
ミ
ナ
ー
(
愛
知
県
・
文
京
区
)

*
男
女
共
同
参
両
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
義
成
前
座
・
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
セ

ミ
ナ
ー
・
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
・
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
セ

ミ
ナ
ー
・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
(
滋
賀
県
)
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*
男
女
共
同
委
画
社
会
・
女
と
男
の
よ
り
よ
い
関
係
・
よ
り
良
い
暮
ら

し
を
求
め
て
・
自
己
持
発
見
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
(
荒
川
区
)

*
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
養
成
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
・
女
性

活
動
支
援
事
手
男
の
生
活
学
・
日
本
一
語
刊
崖
・
ワ
ー
プ
ロ
(
札
幌
市
)

*
自
分
み
が
き
の
諦
腔
・
男
女
共
生
講
座
・
母
親
が
人
間
と
し
て
生
さ

る
こ
と
・
秋
の
述
続
諮
座
(
新
宿
区
)

*
男
性
に
地
域
に
目
を
向
け
て
女
性
問
題
に
対
す
る
「
気
づ
き
」
を
期

待
し
て
全
十
回
の
男
性
対
象
諮
座
を
始
め
た
。
(
板
橋
区
V

*
リ
カ
レ
ン
ト
講
座
・
市
底
活
動
嘉
器
産
(
横
浜
市
)

*
女
性
大
学
H
基
礎
コ

I
ス
・
専
門
コ

1
ス
(
男
女
共
同
一
参
画
・
政
治
・

経
済
・
社
会
保
障
・
税
制
度
・
区
制
)
(
江
東
区
)

*
女
性
カ
レ
ッ
ジ
釘
(
昌
也
な
地
方
白
山
市
を
文
件
問
題
の
視
点
か
角
皇
4

ぷ)・

福
祉
体
験
諮
座
・
学
史
一
口
(
区
民
参
加
に
よ
る
話
し
合
い
常
習
)
(
大
田
区
)

*
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
刊
崖
(
足
立
区
・
市
川
市
)

*
文
化
・
法
律
に
関
す
る
講
座
(
愛
媛
県
)

*
親
子
遊
び
と
自
分
気
づ
き
に
関
す
る
諮
座
(
盤
戸
市
)

*
生
活
文
化
講
座
パ
ソ
コ
ン
(
長
崎
市
)

*
審
議
会
等
女
性
委
員
究
流
セ
ミ
ナ
ー
-
ビ
デ
オ
製
作
セ
ミ
ナ
ー
-
パ

ソ
コ
ン
(
福
岡
県
)

*
自
分
史
に
つ
い
て
・
ハ
ガ
キ
絵
・
ワ
ー
プ
ロ
(
渋
谷
区
)

*
女
子
学
生
の
就
職
支
援
護
(
豊
島
区
)

*
技
術
(
編
集
・
パ
ソ
コ
ン
)
・
介
護
問
題
に
つ
い
て
(
国
分
寺
市
)

*
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
気
功
・
パ
ソ
コ
ン
通
信
・
健
版
講
座
ウ
イ
ズ
シ

ア
タ
ー
・
話
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
-
男
性
の
料
理
教
室
・
簿
記
・
ウ
ィ

ズ
カ
レ
ッ
ジ
・
自
分
を
知
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
諮
演

会
・
女
性
史
・
閉
経
の
家
事
学
入
門
・
高
齢
者
ケ
ア
を
知
ろ
う
・
夫

婦
で
社
交
ダ
ン
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
文
章
(
市
川
市
)

*
那
副
市
の
女
性
情
強
誌
を
作
る
諦
座
・
親
子
で
学
ぶ
ジ
ェ
ン
ダ
l
諦

座
・
趣
味
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
的
と
し
た
諦
座
(
那
塑
巾
)

*
「
し
ず
お
か
女
性
カ
レ
ッ
ジ
」
「
あ
ざ
れ
あ
ん
・
る
ね
っ
さ
ん
す
」
「
エ

ン
パ
ワ
メ
ン
ト
諮
座
」
等
の
中
で
女
性
学
・
女
性
の
体
・
労
働
問
題
・

起
業
・
表
現
・
育
児
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
(
静
岡
県
)

企
空
間
謹
相
座
の
決
定
方
法

①
職
員
に
よ
る
企
画

金
巾
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
企
画

@
伺
識
者
か
ら
の
助
言
に
よ
る
企
画

④
そ
の
他

@
関
連
機
関
へ
の
委
嘱
に
よ
る
企
画

7 12 21 55 2 
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8 

受
講
者
の
多
い
講
座

*
再
就
抑
講
座
・
パ
ソ
コ
ン
(
川
西
市
)

*
再
就
職
支
援
諦
座
(
パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ
)
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

(
立
川
市
)

*
パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ
(
浜
松
市
・
品
川
区
)

*
女
性
大
学
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
間
程
料
理
教
室
(
高
埋
叩
)

*
技
術
習
得
講
座
(
ワ
ー
プ
ロ
・
簿
記
)
(
国
分
寺
市
・
誌
飾
区
)

*
資
格
取
得
に
関
す
る
も
の
・
パ
ソ
コ
ン
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
マ
ナ
ー

(
秋
田
市
)

*
「
働
く
こ
と
」
を
テ
l
マ
に
し
た
も
の
(
三
頂
県
・
愛
知
川
以
)

*
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
・
自
己
割
U
セ
ミ
ナ
ー
(
佐
賀
県
)

*
起
業
家
セ
ミ
ナ
ー
(
足
立
区
・
兵
時
限
・
愛
知
県
)

*
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
講
座
(
静
岡
県
)

*
女
箆
子
・
男
悠
子
(
山
口
市
)

*
女
性
問
題
専
問
陸
軍
川
区
)

*
自
己
開
発
前
座
・
文
化
部
座
(
愛
媛
県
)

*
ア
サ
l
テ
ィ
プ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
(
自
己
主
張
、
自
己
表
現
の
訓
練
)

(
奈
良
県
・
福
岡
県
)

*
て
い
る
る
カ
レ
ッ
ジ
(
沖
制
県
)

*
自
己
表
現
前
出
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
前
座
・
ひ
よ
こ
学
級
・
料
理
(
静

m

岡
市
)

*
情
報
誌
・
自
分
史
(
女
性
学
講
座
)
・
ワ
ー
プ
ロ
(
渋
谷
区
)

*
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
プ
・
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
・
女
性
学
・
い
ま
ど
き
マ

マ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
柑
産
・
パ
ソ
コ
ン
(
北
九
州
市
)

*
子
育
て
部
座
(
女
、
母
と
し
て
の
生
き
方
)
(
自
問
区
)

*
子
育
て
期
の
女
性
の
社
会
参
加
を
考
え
る
講
座
(
新
潟
市
)

*
よ
り
よ
い
郭
ら
し
方
を
求
め
て
(
サ
ロ
ン
・
D
E
・ト
l
ク
)
(
荒
川
区
)

*
生
活
に
直
結
し
た
よ
う
な
内
容
・
著
名
人
の
諮
一
割
(
山
梨
県
)

*
生
活
文
化
講
座
・
パ
ソ
コ
ン
(
長
崎
市
)

*
英
会
話
前
座
・
シ
ネ
マ
(
盟
国
区
)

*
日
本
語
講
座
・
働
く
女
性
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
・
陶
芸
(
港
区
)

*
日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
義
成
(
市
川
市
・
足
立
区
・
港
区
)

*
男
性
の
料
開
教
室
(
市
川
市
)

*
保
育
サ
ー
ビ
ス
支
援
前
座
合
柏
岡
県
)

*
P
T
A
広
報
作
成
前
座
・
文
学
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
プ
ロ
(
練
馬
区
)

*
秋
の
迎
続
刊
陸
(
新
宿
区
)

*
英
語
で
読
む
世
界
の
女
性
・
参
加
者
百
名
対
象
の
水
限
サ
ロ
ン
(
年

間
十
回
)
(
横
浜
市
)

*
女
性
問
胞
を
取
り
上
げ
た
シ
ネ
マ
・
時
代
を
テ
l
マ
に
し
た
語
ら
い



の
広
場
(
文
京
区
)
*
シ
ネ
マ
&
ト
l
ク
(
東
京
都
)

*
ア
ジ
ア
理
解
セ
ミ
ナ
ー
-
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
・
起
業
講

座
(
大
阪
市
)

*
女
性
大
学
・
国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー
-
お
や
じ
ワ
ク
ワ
ク
体
験
強
(
板
橋
区
)

*
女
性
学
・
男
性
学
・
語
学
・
美
術
・
工
芸
・
実
用
・
ダ
ン
ス
・
音
楽
(
江
東
区
)

*
町
歩
き
セ
ミ
ナ
ー
・
受
身
型
の
セ
ミ
ナ
ー
(
金
沢
市
)

*
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
l
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
(
府
由

4
g

*
さ
ぬ
き
男
塾
・
起
業
家
セ
ミ
ナ
ー
(
高
松
市
)

*
実
技
が
伴
う
楽
し
い
柑
崖
(
吹
田
市
)

9 

運
営
資
金
の
問
題

1 

30 28 

中の
'hv

な
し
無
回
答

*
年
々
予
算
が
減
少
し
て
い
る
:
:
:
行
政
の
財
政
難
。
(
多
数
)

*
時
代
を
反
映
し
て
予
算
が
と
り
に
く
い
。

*
事
業
数
、
謝
礼
額
の
減
少
。

*
事
業
数
・
運
営
面
で
切
り
つ
め
て
い
る
。

*
会
館
の
維
持
管
理
及
び
事
業
規
模
な
ど
に
問
題
。

*
事
務
局
管
理
賀
、
事
務
消
耗
品
質
、
諦
師
報
酬
な
ど
す
べ
て
に
不
足
。

2 3 

5 

*
少
な
い
費
用
で
魅
力
あ
る
諮
座
を
企
画
し
、
魅
力
あ
る
講
師
を
見
つ

け
る
こ
と
が
難
し
い
。

*
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
各
種
の
事
業
展
開
が
十
分
で
な
い
場
合
が

多
い
。

*一

O
O
%県
の
補
助
に
依
存
し
て
い
る
。

*
市
の
予
算
で
あ
る
た
め
、
オ
ー
プ
ン
時
か
ら
事
業
量
が
伸
び
な
い
。

*
運
営
主
体
が
、
財
団
法
人
で
あ
る
た
め
有
料
で
諦
座
を
実
施
し
、
資

金
を
賄
っ
て
い
る
。

*
予
算
削
此
で
析
し
い
試
み
が
な
か
な
か
出
来
な
い
。

*
複
合
館
で
あ
り
建
物
の
管
理
運
営
を
(
財
)
石
川
県
女
性
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
て
い
る
。
設
備
の
保
守
は
面
積
割
だ
が
予
算
不
足
。

*
修
繕
に
経
費
が
大
幅
に
か
か
る
。

*
自
主
財
源
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
。

*
県
財
政
の
圧
迫
に
よ
り
事
業
に
十
分
な
予
算
が
つ
か
な
い
。

*
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
目
的
を
い
か
に
し
て
達
成
す
る
か
課
題
。

10 

設
備
・
機
能
の
問
題

1 

あ
る
な
し
無
回
答

24 33 

2 3 

6 

83 



〈
古
い
〉

*
開
郎
十
年
を
地
さ
段
見
み
怖
が
十
日
く
な
っ
た
。

*
施
設
の
老
朽
化
1
*
修
制
が
多
く
な
っ
て
き
た
。

*
備
品
等
が
古
い
。
貸
し
出
す
図
討
を
悶
く
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
な
っ
て

き
た
。

*
十
六
年
を
経
て
、
海
辺
に
接
す
る
た
め
老
朽
化
が
進
む
。

*
開
設
十
五
年
に
な
る
こ
と
と
社
会
状
況
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
あ
り

方
の
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
。

*
三
、
四
年
内
に
建
て
替
え
ら
れ
る
予
定
な
の
で
、
今
は
す
べ
て
十
分
で

な
し
。

*
開
設
十
年
、
新
規
設
備
の
克
析
が
必
盟
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

*
二
十
二
年
経
過
し
た
の
で
設
備
の
機
能
低
下
や
損
傷
に
よ
り
更
新
す

る
た
め
予
算
確
保
が
悶
難
。

*
修
復
工
事
の
た
め
休
館
日
を
設
け
た
り
部
民
の
貸
し
出
し
が
出
来
な

い
こ
と
が
あ
る
。

*
機
器
の
保
守
純
資
が
多
大
と
な
っ
て
き
た
。

〈
狭
い
・
使
い
に
く
い
〉

*
会
議
室
が
不
足
・
相
談
機
能
の
未
撚
備
。

*
駐
車
場
が
狭
い
・
相
談
業
務
が
手
掛
川
(
専
門

muの
不
足
)
。

*
釘
ピ
ル
の
た
め
会
舟
宗
小
さ
い
。
間
仕
切
り
を
し
て
の
利
川
で
不
便

*
施
政
が
狭
い
(
五
附
辿
の
う
ち
三
附
郎
分
だ
け
)
。

*
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
l
ム
が
無
い
。

*
事
務
室
と
常
習
室
が
離
れ
て
い
る
。
保
育
室
と
担
談
室
が
隣
り
合
わ

せ
で
音
漏
れ
が
ひ
ど
い
。

*
調
理
室
が
あ
る
と
良
い
。

*
相
談
室
が
フ
ロ
ア
ー
の
奥
な
の
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
環
境
が
完
全
で
な

-
V
 

*
机
な
ど
は
移
動
し
や
す
い
軽
抵
の
も
の
が
必
要
。

*
設
備
は
あ
っ
て
も
複
合
施
設
だ
と
た
い
へ
ん
使
い
づ
ら
い
。
共
通
課

題
の
あ
る
部
門
と
の
複
合
施
設
が
良
い
。

*
事
務
室
に
地
上
炉
必
陪
の
モ
ニ
タ
ー
周
囲
が
無
い
。
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企
臥
幽
と
哩
癒
阿
と
の
ズ
レ
〉

*
計
両
段
階
と
実
際
の
利
則
と
で
ズ
レ
が
出
て
い
る
。

*
ビ
デ
オ
編
集
機
器
を
持
つ
ス
タ
ジ
オ
を
備
え
て
い
る
が
利
用
が
少
な

ぃ
。
抱
弱
者
の
配
附
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
配
慮
が
足
り
な
か
っ
た
。

〈
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
不
惨

*
間
報
誌
の
発
行
や
間
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
末
技
術
口



*
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
な
い

(
H
m年
パ
ソ
コ
ン
導
入
予
定
)
。

〈
そ
の
@

*
細
か
い
部
分
で
利
用
者
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ク
レ
ー
ム
が
あ
る
。

*
新
規
備
品
が
な
か
な
か
購
入
で
き
な
い
。

*
子
供
室
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ル
l
ム
等
利
用
率
の
非
常
に
高
い
部
屋
は

希
望
し
て
も
使
用
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。

11 

人
材
面
の
問
題

-

あ

る

必

①
専
門
職
員
の
不
足

@
職
員
へ
の
待
遇
が
不
十
分

霊
産
諦
師
の
不
足

④
そ
の
他

2

な
い
無
回
答

5 16 8 12 10 30 

3 
*
事
務
事
業
量
に
対
し
て
職
員
の
絶
対
数
が
不
足
。

*
専
門
職
員
が
不
足
し
て
担
護
霧
が
手
薄
。

*
全
体
的
に
人
手
不
足
。

*
館
長
が
女
性
問
題
専
門
員
で
な
く
単
に
経
理
の
事
務
の
み
の
点
。

*
財
政
維
の
た
め
ソ
フ
ト
予
算
が
大
幅
減
と
な
り
県
金
簡
を
招
聴
す

る
こ
と
が
不
可
能
。

*
定
期
的
な
人
事
異
動
に
よ
り
職
員
が
変
わ
る
た
め
事
業
の
充
実
、
継

続
的
な
実
施
の
た
め
に
も
専
門
家
に
よ
る
助
言
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
制

度
化
し
て
い
き
た
い
。

*
経
験
年
数
が
少
な
い
。

*
女
性
担
当
課
と
女
性
セ
ン
タ
ー
を
、
一
人
の
課
長
が
二
人
の
臨
時
職

員
と
巡
営
す
る
と
い
う
組
織
の
弱
さ
が
こ
と
ご
と
く
出
る
。

12 

今
後
開
設
さ
れ
る
女
性
セ
ン
タ
ー
へ
の
提
言

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
書
き
く
だ
さ
い
。

〈ハ
l
ド
号

*
案
内
板
は
明
確
・
明
瞭
・
目
立
つ
よ
う
に
作
成
す
る
。
ス
ク
リ
ー
ン

等
貸
出
し
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
は
、
部
屋
に
固
定
式
で
収
納
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
く
:
・
・
:
職
員
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
な
い
。

*
他
の
行
政
体
、
女
性
セ
ン
タ
ー
、
民
間
団
体
な
ど
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

情
墾
時
新
恩
芸
送
ら
れ
、
そ
の
展
示
、
処
理
に
困
っ
て
い
る
(
た

い
へ
ん
な
数
)
。
展
示
棚
は
十
分
に
留
意
さ
れ
た
い
。

*
建
物
に
関
し
て
は
機
能
性
を
重
視
す
る
と
よ
い
。
階
段
・
エ
レ
ベ

l

85 



タ
l
・
ト
イ
レ
・
幼
児
室
・
各
所
の
照
明
な
ど
が
使
い
や
す
い
も
の

か
ど
う
か
検
討
す
べ
き
。

*
各
室
の
防
音
利
用
者
か
ら
ヰ
杭
あ
り
)
。

営
利
企
業
、
等
の
使
用
を
許
可
す
る
か
ど
う
か
事
前
に
検
討
す
る
必

要
あ
り
。

保
育
室
は
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
五
十
人
く
ら

い
収
容
で
き
る
規
模
の
も
の
を
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
。

*
国
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
理
念
は
大
い
に
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ハ
ー
ド
而
で
は
、
い
つ
で
も
使
え
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
必
ず
設

け
る
こ
と
。
情
報
交
換
の
た
め
、
提
示
版
な
ど
有
効
、
市
民
が
士
床

的
に
活
動
で
き
る
拠
点
に
。

え
る
侃
の
場
や
個
人
で
も
過
ご
せ
る
ス
ペ
ー
ス
が
必
.
到
。

〈
ソ
フ
上
問
。

*
貸
館
は
最
初
が
肝
心
。
貸
し
出
す
団
体
の
活
動
内
容
の
把
握
ま
た
後

片
付
け
ま
で
、
き
ち
ん
と
で
き
る
よ
う
に
抑
制
づ
け
る
。

*
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
大
切
。

*
当
初
の
目
的
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
機
能
が
十
分
県
た
せ

る
よ
う
に
。

*
講
座
等
の
容
泊
者
が
高
齢
化
・
同
定
化
の
傾
向
に
あ
り
、
若
い
人
に

も
魅
力
の
あ
る
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。

*
女
性
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
・
目
的
を
明
確
に
し
た
ほ
う
が
良
い
。

*
あ
れ
も
こ
れ
も
と
考
え
な
い
で
、
目
玉
に
な
る
も
の
を
持
つ
。

*
近
年
、
女
性
の
社
会
進
出
が
目
覚
し
く
、
同
時
に
女
性
の
「
女
性
問

題
」
に
対
す
る
な
識
の
向
上
が
み
ら
れ
る
が
、
女
性
の
大
半
は
ま
だ

そ
れ
に
気
づ
い
て
お
ら
ず
、
ま
た
は
気
が
つ
い
て
も
行
動
を
起
こ
す

の
に
髭
仇
を
持
つ
人
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
い
て
は
、
意
識

の
高
低
に
か
か
わ
ら
ず
数
多
く
の
女
性
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
な
各

組
の
部
座
を
開
設
し
、
ま
ず
来
館
し
て
も
ら
い
、
徐
々
に
意
識
を
変

え
て
い
く
方
法
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
職
員
に
つ
い
て
も

前
向
き
な
窓
識
改
革
が
望
ま
し
い
。

*
新
し
い
情
報
が
常
に
得
ら
れ
る
手
立
て
が
必
盟
。

*
女
性
問
題
を
専
門
に
や
る
人
だ
け
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
税
金
で
建
て
る
の
で
、
す
べ
て
の
人
に
啓
発
活
動
が
行
き
わ
た

る
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。
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〈
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
v

*
利
用
す
る
市
民
と
セ
ン
タ
ー
設
問
者
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
。

*
他
の
女
性
セ
ン
タ
ー
の
模
倣
に
終
わ
ら
ず
鹿
児
島
県
民
が
真
に
必
要

と
す
る
施
設
と
は
何
か
を
よ
く
リ
サ
ー
チ
、
あ
る
い
は
実
際
に
利
用



す
る
で
あ
ろ
う
人
の
意
見
を
聴
い
て
ほ
し
い
。

*
住
民
が
自
主
的
に
歩
茄
し
、
声
を
十
分
に
反
映
で
き
る
場
に
。

*
既
成
の
女
性
セ
ン
タ
ー
の
長
所
、
短
所
を
学
ぶ
。
市
民
の
戸
を
吸
い

あ
げ
、
よ
く
強
削
し
施
設
に
取
り
入
れ
て
も
ら
う
。
何
か
特
色
の
あ

る
も
の
を
施
設
・
運
営
に
取
り
入
れ
て
も
ら
う
。

*
市
民
の
ニ

l
ズ
の
把
握
と
行
政
の
や
る
べ
き
こ
と
、
で
さ
る
こ
と
の

調
整
に
時
間
を
か
け
る
こ
と
。

*
地
域
の
特
性
及
び
市
民
ニ

l
ズ
の
把
握
を
す
る
こ
と
が
壁
考

@
在
や
若
者
も
入
り
や
す
い
襲
鼠
に
〉

*
女
性
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名
称
は
男
性
が
利
用
し
づ
ら
い
と
い
う
意
見

が
多
く
あ
る
。
男
女
共
同
委
幽
を
め
ざ
す
拠
点
と
し
て
一
考
が
必
要
。

*
名
称
は
男
女
が
共
に
利
用
で
き
る
よ
う
女
性
セ
ン
タ
ー
的
に
な
ら
な

い
ほ
う
が
良
い
。
設
備
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

*
今
後
は
「
女
性
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
名
称
よ
り
「
男
女
共
生
推
進
セ

ン
タ
ー
」
の
よ
う
に
男
女
共
生
の
活
動
の
拠
点
と
い
う
よ
う
な
視
点

で
取
り
組
ま
れ
た
ほ
う
が
時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

*
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
に
な
る
べ
く
事
本
運
営
の
方
針
を
推
進

し
て
欲
し
い
。
名
称
も
含
め
て
。

*
男
性
や
若
者
の
参
加
が
少
な
い
の
で
、
悶
荏
・
若
者
も
入
り
や
す
い

* 吉産
農2
天理
+1 11ノヮ、

五考
古市

踏
をで

~! 
試な
i帰 P

花B
hE 
ちち
て

会
窓
曇
克
・
そ
の
他
〉

*
①

m民
が
利
用
し
や
す
く
、
親
し
み
ゃ
す
い
施
設
で
あ
る
こ
と
。

②
時
代
の
要
請
に
応
え
る
と
と
も
に
社
会
変
化
に
適
確
に
対
応
で
き

る
企
画
議
室
推
進
で
き
る
体
制
を
も
つ
こ
と
。

命
調
査
・
研
究
機
能
に
秀
れ
る
と
と
も
に
市
民
企
画
の
視
点
と
実
践

性
に
富
ん
で
い
る
こ
と
。

命
相
談
・
シ
ェ
ル
タ
l
機
能
が
万
全
で
あ
る
こ
と
。

*
全
館
禁
煙
・
無
理
な
ら
分
煙
を
。
障
害
者
・
小
児
連
れ
の
人
に
配
慮

し
た
施
設
(
バ
リ
ア
フ
リ
l
・
障
害
者
用
ト
イ
レ
)
。

*
職
員
の
中
に
は
女
性
学
の
知
識
が
あ
り
、
男
女
平
等
意
識
の
高
い
専

門
職
員
が
何
人
か
い
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
う
。

*
職
員
:
・
・
:
女
性
問
題
の
専
門
家
を
プ
ロ
パ
ー
と
し
て
配
置
す
る
。
設

備
機
能
:
・
:
・
百
人

1
二
百
人
程
度
の
小
ホ
l
ル
が
必
要
。

*
セ
ン
タ
ー
部
分
が
会
の
な
か
に
あ
り
、
年
て
二
回
他
市
の
セ
ン
タ
ー

の
見
学
を
し
て
い
る
。
他
に
今
年
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
二
回
、
昨

年
、
提
言
を
市
に
対
し
て
行
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
意
見

交
換
は
行
な
っ
て
い
く
予
定

l

u



ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
下
さ
っ
た
施
設
名

V
札
悦
山
女
性
セ
ン
タ
ー

v山
川
別
人
文
記
セ
ン
タ
ー
「
エ
ル
・
パ
1
ク
出
u」

v
m分
寺
市
女
性
セ
ン
タ
ー
「
ラ
イ
ツ
こ
く
ぶ
ん
じ
」

V
調
布
市
制
人
会
館

V
秋
間
市
女
性
常
世
セ
ン
タ
ー

v新
潟
川
市
女
性
セ
ン
タ
ー

v立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ア
イ
ム
」
V
府
中
市
女
性
セ
ン
タ
ー
「
ス
ク
エ
ア
幻
」

V
金
沢
市
女
性
セ
ン
タ
ー

v新
潟
市
女
性
セ
ン
タ
ー
「
ア
ル
ザ
」

V
州
統
山
笠
か
な
が
わ
託
セ
ン
タ
ー

vフ
ォ
ー
ラ
ム
よ
こ
は
ま

V
長
野
川
公
住
総
合
セ
ン
タ
ー

v長
野
市
勤
労
者
女
史
晶
「
し
な
の
き
」

V
山
梨
以
立
主
女
性
セ
ン
タ
ー

v浜
松
市
背
年
前i
人
会
館
「
あ
い
ホ
l
ル」

V
竿
舟
パ
巾
女
将
軍
セ
ン
タ
ー

vた
か
さ
き
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

v
m
p託
接
H

セ
ン
タ
ー
寄
れ
あ
」

V
静
岡
市
女
史
一
節
「
ア
イ
セ
ル
幻
」

V
市
川

m存
セ
ン
タ
ム
ウ
ィ
ズ
」

V
船
橋
市
女
性
セ
ン
タ
ー

v愛
知
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ル
あ
い
ち
」

V
松
戸
市
女
性
セ
ン
タ
ー
「
ゅ
う
ま
つ
ど
」

V
三
冊
以
以
女
性
セ
ン
タ
ー

v滋
到
県
立
制
人
セ
ン
タ
ー

V
車
京
ウ
イ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ

V
足
立
区
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
「
L
・
ソ
フ
ィ
ア
」

V
大
阪
府
立
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ド
1
ン
セ
ン
タ
ー
」

V
荒
川
区
別
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
「
ア
ク
ト
剖
」

V
大
阪
市
女
性
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
「
ク
レ
オ
大
阪
北
・
西
・
前
」

V
板
橋
区
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー

vお
お
た
女
性
セ
ン
タ
ー

v吹
川
市
立
在
セ
ン
タ
ー
コ
ア
ユ
オ
」
V
日
槻
市
女
性
セ
ン
タ
ー

v日
飾
区
女
性
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
メ
ン
ズ
パ
ル
」

V
京
却
巾
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都
」

V
江
京
区
女
性
セ
ン
タ
ー

v品
川
区
女
性
セ
ン
タ
ー

v京
民
川
小
女
性
セ
ン
タ
ー

v
n
m川
小
立
女
性
セ
ン
タ
ー
「
イ
ー
ブ
ン
」

V
新
伯
区
女
性
抑
制
限
セ
ン
タ
ー
「
ウ
イ
ズ
析
的
」

V
川
内
市
立
女
性
セ
ン
タ
ー

v広
刈
ヂ
ぷ
性
総
合
セ
ン
タ
ー
「
エ
ソ
!
ル
広
位

V
渋介
K
性
セ
ン
タ
ー
{
ア
イ
リ
ス
」

V
す
み
だ
女
性
セ
ン
タ
ー
「
す
ず
か
け
」

V
愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

v高
松
市
女
性
セ
ン
タ
ー

V
文
京
似
合
住
セ
ン
タ
ー

v収
品
M

白
川
安
川
本
訴
蛙
セ
ン
タ
ー
「
エ
ポ
ツ
ク
叩
」

V
両
知
市
女
性
セ
ン
タ
ー
※

V
北
九
州
市
立
女
性
セ
ン
タ
ー
「
ム

i
プ」

V
中
野
氏
女
性
会
館

V
純
ぬ
区
立
制
民
女
性
セ
ン
タ
ー

v制
限
砿
耕
作
セ
ン
タ
ー
百
す
ば
る

-v長
崎
市
女
性
セ
ン
タ
ー
「
ア
マ
ラ
ン
ス
」

V

H瓜
区
女
性
抑
制
限
セ
ン
タ
ー

v港
区
立
女
性
セ
ン
タ
ー

v伎
町
出
品
女
践
活
セ
ン
タ
ー
「
ア
パ
ン
セ
」

V
熊
奈
川
総
合
女
性
セ
ン
タ
ー

V
市
瀬
市
列
女
共
同
委
阿
セ
ン
タ
ー
「
ア
イ
レ
ッ
ク
」

V
枕
明
応
接
H
セ
ン
タ
ー
「
て
い
る
乏

V
な
は
女
性
セ
ン
タ
ー

※
同
知
市
女
性
セ
ン
タ
ー
は
何
年

3
月
で
閉
館
。
卯
年
2
月
に
県
と
共
同
の
女
性
セ
ン
タ
ー
が
開
館
す
る
。
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小
川
こ
の
夏
は
〈
女
性
セ
ン
タ
ー
〉
一
色
で
し
た
ね
。
本
当
に
編
集

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
仕
事
の
合
間
を
ぬ
っ
て
は
集
ま
っ
て
、
夏
休
み

返
上
で
の
共
同
作
業
:
・
・
:
気
合
い
入
っ
て
ま
し
た
よ
ね
(
笑
)
。

今
の
日
本
を
救
え
る
の
っ
て
、
も
う
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
し

か
な
い
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
わ
せ
て
も
ら
え
ば
、
女
性
に
し
か
期
待

で
き
な
い
・
:
:
・
と
い
う
気
が
し
て
ま
す
。
女
性
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
や

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
各
界
の
女
性
た
ち
の
戸
を
き
か
せ
て
い
た
だ
く
中

で
も
、
木
当
に
思
い
が
共
有
で
き
、
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と
も

多
か
っ
た
し
。

今
日
は
と
に
か
く
こ
う
や
っ
て
編
集
ス
タ
ッ
フ
が
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ

で
、
女
性
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
こ
れ
だ
け
は
ぜ
ひ
!
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
の
こ
と
な
ど
を
、
話
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

市
民
に
も
行
政
に
対
す
る
責
任
が
あ
る

大
山
こ
の
一
矢
水
り
女
性
セ
ン
タ
ー
の
設
世
に
市
民
と
し
て
関
心
を

も
つ
こ
と
を
起
点
と
し
て
活
動
し
て
き
で
、
痛
感
し
た
こ
と
が
三
点
あ

る
の
で
す
が
、
ま
ず
一
帯
目
は
市
民
と
し
て
行
政
に
果
た
さ
な
げ
れ
ば

な
ら
な
い
義
務
、
つ
ま
り
選
出
し
た
議
此
と
耐
別
し
て
い
る
職
此
の
職

務
に
対
す
る
責
務
感
を
知
る
こ
と
。
二
番
目
は
市
民
生
活
の
現
状
を
伝

え
、
回
想
と
す
る
も
の
を
具
体
的
に
表
現
し
、
常
に
関
係
機
関
に
情
報

を
送
る
こ
と
。
そ
し
て
三
需
目
は
、
お
互
い
が
立
場
上
勝
っ
た
、
負
け

た
で
は
な
く
、
よ
り
好
ま
し
い
社
会
の
型
U
に
向
か
っ
て
協
力
し
合
う

態
勢
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。

山
口
行
政
の
方
た
ち
と
話
す
た
び
に
、
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
ね
。
公
共
事
業
で
ハ
コ
も

の
が
で
き
る
と
「
あ
ら
?
い
つ
の
間
に
?
」
な
ん
て
い
う
反
応
ば
か
り

し
て
き
た
自
分
を
、
今
は
無
責
任
だ
っ
た
と
思
う
。
で
き
る
と
き
に
意

見
を
言
え
る
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
た
だ
黙
っ
て
見
て
い
る
の
は
、
後

の
世
代
に
と
っ
て
犯
罪
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
。
だ
か
ら
今
回
の
女

性
セ
ン
タ
ー
は
、
自
分
た
ち
も
使
い
、
次
の
世
代
に
も
胸
を
は
っ
て
受

け
継
い
で
い
け
る
、
そ
う
い
う
生
き
た
も
の
に
な
る
よ
う
、
で
き
る
限
り

の
働
き
か
け
を
し
た
い
の
だ
け
ど
:
:
:
。

皮
筒
石
こ
の
頃
、
社
会
に
無
関
心
な
人
が
多
い
け
れ
ど
、
社
会
が
良

く
な
い
と
ひ
い
て
は
自
分
の
首
を
し
め
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
に

気
づ
い
て
ほ
し
い
。
社
会
の
問
題
は
そ
こ
に
生
き
て
い
る
自
分
の
問
題

で
も
あ
る
の
だ
と
。
そ
う
い
う
発
訟
で
考
え
て
い
く
と
、
女
性
セ
ン
タ
ー

が
い
か
に
大
切
な
も
の
で
あ
る
か
が
実
感
を
と
も
な
っ
て
わ
か
っ
て
く

る
。
だ
か
ら
と
に
か
く
思
い
つ
く
引
は
何
で
も
や
っ
て
き
た
一
年
だ
っ
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た
ね
。
「
出
る
杭
は
打
た
れ
る
」
み
た
い
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、

今
回
こ
う
し
て
ま
と
め
て
み
る
と
、
が
ん
ば
っ
て
き
た
な
、
と
。

ジ
エ
ン
タ
ー
フ
リ
ー
な
生
き
方
を
支
媛
す
る
セ
ン
タ
ー
に

小
川
公
共
事
業
の
建
物
が
で
き
る
前
か
ら
こ
ん
な
に
市
民
が
活
発
に

意
見
を
届
け
よ
う
と
す
る
の
は
、
鹿
児
島
で
は
初
の
試
み
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
こ
う
い
う
市
民
の
声
が
活
か
さ
れ
る
か
ど
う
か
で
、
行
政
の

姿
勢
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
ね
。
と
に
か
く
基
本
構

想
、
基
本
計
画
、
そ
れ
に
設
計
に
す
す
む
前
に
何
と
か
し
な
き
ゃ
と
、

無
我
夢
中
で
し
た
か
ら
ね
。

さ
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
成
立
に
向
け
、
あ
ら
た
め
て

女
性
セ
ン
タ
ー
に
ど
ん
な
こ
と
を
期
待
し
ま
す
か
?

赤
星
何
と
い
っ
て
も
、
つ
ν
ェ
ン
ダ
l
フ
リ
ー
な
生
き
方
を
男
女
が
共

同
で
作
っ
て
い
く
社
会
を
支
援
す
る
館
」
と
し
て
の
女
性
セ
ン
タ
ー
に

期
待
し
て
い
ま
す
よ
。
特
に
「
女
性
の
人
権
」
に
関
し
て
の
学
習
、
そ

し
て
社
会
の
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

諏
訪
回
そ
う
そ
う
。
ジ
ェ
ン
ダ
1
の
問
題
は
大
人
の
私
た
ち
に
と
っ

て
も
意
識
に
染
み
込
ん
だ
重
要
な
問
題
だ
け
ど
、
大
人
の
た
め
だ
け
で

子
ど
も
た
ち
に
も
ジ
ェ
ン
ダ
l
の
視
点
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
要
素
が
あ
る
と
、
将
来
性
の
あ
る
セ
ン
タ
ー
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
休
日
な
ど
気
軽
に
学
ん
だ
り
、
話
し
合
っ
た
り
で
き
る

セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
。

皮
簡
石
ど
こ
に
い
て
も
感
じ
る
け
ど
、
本
当
に
ジ
ェ
ン
ダ
l
の
問
題

は
根
が
深
い
よ
ね
。
ジ
ェ
ン
ダ
l
の
問
題
が
な
い
家
庭
と
い
う
の
も
少

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。
ジ
ェ
ン
ダ
l
の
問
題
っ
て
社
会
的
に
刷
り

込
ま
れ
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
、
皆
、
意
識
し
て
ほ
し

い
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
次
世
代
を
確
実
に
変
え
て
い
く
に
は
、
ど
う
し

て
も
「
教
育
」
の
こ
と
を
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
思
う
し
、
年
頃

の
子
ど
も
を
も
っ
親
と
し
て
は
、
何
だ
か
あ
せ
っ
て
し
ま
い
そ
う
。
女

性
セ
ン
タ
ー
は
ぜ
ひ
若
い
世
代
に
も
利
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
た
い
で

す
ね
。
山
口
「
わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
や
め
ら
れ
な
い
」
み
た
い
な
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
、
友
だ
ち
に
子
ど
も
が
産
ま
れ
る
と
、
つ
い
つ
い
「
女
の
子

だ
か
ら
ピ
ン
ク
」
と
か
ね
。
こ
の
頃
意
識
し
て
、
女
の
子
で
も
男
の
子

で
も
黄
色
に
し
た
り
し
て
。
そ
れ
に
自
分
の
家
庭
内
で
は
が
ん
ば
っ
て

て
も
、
学
校
に
い
っ
た
ら
赤
い
ラ
ン
ド
セ
ル
と
黒
い
ラ
ン
ド
セ
ル
、
ス

カ
ー
ト
と
ズ
ボ
ン
に
な
っ
た
り
:
・
:
・
。
ま
だ
ま
だ
た
い
へ
ん
。

諏
訪
田
そ
ん
な
中
で
、
学
校
で
も
混
合
名
簿
に
す
る
と
こ
ろ
が
少
し

な
く
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ず
つ
だ
け
れ
ど
刑
え
て
い
て
、
何
が
一
帯
変
わ
る
か
と
い
う
と
、
先
生

た
ち
が
「
自
分
自
身
の
-U尚
が
変
わ
る
」
と
討
っ
て
い
る
か
ら
、
な
胤

を
変
え
て
い
く
の
に
は
、
既
存
の
も
の
を
明
し
て
い
く
作
業
が
必
到
な

の
か
も
。

シ
ェ
ル
タ
|
機
能
が
ぜ
ひ
ほ
し
い

小
川
子
ど
も
の
意
識
に
は
大
人
の
影
響
が
大
き
い
し
、
子
ど
も
た
ち

の
い
じ
め
や
校
内
暴
力
だ
っ
て
大
人
社
会
の
反
映
で
す
か
ら
ね
。
そ
う

い
う
意
味
で
も
深
刻
な
の
は
家
庭
に
お
け
る
総
力
(
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス
)
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。

西
村
そ
う
な
ん
で
す
:
:
:
。
日
本
で
は
家
庭
内
暴
力
と
い
う
と
子
ど

も
に
よ
る
暴
力
が
一
般
的
だ
け
ど
、
実
際
に
は
夫
に
よ
る
総
力
と
い
う

の
が
多
い
と
思
う
。
家
庭
内
の
こ
と
は
犯
出
と
し
て
別
せ
ら
れ
な
い
の

で
、
表
同
化
し
て
い
な
い
だ
け
で
、
暴
力
を
受
け
る
ほ
う
の
人
間
と
し

て
、
安
全
に
時
ら
せ
る
椛
利
は
蒋
わ
れ
て
い
る
。
人
権
の
問
題
と
し
て

も
、
行
政
は
こ
の
問
題
に
し
っ
か
り
目
を
向
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。
一
つ
の
機
関
、
施
設
だ
け
で
仰
決
で
き
る
問
題
で
は
な

い
が
、
核
に
な
り
本
質
的
な
問
題
を
強
制
し
た
り
、
個
別
の
状
況
に
的

確
に
対
処
し
て
い
け
る
能
力
を
持
っ
て
い
く
こ
と
が
必
盟
だ
と
思
う
。

査
一
本
当
に
。
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
問
地
は
見
え
に

く
い
け
れ
ど
、
椛
宍
に
あ
っ
て
、
解
決
が
一
帯
急
が
れ
る
川
凶
だ
と
私

も
思
う
の
。
そ
れ
に
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
に
と
も
な
う
パ

ワ
!
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
性
差
別
社
会
の
影
響
刀
を
皆
で
考
え
な

け
れ
ば
、
主
体
的
な
生
き
方
も
、
女
性
の
社
会
参
画
や
自
立
も
、
あ
り

え
な
い
の
だ
か
ら
。

山
口
八
月
の
末
に
参
加
し
て
き
た
会
で
も
、
「
シ
ェ
ル
タ
l
」
の
こ
と

は
話
地
に
な
っ
た
け
ど
、
他
県
の
自
治
体
で
も
必
裂
だ
と
は
認
め
な
が

ら
も
な
か
な
か
手
を
つ
け
ら
れ
ず
に
い
て
、
民
間
に
頼
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
よ
う
で
し
た
。
お
金
も
人
材
も
動
か
せ
る
は
ず
の
行
政
が
、

民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
等
し
い
人
た
ち
に
お
ん
ぶ
し
て
い
る
、
と
い

う
感
じ
が
し
て
・
・
・
:
・
。

小
川
行
政
の
現
業
で
も
、
子
ど
も
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
や
母
子

技
な
ど
、
か
け
こ
み
寺
と
か
シ
ェ
ル
タ
1
の
役
割
も
あ
る
の
だ
け
れ
ど
、

先
日
も
知
人
が
お
世
話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
問
題
点
は
、
女
性
(
母

親
)
も
子
ど
も
も
自
分
が
思
い
ん
だ
と
思
い
込
ん
で
我
慢
し
て
、
な
か

な
か
相
談
に
い
か
な
い
こ
と
に
も
あ
り
ま
す
よ
ネ
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
、

行
政
的
保
訟
の
必
盟
性
を
強
く
感
じ
ま
す
ね
。

大
山
今
の
今
、
私
た
ち
が
求
め
て
い
る
の
は
「
シ
ェ
ル
タ
1
を
即
設

閉
山
す
る
こ
と
」
で
は
な
く
て
、
シ
ェ
ル
タ
1
が
必
盟
な
こ
と
に
つ
い
て
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解
法
胤
を
諮
り
、
学
び
あ
っ
て
、
女
性
問
題
の
一
つ
を
共
有
し
あ
っ
て

い
け
る
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
。

現
実
に
私
た
ち
が
ほ
し
い
女
性
セ
ン
タ
ー
は
、
極
彩
色
に
塗
り
込
ま

れ
た
手
文
時
で
は
な
く
、
諸
々
の
問
題
解
決
へ
な
ん
と
か
手
が
か
り
を

つ
け
よ
う
と
す
る
、
頑
丈
な
工
具
箱
。
そ
の
中
の
工
具
の
使
い
よ
う
に

よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
解
決
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

女
性
セ
ン
タ
ー
を
情
報
基
地
に

赤
星
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、
相
談
草
木
の
質
の
高
さ
が
ネ
ッ
ク
で

す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
少
子
・
高
齢
化
が
進
む
社
会
に
対
応
し

成
長
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
女
性
セ
ン
タ
ー
に
は
、
柔
軟
な
対
処

の
で
き
る
度
量
の
あ
る
館
長
が
必
要
だ
と
思
う
し
、
心
を
癒
し
、
交
流

(
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
)
の
場
と
し
て
発
展
す
る
た
め
の
専
門
の
ス
タ
ッ

フ
の
育
成
も
急
務
で
す
。
実
用
的
で
機
能
的
な
工
具
も
、
使
い
方
ひ
と

つ
で
し
ょ
う
か
ら
。

小
川
と
こ
ろ
で
九
八
年
度
版
の
『
女
性
施
設
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
に
「
芦
」

と
し
で
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
女
性
セ
ン
タ
ー
開
設
で
、
本
庁
に
あ
っ
た

女
性
政
策
等
の
担
当
窓
口
が
女
性
セ
ン
タ
ー
へ
移
る
傾
向
が
あ
る
こ
と

へ
の
危
倶
。
私
も
女
性
政
策
は
総
合
行
政
と
し
て
福
祉
-
教
育
-
労
働
、

環
境
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
行
政
施
策
へ
の
ジ
ェ
ン
ダ
l
フ
リ
l
の
視
点
を

取
り
入
れ
、
軸
に
す
え
、
ま
た
実
施
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
女
性
政
策
を
進
め
て
い
く
基
地
的
役
割
を
女
性
セ
ン
タ
ー

に
担
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。

諏
訪
田
ほ
ん
と
、
そ
う
だ
と
思
う
。
鹿
児
島
に
も
い
ろ
い
ろ
な
活
動

を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
案

外
と
難
し
い
ん
で
す
。
女
性
セ
ン
タ
ー
が
そ
う
い
う
情
報
の
発
信
基
地

に
な
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
の
交
流
の
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
パ
ソ
コ
ン
も

普
及
し
て
き
で
い
る
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
も
利
用
で
き
る
情
報

の
受
発
信
機
能
を
備
え
、
全
国
の
女
性
問
題
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
と

も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
ら
れ
る
と
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。

皮
簡
石
そ
れ
に
、
今
の
よ
う
な
経
済
不
況
だ
と
、
閉
経
で
も
雇
用
の

厳
し
い
世
の
中
。
女
性
の
雇
用
状
況
は
氷
河
期
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
く
な
っ

て
い
る
と
か
。
そ
う
な
る
と
こ
れ
ま
で
専
業
主
婦
だ
っ
た
女
性
が
経
済

的
自
立
を
し
て
、
男
女
共
同
参
画
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
道
は
な
か

な
か
険
し
い
:
:
:
。
し
か
し
、
専
業
主
婦
と
し
て
家
庭
に
い
な
が
ら
も

情
報
交
換
で
き
る
と
な
る
と
、
状
況
は
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
。
そ
う
い

う
情
報
の
発
信
地
と
し
て
の
女
性
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
か
な
り
大
き
い

で
す
よ
。
こ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
ワ
ク
ワ
ク
(
笑
)
。

西
村
た
だ
、
複
合
施
設
に
な
る
生
涯
学
習
ノ
ラ
ザ
で
の
諮
座
な
ど
の
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内
容
が
、
女
性
問
題
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
と
ず
れ
な
い
よ
う
に
、

充
分
に
注
意
を
払
っ
て
ほ
し
い
。
特
に
最
近
の
子
ど
も
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
母
親
の
仕
事
や
活
動
に
よ
る
不
在
が
原
悶
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
る
向
き
が
あ
っ
て
、
非
常
に
危
保
し
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
、
女

性
問
題
の
大
き
い
ウ
エ
イ
ト
を
し
め
る
も
の
な
の
で
、
双
方
で
充
分
に

話
し
合
い
、
問
題
提
起
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
盟
だ
と
思
う
よ
。

聞
か
れ
た
運
営
が
不
可
欠

山
口
と
に
か
く
迎
営
に
関
わ
る
人
材
が
明
確
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
持
っ

て
い
な
け
れ
ば
、
女
性
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
役
割
を
県
た
せ
な
い
と
思
う
。

「
企
業
は
人
な
り
」
と
い
う
言
葉
で
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
、
飛
躍

し
て
い
る
企
業
が
あ
る
け
れ
ど
、
行
政
に
は
も
っ
と
そ
う
い
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
し
。

大
山
「
企
業
は
人
な
り
」
は
ま
さ
に
そ
う
で
、
言
い
換
え
れ
ば
「
行

政
は
官
な
り
民
な
り
」
。
「
民
な
り
」
は
代
表
の
議
員
と
選
出
し
た
市
民
。

こ
の
責
任
を
全
う
す
べ
く
頑
張
っ
て
い
る
市
民
の
私
た
ち
、
自
分
た
ち

で
ハ
ナ
マ
ル
あ
げ
た
い
く
ら
い
(
笑
)
。

女
性
政
策
に
も
女
性
セ
ン
タ
ー
の
迎
世
に
も
、
審
議
委
M
M会
、
迎
営

委
員
会
等
が
投
出
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
委
員
に
な
っ
た
ら
常
に
そ
の

任
を
意
識
し
て
、
自
己
学
習
を
し
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
す
。

団
体
長
と
も
な
る
と
「
会
合
の
数
を
こ
な
す
」
物
理
的
作
業
に
追
わ

れ
て
、
役
務
の
一
つ
で
も
あ
る
「
自
分
の
分
身
(
代
理
、
代
行
)
の
育

成
」
、
そ
し
て
「
末
端
の
意
向
を
知
る
」
を
、
だ
ん
だ
ん
忘
れ
て
く
る
方

も
少
な
く
な
い
で
す
よ
ね
。

章
一
そ
う
い
う
戸
は
委
此
経
験
者
か
ら
も
よ
く
聞
き
ま
す
ね
。
自
分

た
ち
の
使
う
施
設
は
自
分
た
ち
の
使
い
や
す
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
声

を
同
け
た
い
と
思
う
の
で
、
委
員
会
が
よ
り
オ
ー
プ
ン
な
も
の
に
な
る

と
い
い
と
思
い
ま
す
よ
。

と
こ
ろ
で
女
性
セ
ン
タ
ー
の
実
際
の
迎
営
は
ど
う
い
う
形
に
な
る
の

か
し
ら
。

小
川
つ
い
最
近
、
全
国
に
八
百
近
く
あ
る
女
性
関
連
施
設
(
女
性
セ

ン
タ
ー
、
働
く
婦
人
の
家
、
民
村
知
人
の
家
等
)
の
運
営
・
利
用
の
実

態
調
査
を
全
国
婦
人
会
的
問
塊
附
会
が
ま
と
め
た
結
果
、
公
設
、
公
営
の

も
の
が
約
半
分
、
公
設
、
民
営
の
も
の
が
三
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
管

事
4
営
而
は
予
算
が
か
ら
ん
で
く
る
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
あ
わ

せ
て
も
う
少
し
分
析
し
て
み
て
も
い
い
で
す
ね
。
そ
れ
に
、
公
営
か
民

営
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
も
ま
と
め
た
い
。
次
か

ら
次
に
テ
l
マ
が
浮
か
ん
で
く
る
け
ど
、
こ
れ
つ
て
な
ん
か
、
み
ん
な

で
夢
を
形
に
し
て
い
く
つ
て
実
感
ね
(
ワ
ク
ワ
ク
:
:
:
)
。
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皮
笛
伺
さ
て
、
ひ
と
と
お
り
意
見
が
出
た
と
こ
ろ
で
。
ち
ょ
う
ど
〈
T

e
k
u
T
e
k
u
〉
結
成
以
来
ア
ま
ず
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
一
人
で
思

う
だ
け
だ
っ
た
こ
と
を
、
同
じ
思
い
の
仲
間
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て

ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
意
志
表
示
で
き
た
し
、
今
ま
で
以
上
に
多
く
の

方
々
と
出
会
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自

分
自
身
が
エ
ン
パ
ワ

l
メ
ン
ト
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
女
性
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
拠
点
が
用
意
さ

れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
こ
か
ら
、
す
べ
て
の
鹿
児
島
の
女

が
エ
ン
パ
ワ

l
メ
ン
卜
す
れ
ば
、
男
だ
っ
て
、
街
だ
っ
て
、
お
の
ず
と

元
気
に
な
り
、
活
性
化
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
い
や
、
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
(
パ
チ
パ
チ
パ
チ
・
:
:
・
拍
手
)
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九会

女
性
と
女
性
セ
ン
タ
ー
ー

つ
く
る
・
っ
か
う
を
考
え
る

使
い
や
す
い
女
性
施
設
っ
て
:
:
:
?

『
っ
か
う
』
側
と
『
つ
く
る
』
側
、
双
方
か
ら
考
え
る
。

-
ウ
ィ
ル
ホ
ー
ル
を
満
杯
に
す
る
ま
で
渋
谷
典
子

-
四
日
市
女
性
セ
ン
タ
ー
の
陸
生
坂
倉
加
代
子

A
V
女
性
セ
ン
タ
ー
行
っ
て
使
っ
て
『
私
の
ひ
と
こ
と
』
ほ
か

あ
ご
ら
ウ
イ
ン
舗
￥
1
0
0
0
+
税
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女
性
と
女
性
セ
ン
タ
ー
E

大
阪
市
立
婦
人
会
館
の
建
て
替
え
を
め
ぐ
っ
て

建
設
か
ら
十
九
年
、
建
て
替
え
ら
れ
る
婦
人
会
館
は
ど
う
な
る
の
か
。

長
年
親
し
ん
で
き
た
女
性
た
ち
が
、
会
館
の
未
来
を
考
え
る
。

-
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
婦
人
会
館
の
明
日
杢
考
え
る

-
こ
れ
か
ら
の
女
性
セ
ン
タ
ー
視
点
・
接
点
・
問
題
点
ほ
か

あ
ご
ら
大
阪
+
あ
ご
ら
ウ
イ
ン
編
￥
1
0
0
0
+
税

。
ご
注
文
は
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
話
・

F
A
X
で

※
あ
ご
ら
会
員
の
方
に
は
税
・
送
料
サ
ー
ビ
ス
い
た
し
ま
す
。

〒
1
6
0
1
0
0
2
2
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労
基
法
つ
い
巳
「
改
悪
」

裁
量
制
は
労
働
強
化
、
女
子
保
護
撤
廃
で
女
性
は
働
き
続
け
ら
れ

な
く
な
る
と
、
労
組
や
市
民
団
体
は
集
会
や
デ
モ
を
続
け
て
強
く
反

対
、
九
月
十
六
日
か
ら
は
〈
労
働
基
準
法
・
労
働
者
派
遣
法
改
恕
N

ゴ
'
ゴ
l

o
f北
向
ア
ピ
ー
ル
迎
助
〉
の
九
人
が
国
会
前
で
「
五
五
ハ
ン
ス
ト

(
五
十
五
時
間
迎
続
こ
に
突
入
な
ど
、
最
後
ま
で
抗
議
し
た
労
働
基

準
法
改
正
案
が
九
月
二
十
五
日
成
立
、
こ
れ
ま
で
の
一
日
九
時
間
、

週
四
十
八
時
間
の
上
限
は
、
一
日
十
時
間
、
週
五
十
二
時
間
に
延
長

さ
れ
た
。
級
梨
胤
と
し
て
育
児
や
介
護
を
す
る
女
性
の
残
業
時
間
は

現
行
ど
お

P平
阻
臼
五
十
時
間
と
さ
れ
た
が
、
残
業
時
間
な
ど
を
規

制
し
た
女
子
保
護
規
定
は
、
来
年
四
月
に
廃
止
さ
れ
る
。
「
労
働
形
態

の
多
様
化
」
の
名
の
も
と
に
、
労
働
界
も
つ
い
に
ビ
ッ
グ
パ
ン
。
施

行
三
年
後
の
見
直
し
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
た
と
は
い
え
、
長
時
間
労

働
の
際
限
な
き
拡
大
の
恐
れ
は
大
き
い
。

組
合
の
な
い
労
働
者
の
た
め
に
都
道
府
県
の
労
政
事
務
所
の
機
能

96 

強
化
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
人
材
派
遣
業
の
自
由
化
を
内
容

と
す
る
労
働
者
派
遣
法
改
正
案
も
上
程
の
予
定
、
予
断
を
許
さ
な
い
。

年
金
法
改
正
、
結
論
が
出
ず

五
年
に
一
度
の
年
金
法
の
改
正
が
来
年
に
迫
っ
た
と
い
う
の
に
、

年
金
・
帯
誠
会
の
意
見
は
瓦
っ
二
つ
に
。
五
つ
の
選
択
肢
(
あ
ご
ら
2

3
6号
認
済
的
自
立
と
女
性
』
初
ペ

l
ジ
)
の
ど
れ
も
採
択
で
き

な
い
ま
ま
「
箆
酬
は
つ
い
に
得
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
異
例
の
意

見
世
と
な
っ
た
。
「
不
公
平
の
象
徴
」
と
言
わ
れ
る
、
問
題
の
コ
ニ
号

被
保
険
者
」
は
、
意
外
に
も
労
働
側
の
反
対
で
現
行
ど
お
り
に
。
代

わ
り
に
強
制
委
此
会
を
設
問
、
場
合
に
よ
っ
て
は
次
の
五
年
を
待
た

ず
に
改
訂
す
る
こ
と
に
。
「
支
給
額
の
減
額
」
や
「
支
給
年
齢
の
繰
り

下
げ
」
は
、
不
況
感
を
い
っ
そ
う
あ
お
る
と
、
こ
れ
も
現
行
ど
お
り
。

代
わ
り
に
今
ま
で
一
律
一
%
だ
っ
た
賞
与
は
、
年
収
額
に
比
例
し
て

徴
収
す
る
こ
と
に
。
ま
た
無
収
入
の
学
生
の
負
担
に
つ
い
て
も
箆
刑

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
国
民
の
年
合
不
安
、
年
金
不
信
に



応
え
る
見
直
し
は
な
く
、
公
的
年
金
だ
け
で
高
齢
期
の
名
品
開
な
ニ
ー

ズ
を
ま
か
な
う
の
は
突
際
上
困
難
で
あ
り
、
適
切
で
も
な
い
。
「
公
的

年
金
を
基
本
と
し
つ
つ
、
そ
れ
に
自
助
努
力
を
組
み
合
わ
せ
て
高
齢

期
の
生
活
に
備
え
る
」
と
い
う
意
見
が
加
え
ら
れ
た
。
厚
生
省
は
意

見
書
を
基
に
法
案
を
つ
く
り
、
再
び
審
議
会
の
控
室
経
て
国
会
に

送
ら
れ
る
。
民
衆
の
声
が
法
案
に
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
、
〈
あ
ご
ら
〉

で
は
得
議
会
委
員
の
国
広
陽
子
さ
ん
を
招
い
て
十
二
月
に
学
習
会
を

聞
く
。
お
問
い
合
わ
せ
は
0
3
・
3
3
5
4
・
3
9
4
1
0

周
辺
事
態
法
案
審
議
は
三
月
の
臨
時
国
会
で

今
国
会
で
は
金
融
問
題
が
長
引
い
た
う
え
、
防
衛
庁
汚
職
問
題
で

政
府
は
形
勢
不
利
に
。
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関
連
法
案
は
三
月
の
臨
時

国
会
で
評
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
市
日
馬
門
迩
動
側
は
十
一
月

(
上
野
野
-
水
水
上
音
楽
堂
、
十
二
時
半
開
始
)
な
ど
更
に
大
規
模
な
反
対

集
会
を
次
々
に
開
催
、
世
論
を
盛
り
上
げ
る
。

ド
イ
ツ
の
新
国
会
、
議
員
の
約
三
分
の
一
は
女
性
巳

九
月
の
総
選
挙
で
当
選
し
た
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
(
下
院
)
新
議
員

六
七
九
人
中
、
女
性
議
員
は
二
O
七
人
と
過
去
盈
品
、
三
分
の
一
近

く
に
達
し
た
。
第
一
党
の
社
会
民
主
党
は
二
九
八
人
中
一

O
五
人
、

大
限
進
の
同
盟

ω・
緑
の
党
は
四
七
人
の
過
半
数
を
超
え
る
こ
七
人

が
女
性
。
一
方
、
敗
れ
た
コ

l
ル
首
相
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会

問
題
は
二
四
五
人
中
、
四
五
人
の
み
(
叩
月
6
日
一
連
邦
議
会
発
表
)
。

動
燃
、

つ
い
に
幕

度
重
な
る
事
故
や
情
報
隠
し
を
続
け
た
動
力
炉
・
核
燃
料
同
発
事

業
団
が
、
三
十
一
年
の
歴
史
に
幕
引
き
、
十
月
一
日
か
ら
新
法
人
、

「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
柿
」
(
略
称
・
サ
イ
ク
ル
機
構
)
が
引
き

継
い
だ
が
、
二
三

O
O件
の
改
善
必
要
事
項
の
う
ち
五

O
O件
が
積

残
し
に
な
っ
て
い
る
う
え
、
「
核
抑
料
サ
イ
ク
ル
が
本
当
に
可
能
か
、

必
要
か
」
と
い
う
基
本
的
な
問
題
は
全
く
論
議
さ
れ
な
い
ま
ま
。

岩
国
と
沖
縄
で
米
兵
ガ
女
子
中
学
生
と
高
校
生
を
殺
傷

八
月
一
日
夜
、
米
海
兵
隊
航
空
基
地
の
あ
る
山
口
県
岩
国
市
で
、

錦
帯
椅
の
花
火
大
会
に
参
品
川
し
た
女
子
中
学
生
と
女
子
高
校
生
が
米

兵
に
連
続
し
て
襲
わ
れ
た
。
中
学
生
の
悲
鳴
に
自
転
車
で
逃
走
し
た
W



米
兵
は
、
数
分
後
に
同
校
生
に
肌
乗
り
し
て
殴
打
。
近
所
の
人
が
か

け
つ
け
た
た
め
強
磁
は
ま
ぬ
が
れ
た
が
、

AL
山
内
対
に
仰
を
れ
っ
た
。
被

害
届
が
出
さ
れ
、
日
略
者
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

mH・MM
は
「
捜

査
中
で
米
兵
と
は
断
定
で
き
な
い
」
と
似
顔
絵
も
公
表
せ
ず
、
市
長

や
教
官
官
「
米
兵
と
特
定
で
き
な
い
」
と
し
、
逆
に
「
巾
尚
生
の

夜
間
外
出
に
注
意
を
」
と
作
砲
を
強
め
た
。
岩
凶
器
地
で
は
、
二
本

め
の
滑
走
路
を
つ
く
る
拡
張
工
事
中
。
岩
胆
港
(
民
間
地
)
に
は
米

軍
輸
送
船
が
強
行
入
港
、
卯
策
輸
送
を
自
民
堂
々
行
う
な
ど
、
「
周
辺

事
態
法
」
の
先
取
り
。
母
親
た
ち
が
、
米
軍
や
市
長
・
教
育
長
へ
の

抗
議
述
動
を
開
始
し
た
。

一
方
、
沖
縄
で
は
十
月
七
日
、
北
中
城
村
で
米
海
兵
隊
員
が
女
子

高
生
を
ひ
き
逃
げ
。
県
野
は
す
ぐ
容
疑
者
の
身
柄
引
き
渡
し
を
求
め

た
が
、
米
側
は
拒
否
し
た
。
日
米
地
位
協
定
に
よ
り
公
務
外
の
米
兵

の
犯
罪
は
日
本
側
に
一
次
的
な
捜
査
権
が
あ
り
、
身
柄
引
渡
し
は
起

訴
後
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
が
、
九
五
年
の
少
女
操
行
事
件

後
「
凶
恐
引
件
の
場
合
は
、
起
設
川
の
拘
祭
移
転
現
前
に
米
側
は
十

分
考
慮
を
払
う
」
合
怠
が
成
立
し
て
い
る
。
十
三
日
に
〈
基
地
・
軍

隊
を
許
さ
な
い
行
動
す
る
女
た
ち
の
会
〉
、
十
四
に
〈
沖
縄
県
州
人
団

体
連
絡

W
J刷
会
〉
が
在
沖
米
銅
山
市
館
な
ど
に
般
し
く
抗
議
し
た
が
、

女
子
高
校
生
は
忠
誠
の
反
ら
な
い
ま
ま
十
四
日
深
夜
死
亡
し
た
。
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「
思
い
や
り
予
算
」
違
窓
訴
訟
が
第
二
回
口
頭
弁
論

三
月
に
百
十
六
名
の
原
告
が
国
を
相
手
取
っ
て
起
こ
し
た
「
思
い

や
り
予
卸
」
述
出
訴
訟
。
九
月
一
日
に
第
二
回
口
頭
表
酬
が
墓
爪
地

裁
で
行
な
わ
れ
、
「
怒
法
前
文
の
か
平
和
的
生
存
権
u
は
直
接
こ
れ
を

用
い
て
裁
判
で
き
な
い
」
と
の
国
の
究
明
弁
に
、
内
田
雅
俊
弁
護
士
は

「
抵
法
は
敗
戦
を
契
機
と
し
て
前
文
に
か
平
和
的
生
存
権
v

を
入
れ

て
お
り
、
保
持
す
る
義
務
が
あ
る
」
と
反
論
。
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

進
出
性
に
も
言
及
、

2
7や
ア
メ
リ
カ
は
国
辿
の
手
続
き
を
踏
む
こ
と

な
く
、
宜
戦
布
告
も
せ
ず
ス
l
ダ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻
撃
を
行

な
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
米
軍
に
税
金
を
使
う
の
は
違
誌

で
は
な
い
か
」
と
強
制
し
た
。
次
回
公
判
は
十
一
月
十
日
。

元
大
学
院
生
、
セ
ク
ハ
ラ
訴
訟
で
勝
訴

国
立
鳴
門
教
育
大
学
(
徳
島
県
別
門
市
)
の
元
女
子
大
学
院
生
(
幻
)

が
ゼ
ミ
の
抱
部
教
授
(
町
)
か
ら
八
十
迎
の
手
紙
で
交
際
を
強
要
さ

れ
、
私
生
活
ま
で
干
渉
さ
れ
る
な
ど
の
あ
く
ど
い
行
為
の
結
果
、
大

学
院
を
断
念
し
た
と
一
一

O
O万
円
の
抗
告
賠
償
を
求
め
た
訴
訟



で
、
徳
島
地
裁
は
九
月
二
十
九
日
、
教
授
に
二
二

O
万
円
の
支
払
い

を
命
じ
、
「
女
性
に
名
替
を
傷
つ
け
ら
れ
た
」
と
す
る
教
授
側
の
賠
償

請
求
は
棄
却
し
た
。
教
授
は
昨
年
二
月
、
停
職
一
年
の
懲
戒
処
分
を

受
け
た
が
、
現
在
は
復
帰
し
て
い
る
。

パ
ソ
コ
ン
の
眼
精
疲
労
、
労
災
で
初
の
認
定

眼
精
疲
労
は
労
災
認
定
さ
れ
て
な
か
っ
た
が
、
兵
庫
県
宝
塚
市
の

女
性
呼
出
社
員
の
「
パ
ソ
コ
ン
作
業
に
よ
る
重
度
の
眼
精
疲
労
」
を
、

大
阪
・
天
満
労
働
基
準
監
査
署
が
七
月
、
労
災
に
認
定
、
五
日
分
、

計
三
万
円
の
療
技
・
休
業
補
償
給
付
を
支
給
し
て
い
た
こ
と
が
九
月

二
十
九
日
、
判
明
し
た
。

六
十
五
歳
以
上
二
千
万
人
を
突
破

敬
老
の
日
の
総
務
庁
発
表
に
よ
る
と
、
日
本
の
高
齢
者
は
前
年
比

六
万
人
増
の
二

O
九
四
万
人
、
ほ
ぽ
六
人
に
一
人
に
。
内
訳
は
男
性

八
五
一
万
、
女
性
一
一
九
八
万
で
、
女
性
が
男
性
の
一
・
四
倍
。
七

十
五
歳
以
上
も
八
一
二
万
人
で
八
百
万
台
に
な
っ
た
が
、
男
女
比
で

は
女
性
が
男
性
の
一
・
九
倍
-
高
齢
化
社
会
は
「
女
性
化
社
会
」
と

も
言
え
そ
う
。

ち
な
み
に
厚
相
の
諮
問
機
関
、
申
央
薬
事
帯
議
会
は
、
献
血
の
上

限
年
齢
を
六
四
歳
か
ら
六
九
歳
に
引
き
上
げ
る
と
発
表
。
早
け
れ
ば

本
年
中
に
市
施
さ
れ
る
。
つ
い
で
に
定
年
も
六
九
歳
に
上
げ
れ
ば
:
・

と
思
う
が
、
こ
れ
は
高
齢
者
を
評
価
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
献
血
抵

の
絶
対
的
不
足
対
策
。
五
弦
処
長
で
二
%
増
加
す
る
見
込
み
と
い
う
。

十
一
月
に
全
国
一
斉
「
女
と
か
ら
だ
と
性
」
電
話
相
談

女
性
に
と
っ
て
、
か
ら
だ
や
性
の
問
題
は
な
か
な
か
担
談
し
に
く

い
も
の
。
も
っ
と
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
を
作
ろ
う
と
、
全
国
の

女
性
グ
ル
l
プ
が
協
力
し
て
十
士
一
月
に
「
歪
全
国
一
五
斉
霊
抽
箱
相
談
芭
」
を

実
施
す
る
。
突
施
日
は
一
日
(
岡
山
.
十
t

}

ニ
十
時
)
一
了
.
二
三
ニ
一
日
(
仙

ム
台
口
.
静
岡
.
名
古
屋
.
大
阪
(
十
三

i
ニ
十
時
)
新
潟
(
十

九
時
)
徳
島
(
十
一
プ
，
1、
十
八
時
)
沖
縄
(
十
1
十
七
時
)
乙
)
三
.
四
日

(
兵
庫
.
十
1
二
十
時
)
四
.
五
日
(
宝
塚
.
十
三

i
二
十
時
)
七
.

八
日
(
京
都
.
十
三
i
ニ
十
時
)
乙
)
十
三
.
十
四
日
(
北
九
州
.
十
1
十

七
時
)
十
八
.
十
九
日
(
秋
田
.
十
t
↓十a
六
時
)
。

*
各
地
の
電
話
菅
言
、

0
3
・
3
3
5
4
・
3
9
4
1
2ご
ら
〉

に
お
問
い
合
わ
せ
を
。

F
A
X
は
0
3
・
3
3
5
4
・
9
0
1
4
0
"



カ通

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
男
女
平
等
と
人
間
ら
し
い
働
き
方
」

さ
ま
ざ
ま
な
民
族
や
文
化
を
統
合
し
、
革
新
的
な
児
女
平
等
政
策

を
展
開
し
て
い
る
E
M
(欧
州
迎
合
)
の
挑
戦
、
そ
し
て
日
本
で
「
応

用
強
弱
霊
山
」
を
作
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
C
E
D
A
W
(女
性

差
別
撤
廃
条
約
)
。
ド
イ
ツ
か
ら
二
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
を
お
迎
え
し
、

男
女
平
等
の
国
際
諒
準
」
と
「
日
本
の
均
等
法
」
を
比
較
強
削
し

な
が
ら
、
其
の
男
女
平
等
を
考
え
る
集
い
で
す
ー
ー
と
い
う
知
ら
せ

に
、
忙
し
さ
を
質
に
お
い
て
参
泊
し
た
(
七
月
二
十
五
日
、
大
阪
ド
l

ン
セ
ン
タ
ー
)
。

シ
ョ
ッ
プ
・
シ
リ
ン
ッ
グ
さ
ん
は
、
問
題
女
控
庄
別
撤
廃
委

μ会

の
専
門
委
弓
ド
イ
ツ
の
厚
生
省
女
性
防
長
や
A
F
S事
務
局
長
な

ど
の
ポ
ス
ト
経
験
者
。
九
四
年
一
月
、
先
進
国
日
本
の
女
性
の
労
働

市
夜
間
を
知
ら
せ
た
い
と
大
阪
の
働
く
女
性
と
弁
護
士
が
独
自
の
墾
口

舎
を
作
成
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
述
本
部
を
訪
れ
た
際
、
そ
の
翌
日

告
を
手
渡
し
た
の
が
こ
の
人
シ
ョ
ッ
プ
・
シ
リ
ン
ッ
グ
さ
ん
。

ウ
ル
ス
ラ
・
ル
ス
ト
さ
ん
は
、
ハ
ン
プ
ル
グ
の
機
会
平
一
等
部
門
で

十
年
以
上
公
務
員
と
し
て
勤
務
。
現
在
は
、
プ
レ

l
メ
ン
大
学
で
ジ
エ

ン
ダ
l
法
の
部
座
を
担
当
す
る
法
学
部
教
授
口
昨
年
九
月
、

W
W
N

(
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ウ
イ
メ
ン
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
)
が
I
L
Oを
訪

問
し
た
際
、
ベ
ル
ギ
ー
の
男
女
平
等
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
や
ウ
ル
ス

ラ
・
ル
ス
ト
さ
ん
の
お
話
を
聞
く
盤
E
が
あ
り
、
彼
女
の
わ
か
り
や

す
く
力
強
い
お
話
が
印
象
に
残
っ
た
そ
う
で
、
こ
ん
な
良
い
体
験
、

お
す
そ
分
け
し
な
け
れ
ば
、
と
い
う
こ
と
で
企
画
さ
れ
た
の
が
こ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い
う
わ
け
。

W
W
Nは
、
結
成
三
年
の
若
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
民
間
組
織
。

「
働
く
女
性
よ
手
を
つ
な
ご
う
」
と
、
北
京
会
議
の
熱
気
を
そ
の
ま

ま
ス
タ
ー
ト
し
た
一
九
九
五
年
の
秋
以
丞
苓
え
を
知
ら
ず
、
イ
ベ
ン

ト
に
学
習
会
・
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
、
草
の
根
の
パ
ワ

1
で

頑
張
っ
て
い
る
。
今
年
一
月
に
プ
リ
ユ
ツ
セ
ル
で
閃
か
れ
た
「
日
本

と
E
Uと
の
労
働
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
|
|
経
済
に
お
け
る
機
会
均
等
・

法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
も
W
W
N
の
メ
ン
バ
ー
十
人
が
参
加
。
八
月

二
十
三
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
モ
ン
ゴ
ル
の
首
都
ウ
ラ
ン
パ

l
ト
ル

で
聞
か
れ
る
束
ア
ジ
ア
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
も
六
名
参
加
予
定
、

「W
W
N
の
国
際
活
動
に
つ
い
て
発
言
し
て
き
ま
す
」
と
張
り
切
っ

て
お
ら
れ
た
(
帰
国
後
整
口
会
の
予
定
あ
り
)
。
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本
題
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ま
ず
「
男
女
賃
金
差
別
裁
判
」
の
原
告
(
パ

ネ
ラ
l
の
一
人
)
か
ら
、
経
過
・
現
状
・
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
と

問
題
点
が
話
さ
れ
、
担
当
の
弁
護
士
の
立
場
か
ら
の
お
話
を
重
ね
な

が
ら
、

C
E
D
A
Wや
E
Uな
ら
こ
う
取
り
組
む
、
こ
う
規
定
さ
れ

て
い
る
、
と
い
っ
た
具
合
の
進
行
だ
っ
た
。

報
告
し
た
い
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
(
わ

か
り
や
す
く
身
近
な
も
の
)
を
挙
げ
て
み
る
。

-
先
進
国
二
十
三
か
国
の
中
で
、
日
本
女
性
の
働
き
や
す
さ
は
十
九

位
。
十
五
年
前
の
調
査
(
十
六
位
)
か
ら
さ
ら
に
後
退
。
そ
の
わ
け

は
①
管
理
職
へ
の
女
性
の
登
用
が
進
ん
で
い
な
い
@
男
女
賃
金
格
差

が
縮
ん
で
い
な
い
、
の
二
点
ι

『
国
民
生
活
白
書
』
(
平
成
九
年
度
)
で

も
、
「
女
性
が
結
婚
や
出
産
で
い
っ
た
ん
退
職
し
、
再
就
職
し
た
場
合
~

働
き
続
け
た
場
合
に
較
べ
て
六
千
三
百
万
円
の
損
。
「
夫
は
仕
事
、
妥

は
家
庭
」
を
前
提
に
し
た
企
業
の
罷
用
問
汀
や
税
制
な
ど
が
、
女
性

が
働
く
時
の
壁
に
な
っ
て
い
る
」
と
、
撃
口
し
て
い
る
0

・ロlマ
条
約
二
九
条
(
男
女
平
等
賃
金
保
証
)
が
、

E
U条
約

に
は
最
初
か
ら
含
ま
れ
て
い
る
。
男
女
平
等
取
り
扱
い
指
史
官
は
男
女

同
一
賃
金
を
は
じ
め
、
労
働
条
件
・
社
会
保
障
制
度
・
職
域
年
金
・

両
親
(
育
児
)
休
暇
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
協
約
・
妊
娠
ま
た
は
出

産
後
の
労
働
者
の
安
全
と
健
康
|
|
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

-
問
輩
記
別
は
「
外
見
上
は
申
立
的
な
規
定
、
基
準
な
い
し
但
汀
が
、

一
方
の
性
に
関
す
る
者
に
対
し
、
実
質
的
に
、
想
コ
高
い
盟
口
で
不

利
益
を
与
え
る
場
合
」
と
塞
寵
さ
れ
て
お
り
、
「
文
化
や
伝
統
、
生
活

習
俄
で
あ
っ
て
差
別
で
は
な
い
」
と
簡
単
に
言
い
切
れ
る
日
本
と
は

著
し
く
異
な
る
。

-
挙
証
武
任
ム
胞
接
な
い
し
間
接
に
差
別
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ

れ
る
書
式
を
立
証
し
た
い
場
A
R
日
本
で
は
男
女
待
過
格
差
が
あ
っ

た
と
訴
え
る
原
告

(
O
L
)
に
立
証
責
任
が
あ
る
が
、

E
U
で
は
原

告
に
立
証
責
任
は
な
く
、
訴
え
ら
れ
た
被
告
会
京
社
)
の
側
で
平
等

原
則
違
反
で
は
な
い
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
"
ド
イ
ツ
述
邦
の
幾
つ
か
の
州
は
、
女

性
を
高
い
地
位
に
昇
進
さ
せ
る
方
法
に
焦
点
を
当
て
た
公
務
員
の
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
を
発
展
さ
せ
た
。
そ
の
ポ
ス
ト

に
対
し
て
男
性
候
補
者
が
差
別
さ
れ
た
と
し
て
提
訴
(
カ
ラ
ン
ケ
事

件
・
マ
ル
シ
ャ
ル
事
件
)
。
欧
州
司
法
裁
到
附
の
判
決
は
、
女
性
を
昇

進
で
優
遇
す
る
こ
と
は
、
平
等
取
り
扱
い
の
可
能
な
例
外
と
し
な
が

ら
も
、
間
翠
E
別
と
な
り
や
す
い
条
件
に
左
右
さ
れ
や
す
い
不
明
確

さ
も
残
し
て
い
る
。

閉
伊
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
の
専
門
委
員
と
し
て
日
本
政
府
代
表

か
ら
撃
ロ
を
聞
く
立
場
の
シ
リ
ン
ツ
グ
さ
ん
は
、
懸
念
を
表
明
す
る
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香
川
会
の
怒
川
ん
を
前
条
件
き
に
さ
れ
、
香
川
会
は
「
砧
政
的
対
話
」

を
辿
し
、
日
本
の
女
性
の
状
況
改
将
を
文
披
し
、
平
等
へ
の
泊
引
を

手
伝
い
た
い
と
筒
は
れ
た
。

W
W
Nを
ず
っ
と
力
強
く
支
え
て
き
た
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
木
多

淳
宛
先
生
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
l
(
W
W
N
の
機
関
誌
)
九
号
の
益
闘

の
結
び
が
心
に
響
く
。
「
日
本
は
い
つ
ま
で
も
『
差
別
大
国
、
人
権
小

国
』
と
い
う
国
際
批
判
に
甘
ん
じ
て
い
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
。
(
奥
川
陸
)

受
7
回
の
集
い
の
記
録
的
却
を
半
前
中
。
興
味
の
あ
る
方
は
W
W
N
に

お
申
し
込
み
を

(
F
A
X
0
6
・
3
5
9
・
3
4
3
4
)
。

「
戸
ジ
戸
・
太
平
洋
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
沖
縄
で
開
催

七
月
二
十
五
・
二
十
六
日
、
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
沖
縄
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
〈
て
い
る
る
〉
で
聞
か
れ
た
。
テ
ー

マ
は
「
貧
困
の
女
性
化
と
は
1
少
女
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
」
。
参
加

者
は
二
日
間
で
延
べ
八
百
人
だ
っ
た
。

-
話
調
講
演
「
ジ
ェ
ン
ダ
l
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
に
向
け
て
」

目
山
依
子
さ
ん
(
国
述
鮒
人
の
地
位
香

μ会
日
本
政
府
代
表
)

日
本
は
盟
か
に
な
っ
た
か
ら
貧
困
と
は
あ
ま
り
緑
が
な
い
と
思
い

が
ち
だ
が
、
釘
凶
の
女
性
化
は
、
ど
の
社
会
で
も
起
き
う
る
。
主
制
と

し
て
何
十
日
山
な
い
命
誌
を
し
て
い
て
も
、
も
し
附
則
し
た
ら
位
ち

に
貧
困
化
に
陥
る
。
ま
た
、
女
性
世
帯
主
の
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
は

収
入
が
低
い
た
め
教
育
を
受
け
る
榔
答
も
制
限
さ
れ
、
そ
の
結
果
就

業
す
る
際
の
職
種
も
制
限
さ
れ
る
。

貧
困
と
は
一
般
に
所
位
聞
を
考
え
る
の
だ
が
、
国
述
開
発
基
金
が

人
間
中
心
の
開
発
を
言
い
だ
し
て
、
所
得
貧
困
を
測
る
尺
度
と
惰
力

貧
困
を
測
る
尺
度
を
出
し
て
き
た
。
人
間
と
し
て
不
可
欠
な
能
力
は

促
成
を
保
つ
情
刀
、
位
脱
な
出
産
を
す
る
能
力
、
教
育
を
受
け
知
識

を
得
る
能
力
で
あ
る
。
国
民
所
得
や
回
中
心
に
貧
困
ラ
イ
ン
を
み
る
と
、

ラ
イ
ン
以
下
の
生
活
を
し
て
い
る
国
で
は
能
力
貧
困
度
が
高
い
。

女
性
の
貧
困
を
解
決
し
な
け
れ
ば
社
会
令
官
仲
の
貧
困
解
決
に
は
な

ら
な
い
。
女
性
問
題
の
解
決
が
社
会
問
題
を
解
決
す
る
と
い
、
っ
認
識

が
大
事
で
あ
る
。

-
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

①
ラ
ダ
ワ
ン
・
ウ
ォ
ン
ス
リ
ウ
ォ
ン
グ
さ
ん
(
タ
イ
国
会
議
員
)

タ
イ
の
子
ど
も
克
容
と
解
決
の
取
り
組
み
。
:
・
:
・
親
た
ち
が
貧
困

か
ら
斡
従
業
者
に
関
さ
れ
娘
を
売
る
。
売
ら
れ
て
克
容
に
従
事
さ
せ

ら
れ
た
少
女
た
ち
が
、
エ
イ
ズ
属
議
し
帰
郷
す
る
。
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
活
動
は
地
域
の
な
識
開
発
と
段
村
生
活
の
資
質
向
上
、
教
育
の
充

102 



実
に
尽
力
し
て
い
る
。

②
ヴ
ァ
ニ

l
タ
・
サ
ブ
ラ
マ
ニ
ア
ム
さ
ん
(
マ
レ
ー
シ
ア
・
ア
ジ
ア

太
平
洋
研
究
内
科
セ
ン
タ
ー
企
画
部
長
)

女
性
へ
の
暴
力
は
健
康
と
人
権
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
暴
力
で

死
亡
し
た
り
障
害
を
も
っ
女
性
は
、
戦
争
や
病
気
で
死
亡
す
る
よ
り

多
い
。
解
決
の
た
め
に
は
暴
力
を
容
認
す
る
文
化
的
背
封
や
社
会
シ

ス
テ
ム
と
対
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
府
や
N
G
O
に
求
め
ら

れ
る
の
は
ジ
ェ
ン
ダ
l
視
点
で
あ
る
。

③
ベ
ッ
キ
l
・
マ
サ
キ
さ
ん
(
ア
メ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
女
性
シ
ェ
ル
タ
l

代
表
)
人
種
差
別
や
文
化
的
偏
見
の
た
め
ア
ジ
ア
系
女
性
は
シ
ェ
ル
タ
ー

か
ら
も
排
除
さ
れ
て
い
た
。
ア
ジ
ア
系
移
民
は
模
範
的
で
家
庭
内
暴

力
は
起
こ
ら
な
い
と
い
う
思
い
込
み
ゃ
、
家
庭
内
の
隠
蔽
も
あ
っ
た
。

今
は
シ
ェ
ル
タ
ー
を
利
用
し
た
女
性
の
加
%
が
生
活
を
建
て
直
し
社

会
復
帰
し
て
い
る
。

④
デ
ッ
サ
・
ケ
サ
ダ
さ
ん
(
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ネ
グ
ロ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
国
際
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
)

フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
多
国
籍
企
業
が
進
出
し
、

臨
符
で
は
伝
統
的
小
規
模
農
業
が
潰
さ
れ
、
そ
こ
で
働
く
女
性
が
長

時
間
労
働
・
低
賃
金
に
苦
し
ん
で
い
る
。
出
稼
ぎ
先
で
の
暴
力
や
虐

待
が
あ
と
を
絶
た
な
い
。

⑤
両
国
広
却
代
さ
ん
(
那
部
議
会
議
邑

沖
縄
で
は
母
子
家
庭
発
生
率
の
高
さ
や
若
年
女
性
の
失
業
率
の
高

さ
な
ど
貧
困
の
女
性
化
が
あ
り
、
ま
た
長
期
の
基
地
・
軍
隊
の
駐
留

に
よ
る
女
性
へ
の
暴
力
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
女
性
た
ち
を
サ
ポ
ー

ト
す
べ
く
戸
を
あ
げ
、
国
際
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
自
国
の
問
題
解

決
に
つ
な
が
る
。

-
分
科
会
①
女
性
と
人
権
②
子
ど
も
の
未
来
③
自
立
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
で
、
自
国
で
は
解
決
で
き
な
い
女
性

問
題
、
そ
し
て
子
ど
も
の
未
来
に
つ
い
て
、
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
が
必
.
裂
で
あ
る
と
い
う
鐙
酬
に
な
り
、
連
携
と
問
題
解
決
の

た
め
の
情
謹
父
換
を
約
束
し
て
終
了
し
た
。
(
渡
久
地
澄
子
)

103 



'，*，oa。令場。令。go，*，，*，令や令や令令令やや.goやや令令令令ややや令場。令やや令令。g。令令。g。令令令。g。ゃ

主人公(トム・クルーズ淡じる海jJL'l'附。ハーバード・ロー・スクール卒のエリー
ト弁護士)は、これまで盟領よく検察側と取引し、裁判に持ち込む前にすべてm件を
解決してきた。だからまだ法廷に立ったことがない。いっぽうデミ・ムーア演じる女

性少佐は、正義感が旺盛でいろんなP裁判を手がけてきたが、ほとんど勝ったことが

ない。今回の事件は、だれが見ても複雑で勝ち目のない、海兵隊内部で起こった殺人

nr件。しかも相手はjJLの椀力者。ジャツク・ニコルソンが自信満々で相手を見下した
仰々しい役柄を、これ以上ないというほどに怪出しドラマを盛り上げる。女性少佐

は、海兵隊にはびこるいじめ(?)をこの司H午が起こったことで浮き彫りにしたい、
ずるべきだと張り切るが、主人公は立証の難しい不利な裁判からおりたい。二人の口

論シーンで、彼女が彼をなじる。

You know nothing about the law. You're used car salesman， Daniel. You're 

an amblance chaser with a rank. You're nothing. Live with that. (あなたは法

作のことは何も分かっていないわ。あなたは中古取のセールスマンよ、それを認めな

さい。)

「彼女が低くてハスキーなj11で主人公をなじるこのシーンは、すごく迫力があっ

た」とは、これも斎藤氏の弁。

ちなみに、タイトルの“AFew Good Men"は「選ぴ按かれた誇り向きもの」、つ

まり「海兵隊」のこと。アメリカの軍隊はArmy(陸軍)、 Navy(海軍)、 AirForce 

(空軍)、 Marines(海兵隊)の4つに分けられるが、海兵隊は、そのなかでも肢も古

く、最も小規模な部隊。彼らは常に、自分たちは柿鋭のエリート集団だと自負してき

た。だから、ひとつ問迅うと、落ちこぼれを許さない厳しい訓練や制裁を日常化した

集団でもある。彼女にはそれが許せないが、主人公にはそんなものだろうと思って

いる節がある。男と女の縮図のようでもあり、エリートと非エリートの遭いのよう

でもある。ドラマは盛り上がったが、私にはなにがしかやりきれなさが残った。

The Marines(海兵隊)は、jJLの中のエリート部隊。ただのMarineだとただの

「海兵隊日」。むしろ「ドジで、へマな」新兵の意。なかなかイミシン。

や~。令令やややや令令。g。令。g。令やや令令令や令令。g。やや令や令やや令ややや令令。g。令令令令。g。φ
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今や令やや令令令やや。g。令令や令令気になる英語や令令令や令や令令ややや令や令令令。告。ゃ4

* Ambulαnce Chαser 
(アンピコランス・チzイザ-)

奥川 睦

。~
悪徳弁護士。すんなり理解してしまう人は少ないかもしれない。アンピュランス

令 (救急車)チェイサー(追いかける人)だから「やじJ.!~ ? Jなどと思った人もいるか

争 もしれない。 fireengine (ファイアー・エンジン 消防jl[)を追っかける物好きは

孟 いても、救急車はなあ、ともいえる。チェイサーは、Jtrの名前にもなっているので、

? 知っている人も、釆っている人もいるだろう。スカート・チェイサーというれっきとj -詞もある …カ州川り州仙迫恥つ一減側…」片川つ吋ま削州…り引似山「は悦…女批た
を迫つかけて何を求めているのかがlド問Hjリ姐だが、「交通事故などの被告者」をあさって

3 いるのである。と、ここまで説明すれば、思徳弁護士までのつながりは、難しくはな
いだろう。

『英語は映画でJ(マガジンハウス刊)の著者・斎政.英治氏はAmbulanceChaser 

(悪徳弁護士)の見本に、ポール・ニューマンが《評決〉で演じた弁謹土をあげてい

る。この映画は、わたし自身お気に入りの一つで、「見ろ見ろ」とお勧めしたい一品

である。ポーJレ・ニューマンがditじたたくさんの魅力的な人物のtやでも出色だった。

挫折し、誇りを失い、アルコール依存症の落ちこぼれ弁護士の主人公は、それでも

食っていかなければならず、新聞の死亡側をみては葬式にでかける。遺族に訴訟の話

をもちかけるのだが、「その姿は、死体に群がるハイエナみたいで、なんとも情けな

かったものだJとは、斎藤氏の弁。

3 彼の場合、“‘冶冶'Am加Am口m帥帥山n巾山伽1巾山削b以加u伽1
chaserだと山本有三の『路館傍Eの石』のE中ドに出てくる、遺族か親戚になりすまして務

3式鰻頭をせしゅく葬式ばあさんの問先山山連想して山そう
ではある。そんな彼がどう立ち直っていくかがこのドラマの見せ場であるのは言う

までもない。どん底まで落ちて、それでも負け犬になってしまわずに、そこからはい

上がるドラマがアメリカ人は好きだ。サクセス・ストーリーが好きで、ルーザー(失

敗者・負け犬)が大嫌いなアメリカ人がこの味付けに飽きるはずがない。「英の印篭」

とまで言わないにしても。

“法廷劇"が多いのも、アメリカ映画の特徴だろう。〈評決〉もこの純悶に入るし、

“A Few Good Men" (ア・フュー・グッドメン〉もまさにそう。

。~令。~~。令。~令。~~。令。~令令令。~令。g。令令。g。令。~~。令令令令令。g。令。~令令令。~~。や令令令。~ogo~吟
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沖縄から

州
沖
縄
県
知
事
選
挙
に
向
け
て
、
県
内
の
動
き
活
発
化
川

「
二
十
一
世
紀
の
沖
純
を
占
う
」
と
言
わ
れ
る
抑
制
県
知
事
選

挙
(
十
月
二
十
九
日
告
示
、
十
一
月
十
五
日
投
開
制
)
に
向
け
て
、

県
内
の
助
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
。
事
実
上
の
一
騎
打
ち
と

な
る
現
職
の
大
田
昌
秀
氏
と
沖
縄
県
経
営
者
盟
百
特
別
問
問
の

稲
術
忠
一
氏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
県
内
各
地
域
で
決
起
大
会
を
聞
き
、

基
地
問
題
、
経
済
問
題
な
ど
の
政
策
論
争
を
風
聞
し
て
い
る
。

沼
'
和
行
政
の
推
進
と
基
地
問
題
の
解
決
」
を
故
穴
の
課
姐
と

す
る
大
田
氏
に
対
し
、
県
経
認
の
推
す
稲
樹
氏
は
経
済
復
興

を
前
面
に
掲
げ
、
「
政
府
と
の
日
掛
関
係
」
を
回
復
し
て
沖
縄
経

済
の
閉
来
状
況
を
打
破
し
て
い
く
と
強
制
し
て
い
る
。
危
険
性

の
向
い
持
天
間
基
地
の
早
期
返
迎
を
阿
者
と
も
主
張
し
、
稲
樹

氏
も
昨
年
末
の
住
民
投
探
で
「
海
上
へ
リ
基
地
建
設
反
対
」
を

明
確
に
示
し
た
名
護
市
民
や
県
民
の
な
志
を
炉
視
で
き
ず
、
「
海

上
恭
地
反
対
」
の
姿
勢
を
打
ち
出
さ
ざ
る
を
仰
な
か
っ
た
。
し

か
し
稲
樹
氏
は
、
持
天
間
基
地
の
代
梓
施
設
と
し
て
、
使
間
期

限
を
十
五
年
と
す
る

3
4
民
共
用
空
港
」
を
沖
組
本
自
北
部
の

陸
上
に
建
設
す
る
こ
と
(
県
内
移
設
)
を
打
ち
出
し
、
県
外
あ

る
い
は
凶
外
移
設
を
主
張
す
る
大
田
氏
と
の
鋭
い
吊
L

以
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
将
天
間
梨
地
撤
古
、
部
地
の
県
内
移
設
・
海
上
基

地
辿
設
反
対
の
迎
助
を
担
っ
て
き
た
地
域
住
民
や
女
性
グ
ル
ー

プ
、
労
組
や
政
党
は
、
大
田
現
知
事
の
三
選
を
見
制
し
て
運
動

を
強
め
て
い
る
。
と
り
わ
け
海
上
基
地
建
設
予
定
地
と
さ
れ
る

名
護
巾
で
は
、
稲
樹
氏
が
「
北
部
に
軍
民
共
用
空
港
」
を
打
ち

出
し
た
こ
と
に
地
域
住
民
は
反
発
を
強
め
、
九
月
定
例
議
会
で

岸
本
名
護
官
民
が
「
北
部
に
空
港
は
必
要
」
と
醤
一
目
し
た
こ
と

と
も
あ
い
ま
っ
て
危
機
感
が
広
が
っ
て
い
る
。

海
上
基
地
予
定
現
地
の
〈
辺
野
古
・
命
を
守
る
会
〉
〈
へ
リ
基

地
い
ら
な
い
二
見
以
北
十
区
の
会
〉
〈
子
供
の
未
来
を
守
る
松
田

父
母
の
会
(
宜
野
座
村
松
田
地
区
は
名
設
市
の
東
海
岸
に
隣
接

す
る
)
〉
〈
心
に
届
け
女
た
ち
の
声
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〉
が
実
行
委

員
会
を
結
成
し
、
知
事
選
投
開
閉
日
の
一
週
間
前
、
十
一
月
六
日

か
ら
八
日
ま
で
の
三
日
間
を
か
け
て
辺
野
古
か
ら
那
覇
ま
で

(
約
九
十
キ
ロ
)
歩
き
、
基
地
被
告
に
苦
し
む
市
震
や
、
北
部
に

も
、
そ
し
て
狭
い
沖
縄
の
ど
こ
に
も
新
た
な
基
地
は
い
ら
な
い
、

絶
対
に
つ
く
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
思
い
を
県
民
に
訴

え
よ
う
と
、
「
基
地
ゃ
な
ら
ん
!
ち
む
ぐ
く
る
大
行
進
」
を
行
う
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こ
と
に
な
っ
た
。

稲
術
氏
側
は
、
基
地
問
題
よ
り
も
不
況
が
県
民
生
活
を
苦
し

め
て
い
る
、
過
去
最
高
の
九
・
二
%
の
失
業
率
を
招
い
た
の
は

大
田
知
事
の
経
済
失
政
だ
と
主
張
し
て
い
る
が
、
不
況
は
沖
縄

だ
け
の
問
題
で
は
な
い
し
、
「
信
頼
関
係
」
を
壊
し
た
の
は
大
田

知
事
で
は
な
く
、
民
意
を
無
視
し
、
基
地
を
強
製
す
る
日
本
政

府
で
あ
る
。
新
崎
盛
時
・
沖
縄
大
学
教
授
が
言
う
よ
う
に
「
太

平
洋
戦
争
の
『
捨
て
石
』
に
さ
れ
た
歴
史
を
振
り
返
る
ま
で
も

な
く
、
基
地
と
共
存
す
る
担
乙
い
政
治
に
未
来
は
な
い
」
。

(
『
沖
純
タ
イ
ム
ス
』
九
月
一
一
干
日
可
制
問
」
よ
り
)

(
納
品
悦
子
)

州
第
二
回
戸
メ
リ
力
・
ピ
l
ス
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
十
月
巳
実
施
川

一
昨
年
二
月
に
、
沖
縄
の
女
性
十
三
名
が
参
加
し
た
「
第
一

回
ア
メ
リ
カ
・
ピ
l
ス
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

も
と
に
、
第
二
回
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
実
現
し
た
。
日
程
は
十
月
三

日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
十
三
日
間
、
十
一
人
の
女
性
が
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
・
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
を
訪
問
し
、
基
地
の

実
態
を
訴
え
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
第
二
回
国
際
女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
「
女
性
・
子
ど
も
の
安
全
保
障
と
は
」
(
参
加
国
は

ア
メ
リ
カ
、
日
本
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
)
に
参
加
す
る
。

州
市
民
ガ
作
る
ラ
ジ
オ
番
組
、
ラ
ジ
オ
沖
縄
で
放
送
開
始
酬

〈
へ
リ
基
地
N
o
f女
性
た
ち
の
会
〉
な
ど
の
市
民
が
企
画

し
た
ラ
ジ
オ
番
組
が
、
十
月
十
日
か
ら
ラ
ジ
オ
沖
縄
で
ス
タ
ー

ト
し
た
(
番
組
名
未
定
)
。
番
組
は
毎
週
土
曜
日
四
時
か
ら
四
時

半
、
一
年
間
放
送
の
予
定
。
内
容
は
基
地
問
題
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
市
民
の
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
っ
て
制
作
す
る
。
ス
ポ

ン
サ
ー
も
企
業
に
依
存
せ
ず
、
市
民
が
一
口
株
主
に
な
る
方
式

で
、
全
国
に
企
画
や
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集
中
。
お
問
い
合
わ
せ

は
0
8
0
・7
6
9
・3
7
9
6
白
色
町
明
美
)
。

-
ス
ポ
ン
サ
ー
は
一
口
い
く
ら
で
も
。
梶
山
込
先
は
沖
縄
銀
行
豊

見
城
支
庖
(
並
3
1
2
7
8
8
8
0
「
番
組
一
口
株
主
の
会
」

.
ラ
ジ
オ
沖
縄
の
全
国
放
送
「
は
い
さ
い
!
ラ
ジ
オ
5
0
6」

に
加
入
す
れ
ば
他
県
で
受
信
可
能
口
専
用
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ

ナ
と
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
必
要
な
の
で
、
パ

1
フ
ェ
ク
T
V
カ
ス
タ

マ
1
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
を

(
0
5
7
0
・
0
3
9
・

8
8
8
)
。
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川
神
戸
空
港
建
設
の
是
非
を
問
う
l
・

酬

川
住
民
投
票
を
求
め
る
署
名
ガ
三
十
五
万
人
突
破
酬

担
戸
市
が
海
上
に
建
設
を
計
画
し
て
い
る
担
戸
空
港
の
建
設

を
め
ぐ
っ
て
、
〈
控
戸
空
港
・
住
民
投
開
制
の
会
〉
が
住
民
投
開
案

令
の
制
定
を
求
め
る
直
接
請
求
署
名
に
取
り
組
ん
だ
。
八
月
二

十
一
日
か
ら
署
名
を
開
始
し
て
一
か
月
、
そ
の
結
果
、
九
月
二

十
五
日
の
最
終
集
計
で
、
訪
求
に
必
一
史
な
法
定
数
の
十
五
倍
を

超
え
る
三
十
五
万
二
千
人
分
の
将
名
が
集
ま
っ
た
。

納
山
戸
空
港
は
一
九
九
O
年
に
市
議
会
が
全
会
一
致
で
建
設
推

進
を
決
議
し
た
が
、
担
戸
市
が
設
凶
・
作
四
す
る
第
三
組
空
港

で
国
内
線
の
み
の
翠
可
ポ
l
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
二
期
の
沖
合
八

百
メ
ー
ト
ル
の
海
域
を
約
二
七
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
渡
っ
て
坦
め

立
て
、
二
五

0
0メ
ー
ト
ル
の
滑
走
路
を
一
本
設
位
す
る
計
画

で
あ
る
。
一
九
九
九
年
若
工
、
二

O
O五
年
の
開
港
を
め
ざ
し

て
い
る
が
、
担
戸
か
ら
は
関
西
国
際
空
港
や
大
阪
(
伊
丹
)
空

港
へ
一
時
間
足
ら
ず
で
行
け
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
必
要
性
は

疑
問
視
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
建
設
立
三

O
Q総
門
の
う
ち

国
の
補
助
金
は
二
五

O
偲
円
で
、
残
り
は
外
的
や
埋
め
立
て
た

土
地
の
売
却
益
で
償
越
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
の

建
設
白
は
一
兆
円
か
か
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
日
本
一
の
赤
字

市
で
あ
る
担
戸
市
に
は
前
が
鼠
す
ぎ
る
。
一
方
で
民
災
復
興
は

完
全
と
は
言
え
ず
、
生
活
再
建
が
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
現
実
-

市
民
の
声
を
聞
か
な
い
こ
と
へ
の
怒
り
の
気
持
ち
が
、
三
十
五

万
人
分
の
m引
名
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。

〈
担
戸
空
港
・
住
民
投
裂
の
会
〉
は
、
九
月
二
十
五
日
に
神

戸
市
選
管
に
署
名
簿
を
捉
出
、
十
一
月
頃
笹
山
幸
俊
市
長
に
直

接
謎
水
す
る
予
定
。
政
令
指
定
型
巾
で
の
公
共
事
業
を
問
う
住

民
投
県
条
令
の
直
接
部
求
は
、
全
国
で
も
例
が
な
い
と
い
う
。

酬
仮
設
住
宅
住
民
に
こ
そ
被
災
者
自
立
支
掻
金
支
給
を
!
川

五
月
に
「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
」
が
成
立
し
た
の
を
受

け
、
そ
の
附
帯
決
議
に
基
づ
い
て
兵
庫
県
は
「
被
災
者
白
立
支

援
金
」
中
送
制
守
の
行
政
措
置
を
す
す
め
て
い
る
。
し
か
し
七
月

三
十
一
日
に
受
付
が
始
ま
っ
た
「
支
援
と
は
、
『
あ
ご
ら
2
4

1
号
』
で
も
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、
支
給
対
象
を
コ
恒
久
住
宅

入
居
者
」
に
限
り
、
仮
設
住
宅
住
民
・
県
外
被
災
者
・
家
屋
半

壊
な
ど
の
被
災
者
は
対
象
外
で
あ
る
。
こ
の
理
不
尽
な
線
引
き
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に
対
し
て
、
被
災
者
か
ら
失
望
の
戸
が
あ
が
っ
て
い
る
。

被
災
地
の
各
グ
ル
ー
プ
の
述
携
に
よ
る
〈
存
政
措
出
統
一

要
求
を
考
え
る
被
災
者
と
支
援
者
の
集
い
〉
は
、
抽
出
戸
市
に
対

し
て
次
の
二
点
を
要
求
す
る
活
動
を
開
始
し
た
。

①
支
援
金
の
支
給
に
際
し
、
仮
設
居
住
者
等
へ
の
同
時
期
同
一

支
括
主
蕗
さ
せ
る
。

@
復
興
住
宅
米
当
選
の
仮
設
住
宅
等
居
住
被
災
者
へ
の
家
賃
補

助
(
現
在
の
制
度
の
枠
を
超
え
た
)
に
よ
る
民
間
住
宅
借
り
上

げ
提
供
を
実
施
さ
せ
る
。

要
求
へ
の
回
答
を
求
め
て
、
八
月
五
日
か
ら
十
六
日
ま
で
県

庁
二
号
館
ロ
ビ
l
で
二
十
四
時
間
待
ち
続
け
る
行
動
が
行
な
わ

れ
、
十
七
日
(
月
)
に
控
戸
俊
三
副
知
事
ら
県
担
当
者
と
の
話

し
合
い
が
実
現
し
た
。
県
は
努
力
す
る
姿
勢
を
見
せ
た
が
、
ま

だ
回
答
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

被
災
地
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
、
〈
被
災
者
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉

は
、
兵
庫
県
知
事
に
あ
て
た
要
望
者
へ
の
署
名
述
動
を
、
仮
設

住
宅
住
民
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
平
行
し
て
勉
強

会
や
街
頭
ア
ピ
ー
ル
な
ど
を
行
な
い
、
支
援
金
制
度
の
問
題
点

を
広
め
て
い
る
。
お
問
い
合
わ
せ
は
T
E
L
0
7
8
・2
9
1
・

8
8
8
6
(月
・
水
・
金
日
l
口
時
)
。

川
「
ま
け
な
い
ぞ
う
」
運
動
に
ご
協
力
を

タ
オ
ル
で
で
き
た
可
愛
い
象
さ
ん
「
ま
け
な
い
ぞ
う
」
は
、

抽
出
戸
の
〈
ぐ
る
う
ぷ
か
え
ん
し
の
「
全
国
か
ら
被
災
地
に
タ
オ

ル
を
送
ろ
う
」
と
い
う
呼
び
か
け
か
ら
生
ま
れ
た
。
仮
設
住
宅

の
手
芸
教
室
の
ア
イ
デ
ア
で
、
一
本
の
タ
オ
ル
を
加
工
し
て
手

拭
き
タ
オ
ル
「
ま
け
な
い
ぞ
う
」
に
製
品
化
し
、
そ
の
収
益
を

被
災
地
復
興
に
役
立
て
て
い
く
運
動
で
あ
る
。
作
り
手
は
祖
戸

市
長
田
区
ケ
ミ
カ
ル
業
界
の
崩
壊
で
職
を
失
っ
た
方
々
や
西
宮

を
中
心
に
、
被
災
地
の
仮
設
住
宅
・
復
興
住
宅
に
住
む
住
民
な

ど
で
、
作
り
手
の
輪
も
広
が
っ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
支
援
グ
ル
ー
プ
合
ノ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
結
ふ
〉
は
、

タ
オ
ル
の
収
集
や
「
ま
け
な
い
ぞ
う
」
販
売
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー

を
作
成
し
、
「
ま
け
な
い
ぞ
う
で
つ
な
が
る
ぞ
う
」
を
合
い
言
葉

に
、
全
国
的
に
タ
オ
ル
収
集
窓
口
や
販
売
窓
口
を
募
集
し
て
い

る
。
「
ま
け
な
い
ぞ
う
」
は
一
匹
四
百
円
(
仕
入
の
場
合
は
八
掛

け
)
。
バ
ザ
ー
や
文
化
祭
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
多
い
秋
、
「
ま
け
な
い

ぞ
う
」
販
売
迎
動
に
協
力
し
て
み
て
は
?

A-述絡
先
T
E
L
0
7
9
8
・6
4
・5
8
2
9
(事
務
局
)
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「

P
K
O
法」

が
変
わ
っ
た

飯
岡

祐
保

今
年
六
月
、
「
P
K
O法
」
が
変
わ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
最
も
大
き
な
こ
と
は
、
今
ま
で
個
人
の
正
当
防
衛
上
の
判
断
で

の
み
許
さ
れ
て
い
た
「
武
開
使
用
H
他
国
人
に
被
告
を
与
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
殺
す
こ
と
」
が
、
上
官
命
令
に
な
っ
た

こ
と
。
伺
法
第
二
四
条
の
第
四
項
、
第
五
項
が
そ
れ
を
示
す
。
第
五
項
の
〈
統
制
を
欠
い
た
武
器
使
用
〉
と
い
う
こ
と
ば

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
使
用
は
個
人
で
は
な
く
、
集
団
H
隊
単
位
で
あ
る
。

「P
K
O法
」
制
定
の
と
き
、
政
府
は
武
力
行
使
に
「
武
器
使
間
」
と
い
う
日
本
語
を
用
い
て
、
武
力
行
使
は
九
条
に

違
反
す
る
が
、
武
制
使
用
は
迎
反
し
な
い
と
い
う
詑
弁
を
操
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
個
人
で
使
用
す
れ
ば
正
当
防
衛
に
あ
た

る
と
い
う
意
味
あ
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
。

今
成
の
変
化
に
は
、
外
国
に
日
本
の
武
装
掠
団
(
自
衛
隊
)
が
出
か
け
て
行
き
、
集
団
で
上
官
の
命
令
に
よ
っ
て
武
器

を
使
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
|
|
文
字
通
り
戦
争
オ
l
ラ
イ
と
い
ろ
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
戦
争
放
棄
、
交
戦
権
否

認
の
九
条
に
「
と
ど
め
の
一
晩
」
を
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

私
た
ち
は
改
ま
川
の
四
月
十
日
に
総
理
府
で
担
当
日
に
町
会
し
た
。
そ
の
時
の
あ
ら
ま
し
は
|
|

こ
の
改
定
は

林
氏
「
呼
出
議
、
文
民
件
然
、
選
挙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
相
談
さ
れ
た
こ
と
な
ど
|
|
市
施
上
の
適
正
さ
を
も
と
め

て
い
る
」
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川
島
氏
「
見
出
し
即
改
定
で
は
な
く
与
え
ら
れ
た
職
貨
の
中
で
の
み
し
た
」

林
氏
「
法
の
主
旨
述
成
の
た
め
適
切
と
の
判
断
で
、
国
会
に
出
し
た
。
鼠
法
理
念
と
は
抵
触
し
て
い
な
い
」

武
器
使
用
は

林
氏
「
法
の
認
め
て
い
る
正
当
防
衛
口
現
場
で
法
的
強
制
力
を
認
め
た
方
が
い
い
の
で
、
抗
命
権
は
み
と
め
ら
れ
な
い
」

殺
し
て
も
界
に
な
ら
な
い
の
か

林
氏
「
や
む
を
得
な
い
場
合
は
隊
員
の
た
め
、
自
己
と
自
己
と
共
に
い
る
平
和
協
力
隊
員
の
た
め
」

川
島
氏
「
上
官
と
は
そ
の
場
に
い
る
指
抑
命
令
の
責
任
者
」

個
人
で
は
な
く
集
団
で
の
正
当
防
衛
は
あ
る
の
か

両
氏
「
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
」

武
器
使
用
が
集
団
で
あ
っ
て
も
正
当
防
衛
だ
と
外
国
で
み
と
め
ら
れ
て
い
る
の
か

両
氏
「
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
」

* 

し
の
び
寄
る
出
法
破
壊
(
生
活
破
壊
)
の
う
す
気
味
悪
い
足
音
を
た
し
か
に
聞
い
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
残
さ
れ
た
手
だ
て
を
通
し
て
、
態
法
、
戦
争
放
棄
を
よ
み
が
え
ら
さ
な
け
れ
ば
:
・
・
:
と
思
い
ま
す
。

八
月
三
日
の
N
H
K
T
V第
一
で
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
グ
エ
ン
ザ
ッ
プ
氏
が
「
わ
れ
わ
れ
だ
け
で
な
く
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に

反
対
し
た
ア
メ
リ
カ
の
人
び
と
が
勝
っ
た
の
で
あ
り
、
敵
対
し
て
い
た
国
の
人
び
と
が
交
流
す
る
こ
と
は
可
能
だ
」
と
語

っ
た
歴
史
の
事
実
か
ら
学
び
た
い
と
思
い
な
が
ら
、
平
和
協
力
と
い
う
こ
と
ば
を
使
っ
て
戦
争
を
た
く
ら
む
国
の
姿
勢
を

変
え
さ
せ
る
努
力
の
可
能
性
を
さ
ぐ
っ
て
い
ま
す
。
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ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ
報
告
書
の
紹
介

(
第
七
回
)

前
回

良周

四

強
掻
お
よ
び
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
女
性
に
対
す
る
性
暴
力
(
続
き
)

C 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

キ
ャ
サ
リ
ン
・
ク
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
は
ム
日
州
国
臓
員
で
あ
り
、
上
級
合
州
国
職
員
の
ゴ
メ
ス
と
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
l
ム
で

呼
び
合
う
同
械
で
あ
っ
た
。
一
九
八
八
年
三
月
二
日
、
ク
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
は
ゴ
メ
ス
の
部
屋
で
仕
事
の
話
を
し
た
後
、
部

屋
を
出
ょ
う
と
し
た
。
こ
の
時
、
ゴ
メ
ス
は
彼
女
の
肩
や
上
腕
を
つ
か
み
、
彼
女
の
口
に
自
分
の
舌
を
押
し
込
ん
だ
。
右

腕
で
彼
女
の
お
尻
を
さ
わ
り
、
抱
き
寄
せ
、
胸
に
さ
わ
っ
た
。
裁
判
官
の
怠
見
で
は
申
し
立
て
ら
れ
た
侵
害
の
明
白
な
有

罪
証
拠
が
あ
る
。
ゴ
メ
ス
が
ク
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
に
仕
事
の
即
位
を
交
史
す
る
の
を
拒
否
す
る
こ
と
で
候
女
の
キ
ャ
リ
ア
に

影
特
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
た
と
判
断
す
る
理
由
も
あ
っ
た
。
ゴ
メ
ス
は
一
九
九
四
年
二
月
十
五
日
に
退
職
し
た
。

数
週
間
後
、
ゴ
メ
ス
が
A
品
印
刷
務
ノ
ロ
グ
ラ
ム
に
一
円
就
職
し
て
お
り
、
外
交
官
特
権
が
認
め
ら
れ
、
合
間
の
法
管



轄
の
外
に
い
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
裁
判
官
の
墾
口
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ム
帰
国
は
政
府
機
関
に
よ
る
賃
金

支
払
い
に
問
題
は
な
い
と
主
張
し
た
。

ム
品
位
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
あ
る
槌
の
無
神
経
さ
を
示
し
て
い
る
。
女
性
暴
力
被
害
者
に
救

済
を
保
証
す
る
機
構
を
つ
く
る
こ
と
は
、
ど
の
職
場
や
教
育
施
設
で
も
、
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。
ク
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
事
件

が
証
明
す
る
よ
う
に
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
ど
ん
な
職
場
環
境
で
も
発
生
し
う
る
。
す
べ
て
の
組
織
は
こ

う
し
た
事
件
に
対
処
す
る
規
則
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
女
性
に
対
す
る
述
統
的
な
性
器
力
で
あ
る
。
そ
れ
は
女
性
の
心
身
に
対
す
る
人
格

的
攻
撃
で
あ
り
、
恐
怖
を
し
み
込
ま
せ
、
女
性
の
身
体
の
完
全
性
、
教
育
及
び
移
動
の
自
由
と
い
う
権
利
を
侵
害
す
る
。

そ
れ
は
女
性
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
脅
迫
の
権
刀
的
機
梢
と
し
て
利
用
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
女
性
の
従
属
的
な
社

会
的
地
位
を
維
持
す
る
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
路
上
や
、
職
場
や
、
教
育
施
設
や
公
共
交
通
機
関
で
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
よ
り
悪
質
な
形
態
は
、
職
場
や
教
育
施
設
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
る
。
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
女
性
の
経
済
的
自
立
を
打
躍
し
、
職
場
や
学
校
か
ら
外
に
追
い
出
す
こ
と
で
女
性
の
稼
ぎ
を
妨
げ
る
。

女
性
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
と
し
て
、
男
性
よ
り
も
九
倍
も
仕
事
か
ら
離
れ
る
率
が
高
い
。

最
近
の
傾
向
が
政
府
に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
立
法
を
求
め
る
意
思
を
示
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
国
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
犯
罪
と
し
て
い
な
い
。
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
犯
罪
と
す

る
か
、
あ
る
い
は
特
に
教
育
施
設
や
職
場
に
関
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
l
の
平
等
を
規
制
す
る
憲
法
や
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
、

女
性
の
平
等
侵
害
と
認
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
犯
罪
と
す
る
初
期
の
法
律
は
、
女
性
の
「
し
と
や
か
さ
の
侵
害
」
と
い
う
考
え
で
、

性
暴
力
を
女
性
の
性
道
徳
と
い
う
観
念
に
結
び
つ
け
て
い
た
。
最
近
の
法
律
で
は
、
暴
行
、
犯
罪
の
力
の
利
用
、
言
葉
や
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行
為
に
よ
っ
て
性
的
迷
惑
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
引
き
起
こ
す
者
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

で
有
罪
と
な
る
。
「
歓
迎
さ
れ
な
い
性
的
訂
い
寄
り
」
と
い
う
汀
鳴
も
仰
わ
れ
る
。
刑
制
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
軽
微
な
も
の
か

ら
最
穴
五
年
の
拘
禁
に
わ
た
る
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
戦
う
た
め
に
は
慾
法
と
法
律
の
平
等
保
障
も
使
え
る
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
命
歯

で
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
職
場
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
で
法
律
上
型
花
さ
れ
て
き
た
。
雇
用
機

ふ
歪
・
等
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
特
徴
は
「
上
司
や
同
僚
が
繰
り
返
し
の
要
求
や
継
続
的

な
態
度
で
、
屈
用
の
場
面
で
差
別
的
な
条
件
を
加
え
る
こ
と
、
ま
た
は
男
女
に
と
っ
て
有
害
な
職
場
環
境
を
作
る
こ
と
」

で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
市
民
締
法
第
七
草
で
は
次
の
よ
う
に
産
税
さ
れ
て
い
る
。
「
紋
迎
さ
れ
な
い
性
的
言
い
寄
り
、
性
的
な

親
切
の
強
山
氏
、
お
よ
び
そ
の
他
の
性
的
性
質
の
あ
る
言
葉
や
身
体
行
為
で
あ
っ
て
、
①
そ
う
し
た
行
為
へ
の
服
従
が
個
人

の
原
用
の
実
現
や
条
件
に
明
示
的
で
あ
れ
黙
示
的
で
あ
れ
影
響
す
る
場
合
O

②
そ
う
し
た
行
為
へ
の
個
人
の
服
従
又
は
拒

否
が
そ
の
個
人
の
服
用
決
定
の
恭
礎
に
影
響
す
る
場
合
。
③
そ
う
し
た
行
為
が
個
人
の
仕
事
の
実
現
を
妨
害
し
、
ま
た
は

脅
迫
、
略
担
、
攻
胞
・
的
な
労
働
環
境
を
つ
く
る
目
的
や
効
果
を
持
つ
場
ム
弓
」

上
の
定
義
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
二
つ
の
類
型
と
合
致
す
る
。
第
一
は
「
代
償
(
対
価
)
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」
で
、
原
則
、
照
用
の
終
結
、
昇
進
や
賃
金
が
性
的
言
い
寄
り
へ
の
対
応
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
類
型
は
い

や
が
ら
せ
側
が
被
害
者
の
原
則
状
態
に
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
場
合
の
力
関
係
で
ま
寵
さ
れ
る
。
第
二
の
類
型
は
「
敵
意

の
あ
る
職
場
環
境
」
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。
①
延
汀
為
に
つ
い
て
話
す
、
②
必
盟
も
な
い
の
に
さ
わ
る
、
③
h

占
聞
な
言

葉
や
不
適
当
な
言
葉
を
停
つ
例
え
ば
「
女
の
子
」
)
、

@
r白
川
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
す
る
、
@
嵯
日
付
為
に
同
意
す
る
者
に
仕

事
の
優
位
を
与
え
る
、
@
粗
雑
な
言
誕
や
攻
躍
的
な
言
葉
を
使
う
。

欧
州
迎
合
は
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
実
務
規
則
を
導
入
し
、
「
望
ま
れ
ざ
る
性
的
性

質
の
行
為
、
ま
た
は
職
場
で
男
女
の
時
般
に
性
的
に
郎
防
縛
す
る
そ
の
他
の
行
為
」
と
定
義
し
て
い
る
。
し
か
し
、
規
則
は
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拘
束
的
で
も
強
制
的
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、
規
則
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
範
囲
に
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
を
含

む
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
述
邦
で
は
刑
法
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
規
定
し
、
求
人
広
告
は
女
性
越
屈
用
者
に
対
し
て
「
抑

制
の
な
い
こ
と
」
を
要
求
し
続
け
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
毎
年
わ
ず
か
二
十
件
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

し
か
ロ
シ
ア
法
の
下
で
提
訴
さ
れ
て
い
な
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
一
九
八
四
年
の
述
邦
性
差
別
法
が
次
の
状
況
で
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
不
法
と
し
て
い
る
。

a
原
用
、

b
教
育
、

c
商
品
と
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
、

d
貸
付
の
供
給
、
土
地
取
引
、
ク
ラ
ブ
入
会
許
可
、

e
国
家
の
行
政
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
法
は
職
場
、
学
校
及
び
訓
練
所
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
犯
罪
と
す
る
よ
う
規
定
し

て
き
た
。
し
か
し
労
働
服
用
省
は
、
求
人
広
告
、
雇
用
興
行
や
不
平
等
賃
金
と
い
っ
た
差
別
事
件
で
す
ら
、
労
抑
法
の
基

準
を
実
施
で
き
て
い
な
い
と
い
う
。

述
合
王
国
(
イ
ギ
リ
ス
)
で
は
、
一
九
七
五
年
の
撃
記
別
法
は
裁
判
所
に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
差
別
で

あ
る
と
判
断
さ
せ
て
き
た
。

特
別
法
の
な
い
場
合
で
も
一
般
不
法
行
為
法
が
利
用
で
き
る
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

扱
う
特
別
法
が
な
い
の
で
、
一
九
九
三
年
に
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
女
性
が
、
暴
行
殴
打
に
関
す
る
不
法
行
為
法
で
自
分
の
雇

用
主
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

多
く
の
政
府
機
関
、
政
府
問
機
関
お
よ
び
労
働
組
合
が
、
職
場
や
教
育
施
設
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
き
た
。
も
っ
と
も
成
功
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
一
九
九
一
年
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
権
平
等
強
萎
員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
「
S
H
O
U
T」
と
呼
ば
れ
る
、
女
性
被
害
者
を
援
助
す

る
無
料
電
話
番
号
を
広
告
す
る
ポ
ス
タ
ー
と
メ
デ
ィ
ア
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
っ
た
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
単
に
禁
止
す
る
だ
け
で
は
、
暴
力
被
害
者
を
援
助
す
る
の
に
不
十
分
で
あ
る
。
公
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的
施
設
で
あ
れ
私
的
施
設
で
あ
れ
、
教
行
施
政
で
あ
れ
版
業
施
政
で
あ
れ
、
施
設
は
救
昨
を
保
附
す
る
内
部
手
続
き
を
も

っ
必
.
盟
が
あ
る
。

カ
ナ
ダ
辿
祁
労
例
法
は
こ
の
い
以
に
附
し
て
モ
デ
ル
を
拠
供
す
る
。
カ
ナ
ダ
法
は
、
府
川
主
に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
を
と
ら
せ
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
非
難
す
る
よ
う
指
示
し
、
違
反
者
に
対
し
て
懲
戒
手
続
き

が
と
ら
れ
る
よ
う
指
示
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
耶
件
を
扱
う
手
続
き
を
別
立
し
、
被
服
用
者
に
そ
の
権
利
を
知
ら
せ
る
こ
と

を
要
求
し
て
い
る
。

民
間
企
業
は
た
い
て
い
被
告
者
の
訴
え
に
す
ぐ
に
は
反
応
し
な
い
。
企
業
は
一
般
に
否
定
的
な
評
判
を
避
け
る
こ
と
を

最
催
先
す
る
か
ら
で
あ
る
。
被
耐
用
者
の
不
平
に
取
り
組
む
非
公
式
の
手
法
を
制
度
化
し
て
き
た
企
業
も
あ
る
。
し
か
し

非
公
式
の
手
法
は
迫
民
を
個
人
的
な
も
の
と
し
て
、
被
害
者
の
訴
え
を
妨
げ
る
。
非
公
式
の
手
法
は
実
行
者
の
責
任
を
問

う
よ
り
も
、
仲
裁
を
通
じ
て
紛
争
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
う
し
た
興
行
は
被
害
者
に
圧
力
を
加
え
、
嫌

が
ら
せ
の
主
に
対
す
る
告
発
を
続
け
る
か
否
か
を
考
え
さ
せ
る
。
加
盟
口
す
る
に
当
た
っ
て
制
度
的
支
援
が
少
な
い
の
で
、

被
害
者
が
沈
黙
さ
せ
ら
れ
る
。
服
用
主
が
適
切
な
予
鹿
山
ー
を
取
ら
な
け
れ
ば
、
雄
前
に
つ
い
て
の
監
杵
責
任
を
課
す

裁
判
経
も
あ
る
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
私
的
制
域
で
閲
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
被
害
者
が
事
件
を
表
沙
汰
に
す
る
と
、
嫌

が
ら
せ
の
明
大
、
公
共
の
煙
火
、
失
業
ま
た
は
学
校
か
ら
の
排
除
な
ど
の
鼠
大
な
結
果
に
悩
ま
さ
れ
る
。
ロ
シ
ア
の
女
性

の
椛
利
を
時
門
と
す
る
法
律
家
が
、
女
性
は
「
お
世
辞
が
好
き
」
な
の
で
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
問
題
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
ム
同
出
と
香
港
で
の
調
査
に
よ
る
と
、
被
告
女
性
の
訴
え
を
当
然
で
あ
る
と
見
る
傾

向
が
m在
で
は
女
性
よ
り
も
ず
っ
と
少
な
い
。

最
近
の
有
名
な
耶
件
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
に
焦
点
を
当
て
さ
せ
て
、
被
害
者
が
自

分
が
孤
立
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
消
し
、
被
告
を
強
口
す
る
の
を
激
励
し
た
。
例
え
ば
、
合
州
国
批
帥
裁
判
所
裁
判
官
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候
補
ク
ラ
レ
ン
ス
・
ト
l
マ
ス
に
対
し
て
、
ア
ニ
タ
・
ヒ
ル
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
と
告
発
し
、

メ
デ
ィ
ア
が
事
件
を
報
道
し
た
結
挺
と
し
て
、
合
州
国
版
問
盟
百
平
等
委
員
会
へ
の
申
立
て
が
二
倍
以
上
に
増
え
た
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
犯
罪
化
に
関
す
る
有
名
な
事
件
は
イ
ン
ド
で
発
生
し
、
古
い
「
品
世
凌
虐
」
法
が

元
幹
察
庁
長
官
ギ
ル
を
有
罪
と
す
る
の
に
利
用
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
特
銭
で
も
っ
と
も
尊
敬
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
ギ
ル
は
、

最
新
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
例
と
呼
ば
れ
て
、
刑
事
施
設
収
容
の
有
罪
判
決
を
受
け
た
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
重
大
な
身
体
的
、
粉
神
的
、
健
康
的
問
題
に
は
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
て
き
た
。
過
食
症
、
憂
躍
、
不
安
症
、
吐
き
気
、
顕
捕
、
不
眠
症
、
ア
ル
コ
ー
ル
・
ニ
コ
チ
ン
・
薬
物
の
乱
用
、
胃
痛

及
び
や
せ
渇
き
が
、
多
く
の
被
害
者
に
生
じ
る
身
体
的
精
神
的
問
題
で
あ
る
。
命
同
評
価
制
度
但
議
評
琵
言
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
閃
す
る
述
邦
政
府
の
コ
ス
ト
が
(
二
年
で
)
二
億
六
七

O
O万
ド
ル
で
あ
る
と
見
積
も
っ

て
い
る
。
こ
の
数
字
は
、
生
産
の
減
少
、
岩
河
休
暇
及
び
被
服
用
者
の
交
替
と
結
び
つ
い
た
コ
ス
ト
を
反
映
し
て
い
る
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
統
計
は
、
暴
力
の
其
の
程
度
を
反
映
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
に
参
考
に

な
る
。
日
本
で
の
一
九
九
一
年
調
査
に
よ
れ
ば
、
四

O
二
二
人
の
回
答
者
の
七

O
%が
被
害
経
験
が
あ
り
、
東
京
都
労
働

経
済
局
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
二
年
に
ほ
ぼ
四
百
人
の
女
性
が
公
式
に
職
場
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
訴
え
た
。

し
か
し
労
働
経
済
局
の
担
当
者
に
よ
れ
ば
、
十
倍
以
上
の
女
性
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
経
験
し
て
い
る
が
、

そ
れ
を
望
口
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
数
字
は
現
実
を
反
映
し
て
い
な
い
。
日
本
で
行
わ
れ
た
政
府
調
査
に
よ
れ
ば
、
二

十
代
の
日
本
女
性
の
七
人
に
一
人
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
経
験
し
て
い
る
。

D 

性
暴
力
と
戦
う
国
家
戦
略

ジ
ェ
ン
ダ
l
・
バ
イ
ア
ス
が
、
強
姦
と
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
性
暴
力
の
被
害
者
と
の
相
互
作
用
を
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広
げ
て
き
た
こ
と
を
、
多
く
の
政
府
が
認
識
し
、
矯
正
策
を
と
り
は
じ
め
た
。
し
か
し
、
特
別
の
女
性
幹
察
官
や
女
性
腎

察
署
の
よ
う
な
、
こ
の
影
響
で
つ
く
ら
れ
た
機
械
と
組
織
は
、
国
家
組
織
の
中
で
周
辺
化
さ
れ
、
低
く
位
世
づ
け
ら
れ
、

人
員
不
足
で
、
刑
事
司
法
制
度
の
中
で
も
低
い
地
位
に
位
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
は
女
性
暴

力
被
害
者
の
た
め
の
補
償
を
提
供
す
る
こ
と
に
関
し
て
注
意
を
引
き
、
手
続
き
を
定
め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
璽
裂
な
役
割

を
演
じ
る
。

イ
ン
ド
や
倉
闘
で
は
、
持
妓
が
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
実
態
に
敏
感
に
な
り
、
被
害
者
の
要
求
に
つ
い
て
教
育
す
る

訓
練
セ
ミ
ナ
ー
が
芸
付
さ
れ
て
き
た
。
「
コ
モ
ン
ウ
エ
ル
ス
・
セ
ク
レ
タ
リ
ア
l
ト
(
岳
ぬ
の
。
ョ
ョ
。

E
4
g
-
p
m
2
5・

E
ユ
巳
)
」
の
よ
う
な
国
際
機
関
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
ら
れ
た
mmMM訓
練
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
、
広
く
普
及
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
コ
ス
タ
・
リ
カ
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
や
裁
判
官
と
の
対
話
が
有
益
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

述
ム
呈
国
や
南
ア
フ
リ
カ
の
よ
う
に
、
特
妓
署
が
朝
川
河
に
対
応
し
、
明
rd神
明
日
者
の
要
求
に
見
合
っ
た
侶
拐
を
得
て
い

る
国
も
あ
る
。
細
心
の
方
法
で
証
拠
を
収
集
し
保
存
す
る
た
め
に
、
カ
ナ
ダ
は
〈
性
暴
力
診
察
キ
ッ
ト
〉
を
開
発
し
、
そ
れ

に
は
法
手
続
き
、
医
学
診
断
、
被
害
者
サ
ー
ビ
ス
及
び
裁
判
に
関
す
る
情
報
が
合
ま
れ
る
。
キ
ッ
ト
に
は
特
察
や
検
査
技

官
の
た
め
の
指
示
、
並
び
に
物
証
収
集
容
器
主
同
ま
れ
る
。
内
容
会
砕
が
ニ
つ
の
公
朋
語
(
草
間
と
仏
語
)
で
苦
か
れ
て
い
る
。

ム
品
箇
で
は
、
サ
ン
タ
・
モ
ニ
カ
病
院
セ
ン
タ
ー
の
国
家
補
助
を
受
け
た
非
営
利
組
織
の
強
姦
治
療
セ
ン
タ
ー

(
R
T

C
)
が
、
わ
か
り
や
す
い
〈
事
長
危
機
ユ
ニ
ッ
ト
〉
を
提
供
し
て
い
る
。

被
害
者
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
は
、

a
二
十
四
時
間
緊
急
医
娘
、

b
証
拠
収
集
、

c
危
機
介
入
、

d
弁
護
、

e
法
廷

付
添
、

f
法
的
援
助
、

g
府
押
療
法
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

R
T
Cは
、
被
官
接
者
と
一
緒
に
働
く
個
人
、
家
族
、
集
団

治
控
刀
法
を
利
用
す
る
。
さ
ら
に
、

R
T
Cは
学
校
で
の
予
臨

4
グ
ラ
ム
を
含
む
広
範
囲
に
わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
。
公
教
育
、
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
や
社
会
の
た
め
の
被
害
者
支
援
ノ
ロ
グ
ラ
ム
。
作
封
、
検
察
、
医
師
、
籾
柏
戸
街
生
官

の
た
め
の
訓
練
。
メ
デ
ィ
ア
や
政
府
機
関
と
の
協
議
。
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マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
〈
一
時
避
難
・
強
姦
危
機
セ
ン
タ
ー
〉
が
設
置
さ
れ
た
病
院
が
あ
り
、
完
全
な
特
別
診
察
部
門
が
あ

る
。
こ
の
部
門
の
医
師
は
強
姦
事
件
の
証
拠
収
集
に
つ
い
て
よ
く
訓
練
さ
れ
て
い
る
。

野
設
は
そ
の
後
、
事
件
を
記
録
す
る
よ
う
要
求
し
、
女
性
組
織
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
女
性
被
害
者
を
援
助
す
る
よ
う
求

め
ら
れ
る
。
こ
の
〈
一
時
避
難
セ
ン
タ
ー
〉
と
い
う
考
え
は
、
的
姦
事
件
裁
判
の
た
め
の
準
備
中
に
手
続
き
と
捜
査
の
流

れ
の
中
で
有
用
で
あ
る
。

刑
事
司
法
制
度
に
お
け
る
公
的
自
績
の
増
穴
の
た
め
に
、
適
切
な
行
動
を
立
法
し
よ
う
と
す
る
国
も
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
一
九
八
七
年
犯
罪
被
害
者
法
は
、
検
持
官
、
裁
判
所
職
員
、
弁
護
士
そ
の
他
の
者
が
、
個
人
の

尊
厳
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
辺
、
同
情
及
び
尊
重
を
も
っ
て
被
害
者
と
協
働
す
る
よ
う
規
定
す
る
。
被
害
者
は
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
と
補
償
並
び
に
手
続
き
の
性
質
を
十
分
に
説
明
さ
れ
る
。
被
害
者
が
被
告
入
や
保
釈
に
つ
い
て
持
つ
関
心
は
、

適
切
な
組
織
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
。

他
の
国
は
柏
姦
事
件
裁
判
や
被
害
主
祉
言
の
期
間
、
傍
聴
を
制
限
す
る
法
律
を
施
行
し
て
い
る
。
被
害
者
を
特
定
す
る

情
報
の
公
開
を
制
限
す
る
法
律
も
あ
る
。

強
姦
但
F説
法
は
、
強
姦
被
害
者
を
差
別
的
で
虐
待
的
な
反
対
尋
問
か
ら
保
護
す
る
機
構
を
つ
く
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た

法
律
が
ム
品
箇
で
は
広
く
制
定
さ
れ
、
被
害
者
の
過
去
の
性
行
動
に
関
す
る
証
拠
の
許
容
性
を
制
限
す
る
。
強
姦
保
欝
法

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
実
際
の
保
護
の
範
囲
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

被
害
者
の
法
的
代
理
人
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
法
手
続
き
を
通
し
て
被
害
者
を
支
援
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
き
た
政
府
や
N
G
Oが
あ
る
。
〈
強
姦
危
機
セ
ン
タ
ー
〉
は
独
立
し
て
、
ま
た
は
政
府
と
協
力
し
て
、

警
察
や
裁
判
所
へ
被
害
者
と
同
伴
す
る
無
料
の
弁
護
士
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
国
家
の
代
理
人
の
な
か
に
被
害
者

と
協
働
す
る
特
別
の
性
犯
罪
ユ
ニ
ッ
ト
を
設
置
し
た
政
府
も
あ
る
。
こ
う
し
た
法
的
サ
ー
ビ
ス
は
壁
倖
験
者
を
支
援
す

る
多
元
的
試
み
の
一
部
で
あ
る
。
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五

女
性
売
買
お
よ
び
強
制
売
春

120 

毎
年
、
世
界
で
旬
T
も
の
女
性
が
売
買
さ
れ
て
い
る
。
脇
さ
れ
、
強
制
さ
れ
、
誘
拐
さ
れ
、
売
ら
れ
、
そ
し
て
多
く
の

場
ム
円
売
春
、
家
事
労
働
、
搾
竪
刀
働
や
主
と
し
て
奴
隷
類
似
の
状
況
で
生
活
し
、
働
く
よ
う
強
い
ら
れ
る
。
女
盤
刀
働

や
女
性
身
体
の
搾
取
は
、
間
際
附
女
性
売
口
座
業
を
も
た
ら
し
た
。
女
怯
先
買
が
国
際
的
に
生
じ
る
の
は
、
不
平
等
な
取

引
万
や
搾
取
に
さ
ら
さ
れ
や
す
い
た
め
で
あ
る
。

今
日
、
女
性
は
主
に
南
か
ら
北
に
売
買
さ
れ
、
市
か
ら
南
へ
の
売
口
も
増
加
し
て
い
る
。
蹴
出
旧
制
整
が
国
家
経
済
を
破

産
さ
せ
た
国
、
森
林
伐
採
が
村
落
を
破
域
し
、
家
族
を
都
市
へ
と
追
い
や
る
困
、
貧
困
の
女
性
化
が
も
っ
と
も
あ
か
ら
さ

ま
な
国
か
ら
、
国
民
生
産
が
向
く
平
均
的
市
民
の
生
活
水
準
が
高
い
国
へ
と
。
女
性
売
買
は
貧
困
、
人
種
令
指
我
、
性
差
別

土
議
に
よ
っ
て
恕
化
す
る
。

今
世
紀
初
頭
以
来
、
人
身
売
口
が
国
際
的
関
心
と
な
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
売
買
の
繁
盛
と
効
果
的
に
戦

う
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
女
性
売
買
は
そ
の
国
際
的
性
質
の
ゆ
え
に
複
雑
な
強
制
問
題
を
持
ち
、
多
く
の
行
為
者
が
か

か
わ
っ
て
い
る
。
わ
ず
か
の
例
外
を
除
い
て
、
出
身
国
も
、
通
過
国
も
到
岩
国
も
、
売
買
さ
れ
た
女
性
を
保
護
す
る
責
任

を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
い
。
た
い
て
い
の
国
の
主
な
関
心
は
、
懇
話
官
の
宋
・
法
」
状
態
で
あ
り
、
発
見
す
れ
ば
即
座

に
国
外
追
放
の
対
象
と
す
る
。

今
日
で
も
、
女
性
売
買
の
申
裳
に
関
し
て
国
野
凶
会
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
存
在
し
な
い
。
売
買
は
、
克
容
と
い
う
言
葉

の
伝
統
的
な
概
念
の
た
め
に
、
国
際
的
な
女
性
辺
助
や
諸
国
家
の
問
で
極
端
に
窓
見
が
分
か
れ
る
。
人
身
売
買
は
か
つ
て

は
「
売
科
目
的
の
た
め
の
女
性
売
買
」
で
、
一
般
に
は
国
境
を
越
え
る
も
の
を
指
し
た
。
護
・
労
働
、
結
婚
や
搾
取
工
場

労
働
の
た
め
の
売
口
と
い
っ
た
新
し
い
形
態
は
合
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
九
九
四
年
、
伺
迎
総
会
は
次
の
よ
う
に
窓
我



し
た
。
「
国
境
を
越
え
た
人
身
の
不
法
か
つ
秘
密
の
移
動
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
発
展
途
上
国
や
経
済
過
度
期
に
あ
る
国
家

が
、
女
子
に
性
的
ま
た
は
経
済
的
に
圧
迫
し
て
搾
取
す
る
状
況
を
強
い
て
、
リ
ク
ル
ー
タ
l
、
売
買
者
及
び
犯
罪
組
織
が

利
益
を
あ
げ
る
目
的
を
持
っ
た
も
の
、
並
び
に
強
制
的
家
事
労
働
、
不
正
な
結
婚
、
秘
密
の
原
用
及
び
不
正
な
養
子
縁
組

の
よ
う
な
、
売
買
に
関
す
る
不
活
情
動
。
」

国
述
は
一
九
四
九
年
の
人
身
売
口
お
よ
び
他
入
の
売
春
の
搾
取
の
禁
止
条
約
(
一
九
四
九
年
九
命
)
を
採
択
し
た
。
そ

の
用
語
が
十
分
に
窓
戒
さ
れ
て
い
な
い
う
え
、
実
行
機
関
が
弱
体
な
の
で
、
一
九
四
九
年
条
約
は
広
い
支
持
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
ず
七
十
か
国
し
か
批
准
し
て
い
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
政
府
と
N
G
Oは
、
国
際
基
準
を
再
定
式
化
す
る
緊
急
の

必
要
が
あ
る
こ
と
に
同
窓
し
て
い
る
。
再
定
式
化
の
た
め
に
は
人
身
売
買
の
ま
我
が
必
要
で
あ
り
、
女
性
売
買
に
関
す
る

国
家
行
動
と
国
際
行
動
を
導
く
原
則
を
設
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
不
幸
な
こ
と
に
女
性
述
動
は
意
見
が
分
か
れ
て
お

り
、
国
際
基
準
に
関
す
る
必
仙
沼
か
つ
虫
虫
な
変
化
に
つ
い
て
の
国
際
的
努
力
を
強
調
す
る
こ
と
を
妨
げ
て
い
る
。

多
く
の
人
身
売
買
が
国
境
を
越
え
る
翠
穴
に
よ
り
、
国
際
的
な
基
準
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
現
象
に
立
ち
向
か
う
唯
一
の

窓
味
の
あ
る
機
純
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
家
集
団
や
政
府
が
売
買
さ
れ
た
女
性
の
人
権
の
た
め
に
多
年
に
わ
た
っ
て

勇
敢
に
戦
い
、
女
性
被
害
者
の
た
め
の
救
済
を
提
供
す
る
国
際
基
準
と
機
構
を
集
合
的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
建
設
的
対

話
を
行
う
こ
と
が
必
盟
で
あ
る
。

女
性
売
買
の
パ
タ
ー
ン
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
地
域
の
事
情
や
市
場
の
開
放
度
に
よ
っ
て
変
化
し
需
要
祉
経
曲
諒
に
合
致
す

る
。
売
買
の
増
加
は
一
九
世
紀
の
産
業
化
の
最
初
の
波
の
時
期
に
起
き
た
。
売
買
業
者
は
技
術
の
発
達
を
利
用
し
て
新
し

い
ル

1
ト
を
開
発
し
、
国
伊
豆
冗
買
を
助
長
す
る
。
鉄
道
、
海
洋
汽
船
、
電
信
、
電
話
、
そ
し
て
新
し
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
す
べ
て
が
売
買
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
増
大
さ
せ
る
o

A
帰
国
の
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
結
撞
巾
場
の
た
め

の
女
性
売
買
の
基
本
要
素
と
な
り
、
結
婚
業
者
に
通
知
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
花
嫁
と
し
て
売
買
す
る
た
め
に
女
子
を
陳

列
し
て
い
る
国
も
あ
る
。
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人
身
売
買
ル

l
ト
は
移
住
ル

1
ト
と
重
な
り
、
貧
困
状
況
、
生
存
す
る
経
済
的
資
E

の
欠
知
、
国
家
間
の
宮
の
不
均
衡
、

2
令
，

a

お
よ
宮
山
身
国
に
お
け
る
女
性
の
周
緑
化
に
由
来
す
る
。
極
付
を
開
発
戦
略
と
し
て
奨
励
し
た
結
果
、
売
春
目
的
の
女
性

1

売
買
の
流
行
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
ケ
ニ
ア
は
挫
汀
産
業
の
降
盛
が
地
域
で
の
売
口
を
附
加
さ
せ
た
具
体
例
で
あ
る
。
ウ

ガ
ン
ダ
女
性
は
、
廃
付
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
売
春
提
供
の
た
め
に
ケ
ニ
ア
に
誘
い
出
さ
れ
る
。
イ
ン
ド
女
性
は
、
公
演

目
的
と
称
し
て
突
は
売
春
婦
と
し
て
働
か
せ
る
た
め
に
ケ
ニ
ア
に
誘
い
出
さ
れ
る
と
の
却
窓
口
が
あ
る
。

女
雄
元
民
は
南
か
ら
北
へ
だ
け
で
は
な
く
、
国
家
内
で
も
起
き
て
い
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
は
売
春
目
的
の
売
買
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
あ
り
、
女
性
を
国
内
で
売
目
す
る
と
と
も
に
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
エ
ク
ア
ド
ル
及
び
パ
ナ
マ
に
送
り
出
し
て
い
る
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
に
は
地
球
規
模
で
営
む
哨
著
も
あ
り
、
女
性
を
ス
ペ
イ
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、

ア
メ
リ
カ
ム
品
闘
に
供
給
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
組
織
的
売
買
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
多
く
、
国
内
の
鉱
山
や
民
間
建
設

工
事
硯
場
に
枇
給
し
て
い
る
。

売
春
目
的
の
人
身
売
買
に
は
主
に
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
伝
統
的
な
コ
一
段
階
パ
タ
ー
ン
」
は
、
す
で
に
売
春
に

従
事
さ
せ
ら
れ
て
い
る
女
性
を
外
国
に
売
る
た
め
に
標
的
に
す
る
が
、
も
っ
と
攻
撃
的
な
ご
段
階
パ
タ
ー
ン
」
は
、
女

子
を
村
か
ら
直
接
、
外
国
に
売
春
目
的
で
売
り
飛
ば
す
。

H
I
V感
染
の
恐
怖
か
ら
、
若
い
女
性
の
需
要
が
増
加
し
て
お

り
「
一
段
階
パ
タ
ー
ン
」
が
支
配
的
に
な
っ
て
い
る
。

売
春
目
的
の
人
身
売
口
が
安
定
し
て
上
昇
し
て
い
る
の
に
は
次
の
理
由
が
あ
る
と
い
う
。

a
外
国
人
女
性
や
「
異
な
る
」
女
性
を
求
め
る
、
人
警
護
者
、
控
訴
中
義
者
、
エ
ス
ノ
・
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
の
、
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
の
消
政
需
型
に
よ
っ
て
営
ま
れ
る
市
場
。

b
売
春
女
性
か
ら
搾
取
し
て
何
ら
れ
る
巨
大
な
利
益
。

C
潜
在
的
な
「
新
入
り
」
の
巨
大
な
プ
l
ル
を
提
供
す
る
貧
困
の
女
性
化
。

d
旅
行
産
業
部
門
の
発
民
を
も
た
ら
す
、
同
際
開
発
銀
行
や
融
資
業
の
公
的
政
策
、
そ
れ
に
よ
る
女
性
の
盛
大
な
社
会
経



済
的
帰
結
。

e
情
報
収
集
、
情
報
提
供
、
お
よ
び
組
織
さ
れ
た
国
際
人
身
売
買
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
処
罰
の
た
め
の
効
果
的
な
国
際
的
体

制
が
な
く
、
問
題
を
隠
し
続
け
て
い
る
こ
と
。

f
登
録
さ
れ
て
い
な
い
女
性
移
住
労
働
者
に
対
す
る
売
春
要
求
の
高
ま
り
。

伝
統
的
慣
行
が
人
身
売
買
を
も
た
ら
す
国
も
あ
る
。
例
え
ば
イ
ン
ド
の
「
デ
パ
ダ
シ
制
」
は
、
か
つ
て
は
国
同
に
広
く

存
在
し
た
も
の
で
、
幼
い
少
女
の
神
と
の
儀
式
的
結
婚
を
伴
う
。
デ
パ
ダ
シ
女
性
は
、
経
済
的
必
要
性
が
あ
る
た
め
か
聖

職
者
に
よ
っ
て
売
春
宿
に
売
ら
れ
る
か
し
て
、
売
春
を
強
制
さ
れ
る
。
ネ
パ

1
ル
の
「
デ
ュ
キ
ス
制
」
で
は
、
娘
の
い
な

い
金
持
ち
の
家
族
が
貧
困
家
族
か
ら
若
い
娘
を
買
い
取
り
、
自
分
の
娘
と
し
て
寺
院
に
差
し
出
す
。
こ
の
少
女
た
ち
は
結

婚
を
禁
じ
ら
れ
「
寺
院
付
の
斐
」
と
さ
れ
る
か
売
春
さ
せ
ら
れ
る
。
一
九
九
二
年
に
は
一
万
七
千
人
の
少
女
が
デ
ュ
キ
ス

と
し
て
贈
ら
れ
た
。

売
春
目
的
の
女
性
供
給
で
は
、
家
庭
が
共
犯
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
ネ
パ

1
ル
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
及
び
ミ
ャ

ン
マ
ー
(
ピ
ル
マ
)
に
お
け
る
貧
困
世
帯
は
娘
を
売
る
こ
と
が
あ
る
が
、
少
女
は
借
金
の
た
め
に
債
務
奴
隷
と
し
て
働
か

さ
れ
る
。
こ
の
家
庭
破
壊
は
貧
困
家
庭
で
驚
く
べ
き
率
で
増
加
し
て
お
り
、
助
か
る
た
め
の
選
択
肢
は
非
常
に
少
な
い
。

女
性
枇
給
基
厳
に
よ
っ
て
も
起
き
て
い
る
。
女
性
は
自
分
が
従
事
さ
せ
ら
れ
る
仕
事
の
タ
イ
プ
や
条
件
に
つ
い
て
誤

解
さ
せ
ら
れ
る
。
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
、
子
守
、
家
事
労
働
と
い
っ
た
ご
ま
か
し
の
契
約
で
、
中
欧
や
西
欧
出
身
の
女
性
が
外

国
で
売
春
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

十
九
歳
の
ヤ
イ
の
例
口
ヤ
イ
は
タ
イ
の
デ
パ
ー
ト
で
働
い
て
い
た
が
、
台
湾
の
被
服
工
場
で
は
今
の
仕
事
よ
り
も
ず
っ

と
多
い
賃
金
を
稼
げ
る
と
約
束
さ
れ
た
。
ヤ
イ
の
リ
ク
ル
ー
タ
l
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
高
級
警
官
で
、
ヤ
イ
に
台
湾
に
行
く

ピ
ザ
と
パ
ス
ポ
ー
ト
を
用
意
し
て
く
れ
た
。
台
湾
に
着
く
と
、
リ
ク
ル
ー
タ
l
は
ヤ
イ
に
偽
造
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
パ
ス

ポ
ー
ト
を
与
え
た
が
、
彼
女
は
自
分
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
見
て
い
な
い
。
到
着
ホ
l
ル
で
、
中
国
出
身
の
男
が
ヤ
イ
を
迎
え
、
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ホ
テ
ル
に
辿
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
夜
、
ヤ
イ
は
そ
の
引
に
強
浴
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
ヤ
イ
は
花
蒋
を
強
制
さ
れ
、
毎
日
十
4
穐
F
a

i
二
十
人
の
符
を
取
ら
さ
れ
た
。
彼
女
に
は
均
け
る
選
択
の
余
地
が
な
く
、
限
ら
れ
脅
さ
れ
、
お
金
も
受
け
と
っ
て
い
な

1

い
。
ヤ
イ
の
則
容
に
堅
持
容
械
情
げ
が
い
て
、
保
護
の
凡
泡
り
に
侃
料
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
。

結
婚
は
人
身
売
口
の
供
蛤
千
段
と
し
て
も
利
川
さ
れ
る
。
女
性
を
パ
キ
ス
タ
ン
に
人
身
売
目
す
る
た
め
に
、
ベ
ン
ガ
ル

の
人
身
売
口
業
者
や
仲
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
被
害
者
を
「
イ
ス
ラ
ム
・
フ
ダ
ッ
ド
法
」
述
反
で
訴
追
さ
れ
る
こ
と
か

ら
自
分
た
ち
を
保
護
す
る
た
め
に
、
被
告
者
と
結
婚
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
千
五
百
人
の
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
女
性
と
子
ど
も
が
今
日
、
こ
の
法
の
も
と
で
パ
キ
ス
タ
ン
で
拘
禁
さ
れ
、
不
法
入
国
と
宋
・
正
な
セ
ッ
ク
ス
」

を
し
た
か
ど
で
訴
追
さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
ド
の
売
春
宿
で
働
い
て
い
る
十
万
か
ら
十
六
万
の
ネ
パ

l
ル
女
子
た
ち
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
三
五
%
が
結
婚
や

良
い
仕
事
と
い
う
口
実
の
も
と
に
イ
ン
ド
に
述
れ
て
こ
ら
れ
た
。

ケ
ニ
ア
で
は
、
人
身
売
買
は
、
た
い
て
い
結
婚
と
か
、
友
人
の
紹
介
、
見
せ
か
け
の
仕
事
の
提
供
を
口
実
に
、
被
害
者

と
人
身
売
買
業
者
の
問
で
仲
介
す
る
「
マ
ダ
ム
」
と
か
「
マ
マ
・
ロ
ア
」
と
し
て
知
ら
れ
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
女
性
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
。
東
ウ
ガ
ン
ダ
の
両
親
は
人
身
売
思
考
に
だ
ま
さ
れ
て
、
娘
が
ケ
ニ
ア
の
股
場
や
家
事
労
働
者
と
し
て
働

く
も
の
と
信
じ
込
ん
で
い
る
。

東
南
ア
ジ
ア
や
東
欧
に
い
る
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
よ
う
な
発
民
途
上
国
の
女
性
は
、
西
欧
、
北
米
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
や
日
本
の
盛
ん
な
結
額

m誌
に
も
売
ら
れ
る
。
日
本
で
は
七
百
以
上
も
の
結
婚
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
営
業
し
て
お

り
、
北
米
で
は
何
百
も
の
結
郡
山
場
の
企
業
が
あ
り
、
二
千
か
ら
五
千
の
ア
メ
リ
カ
男
性
が
そ
れ
に
よ
っ
て
妥
を
購
入
し

て
い
る
。
し
か
し
、
結
控
巾
場
に
つ
い
て
の
自
党
が
増
大
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
禁
止
し
た
り
規
制
す
る

法
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

台
湾
で
は
、
貧
困
な
民
夫
や
年
配
者
の
な
か
に
、
若
い
べ
ト
ナ
ム
人
妥
を
仲
介
し
て
も
ら
う
た
め
に
お
よ
そ
歪
呈
来
ド



ル
支
払
う
m濯
が
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
花
嫁
売
買
が
成
長
し
て
、
北
部
ベ
ト
ナ
ム
の
貧
し
い
村
出
身
の
中
国
系
女
性

が
国
境
を
越
え
て
中
国
に
移
送
さ
れ
、
女
性
の
い
な
い
村
の
田
舎
の
中
国
人
男
性
と
結
婚
し
て
い
る
。
モ
ザ
ン
ピ
l
ク
出

身
の
難
民
女
性
は
、
仕
事
に
就
く
と
い
う
約
束
で
国
境
を
越
え
て
南
ア
フ
リ
カ
に
連
れ
出
さ
れ
、
南
ア
フ
リ
カ
人
男
性
に

内
妥
や
主
と
し
て
売
ら
れ
る
。
十
六
歳
か
ら
三
十
歳
の
五
千
人
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
女
性
が
、
イ
タ
リ
ア
南
部
の
段
場
労
働

者
に
妥
と
し
て
売
ら
れ
た
と
い
う
。

中
国
で
は
、
田
舎
で
の
女
性
誘
拐
や
売
口
副
作
が
八

O
年
岱
十
ば
以
降
増
加
し
て
い
る
。
あ
る
地
域
や
村
で
は
結
婚
の

三
O
%か
ら
九
O
%が
人
身
売
買
の
結
川
端
で
あ
る
。
シ
ャ
ン
ド
ン
地
方

(
S
H
A
N
D
O
N
G
)
で
は
一
九
九
O
年
に

二
ニ
、
九
五
八
人
の
女
性
が
売
買
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
三
、
九
六
六
人
が
解
放
さ
れ
、
奴
隷
売
買
の
か
ど
で
一
、
六
九

O
人
が

逮
捕
さ
れ
た
。
ジ
ア
ン
グ
ス
地
方

(
J
I
A
N
G
S
U
)
で
は
一
九
八
六
年
か
ら
一
九
八
八
年
に
か
け
て
中
国
全
域
か
ら

四
八
、
一

O
O人
の
女
性
が
売
ら
れ
た
。
田
舎
で
の
女
性
の
不
足
、
す
べ
て
の
息
子
に
結
婚
す
る
よ
う
求
め
る
家
族
扶
養
の

伝
統
的
見
解
、
そ
し
て
強
制
的
で
な
い
結
婚
の
場
合
の
婚
礼
や
結
納
の
費
用
が
商
い
こ
と
が
、
強
制
結
婚
の
た
め
の
女
性

売
買
を
招
い
て
い
る
。

リ
ュ
ウ
・
シ
ュ

l
ラ
ン
、
十
六
歳
の
内
一
九
八
九
年
一
月
一
日
、
シ
ャ
ン
ド
ン
地
方
の
リ
ン
ス
で
、
リ
ュ
ウ
・
シ
ュ

l
ラ

ン
は
二
十
六
歳
年
上
の
男
性
と
強
制
的
に
結
婚
さ
せ
ら
れ
た
。
彼
女
は
逃
げ
よ
う
と
し
た
が
、
い
つ
も
捕
ま
り
、
夫
に
縛

ら
れ
殴
ら
れ
た
。
夫
は
彼
女
の
爪
の
下
に
針
を
刺
し
、
リ
ュ
ウ
は
傷
つ
き
血
だ
ら
け
に
な
り
、
腕
は
太
腿
の
よ
う
に
膨
れ

上
っ
た
。
地
域
女
性
連
盟
の
者
が
介
入
し
よ
う
と
す
る
と
、
夫
は
「
何
を
す
る
ん
だ
。
こ
の
女
は
俺
の
も
の
だ
」
と
叫
ん
だ
。

借
金
奴
隷
は
、
人
身
売
買
業
者
が
売
買
さ
れ
る
女
性
、
特
に
売
春
目
的
で
売
買
さ
れ
る
女
性
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た

め
に
広
く
利
用
さ
れ
る
。
女
性
は
ア
パ
ー
ト
、
工
場
、
家
匡
、
さ
ら
に
売
春
宿
に
強
制
的
に
拘
禁
さ
れ
、
借
金
を
返
還
す

る
ま
で
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
さ
れ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
出
身
の
女
子
は
、
一
か
月
に
二
十
五
日
、
一
日
に
六
な
い
し
八
人

の
男
性
を
と
ら
さ
れ
、
売
春
宿
経
営
者
は
月
に
六
O
Oな
い
し
二
五
O
O
A
U
Sド
ル
稼
ぐ
が
、
彼
女
た
ち
は
一
日
一
ド

125 



ル
、
月
に
二
十
五
ド
ル
し
か
受
け
取
ら
な
い
。

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
で
は
、
女
性
は
リ
ク
ル
ー
タ
l
が
要
求
す
る
前
借
金
を
稼
ぐ
た
め
に
、
未
来
の
稼
ぎ
に
反
し
て
借
金

し
、
自
分
の
家
族
を
批
当
に
入
れ
る
こ
と
が
多
い
。
数
千
米
ド
ル
も
の
借
金
を
返
さ
な
け
れ
ば
女
性
は
や
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
ケ
ニ
ア
で
は
い
わ
ゆ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
パ
ー
ラ
ー
で
倒
く
女
性
は
、
二
十
四
時
間
交
替
を
強
制
さ
れ
、
稼
ぎ
の

二
五
%
し
か
も
ら
え
な
い
。
同
じ
状
況
は
ド
ゥ
パ
パ
イ
や
西
欧
に
誘
い
出
さ
れ
る
ウ
ガ
ン
ダ
女
性
や
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

や
東
欧
出
身
で
イ
タ
リ
ア
の
路
上
で
借
金
返
済
の
た
め
強
制
的
に
働
か
さ
れ
る
女
性
か
ら
も
望
口
さ
れ
る
。
業
者
が
全
額

独
り
占
め
す
る
例
も
あ
る
。

中
欧
や
東
欧
、
ま
た
世
界
の
他
の
地
域
で
も
、
組
織
犯
罪
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
が
強
制
売
春
目
的
の
女
性
売
買
に
関
与
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
場
合
、
国
際
犯
罪
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
は
多
く
の
国
に
拠
点
を
も
ち
、
一
つ
一
つ
の
国
の
法
制
度
の
純
囲
を

超
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

売
買
さ
れ
た
女
性
が
国
家
の
関
与
や
北
謀
を
か
な
り
墾
口
し
て
い
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
に
売
ら
れ
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
女

性
に
よ
る
と
「
私
た
ち
は
国
墳
を
越
え
る
前
に
桝
袋
に
保
護
さ
れ
て
人
里
離
れ
た
場
所
に
述
れ
て
い
か
れ
た
。
国
語
行
備

員
は
か
わ
い
い
少
女
を
性
的
に
虐
待
し
て
い
た
が
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
少
女
た
ち
が
来
る
と
、
前
か
ら
い
た
少
女
は
解

放
さ
れ
た
」
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
タ
イ
の
公
務
員
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
女
性
を
タ
イ
に
売
買
す
る
の
に
関
与
し
て
い
る
と
い
う
。
少
女
が
武
装

し
た
制
服
併
営
に
よ
っ
て
特
察
車
内
で
タ
イ
に
砲
泊
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
タ
イ
で
は
売
春
宿
が
存
疑
の
保
認
の
も
と
に

あ
り
、
将
位
択
が
お
得
窓
先
で
あ
っ
た
。
あ
る
少
女
に
よ
れ
ば
、
彼
女
が
働
い
た
ど
の
売
春
宿
で
も
詐
察
官
を
見
か
け
た
。

明
日
察
官
は
経
営
者
と
知
り
合
い
で
、
制
服
で
銃
と
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
も
っ
て
い
た
。
作
察
官
は
少
女
を
部
屋
に
連
れ
込

み
、
一
晩
過
ご
し
た
。
ク
ロ
ン
・
ヤ
イ
で
は
作
察
官
は
経
営
者
と
特
別
な
取
り
決
め
を
し
て
、
少
女
を
無
料
で
連
れ
て
い

く
こ
と
が
で
き
た
。
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さ
ら
に
、
越
境
を
容
易
に
す
る
た
め
に
賄
賂
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
o

桝M
M
官
は
収
賄
と
売
買
さ
れ
る
女
性
に
対

す
る
権
限
濫
用
で
も
有
名
で
あ
る
。
ネ
パ

l
ル
の
N
G
O
に
よ
れ
ば
、
人
身
売
買
が
訴
追
さ
れ
た
唯
一
の
例
は
地
方
桝
廿
察

官
の
賄
賂
事
件
で
あ
る
。

移
住
女
性
売
春
者
は
、
非
登
録
状
態
で
言
葉
が
通
じ
な
い
う
え
法
律
の
知
識
も
な
い
た
め
、
警
察
や
移
民
局
職
員
の
暴

力
に
さ
ら
さ
れ
や
す
い
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
売
春
婦
か
ら
の
「
無
料
の
性
的
サ
ー
ビ
ス
の
抜
き
取
り
」
と
い
う
強
姦

が
懇
口
さ
れ
て
き
た
。
ボ
ゴ
タ
で
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
十
一
歳
か
ら
十
四
歳
の
少
女
の
五
O
%
、
十
五
歳
か
ら
四
O
歳
の

女
性
の
二
五
%
が
、
桝
日
γ

察
官
に
よ
る
虐
待
と
強
要
が
一
番
の
問
題
だ
と
墾
口
し
て
い
る
。
最
近
、
ム
パ
イ
明
菜
は
売
春
宿

に
手
入
れ
し
て
四
四
七
人
の
売
春
婦
を
逮
捕
し
彼
女
た
ち
を
拘
禁
し
た
が
、
イ
ン
ド
で
は
売
春
は
違
法
で
は
な
い
。
女
性

は
同
意
な
し
に
、
し
か
も
医
療
梢
世
も
な
し
に
強
制
的
に
H
I
V検
査
や
そ
の
他
の
性
病
検
査
を
受
け
さ
せ
ら
れ
た
。

売
買
さ
れ
た
女
性
が
経
験
し
た
暴
力
と
虐
待
を
墾
口
す
る
の
を
妨
げ
て
い
る
の
は
、
法
的
知
識
の
欠
知
、
法
制
度
の
信

頼
の
欠
如
、
逮
捕
や
法
的
制
裁
の
恐
怖
、
家
族
を
財
政
的
に
支
援
す
る
必
一
袋
、
未
払
い
の
借
金
、
人
身
売
買
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
報
復
や
国
外
追
放
の
恐
怖
、
言
葉
の
壁
で
あ
る
。

ベ
ル
ギ
ー
と
オ
ラ
ン
ダ
以
外
の
受
入
国
は
、
人
身
売
買
や
奴
隷
類
似
但
汀
を
野
察
に
却
窓
口
し
て
女
性
を
助
け
る
法
的
機

構
を
用
意
し
て
い
な
い
。
売
買
さ
れ
た
女
性
は
、
追
放
さ
れ
た
り
帰
還
す
る
時
に
も
、
自
分
の
政
府
か
ら
も
制
約
さ
れ
た

支
援
し
か
受
け
ず
、
自
国
の
社
会
で
再
被
害
者
化
の
危
険
に
あ
る
。

「
国
に
戻
っ
た
時
と
て
も
困
っ
た
の
は
、
イ
ン
ド
特
察
が
私
を
ネ
パ

l
ル
将
察
に
引
き
渡
し
た
の
で
、
ネ
パ

1
ル
野
察
が

私
を
拘
禁
し
家
族
を
呼
び
出
し
た
こ
と
だ
。
私
に
は
兄
と
姉
が
い
る
。
両
親
は
死
ん
で
い
る
。
四
か
月
後
、
警
察
官
が
兄

に
電
話
で
私
を
兄
に
引
き
渡
す
と
言
っ
た
。
し
か
し
兄
は
引
き
取
り
た
が
ら
な
か
っ
た
。
私
が
助
け
て
と
言
っ
た
ら
、
兄

は
、
お
前
は
売
春
婦
だ
か
ら
家
に
連
れ
て
い
き
た
く
な
い
と
言
っ
た
。
兄
は
私
の
こ
と
を
姉
に
知
ら
せ
も
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
私
旦
亙
陶
も
拘
禁
さ
れ
て
い
た
。
家
族
に
拒
絶
さ
れ
て
死
に
た
か
っ
た
」
。
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〔
参
鵠
院
選
挙
が
終
わ
っ
て
〕

投
開
川
市
中
が
前
回
の
参
訴
院
選
挙
と
比
べ
て
M

ポ
イ
ン
ト
も
上
が
っ
て
開
%
に
な
り
、
「
自
民
党

が
負
け
て
良
か
っ
た
」
「
選
挙
で
政
治
を
変
え
る

こ
と
は
で
き
る
と
実
感
し
た
」
と
い
う
市
民
の

戸
が
新
聞
の
投
書
欄
等
に
は
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
「
風
は
民
主
党
と
共
産
党
に
吹
い
た
」
と
百

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
マ
ス
コ
ミ
の
ね
ら
い
ど
お

り
の
風
が
作
り
だ
さ
れ
た
、
と
い
う
面
も
あ
り

ま
し
た
よ
ね
。
何
は
と
も
あ
れ
、
投
現
に
行
か

な
く
っ
ち
ゃ
!
と
判
断
し
た
市
民
の
行
動
力

に
、
こ
の
暗
い
社
会
状
況
の
中
、
刺
し
い
希
望

を
感
じ
ま
し
た
。

大
阪
選
栄
区
で
は
、
友
人
で
俺
劣
つ
け
が
た

く
信
頼
で
き
る
人
が
二
人
、
見
な
る
政
党
か
ら

立
候
補
し
ま
し
た
。
無
所
同
を
主
張
す
る
私
も

国
政
選
挙
で
は
政
党
を
選
ば
ざ
る
を
仰
ず
、
ど

ち
ら
を
応
援
す
べ
き
か
悩
み
に
悩
み
ま
し
た
。

選
挙
区
で
は
政
治
的
判
断
力
と
志
を
持
っ
た
女

性
誠

H
を
哨
や
す
と
い
う
こ
と
を
品
促
先
に
考

え
て
社
民
党
の
H
H
附
山
央
子
さ
ん
を
応
舵
し
、

比
例
区
で
は
今
回
の
選
挙
で
す
べ
て
の
前
附
を

失
う
か
も
し
れ
な
い
新
社
会
党
を
応
援
し
ま
し

た
。
六
月
説
会
が
終
わ
っ
た
後
一
週
川
、
大
阪
・

選
挙
区
と
広
・
品
川
m
の
現
職
を
合
め
て
三
人
の
応

援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
三
人

と
も
孫
選
し
ま
し
た
。
風
見
知
の
よ
う
に
ブ
ー

ム
に
釆
っ
た
政
治
陪
が
当
選
し
、
其
而
目
な
政

治
家
が
当
選
で
き
な
い
今
の
選
挙
制
度
に
は
怒

り
を
感
じ
ま
す
。

選
挙
結
拠
を
凡
て
一
帯
附
い
た
の
は
、
女
性

党
が
新
社
会
党
よ
り
た
く
さ
ん
の
烈
を
と
っ
た

こ
と
。
と
き
ど
き
「
古
本
さ
ん
は
女
性
党
な

の
?
」
と
百
わ
れ
ま
す
が
、
女
性
党
と
は
な
ん

の
関
係
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
地
域
の
中
で
地

道
な
訊

H
活
励
を
す
る
女
性
の
地
方
説
此
を
明

や
し
た
い
と
思
っ
て
「
女
性
を
説
会
へ
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
」
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、

全
凶
各
地
で
自
党
め
た
女
性
た
ち
の
風
を
利
用

し
た
か
の
よ
う
な
政
党
に
は
ま
っ
た
く
関
係
あ

128 

り
ま
せ
ん
。

(結
M
川
市
議
・
古
本
ひ
ろ
子
)

〈
編
集
後
記
v

.
先
日
名
古
国
へ
行
き
『
女
性
セ
ン
タ
ー
H
』

の
編
集
ス
タ
ッ
フ
と
話
し
た
。
そ
の
パ
ワ

1
に

抑
さ
れ
つ
つ
仰
京
、
今
度
は
『
阻
』
の
原
稿
を

過
し
て
ま
た
ま
た
パ
ワ

1
あ
る
女
た
ち
と
出
会

う
こ
と
に
。
等
放
児
の
母
に
な
っ
て
原
稿
を
読

む
と
共
感
す
る
こ
と
が
実
に
多
く
、
同
時
に
今

ま
で
の
自
分
が
い
か
に
砂
行
政
u
に
無
関
心
だ
っ

た
か
も
央
感
す
る
号
だ
っ
た
。
(
石
)

・
「
鹿
児
品
の
女
性
」
を
見
直
す
と
こ
ろ
か
ら

始
め
た
こ
と
に
約
突
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ど
ん

な
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
の
か
、
楽
し
み
!
(
れ
}

.
五
月
に
〈
あ
ご
ら
鹿
児
島
〉
の
立
ち
上
が
り

に
参
加
、
封
建
的
風
土
だ
か
ら
こ
そ
強
い
か
陵

mお
ど
じ
ょ
e

に
感
動
し
ま
し
た
が
、
期
待
に

た
が
わ
ぬ
力
作
。
こ
れ
か
ら
が
ま
す
ま
す
楽
し

み
で
す
ね
。
メ
ン
バ
ー
の
雰
囲
気
は
編
集
後
記

に
代
え
て
の
座
談
会
で
ご
推
祭
を
。
(
千
)
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元
・
小
牧
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夫
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が
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事
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い
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・
遠
藤
哲
也
・
朱
建
栄
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を
明
ら
か
に
し
、
脱
史
的

・
小
此
木
政
夫
・
鈴
木
典
幸
背
景
の
下
、
曲
解
と
偏
見
を

・
小
田
川
興
・
武
貞
秀
士
超
え
た
祝
座
を
提
供
す
る

f

・
小
島
末
夫
・
荻
内
正
樹
北
朝
鮮
を
考
え
る
う
え
で
、

・
小
林
慶
二
・
横
堀
克
己
今
、
注
目
か
つ
必
読
の

3
f

強朝鮮
特
攻
隊
員
は
「
遺
書
」
を
書
か
さ
れ
た
。

し
か
し
そ
こ
に
、
本
心
は
書
け
な
か
っ
た
。

日
年
を
へ
て
、
い
ま
、
白
ら
の
良
心
に
の
み
従
い
、

元
特
攻
隊
員
は
、
「
真
実
の
遺
書
」
を
し
た
た
め
る
/

最
後
の
持
攻
隊
員

E信し

i査;
z道t
街著

円

特
攻
隊
員
は
「
泣
書
」
を
告
か
さ

れ
た
。
だ
が
そ
こ
に
、
本
心
は

書
け
な
か
勺
た
。
出
撃
基
地
へ

の
途
中
、
敗
戦
に
よ
り
命
な
が

ら
え
、
峨
後
は
海
上
保
安
庁
職

員
と
し
て
朝
鮮
戦
争
で
の
機
首

扮
海
作
戦
に
参
加
、
海
上
自
衛

隊
、
航
空
自
衛
隊
を
へ
て
日
航

機
長
と
な
っ
た
元
特
攻
隊
日

が
、
進
行
す
る
，
戦
争
準
備
e

の
動
向
に
、
や
む
に
や
ま
れ
ず

自
ら
の
体
験
を
も
と
に
「
不
戦
」

の
心
と
論
理
を
訴
え
る

f
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